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　第一話　剣けん豪ごう将軍と関白・近この衛え前さき久ひさ







　甲か斐いの武たけ田だ晴はる信のぶと、越えち後ごの長なが尾お景かげ虎とら。

　戦国日ひノ本もとにその名を遺のこすことになる二人の姫ひめ武将がはじめて、信濃しなの川かわ中なか島じまで激げき突とつした。

　ともに、父親の愛情を渇かつ望ぼうしていた二人の少女は、戦国の世を姫武将として生きるという「運命」を自ら背負い、戸と隠がくしの山で出会い、惹ひかれ、そして憎にくみ合った。父を駿する河がに追放して以来「力」をこそ頼たのみ、神の国・信濃を「人間の国」に造り替かえようとする武田晴信。毘び沙しや門もん天てんの化け身しんを演じて父の魂たましいを救おうとしたことから「義」を貫つらぬくと定め、神の国・信濃を武田家の侵しん略りやくから守ろうとする長尾景虎。

　真逆の道を選んだ二人の姫武将の「戦い」は、決して避さけられない定めにあったといっていい。

　武田晴信と山やま本もと勘かん助すけは、北信濃に出兵して以来破竹の進しん撃げきを続ける越えつ軍を上うえ田だ原はらへとおびき寄せて真さな田だ勢とともに挟きよう撃げきするという策を採ったが、「戦いくさの天才」である景虎はこれを察知して上田原には進まず、甲こう越えつ両軍は互たがいに攻せめ手を欠いて睨にらみ合うかたちとなった。

　この緊きん張ちよう感かんに耐たえかねて先に動いたほうが敗れる。

　晴信と景虎は互いに、勝機を窺うかがい続けた。忍しのび同士の暗あん闘とうがあり、情報戦があり、ともに己おのれの緊張感と闘たたかわねばならない神経戦があった。

　しかし、長尾景虎にはかねてから予定されていた「上じよう洛らく計画」があった。

　第一次川中島の合戦は、決着がつく前に「時間切れ」となったのである。




　川中島から引き上げてきた長尾景虎は、宰さい相しよう・直なお江え大和やまとのかねてからの計画通りに、上洛を決行することとなった。

「お嬢じようさま。上洛の目的はいくつかございます。将軍足あし利かが義よし輝てるさまより、越後守護職を引き継つぐことを認可していただいたことへの返礼。やまと御所への任官への返礼。京きようの青あお苧そ座ざや堺さかい商人との友好関係を築き、越後の主要財源である青苧の販はん売ばい網もうを拡大すること──他にも、先々代以来敵対関係となっている北ほく陸りくの本ほん猫びよう寺じ一いつ揆き衆との関係を改善するために、大おお坂さか本猫寺へ贈おくり物ものを届けることなど、数えきれぬほどにございます。お嬢さまは、密教修行の聖地である叡えい山ざんと高こう野や山さんへ入り修行することを熱望しておられますが、日程の問題もありますし、いずれの聖地も女によ人にん禁制ゆえ、これは少々手間取るかもしれませんね」

　直江大和は合戦場では地味な兵へい站たん係を務めることが多く目立たないが、こと外交に関しては屈くつ指しの有能さを誇ほこっている。

　越後からの長ちよう駆く上洛にはさまざまな困難が伴ともなうが、直江大和は川中島の合戦の折に後方で諜ちよう報ほうと兵站を担当しながらも、同時に上洛計画を周しゆう到とうに進めていたのだった。

　越後の直なお江え津つより越えち前ぜんの敦つる賀がまでは、景虎や直江大和をはじめとする重臣たちは安全策を採って海路を進む。ただし、二千の兵たちは陸路を採る。

　上洛途と中ちゆうで通過しなければならない諸国──越前の朝あさ倉くら家の軍事を仕切る宰相・朝倉宗そう滴てき、および近江おうみ国主の六ろつ角かく承じよう禎ていとは、すでに直江大和が話をつけてあった。朝倉と六角は足利幕府を支し援えんする名家であり、将軍家と幕府の立て直しを目的とする景虎の上洛を拒きよ否ひする理由はなかった。

　問題は、一いつ揆き衆の力が強い越えつ中ちゆう・加か賀がだが、直江大和は越中の国人衆と交こう渉しようし、かなりの金銭を投じて、上洛軍の通過を彼らに認めさせていた。出兵の目的が越中攻こう略りやくではなく上洛、そして荒あれている都の秩ちつ序じよを回復することだという「義」と、多額の金銭。さらには、一揆衆にとっての本山である大坂本猫寺への働きかけも功を奏して、ようやく二千ほどの兵の通過を許可されたのだった。

　景虎は、直江津から船で敦賀へと発たった。

　ともに上洛に付き従う家臣は──

　宰相の直江大和。このたびの上洛のいっさいを差配する。

　軍師の宇う佐さ美み定さだ満みつ。すぐに癇かん癪しやくを起こす景虎の守もり役である。

　猛もう将しようながら、戦場を離はなれれば柔にゆう和わな柿かき崎ざき景かげ家いえ。厳格さをもって二千の兵を指揮する。

　小お笠がさ原わら流を継ぎ景虎の礼れい儀ぎ作法教師役を務める、信濃守護の小笠原長なが時とき。

　同じく景虎の武術師し範はん的てきな立場を直江大和より任された、鳶とび加か藤とうこと加藤段だん蔵ぞう。

　いわゆる「信濃派」の家臣が多く、長尾政まさ景かげや上うえ杉すぎ憲のり政まさをはじめとする「関かん東とう派」の諸将は、この上洛の旅からは外されている。

　直江大和が、いつ景虎に襲おそいかかるかわからない好色漢の小笠原長時を仕方なく連れてきたのは、信濃川中島における長尾と武田の争いに「大義」が必要だったからである。信濃の守護職は今なお、この小笠原のものだった。関東管かん領れい・上杉憲政ではなく、小笠原長時を上洛させたということは、直江大和も、そして宇佐美定満も景虎を関東出兵作戦からできるだけ遠ざけ、当面の目標を信濃川中島一帯に絞しぼらせるつもりなのである。

　甲かん板ぱんに立ち、親おや不知しらずの海を眺ながめながら「山も綺き麗れいだが、海もまた美しい。見み渡わたす限りの海うな原ばらとは、いいものだ。酔よいそうだが」と目を細めていた景虎に、直江大和と宇佐美定満が、告げていた。

「ただしひとつ、問題がございます」

「問題？」

「今回の上洛の最大の目的は、将軍に目通りすることだった。信濃戦の大義名分を得るためにな。ところがその将軍足利義輝が、三み好よし軍に敗れて都落ちしちまったんだ」

　宇佐美定満が言うところには──。

　足利幕府は応おう仁にんの乱以来衰すい亡ぼう著いちじるしく、京の近辺にしか支配力が及およばない有様になっている。もともと幕府の実権は、管領細ほそ川かわ家が握にぎっていた。しかしその細川家も、家臣である三好家の台頭を許し、ついには足利将軍・細川管領家と、足利将軍家にとっては陪臣にすぎない三好家とが、畿内の覇は権けんをかけて相争う事態となっていた。

　足利将軍はほとんど兵力を持たないので、実質的には管領の細川とその家臣である三好が争っているということになる。

「ちょっと待て宇佐美。わたしには、まったくわけがわからないぞ……なぜ細川家の家臣が、主君である細川家と戦うのだ。しかも細川家が将軍さまを擁よう立りつしているということは、三好がやっていることは大逆ではないか。そのようなことが許されるのか。しかもその三好が勝つとは」

「下げ克こく上じようの世なんだよ、景虎。三好には三好で、細川と戦う理由があるのさ。三好家の先代も先々代も、主君であるはずの細川家の裏切りによって命を落としているんだ。今、三好家の当主を務める姫大名の三好長なが慶よしは、父親が戦死した折に堺から脱だつ出しゆつし、幼くして三好の本国である四国に逃にげ帰った経歴を持つ……」

「三好長慶は四国で力を蓄たくわえ、仇あだを討うつために畿内へ戻もどって来て管領・細川晴はる元もとを追い落としにかかったわけです、お嬢さま。一見混乱しているかのように思える出来事であれ、なにごとにも因果というものがございます」

「細川晴元は、なぜ家臣の三好を裏切って死なせたのだ」

「三好家が武功をあげ続けて、実力を持ったからでしょう。下克上を恐おそれたのです。大坂本猫寺に手を回し、一揆を起こさせて三好を背後から討たせたといいます。しかしながら幼かった三好家世継ぎの長慶を四国へ逃がしてしまい、そして──その長慶が、松まつ永なが弾だん正じよう久ひさ秀ひでという女を軍師として手に入れたことで、三好家は再び力を取り戻し、ついには細川家と足利将軍家を戦って破り京から追放したのです。今や、畿内の覇者は、三好長慶なのです」

「いや、待ってくれ直江。足利・細川・三好まではわかる。しかしその、松永弾正久秀とは、どこの誰だれなのだ？」

「わかりません」

「わからない、だと？」

「素す浪ろう人にんの境きよう遇ぐうでありながら美み濃の一国を奪うばい取った斎さい藤とう道どう三さんと同じさ、景虎。下克上の世だ。実力さえあれば、身分すらわからない者でも、才覚だけでのし上がることができる。松永弾正は三好に出会う前は堺で商人をやっていたというが、それ以前の経歴はさっぱりわからねえ」

　美濃を盗ぬすみ取った下克上の男・斎藤道三は裏切りを繰くり返す「蝮まむし」。

　三好家を仕切る松永弾正は毒を使うことで有名な「蠍さそり」。

　嫌いやな渾あだ名なの持ち主たちだ……と景虎は眉まゆをひそめた。

　天下は、あまりにも乱れている。

　関東では北ほう条じよう氏うじ康やすが関東管領を上野こうずけから越後へ亡命せしめ、信濃諸将は武田晴信に追われこれも越後へと亡命した。

　東国がこれほどに乱れた一因は、景虎の父・長尾為ため景かげが関東管領や越後守護を次々と戦で破って殺したことにあり、景虎は父が乱した関東の秩序を再興するために義戦をはじめたのである。

　しかし直江と宇佐美によれば、東国だけでなく、畿内の秩序もまた乱れに乱れきっているのだ。

　日ノ本の権けん威いの象しよう徴ちようたるやまと御所。日ノ本の武家の頂点に立つ足利将軍。その将軍家を補ほ佐さする管領細川家。ここまではわかる。しかしそのまた家臣の三好家のさらに家臣で、氏素性の知れない松永弾正などという者まで出てくるとなると、畿内の情勢に疎うとい景虎にはまったくもってわけがわからない。

　いや、松永弾正が誰であろうが、人間にとって生まれは関係ないのだ。問題は、松永弾正が三好長慶とともに主君を戦で破り、都から追放し、畿内の秩序を無残に破は壊かいしていることなのである。

「ともあれ三好松永に敗れた将軍足利義輝さまと細川晴元さまは今、近江の朽くつ木き谷だにへ逃のがれておられます。つまり、予定通りの道を通って都へと行軍すれば、お嬢さまは将軍に会えないのです」

　将軍さまと管領さまが、ともに都落ちとは。なんという乱世だと景虎は憤いきどおった。東国だけでなく、西国も酷ひどい有様になっている……。

「では進路を変へん更こうし、その朽木谷を訪おとずれるぞ、直江。将軍さまにお会いできねば、こたびの上洛、意味がなくなる。なによりも、落らく魄はくしておられる将軍さまを無視してわたしだけが上洛することはできぬ」

「険けん阻そな山中です。遠回りになりますし、なにより危険です。松永弾正は、あらゆる謀ぼう略りやくを用います。われらが松永弾正と通じた刺し客かくと疑われれば、将軍方に侍はべる者どもと合戦になるということも」

「こういう時のための直江大和だろう。長尾景虎が将軍さまを都へお連れするためにはせ参じた、と先方に伝えよ」

「今回の兵力だけでは、都へ将軍を連れ戻すのは無理です。三好長慶は今や、二万とも三万とも言われる大軍を動員できるのです」

「たとえ兵力差が十倍あろうとも、わたしは不義を打つ」

「無茶言うな。それにオレたちは、仕事を済ませたら早々に越後へ戻らねばならねえ。あまり越後を長く空けていると、また武田晴信が川中島を狙ねらって動きはじめる。都に踏ふみとどまって何年も戦うことはできないぜ、景虎」

　宇佐美定満が「手から毒針を放つ」という兎うさぎの新作ぬいぐるみを手に持ちながら、「越後から都は遠い。しかも加賀・越中という一揆衆の国が、間に挟はさまっている。越後になにかあった時に、間に合わなくなる」とやんわり説いた。景虎は肩かたを落としたが、現実を認めざるを得なかった。いっそ道中を塞ふさぐ一揆衆を殲せん滅めつしてしまえば……という衝しよう動どうを、景虎は慌あわてて打ち消した。一揆には多くの領民が参加している。民たみを、大量に虐ぎやく殺さつすることになる。それはもう義戦ではなくなる。本山である大坂本猫寺ですら、北陸一揆を意のままには統制できないのだ。すべては、世の秩序が崩ほう壊かいしているための混乱なのだ。民には罪はなく、死なねばならない理由は彼らにはない。

「……そうか。ではせめて、将軍さまにお目通りだけでも。将軍家への進物を届けねばならない。あと宇佐美。そのぬいぐるみは、今すぐ海に捨てよ」

「またそれか、景虎。なぜだっ!?　曲くせ者ものをとっさに倒たおすための必殺の暗器仕込みだぜ!?　道中は危険だ。猛将柿崎や忍びの鳶加藤がお前を守っているとはいえ、なにがあるかわからねえ。持っていろ！」

「だから、その暗器がいけない。将軍さまの前にそんなものを抱だいて顔を出せるか。それでは、まるきり暗殺者ではないか」

　愛らしいうさちゃんの笑顔で油断させ、すかさず毒針を伸のばして刺客を殺す。傑けつ作さくだと思ったのに……と宇佐美がしょぼくれながらぬいぐるみを抱きしめ、「さらばだ、わが子よ。立派な蛭子えびすになるんだぜ」と海へ流した。

「宇佐美さま。お嬢じようさまをいつまでも子供扱あつかいしないよう。五年経たてば婿むこを取るという例の公約も、徐じよ々じよに残り日数が減っているのですし」

「うるせえよ直江！　てめえこそ、いつまでも主君を『お嬢さま』呼ばわりしてるんじゃねえ！　そういう態度が景虎を勘かん違ちがいさせるんだ」

「主君を呼び捨てにするあなたよりはましだと思いますが……」

「それよりも直江の旦だん那な。オレが預けた樋ひ口ぐち村の与よ六ろくはどうしている？　目から鼻に抜ぬけるような才子だろう？　あれはいい宰さい相しようになるぜ。あいつに限っては、オレが育てるよりも、てめえが鍛きたえたほうがいい。あいつにとっても、景虎にとっても」

「そうでしょうか？　子育てなど、わたくしにとっては未経験です。毎日、寿じゆ命みようが縮む思いをしていますよ」

「そりゃまあ、童どう貞ていの旦那には難しい任務かもしれない。だが、オレは直江の旦那を信じている！　経験不足は旦那の知力で補え！」

「お嬢さまの前で下品な言葉を使わないでください！」

「旦那、与六を頼たのむぞ！　あいつは軍師として宰相として、景虎の片かた腕うでになれる逸いつ材ざいだ！」

　直江大和は、与六との上じよう洛らく前夜のやりとりを思いだして、頭を押さえていた。




　　　　※




「義ち父ち上うえ！　いったいいつになったら、景虎さまにお目通り願えるのですか？　毎日毎日、質素なあばら家で一いち汁じゆう一菜……樋口村での食事よりも貧しいのですが！　その上、日が暮れるまで畑を耕す日々。とても武家とは思えません。義父上は修しゆ行ぎよう僧そうかなにかですか。わたしはこんなところへ来とうはなかった！」

　直江大和の暮らしは、経済大国・越後の宰相のものとは思えないほどに質素である。本来ならば使用人がやるような身の回りのこまごまとした仕事も、直江大和自身と、与六が分担して片付けている。与六はもともと樋口村出身の娘むすめで、質素な暮らしには慣れているはずだが、最初に与六を「姫ひめ武将候補」として引き取った宇佐美定満がさんざん甘やかしたらしい。そもそもお嬢さまがああも面めん倒どうな性格に育ったのも、宇佐美さまが……宇佐美定満のちゃらんぽらんぶりを思うだけで、直江大和は頭痛がする。

「与六。宰相たる者が贅ぜい沢たくな暮らしに耽ふけっていては、越後の民に示しがつきません。それに、武家たちの妬ねたみを買うことになります。景虎さまをお支えするべき宰相が失しつ脚きやくしてしまっては、なんにもなりません。清せい廉れんに生きることは宰相の義務なのですよ。覚えておきなさい」

「贅沢したいとは言うておりませーん！　せめて、日々の食しよく卓たくにもう少し肉を！　義父上の食事は質素すぎます！　日々の激務で義父上はお疲つかれなのに、これでは長生きできませんよ！」

「まったく。宇佐美さまの城で酒池肉林のような贅沢暮らしを覚えてしまったようですね……ほんものの出家僧の食事はもっと質素ですよ。なんなら、出家させてもいいのですよ、与六？　駿する河がの太たい原げん雪せつ斎さいのように黒衣の宰相になる道を選びますか？」

「……うう……わたしはこんなところへ来とうはなかった……義父上。わたしは義父上の健康が心配です。孤こ独どくは、精神にとって毒です。せめて嫁よめを迎むかえてください」

「毎日お前がうるさく騒さわぐのに、わたくしのどこが孤独なのですか」

　子供はうるさい。放置すると愚ぐ図ずるし、かといって手を上げると大泣きされてさらにうるさいし、そもそも男の子ならともかく女の子に手を上げるような野や蛮ばんさを直江大和は己おのれに許さない。しかも与六は頭が回り弁が立つので、理り屈くつで教え諭さとすのも難しいと来た。

　子育てにほとほと疲れ果てた直江大和は、（宇佐美さま。よくもわたくしにこのような面倒な仕事を……）と宇佐美定満を呪のろうのだった。
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「……わたしはこんなところへ来とうはなかった、というあの口くち癖ぐせさえなければ、よき姫武将候補なのですがね。誰に似てああも気位が高いのだか。あなたが甘やかしたからですよ、宇佐美さま。そもそも、お嬢さまもそうでした。おかげでいまだに婿を取らぬだの生しよう涯がい不ふ犯ぼんだのと」

　主君の前で、堂々とこども攫さらいの話か……とうとう直江まで宇佐美のこども攫いの悪あく趣しゆ味みに乗ったのか、と景虎が困ったようにまた眉をひそめた。

「こども攫いじゃねえ！　お前を支える姫武将を育成するのがオレたちの義務だ！」

「宇佐美さま、育成しているのはわたくしです！」

「フッ……オレたちは二人で一人じゃないか、直江の旦那……」

「やめてください気色悪い。まあ、今の越後にはお嬢さま以外に姫武将がいませんからね。多くの国人・家臣が、あわよくばお嬢さまを自分の嫁に迎えようと野心を抱いだいている。それが、お嬢さまが越後守護としてやりづらくなっている原因です。次世代の政権は、姫武将で固めたいものです。武田家がそうしようとしているように」

　武田晴信の真ま似ねなどわたしはしたくない、と景虎は唇くちびるを尖とがらせていた。しかし、（そうか。晴信は周囲を姫武将で固めて……ならば、男に襲おそわれる心配はないのだな。さすがに、慎しん重ちような姫武将だ。知ち恵え深いな。その上、欲よく深ふかな女だと思っていたが殿との方がたに関しては意外と潔けつ癖ぺきだ。よかった）と、なぜかほっとする自分に気づき、そして戸と惑まどっていた。

「それでは進路を変更いたしましょう。われらは敦賀より琵び琶わ湖この西に延びる平へい坦たんな西近江路を進む予定でしたが、その途と中ちゆうで山中の鯖さば街道へ入って朽木谷を経由し、朽木谷で将軍さまに謁えつ見けんしたのちに叡山の麓ふもとを駆かけて都へ入ります」

「鯖街道？」

「若わか狭さ街道のことです。若狭と都とを繫つなぐ山道です、お嬢さま。難所になります。若狭の港に集まった鯖を山中の盆ぼん地ちである京の都へと運ぶ道筋なので、商人どもは鯖街道と呼びます」

　山国で魚を食うのは面倒だからな。なぜわざわざあんな盆地に都を作っちまったんだろうなこの国は。しかも京は守るのが難しく攻せめ落とすのは容易という戦術的にはひでえ場所だ。あんな物ぶつ騒そうなところに都があっちゃあ乱世が終わるはずがねえ、と宇佐美定満が苦笑していた。

「陰おん陽みよう道どう的てきには意味があるらしいのですがね、宇佐美さま。四神相応の地だとか、太い龍りゆう脈みやくの通り道なのだとか」

「戦術的には無意味どころか有害もいいところだぜ。景虎、覚えておけ。四方を山と街道に包囲されている京の都に軍を入れれば、その時点でもう『袋ふくろの鼠ねずみ』みてえなもんで、大軍を率いても防衛しきれるもんじゃねえ。それゆえに、古来京の都を本ほん拠きよとした武家はことごとく没ぼつ落らくしていった。平家も源みなもとの義よし仲なかも源義よし経つねも。今は朽木谷に逃れている足利将軍家だってそうだ。同じ山中の盆地でも、天然の要よう塞さいとも言うべき唐から国くにの西せい安あん（長ちよう安あんのこと）とはわけが違ちがう。だいいち日ノ本は海に囲まれた島国だ。本来は、海に面した土地に都を置くべきなんだがな……」

　宇佐美さま。古代には難なん波ばに都があった時代もありましたよ、白はく村すきの江えの戦いに敗れたことも内陸部に遷せん都とした一因ではないでしょうか、と直江が笑い、宇佐美が「そんな昔のことまでは知ったこっちゃねえよ」と耳の穴を指でほじった。

「そうだな宇佐美。海は交易を、そして交易は富をもたらしてくれる。越後がこれほどに豊かなのも、直江津を中心とした青あお苧そ交易のおかげだ。だからあの武田晴信も、海を欲ほつしている。甲斐の盆地に留とどまっている限りいくら金山を掘ほり続けても限度があるということを、理解しているのだな……」

　晴信が駿河に生まれていればわたしと相争う必要もなかったのに、と景虎は思った。

「お嬢さま。風が荒あれてきました、そろそろ、お休みください。次にわれらが大地を踏みしめる時には、そこはもう敦賀です」




　朽木谷は、近江山中にあり、足利将軍家にとっての隠かくれ里ざとのような異界であった。

　将軍の館で景虎一行を出で迎むかえた者は、細川藤ふじ孝たかと名乗る美しい少年だった。細川家の一支流を継ついではいるが、十一歳で亡命先の近江坂さか本もとで将軍位を継いで以来運命的な流る浪ろうを続ける非業の将軍・足利義輝の、腹違いの弟にあたるという。義輝は元服当時「義よし藤ふじ」と名乗っていた。その藤の一文字を与あたえていることからも、二人の親密な仲がうかがい知れる。

「あなたが、越後はじまって以来の姫武将、長尾景虎どのですか。お初にお目にかかります。義輝さまのお世話をさせていただいております、細川藤孝と申します──義輝さまの用心棒とお考えください」

　少女のような笑みを浮うかべている細川藤孝には、しかし、まるで隙すきがなかった。諸国を放浪し自らの剣けんを志ある者に伝承している剣聖・塚つか原はら卜ぼく伝でんは、この細川藤孝と足利義輝の異母兄弟に、自らの新当流の太た刀ちを伝授したという。畿内は、武家の頂点に立つべき将軍自らでさえ剣を取らなければ自らの命を守れない、そのような下げ克こく上じようの世界なのだ。

　若き足利義輝が、「武」を極きわめることで三好松永を打破しようと野望に燃える剣けん豪ごう将軍の道を志しているのに対して、彼を補ほ佐さすることを生涯の使命と自認している細川藤孝は、文武両道の武将だった。「文化」の世界では藤孝は天才的な教養人として一目置かれ、やまと御所の公家・三さん条じよう西に実枝さねきから一子相伝・門外不出の「古こ今きん伝でん授じゆ」を伝えられたとも噂うわさされている。古今伝授とは、勅ちよく撰せん和歌集「古今和歌集」の「正しい解かい釈しやく」を伝える口伝で、三条西家が代々伝えてきた。その内容が門外不出である理由はよくわからない。一見、和歌を並べているように見える「古今和歌集」そのものが実は暗号に満ちた「日ノ本の未来を伝える予言集」であり、「古今伝授」とはその予言集の「解釈方法・解読方法」なのだとも言う。

　しかし朽木谷で細川藤孝が景虎一行を出迎えたこの時、越後国内で誰だれよりも都の事情に通じている直江大和ですらも、そのようなことは知らない。

「幕府ではわたくしが文を、義輝さまが武を担当しております。二人ともいまだ若じやく輩はいにて、三好松永の専横を許し、このように朽木谷に逃のがれておりますが、いずれ自ら剣技を極めつくし武の頂点に立てたその時こそ、六角承禎ら諸国の大名の力を結集して、堂々と京へ戻もどる。それが義輝さまのご意志です──」

「将軍さまにお会いし、越後守護に任じていただいたことのお礼を。そして、上洛のご許可を願いたいのです」

　景虎のその依い頼らいに対して、細川藤孝は、

「少々、厄やつ介かいなことになっています」

　と伝えた。美女と見まがうばかりの柔にゆう和わな笑顔のままであるが、なにを考えているのか相手に腹のうちを見せない男だった。

「義輝さまは、景虎どのの越後守護継けい承しようの正当性は疑いなし、と仰おおせになりました。景虎どのが姫武将であろうとも、武家たる者ひとたび戦場で剣を取れば男女の別などなく、その点でも、なにも問題はないと。ですが」

「が、なんでしょう？」

「戦場でも自らは『不殺』を貫つらぬく義戦。そのようなものがまことに可能であるとは思えない。戦場で剣や槍やりを手にした敵と戦いながら、不殺を貫き、かつ戦いくさに勝つ。はたして可能であるかどうか。ただの甘い夢にすぎぬのではないか──越後の諸将は、越後初の姫武将に対して、戦場でこれを斬きり殺すことを躊ちゆう躇ちよしているだけなのではないか。義輝さまは、あなたが不殺の軍神だという噂を疑っておられるのです」

　義輝さまはものごころついた時から戦火の中を潜くぐり抜ぬけ、生き延びるために将軍でありながら塚原卜伝どのの弟子になり剣の修業を続けなければならなかったお方。「武」の厳しさ、真剣の恐おそろしさを誰よりも知っているお方。にわかに「不殺の義戦」を実じつ践せんしている武将が現れたと聞いて疑うのも無理もありません、と藤孝は、景虎とそしてその左右に侍はべっている宇佐美定満と直江大和の二人へ言い放っていた。

「そりゃあつまり、どういうことだい？」

「宇佐美さま。口調。口調が下品です」

「慎つつしめ宇佐美。どうすれば将軍さまにお目通りいただけるのでしょうか？」

「義輝さまは、景虎どのとの真剣勝負を所しよ望もうしておられます。私心なき義将、不殺の神将、慈じ悲ひの戦を行う軍神──そのような『お題目』を、自分の剛ごう剣けんを前にしても景虎どのが貫き通せるのか、それを知りたい、と」

　直江大和が「仮にも足利将軍と一いつ騎き打うちなど、なりません。まして真剣勝負など」と景虎を制止したが、景虎は「わかりました」と受けた。宇佐美定満は、木こ陰かげに隠れていた加藤段蔵に目線で合図を送った。

（てめえは景虎に戸隠忍しのびの護身術を教えてきたそうだが、剣豪将軍と立ち会わせてもだいじょうぶなのか。敗れれば景虎は死ぬぞ）

　加藤段蔵は、好きにさせるがよい、誰が止めても無む駄だだ、と答えていた。

　細川藤孝が、目を細めた。

「まさか二つ返事で受けられるとは。さすがは豪ごう胆たんなお方。しかし、義輝さまの剣の腕うでは今や塚原卜伝どのの弟子の中でも指折り。天下でも一、二を争います。その義輝さまと真剣で立ち合う以上──一太刀でも浴びれば、斬り死にすることになりますよ」

「将軍さまは──義輝さまは、『武』の道を極めることで将軍の権けん威いを復活させようとしておられるお方。ならば、わたしたちがいくら言葉を重ねても無意味でありましょう。『武』に対しては、『武』で語り合うのみ。一万の言葉よりも、いちどの立ち合いでこそ、理解し合えましょう」

　武田晴信がそのような清せい廉れんでまっすぐな思想を持つ姫ひめ武将ならば、川中島での戦いもただのいちどの一騎打ちで終えられるのに、と景虎は哀かなしかった。同時に、足利義輝に同じ武士としての好意を抱いた。将軍ともあろう者が、端は武む者しやのように剣術を習い修業に打ち込むなど、前代未み聞もんともいえる。それほどの「武」を身につけねば、今の世では将軍といえども生きていられないのだ。戦場でも自ら剣や槍を取らねばならず、かつ三好松永が放った刺し客かくとの戦いも闇やみで行われてきたのだろう。

　が、景虎が（これは）と身み震ぶるいするように緊きん張ちようさせられている相手は、将軍ではなく、取り次ぎ役にすぎないはずの細川藤孝である。

　細川藤孝の帯びた静かな「殺気」は、異常なものだった。

　藤孝もまた、三好松永の刺客を次々と斬り捨ててきた豪の者なのだ、と景虎は気づいた。その剣の腕を、貴族のような優ゆう雅がな笑みの下に隠しているのだ。

「言っておきますが義輝さまは、わたくしよりも強いですよ」

　宇佐美が「景虎、やめておけ。この優やさ男おとこ、とんでもない剣の腕前だぜ。将軍がこいつよりも強いとなると、斬り殺されるぜ」と景虎の袖そでを引いたが、景虎は「藤孝どのは柔じゆうの剣を使われるお方。ならば、将軍さまは剛の剣を振ふるわれるお方だろう。むしろ剛の剣のほうが、わたしにとっては相性がよい」と取り合わなかった。

　直江大和は、気配を消して隠れている加藤段蔵に、

（お嬢じようさまも将軍さまも、どうかしているとしか思えない。万が一の時には将軍さまを殺してでもお嬢さまをお守りせよ）

　と暗号を送った。が、加藤段蔵は、

（景虎は生まれながらに『胆たん』が開いている武の天才。俺が体得した護身の術は、みな身につけている。捨ておけ）

　と取り合わない──むしろ、景虎が「将軍との真剣勝負」という究極の実戦においてはたして「不殺」を貫けるのかどうか、興味しんしんでいるらしい。




　景虎は将軍邸ていの庭へと、通された。

　まだ年若だが、すでに筋骨逞たくましい巨きよ漢かんとなっている足利義輝が、天下五剣のひとつ・「三日月宗むね近ちか」を手に、すでに景虎を待ち構えていた。

「わははは！　そのほうが越後の神将・長尾景虎か！　常勝不敗、無敵を誇ほこる軍神にして、毘沙門天の化け身しん！　たしかに、そのほうの放つ気高き『気』は尋じん常じようではない！　しかし、女によ人にんとして、美しすぎる！　余は決して姫武将を男武者より低く見る者ではないが、そなたの女性としての美しさは異常！　男どもの誘ゆう惑わく、羨せん望ぼう、憧あこがれ、嫉しつ妬と、欲よく望ぼう、それらの煩ぼん悩のうを駆り立てずにはおられぬそなたが『武』を極められるとは、思えぬなあ！」

　若き征せい夷い大たい将しよう軍ぐん。足利幕府の正統なる将軍、足利義輝。

　その将軍が三好松永のような陪臣に圧あつ迫ぱくされて都を追われ、管かん領れいともども朽木谷へと亡命を余よ儀ぎなくされていること。

　将軍としての即そく位い式しきすら都で行えず、近江坂本の日ひ吉よしで行われたこと。

　武将の頂点として自ら剣を取り「武」を体現すべく、なにもかもをかなぐり捨てて一いち途ずに剣けん鬼きとしての道を突つき進んでいること。

　将軍家の弱さによって乱れた世は、「剣豪将軍」の圧あつ倒とう的てきな「武」によって平定されねばならないという、足利将軍位を継いだ者としての覚かく悟ご。

　それらのすべてが、その仁に王おうの如ごとき巨体から、伝わった。

　言葉は要いらなかった。

　武田晴信と出会った時も、そうだった。

　景虎は、強きよう烈れつな精神の持ち主を前にすると、その者の意思を、読み取ってしまえる。それほどに感受性が強い。

　足利義輝もまた、「衰すい微びした幕府を再興し天下を統すべる」というあまりにも重すぎる運命を幼少時より自ら引き受け、運命と闘たたかい続けている者だった。

　景虎は「まさしくあなたこそが、乱世を統一するという気高き志を抱いだかれた将軍さま。お会いできて、感激です」と思わず目に涙なみだを浮かべて、庭先へと入っていた。

　この時。

　景虎は、宇佐美定満が準備していた刀を、手にしていない。

　宇佐美定満が「丸まる腰ごしだ。無刀だ」と思わず呻うめいた。

　足利義輝が三日月宗近を抜き、「余を愚ぐ弄ろうするか！」と叫さけんでいた。

「長尾景虎！　剣を取れ！　余は、そなたとの真剣勝負を命じている！　言葉でいくら語り合っても、なにも伝わらん！　この下克上の乱世で唯ゆい一いつたしかなものは、武だ！　戦場を生きぬき刺客どもを返り討うちにできる武という力がなければ、志も、夢も、ただの無力な言葉にすぎんぞ！　剣を取って、余と戦え！」

　藤孝！　この者、まるで戦意がない。話が伝わっていないのではないか！　と義輝が細川藤孝を思わず怒ど鳴なりつけたが、藤孝は、

「景虎どのは、すでに一騎打ちに入っております」

　と涼すずしい顔で告げた。

「景虎どのの剣は、義の剣にして不殺の剣。たとえ剣を握にぎって義輝さまに勝たれたところで、景虎どのご自身の武を示すことはできても、義を貫いたという証明にはなりますまい。ならばこそ敢あえて無刀で、義輝さまとの真剣勝負に挑いどまれているのです」

「無刀で？　この義輝を甘く見るか、長尾景虎！　わが将軍位が都ではまるで名ばかりの無力なものなのと同様に、そなたの女性としての美しさなど、この剣鬼の前には無意味！　ここで余に斬られるというのならば、そなたの神将としての名は越後侍ざむらいどもが生みだした幻まぼろしにすぎず、義将としてのそなたは偽にせ者ものだったということよ！　剣が、武が、この偽いつわりに満ちた乱世における真しん偽ぎを決定する唯一の言葉ぞ！」

　義輝が、景虎との間合いを一気に詰つめるべく、跳ちよう躍やくした。

「余は、剣に己おのれの生しよう涯がいのすべてを賭かけている！　いつかの長尾政まさ景かげのようにはいかぬぞ、景虎！」

「……将軍さま。たしかにわたしは、武と義という両立困難な二つの志を、同時に果たそうとしております。越後では、女が武将として生きることじたいが矛む盾じゆんだ、と言われることもしばしばあります。不殺もまた、自己矛盾にすぎないと言われます。戦をすれば兵は死にます。わたし自身が不殺を貫こうが、わたしが敵味方の兵の命を散らせることにかわりはありません」

「ならば、なぜ剣を取らぬ！　無刀で戦場を生き延びられるはずがあるまい、景虎！　徒手空くう拳けんで戦場に立てば、敵の前に姿を現せば、小こ姓しようどもや家臣どもを盾たてにして身代わりにするしかあるまい！　それもまた、武なき無力ゆえの殺生に他ならぬ！　余は失望したぞ、長尾景虎！　どれほどに強き神将、どれほどの軍神が現れるかと思っていたが……まさか、余を前にしてなおも不殺などという寝ね言ごとをほざくとは！」

「将軍さまがお強いお方だということは、すでにわかっております。わたしと将軍さまがここで立ち合うなど、無意味です。われらは乱れた世の秩ちつ序じよを復興するという志をともにする者同士。ともに歩まねばならないのです。ですから、剣は取れません」

「ならば、そなたの武を見せよ！　余に、その実力を知らしめてみよ！」

「どうしても、戦わねばなりませんか」

「くどい！　余には、時間がない！　明日をも知れぬ命なのだ！　武士と武士とがわかり合うには、戦う以外に、なにがある！　行くぞ、長尾景虎！」

　速い。

　宇佐美にも直江大和にも、まるで義輝が繰くり出す剣の動きが見えなかった。

　あるいはこれが、鹿か島しま新当流の秘太た刀ち「一の太刀」かもしれない。

　それは、「突き」であった。

「一の太刀」そのものには、実のところ、決まった形がないのだともいう。ただ一いち撃げきで相手を打ち殺すための「見切り」、相手の構えに隙すきを見つけて初しよ太だ刀ちで瞬しゆん殺さつするための「眼力」こそが、一の太刀の神しん髄ずいなのだとも言う。が、たしかなことは、わからない。塚原卜伝と、卜伝が認めた足利義輝をはじめとするごくわずかな数の高弟だけが、一の太刀を体得している。

　ともあれ義輝の野や獣じゆうのような剣鬼としての本能は、袈け裟さ懸がけではなく、「突き」の速度を選せん択たくしていた。

　景虎の小こ柄がらな身体からだにこれまで誰だれも一太刀すら浴びせられなかったのは、景虎の身体の「小ささと軽さ」、すなわち「速度」ゆえではないのか、と義輝は閃ひらめいたのかもしれない。むろん、言葉では考えていない。一秒の十分の一、あるいは百分の一という刹せつ那なの瞬間に、言葉にならない本能的な閃きが義輝の全身を駆かけ抜ぬけ、そして、その肉体が無意識のうちに「突き」を選択させていたのだろう。

　しかも。

　義輝の突きは、ただの突きではない。

　修練の果てに体得した異様な速度だけが為なせる、「三段突き」であった。

　剣先を見切り身体で躱かわしても、刀が、追いかけてくる。二度まではかろうじて躱せても、三度めの突きは躱せない。

　義輝は剛剣を使う。彼は若くとも、征夷大将軍である。敵を正面から堂々と袈裟懸けに斬きることを、なによりも重んじてきた。そのようにして、堂々と戦い、生き延びてきた。相手の急所を一点突とつ破ぱで貫つらぬく「突き技わざ」は、防ぼう御ぎよ力の高い甲かつ冑ちゆう武者同士が斬り合う実戦においては実用的な技ではあるが、彼は将軍として、この「突き」を決着手として用いることを己に禁じてきた──。

　が、小柄な身体から見たことのない強い「気」を放つ長尾景虎を前にして、義輝の将軍としての気位を、剣鬼としての肉体的本能が、超こえたらしい。

　大上段に構えての一撃は、身軽な景虎には通じぬ。

　攻こう撃げき態勢に入ると同時に、義輝の身体が、そのことをすぐに悟さとった。

　そこからの「三段突き」であった。

　それら一連の判断から動作までのすべては無言のうちに、刹那のうちに処理され実行されているのであり、そこには論理も言葉も介かい入にゆうする余地はない。

　この問答無用の無我の境地こそが、義輝が追求してきた「武」の世界であり、その武の世界に景虎は今、直面していた。

　宇佐美定満も。

　直江大和も。

　景虎は躱せない、躱しきれない、と絶望していた。

　だが。

　景虎の喉のどを狙ねらったはずの一撃目の突きは、当たらない。

　見切っていた。

　景虎もまた、言葉で思考している猶ゆう予よはなかった、が、敢えて言語化すれば、景虎はこの時このようなことがらを、瞬時に想起していた。

（将軍さまは、「武」とは「力」であると信じておられる。それは一面では正しい。力なくして、乱世の秩序は再興できない。将軍さまはその現実を受け入れ、武を極きわめることで幕府を立て直そうと決意なされたのだ。そして、かくも鋭するどい剛ごう剣けんを会え得とくされたのだ。優すぐれたお方だ。しかし、将軍さまは敵を倒たおすための力ばかりを求めるあまり、そのお心にもその剣筋にも、「慈じ悲ひ」がない……哀かなしいほどに強いゆえに、危うげなお方だ。わたしのように誰も彼も許してしまうという生き方は愚おろかにすぎるとしても、敵をどこかで許し、ともに生きていこうという慈悲心がなければ、守護職も管領職も、ましてや征夷大将軍職も、とうてい務まらない……わたしがここで剣を打ち下ろして将軍さまを倒しても、将軍さまは「余にはまだ力が足りなかった」とさらなる力を追い求めるのみ。ならば……）

　本来、そのような思想的・観念的な作業を、景虎は行っている場合ではない。だがそれでも、景虎はそのような観念を抱かずにはいられなかった。

　この間。

　二突き目、三突き目と、義輝は目にも留まらぬ連撃を放っている。

　宇佐美定満ですら、二突き目までしか、追いかけられていない。

　三度目の突きがあるなど、想像もできなかった。

　初見でこの義輝の「三段突き」を躱せる者など、天下広しといえども、どこにもいないはずだった。

　が、景虎は、まるで舞まいを舞まうかのように細い身体を緩ゆるやかに躍おどらせて──円を描えがくように、剣鬼と化した義輝の「突き」から、己の身体を移動させていた。

　緩やかに──とは、義輝が感じたことであって、実際には一瞬のうちに景虎の身体が義輝の制空権から左へと移動しているのだが、義輝の目には、景虎がゆったりと舞っているようにしか見えなかった。桜の花びらが、景虎の身体へと舞い散っているかのように、見えた。

　ぽん、と景虎の掌てのひらが義輝の手首へと伸のびてきて、そして「三段突き」を突き終えたばかりの刀が義輝の手から静かに滑すべり落ちていた。

　なぜ、落としたのかも、義輝にはわからない。

　剛力で叩たたき落とされたのではない。

　触ふれただけで、掌が、自然と開いていた。

　いつの間に景虎に真横に付かれて、手首を叩かれたのかも、理解できなかった。そのような隙を作った覚えは、義輝にはない。隙ができるような未熟者でもない。己の技量に、思い上がったことはない。

　景虎は常人には見切れぬ余のわずかな隙を瞬時に見極め、そして見極めながら同時に動いたのだ、と義輝はかろうじて理解した。

　景虎は、速い。そして、静かである。動きを、まるで察知できなかった。景虎には「殺気」がないのだ。その振ふる舞まいは、あの剣術を極めた剣聖塚原卜伝とも、違ちがう。

「将軍さま。わたしが小太刀を持っていれば、将軍さまの手首は飛んでおりました。ですが、その必要はありません。わたしには力はありませんが、力を止めることはできます。これで、一いつ騎き打うちは終わり、お互たがいに手傷を負うこともなく、わたしと将軍さまとはともに同じ『乱世に秩序を再建する』という志を抱いて歩めます。これもまた、武です──これで、信じていただけるでしょうか」

　義輝は、まるで子供のように小さな景虎の身体をまじまじと見つめながら、

「あいわかった長尾景虎。余には、欠けているものがあった……！　武なくば乱世はただせん。力は必要だ。しかし力押しだけでは、秩序は回復できん。義、不殺、慈悲。それらもまた欠かせぬもの。敵の命を奪うばうことだけが勝ちではない。むしろ乱れた者どもの心を静め敵を味方と為すことが、まことの勝利。そなたの不殺の誓ちかいは、使いどころを誤れば自らを破は滅めつさせ秩序を再び見失わせる弱さともなるが、その人としての心の弱さをもそなたの武は超えていくというのだな！　まさしく、毘沙門天の化け身しんと称しようされるに相応ふさわしい強さだ……！　見事だ、長尾景虎！　うわはははは！」

　景虎の手を取り、破顔していた。

「……将軍さま。今はまだ、景虎は力が足りず、お連れできませんが……必ずや、いつの日かこの長尾景虎、都に将軍さまをお連れし幕府を再建いたします」

「よい！　そなたには、関東管かん領れいや信濃諸将を守るという仕事がある！　余はあくまでも、己の力で京に戻もどってみせよう！　だが景虎。その時には必ず、そなたの武と義をもって余を補ほ佐さしてほしい！」

「御ぎよ意い。ありがたき、幸せです」

「それにしても、不思議な技であった。いや、技ではないのか。余はまだ、どういう理り屈くつで自分が敗れたのか、わからん」

「こちらが最初から、殺さず、斬らず、と決めていれば、自おのずと剣を持った者同士の戦いとは異なるかたちの立ち合いとなるのです。わたしは将軍さまの虚きよを衝ついたにすぎません」

「いや。そうではない。力押しでは、そなたは決して倒せない。力で押せば押すほどに、するすると逃にげられていく。そして、何倍もの力を、わが身に返されるのだ。あるいは、剣の道や、天下盗とりの道だけではなく……男が追い求める女とは、そういうものかもしれんな……光ひかる源げん氏じが生涯理想の女によ人にんを追い求めながら、ついに手に入れられなかったのと同じように……」

「『源氏物語』は読んでおりますが、そ、そのような話は、わ、わたしは苦手です」

「これは失敬した。武に生きる余としたことが、つい。許せ」

　宇佐美定満。直江大和。よくぞこれほどの者を育成した！　見事だ！　と剣けん豪ごう将軍は景虎を育ててきた軍師と宰さい相しようにも言葉をかけていた。

「ただちに京へ向かうがよい、長尾景虎！　関東および信濃でのこと、余が都に戻りし暁あかつきにはきっと紛ふん争そうの解決に助力すると約束する！　ともあれ、余の義兄弟──やまと御所の関白・近衛前久に紹しよう介かい状を書いておこう。三好松永も、関白の客人ともなれば、迂う闊かつに手出しはできぬはずだ。うわっはははは！」

「ありがとうございます」

「そなたたちの、宿しゆく泊はく先は？」

　直江大和が、返答した。

「兵たちは宿を分散させますが、わが主あるじは三条西さまの館へ。青あお苧そ座ざを通じて、懇こん意いにさせていただいております」

「ほう。三条西家といえば、藤孝の歌の師し匠しようだな。これもなにかの縁えんか。しかし都まで行くのであればあと少しだけ足を延ばして堺を訪おとずれ、南なん蛮ばん渡と来らいの種子たねが島しまを購こう入にゆうせよ。剣の道を志す余が言うのは矛む盾じゆんかもしれぬが、これからの戦いくさは種子島だ。乱世は、南蛮渡来のあの新兵器によって大きく動くぞ！」

「もともと堺へは、青苧の販はん売ばい経路を拡大するために行く予定でした。種子島につきましても可能な限りの量を購入したいと存じます」

「ただし、堺は松永弾正の根こん拠きよ地。あの者には気をつけよ」

　種子島か……鉄てつ砲ぽうを内蔵したうさちゃんぬいぐるみもいいなと宇佐美が言いだし、景虎が顔をしかめた。

　紙と硯すずりを、と小こ姓しようたちに命じていた細川藤孝が、「義輝さまにとっても、よき運命の出会いとなりました。毘沙門天の化身、長尾景虎どの。その武ぶ威いは誰にも推おし量れぬほどの高みにあるようです。あの松永弾正ではなく、あなたがその神の如ごとき力を得て生まれてきたこと、この国のために幸いであったと思います」と微笑ほほえんでいた。

「ですが──あなたの強すぎる武、そしてその純じゆん粋すいすぎる義と慈悲の心は、諸もろ刃はの剣つるぎ。都では、用心なされませ。あすこは、この隠かくれ里ざとの朽木谷とは違います。まさしく、魑ち魅み魍もう魎りようの世界でございますゆえに」




　景虎が生まれてはじめて足を踏ふみ入れた京の都は、「源氏物語」に描かれているような風流の世界ではなかった。果てしなく続く戦火によって炎えん上じようしたまま打ち捨てられている寺社仏閣や町家なども、ところどころに目立った。華か美びな地域と、戦乱のために廃はい墟きよ化が進んでいる地域との落差が極きよく端たんだった。まさしく乱世の都。ことに、やまと御所の落らく魄はくぶりは明らかだった。

　貴族たちも窮きゆう乏ぼうしている。

　景虎たちが宿とした三条西邸ていにも、往年の輝かがやきはない。

　三条西家の当主・権ごん大だい納な言ごん・三条西実枝は、越後から来た景虎一行を歓かん待たいすることはなかった。

「ようきはった、長尾はん。当家は藤ふじ原わらの定てい家かから歌道の正統を継けい承しようする格別の家いえ柄がらでおじゃるが、ご覧のように応おう仁にんの乱以来うち続く戦火で貧窮しておってな。荘しよう園えんは地じ侍ざむらいどもに横領され、三条西家が取り仕切っておった天てん王のう寺じの青苧座は──そちら越後衆どもに市場を奪われる始末。その上、越後衆の面々に都のわが屋や敷しきまで押しかけられるとは、難なん儀ぎなことですな」

　三条西実枝は、越後長尾家と懇意にしているとはいえ、青苧座という利権を巡めぐって長尾家と長らく対立してきた。景虎の父・長尾為景は、三条西家が独どく占せんしてきた青苧座の利権を徐じよ々じよに越後衆のものにすることで富を得て、戦に連戦連勝できたのだ。為景は「青苧は越後原産であるのに、これを畿内に売りさばく折に公く家げなどが座の権利を振りかざして中間搾さく取しゆしておる、まことに許せぬ」と三条西家に圧力をかけ、武力を振りかざして青苧座の利権の大部分を奪い取っていたのだ。

　御所への参さん内だいを間近に控ひかえている景虎に対して、三条西実枝が京の公家らしい嫌いやみを喋しやべり続けるので、直江大和が「青苧座の件については、わたくしが一任されております。三条西家にとってもよき話になるかと」と三条西実枝の注意を景虎から引き離はなした。以後、青苧座についての文句は自分に言え、と伝えたのだ。

　長尾家は、越後の特産品である青苧の流りゆう通つう網もうを握にぎって収益をあげるために、三条西家が持つ青苧座の特権を徐々に奪い取ってきたわけだが、直江大和は「衰すい微びした都の秩ちつ序じよを復興せねばならない」という景虎の大方針を守らねばならず、青苧座の解体にまでは至れない。逆に、越後も三条西家もともに収益を確保できる仕組みを再構築するために、上じよう洛らくしたのだ。美濃で斎藤道三が実じつ施ししようとしているような座という制度そのものの破は壊かいを、景虎は望まなかった。

　とはいえ、宰相・直江大和は越後がさらに稼かせぐことができるように、京、堺、天王寺、さらには天王寺を超こえつつある巨きよ大だいな門前町・大坂本猫寺を奔ほん走そうして、越後から畿内へかけての青苧流通網を拡大するつもりだった。その新たな販路で得た銭ぜにのうち、三条西家に何割かを支し払はらう──為景が嫌きらった「中間搾取」だが、いい落としどころではある。為景は目の前の戦に熱中するあまり、北陸の本猫寺一いつ揆き衆や京の公家衆、商人衆に対して雑で横おう柄へいなところがあったので、武家以外の階層にも多くの敵を作った。だが景虎は、武家以外の階層の者たちとはできる限り歩調を合わせ、共存することを望んでいた。景虎が戦う相手は、秩序を武力で破壊せんとする武家のみである。

「青苧座の話は直江に任せております。この景虎が越後守護となったからには、今後は三条西家のお力にならせていただきます。わたしはぜひ、権大納言さまに『源氏物語』の講義をしていただきたく」

「……景虎。そちゃ、まるきり子供であるのう。商売の話は直江とやらと詰つめるとしようかの。歌道、香こう道どう、そして『源氏物語』について学びたければ、書庫を開いてやろうぞ」

「ありがたき幸せ。しかし、これは上洛する際に小耳に挟はさんだ噂うわさですが──細川藤孝さまに伝授された『古こ今きん伝授』とはいったい、なんでございましょう」

「それは、そちら武家が知っていいものではないでおじゃる。麻ま呂ろも、先代より『古今伝授』の内容を伝承されてはおるが、実のところ、その意味、よくわからぬ。藤孝は一代の傑けつ物ぶつゆえに、いずれ解読できそうでおじゃるが」

「わからない……のでございますか」

「一子相伝の秘密を何代も伝えてきたためでおじゃろう。わが弟で子しの中でも細川藤孝は天才にして別格でおじゃる。本来、三条西家から門外不出と定められておる『古今伝授』をあの者に伝えたのは、麻呂がこの戦乱の中いつ死ぬやもしれぬということもあるでおじゃるが、あの者ならば解読できるであろう、失われてしまった『古今伝授』の謎なぞを正しく明らかにできるであろうと期待したことも理由でおじゃる」

「その、秘密とは……？」

「藤孝は、解読できたとしても麻呂にも教えてはくれぬじゃろう。それこそ、一子相伝の秘密であるがゆえに。が、『古今伝授』は藤孝から麻呂の子へと伝承すると決まっておる。いずれは藤孝が解いた『正解』とともに三条西家に戻る。ほ、ほ、ほ」

　古今和歌集の「正統な解かい釈しやく」が「一子相伝の秘事」となっていて、それを三条西家が代々継承してきたにもかかわらず、代を経るごとに内容のみが伝わり意味は忘れ去られていった、というのだ。細川藤孝は、その暗号めいた秘事の意味を解読するためにのみ、一代限りで秘事を伝えられ、解読した後にはまたその伝承を三条西家へ戻さねばならぬという。

　なにもかもが奇き妙みような話だ、と景虎は思った。いにしえの歌に、いったいどのような秘密があり、どのような力があるというのだろう。すべては、「和歌」の世界を取り仕切るための、三条西家のまやかしではないのだろうか。青苧という商品を巡っても、青苧座という利権の構造があり、その中心に三条西家という公家が存在している。和歌においても同じなのではないだろうか。が、青苧には実体がある。和歌の秘伝には、実体がないのかもしれない。一子相伝である以上、部外者にはその正体がわからないのだ。都とは、藤孝が言ったように、魑魅魍魎の世界なのかもしれない。

「景虎。公方より紹介状を取り付けたのであれば、急ぎ関白どのを訪問するがよいぞ」

「関白、近衛前久さま、ですね」

「そうじゃ。あの者、公方とは義兄弟にあたる。塚原卜伝から太た刀ちなどを学び、馬を好み、矢を射る野や蛮ばんな関白ぞ。藤原摂せつ家けの頂点に立つ男でありながら、公方のような武家になりたいらしい。公方とともに、三好松永らを排はい除じよしたいのだとか。一子相伝の『古今伝授』を武家の藤孝が継つぎ、御所のあらゆる公家の頂点に君臨するはずの関白が武芸を好み公方とつるんでおる。いよいよ乱世も極きわまれりじゃのう、ほ、ほ、ほ」

　煮にても焼いても食えなさそうな三条西実枝の相手は、直江大和に任せた。

　和歌の世界に惹ひかれている景虎は（歌道を志す者として「古今伝授」が気になるが、一子相伝とあれば知るよしもない。やむを得まい）と呟つぶやき、宇佐美定満一人を連れて、関白邸へと向かった。

　頭から白い行ぎよう人にん包づつみを被かぶった小さな景虎が馬に乗って都の往来を駆かけると、町衆たちはみんな「あの子供は」「なんや？」「越後の毘沙門天はんらしいで」「毘沙門天？」「なんでも、源義経以来の神将やそうや」「義経はんもお稚ち児ごはんのように小さかった、いうな」「そやけど隣となりを走る兎うさぎ耳みみの兜かぶとをつけた男は、弁べん慶けいには見えん」「弱そうや」と物もの珍めずらしさも手伝って大おお騒さわぎになった。

　越後に神将・長尾景虎ありということを天下に喧けん伝でんする。これもまた、直江大和が上洛を計画した理由のひとつである。

　景虎自身は、（京の人々は口数が多いな。噂好きらしい）といい気分ではなかったが、今、自分は都という「天下」の世界に来ているのだ、と思うと身が引き締しまった。関東遠えん征せいに、川中島での武田晴信との攻こう防ぼう。若き景虎の義将としての働きは、これからはじまるのだ。天下が、景虎がまことの義将か否いなかを、じっと注目して見ている──。

「しかし宇佐美。三条西さまは公家であられるのに、白しろ塗ぬりではなかったな」

「この乱世だからな。白塗りの化け粧しようをするのは、参内する時だけじゃねえのか。面めん倒どうなんだろう。それに」

「それに？」

「あの野や郎ろうは、曲くせ者ものだぜ。大金を積んだら素知らぬ顔で館をオレたちに開放したが、裏では武田・今いま川がわ方に通じていやがる」

「武田に？」

「この戦乱だ。都はしばしば戦場となる。そのたびに、公家たちは都落ちして地方の大名のもとへと逃のがれるのさ。三条西は、甲斐や駿河へ何度も下向している。むしろ東国のほうにあの野郎の本邸があると言っていい。今、あいつが都にいるのは、青苧座の利権の調整を直江の旦だん那なに持ちかけられたからさ。都に不在じゃあ、好機を逸いつするからな」

「……そうなのか。公家衆が続々と都落ちせねばならぬとは……異常のことだな。それも、権大納言さまほどのお方が。それで、館があんなにも簡素なのだな」

「景虎。聞いているのか？　三条西は、最近まで晴信の妹・武田信のぶ繁しげのもとに居着き、信繁に和歌の講義をして食っていた男だ」

「晴信の妹のもとに？」

「ああ。武田家では、副将の武田信繁がうちの直江大和のような立場で外交の仕事を仕切っているらしい。三条西は武田・今川と通じているんだ。羽は振ぶりの良い地方大名に頼たよって生きていこうとする公家は多い。そういう武力を誇ほこる地方大名のもとで暮らしていれば、安全だしな。なにしろ三条西家には、青苧座の件があるだろう？　為景の旦那がそうとうにやらかしたおかげで、三条西は長尾家に含ふくみがある。それで武田・今川に近づいたのかもしれん……あいつはある意味、武田が都へ送った間かん諜ちようだな。オレたちはその間諜の館に宿泊しているというわけだ」

「それでは、わたしに刺し客かくを放ってくるのか？」

「それは問題ねえ。公家は穢けがれを嫌う。よほどのことでもなければ刺客など放たねえ。とりわけ、女にはな。将軍を都から追い出して畿内を仕切っている『天下人』三好松永のほうがやばいぜ。全身が下げ克こく上じようの権ごん化げのような主従で、松永弾正に至っては毒を用いるという。しかも、どちらも女だ。女は女に容よう赦しやしねえ。武田晴信どころじゃねえぞ。晴信は謀ぼう略りやくを用いるとはいえ、できうる限り甲斐武田家の当主らしく堂々の合戦で決着をつけようとする意思はある。しかし得体の知れない出自の松永弾正は違ちがう。面倒な合戦を繰くり返すくらいなら、毒を使えば早く片付く、と思っているところがある。用心しろ」

「そんな者が、天下人の隣に侍はべっているのか……魔まの都だな」

「主君の三好長慶は、さすがにもう少し常識人らしい。が、松永弾正は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。長慶がいなければ、弾正は将軍だろうが管かん領れいだろうが平然と殺しかねない、そんな魔ま性しようの姫ひめ武将だという」

　三好長慶と松永弾正か。こたびの上洛に率いてきた兵力ではさすがに堂々と開戦しても倒たおしきれぬな。景虎は「都の秩序を回復し幕府を立て直すには、もっと多くの兵が必要だ」と唇くちびるを嚙かんでいた。




「そちが、義輝が『天下無む双そうをも超えた者』と絶賛している、長尾景虎か……紹しよう介かい状はすでに読んだ。驚おどろくほど小こ柄がらだな。しかも、天てん女によと見まがう異相の持ち主とは。あの義輝を無刀でさばいて倒すなど、尋じん常じようの人間ではなかろう。源義経以来の戦いくさの天才という評判は、噓うそではないらしい」

　藤原氏の「氏うじの長ちよう者じや」。若き関白、近衛前久。

　やまと御所はうち続く混乱によってなにもかもが滞とどこおっており、とりわけ将軍管領と三好松永の大戦と将軍管領の都落ちという大事件があったため、正式にはまだ関白となっていないが、すでに就任は決定していた。

　武芸を好み、足利義輝とともに塚原卜伝のもとで太刀を学び馬で駆けることから、武家関白、とも呼ばれている。

　本名は晴はる嗣つぐだが、当人はその公家臭くさい名を嫌って自ら武家めいた響ひびきを持つ「前久」を名乗っており、これが通り名となっていた。

　景虎の生しよう涯がいを大きく変えてしまうことになる男と、ついに、景虎は対面していた。

　まさに公家の中の公家、貴族の中の貴族。

　男の面相などに興味のない景虎が「光源氏とはこのような貴人だったのだろうか」と思わず連想してしまうほどの、美び丈じよう夫ふである。

　細川藤孝のような「女めいた」美しさではなく、まさに男臭さと優ゆう雅がさを兼かね備えた美男だった。

　足利義輝が優雅さのかけらもない巨漢であるのに対して、近衛前久は優雅さと男臭さの二つを兼ね備えている。この男が武家の魂たましいと公く家げの血を同時に併あわせ持っていることは、誰だれの目にも明らかだった。

「それにしても景虎。私は姫を恋こいに堕おとしてしまう特技を持っていて、都では『姫武将殺し』と呼ばれているのだが、そなたは顔色ひとつ変えぬな。その赤く輝かがやく瞳ひとみには、私の眼力も通じぬらしい。さすがだ」

「『姫武将殺し』、ですか？　それは、技わざなのでしょうか……？」

「半ばは藤原摂家という血筋の力であろう。だから純じゆん粋すいな技とは言えぬが、都ではそれなりに重宝する。まつりごとを為なす上ではな。もっとも、残念ながら三好松永相手には役立たぬ。武よりも文が尊ばれた『源氏物語』の時代ならば、強大な力となったかもしれぬが」

　近衛は「そなたの灼しやく眼がんもいわば『男殺し』の力を持つ瞳だろう。そなたにとっては不要な力やもしれぬが」と不敵に笑った。景虎は、どう返事をしていいのか戸と惑まどっていた。

　宇佐美定満もまた（こいつは異才だ。が、御所の頂点に立つ関白としてはこの男はどうか。オレのように武家に生まれついていれば才能を発揮できただろうが、公家を束ねる者としてはあまりに破は天てん荒こうすぎるのではないか）と藤原家のために危き惧ぐした。

　そして近衛前久は、野望の持ち主でもある。

「私も武を求めて卜伝のもとで剣けんの腕うでを磨みがいたが、さすがに義輝にはかなわぬ。あれは、まさしく剣を振ふるうために生まれてきたような剣けん鬼き将軍。その義輝を無刀で制するとは、景虎、そなたは間違いなく只ただ者ものではない。三好長慶と松永弾正の専横を、そなたならば抑おさえ込めるかもしれぬな……が、毒には用心せよ。弾正は、毒を使う」

「承知いたしました。関白さまへの贈おくり物ものは、宇佐美が運んできております」

「銭ぜになら要いらぬ。食えるだけの分があればよい。私が欲しいものは、武具と馬だ」

「武具!?」

「私は、三条西のように地方大名のもとで歌などを教えて寄宿していこうとは思わぬ。私は藤原摂家に生まれた関白であるからには、天下を動かしたい。わが義弟とともに──関白と将軍とが歩調を合わせれば、この大乱を終わらせることができるとは思わぬか、景虎？」

　御所と幕府。天下に君臨する権けん威いと武家の統領とがともに歩むことができれば、必ず、と景虎は思わず身み震ぶるいしながら答えていた。

　そして近衛前久もまた、天女めいた異相を持つ景虎に、未知の可能性を見み出いだしていた。

「しかし今の幕府には、兵力が足りぬ。管領細川家もすでに死に体となり、足利将軍家が自ら管理している土地はもう、ほとんど残っていない。対する三好には、本国である四国から次々と送り込まれてくる兵力がある。義輝がいかに一いつ騎き当千の剣けん豪ごう将軍であろうとも、兵力なくして三好松永には勝てぬ。ゆえに、義輝は朽木谷へ落ちることとなってしまった」

「近衛さまは、落ちられないのですか」

「たしかに、都に居座っていればこの命、危あやうい。何度も松永弾正の放った忍しのびに襲おそわれもした。が、そのことごとくを斬きり殺した──将軍が不在である以上、関白だけでも都に留とどまらねば、三好松永は姫巫み女こさまをも廃はいしたてまつるやもしれぬ」

「……まさか？」

「三好長慶は陪臣とはいえ四国の名族ゆえまだ話が通じるが、松永弾正ならば、やりかねぬ。が、そなたが生きる東国も下克上の世になっているようだな……今や、三条西は武田家や今川家と御所を繫つなぐ役目を果たしている。駿河の今川義よし元もとは、大軍を率いて上じよう洛らくし、幕府の実権を握にぎろうとしている。尾お張わりの織お田だ信のぶ秀ひでと美濃の斎藤道三、この二人の『下克上の男』が邪じや魔まをして立ちふさがっているために、上洛が遅おくれているようだが」

　西国の大名はなにをしているのでしょう？　と景虎は思わず尋たずねていた。

「中国を制せい覇はし、もっとも天下人に近かった大おお内うち義よし隆たかは、下克上によって殺された。武家でありながら、公家趣しゆ味みにかぶれすぎたせいよ。豪ごう壮そうで知られる出雲いずもの尼あま子こ家も衰すい退たいしつつある。そして、豊ぶん後ごの大おお友とも家は都からあまりにも遠すぎる。当面の間、西国大名の支し援えんは期待できまい。期待できるのは東国の大名のみ。が、私は今川家を頼ろうとは思っておらん」

　今川義元を担かついで太原雪斎が上洛すれば、義輝を将軍として祭り上げながら、今川義元が副将軍となって政権の実権は雪斎が握るという、今川家による旧態依い然ぜんとした「武家政権」が成立するばかり。それでは、この乱世は治まらぬ、と近衛前久は説いた。

「義がない、というのでしょうか。わたしは、今川義元と太原雪斎は、不義と言えるほどの悪行は働いていないと思いますが……」

「義のみでは乱世は終わらぬ、景虎」

「しかし、駿河今川家の兵力は十分です。太原雪斎は隠かくれなき名将。近江の名門・六角家の支援を得られれば、今川軍は三好をも倒せるでしょう」

「景虎。今まで通りの『武家政権』ではダメだと、私は言っているのだ。宗教的権威がやまと御所にあり、地上を統すべる武力を武家が持つ。この二重構造が、日ノ本が混乱を極きわめているひとつの原因だ」

「ならば、どうすればよいのでしょう」

「関白である私自身が将軍義輝とともに兵を率いて、公武を合体させる。武家だけでなく、公家もまた血を流して合戦場を駆かけることで、公武合体政権を誕生させる。景虎。私は、北きた畠ばたけ顕あき家いえになりたいのだ。南北朝の時代、北畠顕家は公家に生まれながら、自ら奥おう州しゆうに乗り込んで東国兵を率いて上洛し、足利尊たか氏うじ軍と堂々と戦い、一度は尊氏を九州へと追い払はらう活かつ躍やくを見せそして散っていった。たしかに天運なく敗れはしたが、北畠顕家の戦いには義があるとは思わぬか？」

「……北畠顕家公……」

「足利が北畠に敗れていれば、あるいは和わ睦ぼくしていれば、公武合体は成ったはずだ。この国における神権と王権の二重構造は、解消できたはずだ……今の将軍・義輝と私とは、義兄弟にして、幼なじみであり、莫ばく逆ぎやくの友である。これは奇き貨かであり、天命である。私は、そう信じている」

　いずれ私が「戦う関白」として東国の兵を率いて上洛し、三好松永を一いつ掃そうし、公武を合体させる。両者が合体してしまえば、御所が南北朝に分ぶん裂れつすることはもう、ありえない。神権と王権とが姫巫女さまのもとに統一された時、この戦乱は終わる。

「が、今川と雪斎にそのようなわが野望を語っても、理解されぬであろう。雪斎はあくまでも、旧態依然とした足利の血筋による武士政権を復興しようとしているのだからな。それでは今川と三好が入れ替かわるだけなのだ。たしかに壊こわれた秩ちつ序じよを復興することも必要だが、なにもかもが元通りになるだけでは、同じことの繰り返しになる。景虎。義将であるそなたが、義輝と私の『兵』になってくれぬか」

　他の武士にこのようなわが志を説いても理解されまい。しかしそなたは別だ。御所と幕府の両方に仕え、双そう方ほうの「盾たて」になってくれぬか、と近衛前久は鷹たかのような目を輝かせながら、景虎に訴うつたえた。

　宇佐美定満が、（まずい）と景虎の袖そでを引き、近衛の許可を得て口を開いていた。

　さすがに、いつものゆるい口調では、語りかけられない。相手は、公家の頂点、関白なのである。

「戦場では景虎さまの背後で寝ねているだけの男ですが、長尾家の軍師として口を挟はさませていただきます。まことに希け有う壮大ですが、即そく答とうできる話ではありません、近衛さま。これほどの大事とならば、時間を掛かけて下準備を行わねばなりません。奥州に派は遣けんされ東国兵を束ねていた北畠顕家公は、そのわずか二十年の短い生涯の間に義を貫つらぬき武神とも言うべき無類の強さを誇ほこりましたが、最後には足利尊氏に敗れました。それは、南朝方からの上洛命令があまりにも急で、東国で下準備をする十分な時間を与あたえられなかったからです。合戦の天才であった北畠顕家がもしも東国に盤ばん石じやくの基盤を築いていれば、必ず足利に勝っておりました」

　宇佐美定満、その通りである、と近衛前久はうなずいていた。

「南朝は東国に北畠顕家を派遣して兵力を手に入れましたが、西国では足利尊氏派が多く、主導権を握れませんでした。それゆえ、いちど奥州より長ちよう駆く上洛してきた北畠顕家軍に打ち破られた尊氏は、九州で南朝方を破って勢力を盛り返し、最後の勝利を収めたのです」

「その点、問題はない。南朝方も西国をおろそかにしたことを反省し、その後、九州に楔くさびを打ち込んだ。今の九州には精強な薩さつ摩ま隼はや人とどもを束ねる武人の家・島しま津づ家がある。島津家は、わが近衛家の忠実な家臣である。私の身はひとつしかないが、東国で長尾景虎が、西国で島津家が私のために立ち上がってくれれば、北畠顕家の悲劇が繰り返されることはない──」

「景虎さまは、関東管かん領れい上杉家の復興と、信濃川中島の防衛という二面作戦に入っています。大軍を率いて上洛するには、なお時間が必要となります」

「……そうか。そうだな。私は、関白でありながらなにもできぬ己おのれの境きよう遇ぐうを前に鬱うつ々うつとしているのが耐たえがたく、気が短い。待つことが苦手な性格なのだ。長尾軍を上洛させるにはどうすればよいか、その方法を考えねばならんな。まずは、三好松永と再戦し、義輝を都へ戻もどさねばならない。それが先だな──」

「ですが……ひとつ気がかりなことが。いずれ将軍さまと関白さまとが決裂するという可能性は、ございませんか。関白さまの公武合体策を、将軍さまは……義輝さまは承知しているのでしょうか？」

「むろんあれは武家の頭領。心より承知はしておらぬが、理解はしてくれている。公武合体こそが、南北朝分裂からはじまった戦乱を終わらせる『遠回りの早道』であることを……が、私の発想は新しすぎる、といつも言われているな……しかし私利私欲を持たず、『義』によって戦う、景虎ならば」

　景虎は「ともに戦いましょう」と近衛に即答したかった。が、宇佐美定満がこれほど必死で景虎と近衛の意気投合を阻そ止ししようと粘ねばる気持ちも、理解できた。景虎も近衛も、性急な性格だった。情熱に生きる人間として、よく似ていた。しかし、情熱だけではこれほどの大事は為せない。宇佐美は軍師として、「周しゆう到とうな計画と準備が必要だ」と二人を制したのだ。

　明後日、御所へ参さん内だいせよ、姫ひめ巫女さまへの拝はい謁えつを果たしていくがよかろう、と近衛前久は景虎に告げていた。

「姫巫女さまは、そなたに『住国ならびに隣りん国ごく治ち罰ばつの綸りん旨じ』を賜たまわる。信濃でも関東でも、そなたの信じる義を貫くがよい。私は義輝とともに都で戦い、機が熟するのを待とう。もっとも、いかに毘沙門天とはいえ、あの武田と北条を相手取った二面作戦が成功するとは私には思えぬが……」

　東国の秩序回復は、近衛さまの志を実現する上でもどうしても必要なことです。わたしは戦います、と景虎は告げていた。







　第二話　三国同盟







　景かげ虎とらのやまと御ご所しよ参内は、近この衛え前さき久ひさの働きによって成功を収めた。

　景虎は、当代の姫巫女より「越えち後ごとその隣国の治安を守るように」と綸旨を与えられ、天てん盃ぱいと御み剣つるぎを賜り、越後守護代・長なが尾お家の出自でありながら正式に「越後守護」として認められることになった。

　生まれながらに甲か斐い守護職の家に生まれてきた武たけ田だ晴はる信のぶには、わかりがたいことではあったが──下げ克こく上じようをなによりも忌いみ嫌きらう景虎にとって、足あし利かが将軍とやまと御所より正統な越後守護として認められたことは、兄から守護代職を、越後上うえ杉すぎ家から守護職を継けい承しようして以来、ずっと胸にわだかまっていた悩なやみが晴れるかのような大事だったのだ。

　東国では関東管領復興。畿き内ないでは、足利幕府復興、そしてやまと御所復興。戦乱を義によって平定するという景虎の志は、このような壮大な形で具体化しはじめていた。

　常人ならば「これらすべてを成し遂とげるなんて無理だ」と怖おじ気けづくほどの巨きよ大だいな使命だが、景虎は自らが天から与えられた使命が重ければ重いほど、多ければ多いほど、かえって救われたような晴れやかな気分になれる。「無私」な少女は、己に欠けている「私欲」のために、いくつもの「義」をその心に抱かかえ込まなければならなかったのだ。

　長らく塞ふさぎがちだった景虎に笑顔が増えたのは、この参内の時からだった。

　お嬢じようさまの仕事がまた増えそうですと苦笑しつつも、上洛の成功のために心を砕くだいて奔ほん走そうしてきた直なお江え大和やまとが安あん堵どしたことは言うまでもない。

　次の景虎の目的地は、堺さかいと高こう野や山さんであった。

　が、その堺には、松まつ永なが弾だん正じよう久ひさ秀ひでがいる。




　黄金都市・堺は「会え合ごう衆」と呼ばれる商人たちが自治権を持った畿内屈くつ指しの中立地帯だが、かねてより貿易を通じて三み好よし家との関係が深く、この頃ころは三好家当主・三好長なが慶よしの片かた腕うでとも言うべき姫武将・松永弾正久秀が幅はばを利きかせていた。

　松永久秀はもともと氏うじ素す性じようのまったく知れない堺の女商人で、管領・細ほそ川かわ晴はる元もとに父親を殺され四国に追われていた姫武将・三好長慶に乞こわれて武家に転進したという、下克上の象しよう徴ちようとも言うべき存在である。

　三好長慶を畿内の覇は者しや……天下人にすると誓ちかった松永久秀は、足利幕府……将軍・足利義よし輝てると管領・細川晴元を敵に回して、京きようで摂せつ津つで丹たん波ばで戦いくさと謀ぼう略りやくに明け暮れていた。「相しよう国こく寺じの戦い」では幕府方が陣じん取どる京の相国寺を容よう赦しやなく焼いて幕府軍を敗走させた。

　景虎が本来都で謁えつ見けんするはずだった将軍・足利義輝が近江おうみの朽くつ木き谷だにに逃のがれていたのも、三好長慶・松永久秀に敗れたからだった。

　その松永久秀が、高野山を訪おとずれる前に堺に立ち寄った長尾景虎一行を館に迎むかえて、盛大な茶会を開かい催さいした。

　むろん、律りち儀ぎな景虎は断れない。

　足利幕府を容赦なく潰つぶして三好長慶を畿内の女王にするべく暴れ続けている松永久秀は、乱れに乱れた日ひノ本もとの秩序を再生復興しようとしている景虎にとっては、武田晴信や北ほう条じよう氏うじ康やす以上の悪であり敵ではあったが、松永久秀が礼を尽つくして自分たちを茶会に招いた以上は、堂々と会って幕府と天下の安あん寧ねいについて語り合わねばならなかった。

「うふ。わたくしとは真逆の色の真っ白い肌はだをお持ちのようですね。長尾景虎さま。見た目だけでなく、心に抱いだいている志も、わたくしとあなたとでは水と油といったところでしょうか」

　松永久秀は、日ノ本人とは異なる、褐かつ色しよくの肌の持ち主だった。

　長尾方の出席者は、景虎の他に、宇う佐さ美み定さだ満みつ、直江大和、柿かき崎ざき景かげ家いえの三重臣、そして「礼節が必要な場は俺さまに任せろ！」としゃしゃり出てきた小お笠がさ原わら長なが時とき。

「うおおお、すげえ色気たっぷりの美人だあああ！　松永弾正といえば下克上の権ごん化げのような稀き代たいの悪女と聞いていたが、見ると聞くとは大おお違ちがい！　俺さま好みだ！　弾正ちゃん！　ぜひ、この俺さまと一夜の閨ねやをともに！」

「あら。お世辞でも嬉うれしいですわ。天てん竺じくより取り寄せた珍ちん品ぴんの茶をどうぞ、小笠原さま」

　目の前に、足利幕府の権けん威いを踏ふみにじっている者がいる。景虎はずっとぴりぴりしていた。景虎たちは今、敵陣営の真ん中に飛び込んでいるのだ。だがいつ何時斬きり合いになるかもしれないという緊きん張ちよう感かんは、小笠原が鼻の下を伸のばして騒さわぎはじめたために、途と切ぎれた。

　宇佐美が「なにが幸いするかわからねえな」と苦笑する。

　松永久秀の側にも数名の出席者がいたが、みな、傀儡ぐくつのように表情がなく、発言もしない。景虎の目には誰だれが誰なのかよくわからなかった。

「松永弾正どの。将軍義輝さまと管領細川さまを、京の都へ戻していただきたい。わたしはそのことをお頼たのみするために、高野山へ向かう途上で、この堺へ来た……むろん噂うわさの種子たねが島しまを購こう入にゆうするなどの仕事もあったが、足利幕府と三好家の長い対立を終わらせたいという思いも、あるのだ。都は戦乱によって荒あれ果てている」

　景虎が、微笑ほほえみながら小笠原に茶を点たてていた久秀に、本題を切りだした。

「種子島でしたら、今いま井いの家に千金を積めば手に入りますわ。ですが、足利幕府との戦いは、一朝一いつ夕せきでは終わりそうにありませんわね」

「過去に遺い恨こんがあるとはいえ、三好家は細川家の家臣。足利将軍家の陪臣ではないか。将軍家に弓を引いていいわけがない」

「世を乱したのは細川家のほうが先ですのよ、景虎さま。わが主あるじ・三好長慶さまは、お父上を主君である細川晴元に殺されたのですわ。長慶さまのお父上は、この堺で切腹し、命を落としたのです。しかも細川晴元は直接手を下さずに、本ほん猫びよう寺じ門徒に一いつ揆きを起こさせ、お父上の命を奪うばわせたのです」

「それは、伺うかがっているが……」

「長慶さまは、本猫寺の門徒たちには恨うらみはありませんの。なぜならば、勢力を増した本猫寺もまた、細川晴元の策謀によって本山の山やま科しなを焼き払はらわれるという憂うき目めにあったのですから。しかも、細川晴元は本猫寺を叩たたいたあと、新たに京の都で台頭していた法ほつ華け宗しゆう門徒を焼き討うちするために、叡えい山ざんの僧そう兵へいに京の都を襲しゆう撃げきさせた。管領・細川晴元とは、そういう京に巣くう化け物のような男。わたくしの家族もみな、天てん文ぶん法ほつ華けの乱に巻き込まれて死にましたの」

「……では、長慶どのと弾正どのは、同じ細川晴元という仇あだを持つ者同士……」

「そういうことですわね。長慶さまとわたくしとは、二人で一人ですわ。ただ、長慶さまは下克上を恐おそれるお優やさしいお方。父親の敵である細川晴元をどうしても殺せないのです。あの者を殺し、長慶さまが名実ともに天下人になれば、畿内の戦乱は収まりましょうに。歯がゆいことですわ」

　景虎の父・為ため景かげもまた、越えつ中ちゆうの一揆と戦って命を落としている。

　自分と三好長慶とは、同じ境遇を持つ姫武将なのだ。景虎は、

「お会いしたことはないが、長慶どのには義の心があるのだろう。父の復ふく讐しゆうよりも、天下の秩ちつ序じよを壊こわさずに守り抜ぬくことのほうがたいせつだと、知っておられるのだろう」

　と思わず久秀に訴うつたえかけていた。

「恨みに対して恨みで返していれば、いつまでも戦が続き、世の乱れは終わらない。どこかでこの連れん鎖さを断ち切らなければ、京の都は完全に灰かい燼じんに帰してしまう……都の荒こう廃はいは酷ひどいものだった。それに、今の将軍さまは細川と三好の因いん縁ねんとは無む縁えんなお方のはず。本来ならば長慶どのの家臣である弾正どのこそが、この連鎖を断ち切るべき立場であるはず」

「うふ。長慶さまとあなたとは似ておられるようですわね。心の澄すみ切った、かわいいお方。人を憎にくみきることのできないお方。しかし、家臣たる者は、そのような主君にできぬ汚よごれ仕事を肩かた代がわりしてこそ。あなたに仕える宇佐美さまと直江さまは、どうやらあなたに甘すぎるようですわ」

「弾正どの。個人的な復讐のために、戦を起こし町を焼き民たみを苦しめていいはずがない。そのような戦には、義がない。戦は、秩序と正義を回復するためにのみ許される必要悪であるべきだ」

「秩序とは、足利幕府のことですか、景虎さま？」

「やまと御所が神権を。足利幕府が王権を。はるか昔から、決まっていることだ。この秩序が応おう仁にんの乱によって崩くずれたことから、日ノ本全土が戦乱の世となったのではないか。信濃しなのでは武田晴信が守護の小笠原長時を追い、関東では北条氏康が関東管かん領れいの上杉憲のり政まさどのを追った。しかし肝かん心じんの畿内で、足利将軍と管領に弓を引いて都を破は壊かいしているあなたこそが、この下克上の中心にいると言ってもいい」

「応仁の乱から、何年が経たっているとお思いですか、景虎さま？　統治能力を失った名ばかりの足利幕府など、潰してしまったほうが早いとは思いませんこと？　あのようなものを中ちゆう途と半はん端ぱに崇あがめて生き残らせているからこそ、乱世はいつまでも終わらぬのです。誰かがすべてを焼き尽くして、まっさらにしなければ、新しい秩序は生まれませんわ」

「新しい、秩序？」

「すでに将軍には権威はなく、叡山の僧兵たちは利権を守るために京を襲おそう私兵と化し、管領は台頭してくる家臣や民衆を粛しゆく清せいして自分の権益を守るために好き放題に陰いん謀ぼうを巡めぐらせております。景虎さま。あなたが関東管領を復権させても、将軍を京に呼び戻もどしても、なにも変わりませんのよ。すでに人々の心は……民の心は、足利幕府から離はなれきっておりますわ。古き秩序を形ばかり再興すれば世の乱れが治まるというあなたのお考えは、あまりにも甘く、幼い。それは、武家の考え方ですわ」

「武家の……」

「わたくしは商人の考え方をいたします。新しき秩序を作る力とは経済であり、銭ぜにですわ。それゆえに、堺を押さえておりますの。わが主・長慶さまを天下人の座に据すえて新しい世を切り開くためには、古き亡ぼう霊れいの如ごとき将軍家と管領家は、潰してしまわなければ……その仕事は、お優しい長慶さまには不可能。いずれわたくしが、長慶さまにお仕えする家臣として、きっとやり遂げてみせましょう」

　経済こそが民の暮らしを安定させるために必要なものであることは、景虎も理解していた。

　景虎が民を搾さく取しゆすることなく義の戦を続けることができるのも、越後長尾家に青あお苧そ交易による莫ばく大だいな富があるからなのだ。

　しかし、銭は人の飢うえを満たし命を与あたえてくれるが、銭だけでは人の心は癒いやされず、救われることはない。だからこそ、本猫寺をはじめとする幾いく多たの新興教団に、心の安寧を求めて人々が殺さつ到とうするのだ。

　久秀が都の秩序を燃やし尽くした後、久秀にそのような人々を救うための新たな秩序を作ることができるとは、景虎には思えなかったし、久秀自身も自分にはそのような構想はないと知っているようだった。

「わたくしには慈じ悲ひ心しん、信しん仰こう心、神への畏おそれがありません。そこはしかし、わが主・長慶さまの領分。わたくしが古き秩序を壊し尽くした暁あかつきには、長慶さまが新しき秩序を生みだしてくださいますでしょう」

「三好長慶どのがわたしと似た姫ひめ武将なのであれば、それはできない。自分の家臣が幕府をないがしろにして主しゆう筋すじを殺したりすれば、自分は下げ克こく上じようを為なしてしまったと戸と惑まどい、苦しむだけだと思う……わたしならば、苦しむ。わたしを支えてくれる忠臣の中には、わたしに謀む反ほんした家臣を討てと勧すすめてくる者もいるが、わたしにはとてもできない……」

「義理堅がたく、正義感に溢あふれたお方ですこと。わたくしが直なお江え津つの商人であれば、おそらくわたくしはあなたにお仕えしていたことでしょう。宇佐美さまと直江さまほど、甘くはありませんわよ。わたくしがあなたの家臣となれば、まずは獅し子し身中の虫である長尾政まさ景かげを毒殺いたしますわ。あの者は、長尾家の分家筋にて、あなたの姉あね婿むこ。しかも今この隙すきをついて春日かすが山やま城を奪い取ってしまいかねない野心家ですもの。うふ」

　直江大和が、松永久秀を思わず睨にらみつけていた。

「われらがお嬢さまは、姉婿を暗殺するような非道の真ま似ねはいたしません。わたくしがどれほど勧めても……ならば家臣たるわたくしたちは、ぎりぎりまでお嬢さまのご意志を尊重するのみ。弾正どの。あなたは僭せん越えつすぎる。主君と家臣との区別が、ついておりません」

　まるで久秀に自分の腹のうちをすべて見み透すかされているかのような不快感を、直江は覚えている。

「直江さま。野心を抱いた同族こそが、家を乱すのです。長尾政景を殺さねば越後は必ずや乱れましょう。景虎さまがこうして畿内へ上じよう洛らくしている隙に、きっと足あし下もとの越後で謀反が起こりますよ」

「起こりますか？　長尾政景はそこまで愚おろかではありません。誇ほこり高く扱あつかいづらい者ではありますが、お嬢じようさまに戦いくさで敗れて以来、己おのれの分をわきまえております」

「政景ではなく、他の者が、武田晴信に調略されますわ」

「……武田晴信に……」

「わたくしの目と耳は遠くまで利ききますのよ。晴信は、北陸の一揆衆ともよしみを通じている様子。先の川かわ中なか島じまの合戦で越えつ軍の強さを知った晴信は、これからは搦からめ手てを用います。越中一揆と、越後武将の謀反。越後を内と外から締しめ上げるおつもりでしょう」

　直江大和は（軒のき猿ざるたちが越後諸将を監かん視ししてはいるが……武田にも真さな田だ忍にん群ぐんがいる。監視の目をすり抜けることは可能だ）と唇くちびるを嚙かんでいた。自分が、宇佐美定満以上に悪あく辣らつな越後一の策士だという自負はあった。だが、松永久秀の目には、そんな彼も赤子同然に見えるらしい。それほどに遠くの国の情報まで自在に手に入れるとは、いかなる忍しのびを用いているのだろうか。

「景虎さまの武をもってすれば、謀反の鎮ちん圧あつなど容易たやすいことでしょう。ですが──長尾政景が許され続ける限り、越後の謀反劇は終わりません。長慶さまが細川晴元を殺さねば、畿内の戦いが終わらぬのと同じです。禍か根こんは、家臣たる者が、主命に逆らってその手を汚してでも断たねばなりません」

　あなた方も何年か京の都であの化け物どもと戦っていれば、必ずわかります。越後や信濃や関東のような田舎いなかの武家たちはみな、荒あら々あらしいけれども純じゆん朴ぼくですわ。畿内の……とりわけ京の権力者どもはまるで違ちがいますのよ。彼らは一種の妖よう怪かいなのですよ。義だの慈悲だの神への信仰だのといった美しいものをすべて飲み込んで己のために利用し、捨てる。それが京に憑つかれた化け物どもの能力です、と久秀は怪あやしく笑った。

　籠かごに入れていた虫が、鳴いた。

　久秀が飼っている鈴すず虫むしだった。

「この鈴虫、三年ほど生きております。わたくし、長ちよう寿じゆの法を探し求めておりますの。五十年しかない命が五百年に延長されれば、人間の心ももっとましなものになるのではないかしら。黒い憎しみに取りつかれているわたくしも、父上の仇あだ討うちと主家への忠義心との間で悩なやまれ続けている長慶さまも……」

　ああ。極悪人と噂されている松永久秀の心もまた、飢え渇かわいている。わたしに弾正どのの心を癒やすことはできるのだろうか。景虎は、武田晴信の面おも影かげを、なぜか歳としの離れた久秀の中に見み出いだしていた。権けん謀ぼう術じゆつ数すうを用いることを躊躇ためらわず、己の手を汚し、悪人という評判をものともせずに己の野望のために突つき進む姫武将。しかしその心の中には、なにか大きな穴が、開いている。その穴を埋うめるために、戦い続けねばならないのだ。景虎には、それが永遠に終わることのない堂どう々どう巡めぐりのように思われて、悲しかった。それでもまだ、武田晴信には家族がいる。松永久秀には、その家族すらいないのだ。もしも主君の三好長慶が死んでしまったら、久秀はどうなってしまうのだろうか、と景虎は久秀の心身を案じていた。

　もう、久秀を悪人として成敗する意志は、なくなっていた。ただ、旧きゆう怨えんを水に流して、流る浪ろうの将軍・足利義輝と和解してほしかった。三好松永と管領・細川晴元の争いは、やはり、幼くして名ばかりの将軍職を継ついだ義輝自身にはなんの責任もない話なのだ。

「細川晴元の息の根を止めるには、あの者に荷担する丹たん波ばの国人どもを押さえ込まねばなりません。わたくしはしばらく、丹波平定のために奔ほん走そうすることになりますわね。長慶さまもわたくしも、婿を取って子を産むような時間がありませんの。三好家にはいくらでも養子にとれる子供がいますし、わたくしも義弟を迎むかえて家の体てい裁さいは整えていますけれど、景虎さまは生しよう涯がい不ふ犯ぼんを誓ちかわれているとか。ですが……恋こいのひとつも経験せねば、あなたが追い求めている理想のあなた、長尾景虎の完成形を見ることはできないでしょうね。せっかく堺に来られたのですから、風流な恋を経験しておくのも一興ですわ」

「弾正どの。オレたち家臣団も、景虎には婿取りを勧めてはいるんだぜ。関東に信濃にと義戦を続けている今は無理だが、やがて落ち着けば」

「うふ。越後には姫武将の伝統がございませんでしょう？　女であることと戦国武将として生きることとの両立は、まことに難しいもの。しかも、敵を許し城を奪わぬ義戦などを貫つらぬいていては……武田晴信や北条氏康との戦いは終わることがないでしょう。その『やがて落ち着く』時が景虎さまに来るとは思えませんのよ、宇佐美さま」

「ああ、困難だ。だが、あんたみてえに下克上を生きがいとするような姫武将には、景虎はなりたくてもなれねえよ。景虎は復讐のために姫武将になったんじゃねえんだからよ」

「花が散るのはあっという間。とりわけ景虎さまは失礼ながらご短命なお方とお見受けいたしますわ。わたくしが飼っている鈴虫のように、命と若さを延長するおつもりが景虎さまにあるならば、薬をお譲ゆずりいたしますけれども」

「……命を延ばす、薬か……」

　もういい、宇佐美。あやかしの薬など要いらぬ。恋など「源げん氏じ物語」を読んでいればそれでいい、と景虎は答えていた。

「新しい世の秩序も持たぬ者が、今の世の秩序を壊してもいいという道理はない。弾正どの。それではあなたは、この世のすべてを焼き尽つくすまで破壊を止めることができなくなる」

「あなたも同じでしょう。長尾景虎さま。男女の愛あい憎ぞうも知らぬ者が、日ノ本の人々の荒すさんだ心を癒やし救おうなどと。あなたこそ、終わることのない虚むなしい義戦を止めることができなくなりますわ。不世出の戦の天才でありながら、その生涯を、無む為いな義戦に浪費してしまうことになりますわよ」

　あなたがそのおつもりになれば、畿内も天下も、いえ、海の外の世界すらも、掌しよう中ちゆうに収められるほどの戦の才を持ちながら、あなたの人生は孤こ独どくと徒労のままに終わってしまいます、それではあまりにも惜おしい。あなたほどの美しいお方が──久秀が浮うかべた微び笑しようの真の意味を、この時、景虎たちは読み取れないでいた。久秀自身もまた、京の都を舞ぶ台たいに妖怪たちと暗あん闘とうを繰くり広げてきた、海千山千の妖怪なのだ。




「むう。松永弾正め、まことに妖あやしい女であったな。景虎さまの茶に毒を入れられるのではないかと冷や冷やものだったが、畿内で覇は権けんを争っている三好家と、東国戦線で義戦を重ねている長尾家とは水と油のような関係ではあれど直接は敵対してはおらん。毒殺は免まぬかれたようじゃ。これも景虎さまへ与えられた御み仏ほとけのご加護であろう。南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ！」

　商人町である堺の宿しゆく泊はく先は、京での宿よりもさらにいくつかに分散した。

　宇佐美、直江、柿崎の三家老は同宿となり、景虎は単身で別宿を取った。もっとも、景虎が泊とまる屋や敷しきには加か藤とう段だん蔵ぞうを密ひそかに配置してあるので、景虎に暗殺者の魔ま手しゆが伸のびることはないはずだった。

「……堺商人たちは海千山千で、お嬢さまが兵を率いられて戦う武家の合戦よりも、はるかに手厳しいものです。本猫寺の懐かい柔じゆうも、なかなかに難しい。当主が幼いけんにょどのに交代する時機が迫せまっているということで本猫寺内部がごたごたしていて、しかも、このけんにょどのがすでに武田晴信と肝かん胆たん相照らしているようです。宇佐美さま。あなたも少しは働いてくださいませんか」
















　青苧座商売の交こう渉しようと、大おお坂さか本猫寺との交渉に奔走した直江大和は、珍めずらしく疲つかれ果てている。

「悪いがオレは景虎を叡山と高野山に登らせる交渉で手て一いつ杯ぱいだ。どちらも公式には女によ人にん禁制だからな。麓ふもとまでは認められても、山頂までは難しいな。特に、叡山は。そもそも、叡山の根こん本ぽん中ちゆう堂どうなんぞに景虎を入れたら、あいつは感極きわまってそのまま出家しかねない」

「越後の財政を支える商いの主あるじ、東国で合戦を戦う武家、敬けい虔けんな信仰者。お嬢さまはいくつもの世界に興味を抱いだきすぎです。その上、足利義輝さまや近衛前久さまにも深入りしすぎです。東国と畿内の双そう方ほうの軍事情勢に同時に首を突っ込むなど不可能ですのに。それなのに、恋れん愛あいと祝しゆう言げんとはいまだに拒こばみ続けておられます。松永弾正などに心配されるとは」

「あの女はなぜか景虎に好意を抱いてはいるようだが、深情けをかける女だな。かえって面めん倒どうなことにならなきゃいいが」

「もう会わなければよいでしょう。今はこれ以上、畿内の政争にお嬢さまを関わらせてはなりません。ただでさえ、越後諸将は分ぶん裂れつしているというのに。関東遠えん征せい派も信濃派も、お嬢さまが東国を放りだして長々と畿内に居座り続ければ、いずれ怒いかりだします」

　数珠じゆずを手に念仏を唱えながら、柿崎景家が目を細めた。

　この男は、戦場では野人の如き膂りよ力りよくを振ふるう凶きよう暴ぼうな殺さつ人じん鬼きと化すが、戦をしていない時には徳の高い禅ぜん僧そうのように物静かになる。

「宇佐美定満と直江大和よ。そこもとたちは景虎さまにあれもこれもとものを教えすぎ、理想を説きすぎたのだ。景虎さまは、誰だれよりもお優やさしきお方ゆえ、二人の夢をともに背負い込んでくださったのだ。村むら上かみ、小笠原、上杉憲政を受け入れたのも、景虎さまのお優しさゆえ。困こん窮きゆうした将軍さまや関白さまに頼たのまれれば、否いなとは言えまい。が、このままでは景虎さまは生涯不犯のまま……それではあまりにもお気の毒。良き殿との方がたがあらわれてくれるよう、私は御仏に祈いのるばかりだ。南無阿弥陀仏」

　お嬢さまの評判を高め、見識を深めていただくために上洛を計画したわたくしが言うのもなんですが、京との関係が必要以上に深まればお嬢さまの仕事と負担を増やすばかりです。少なくとも東国の戦線が片付くまでは、上洛はこれを最後にしたほうがよさそうですねと、直江大和がため息をついた。

「お嬢さまは人が善すぎるのです。慈悲を説いたのはたしかにわたくしですが、人の身体からだはひとつしかないというのに。東国と畿内で同時に義戦を遂すい行こうするなど不可能です。川中島と関東の二正面作戦ですら、無理がありますのに」

「しかし青あお苧その販はん路ろは目もく論ろ見み通りに拡大できそうなのだろう、直江の旦だん那な？　武田晴信はすでに先手を打って三さん条じよう西にし家や本猫寺を押さえていたが、旦那がこうして直接畿内へ乗り込むことで、その豪ごう腕わんで情勢をひっくり返せるはずだ。武田晴信にも、弱点はある。慎しん重ちようすぎて、自ら少人数のみを率いて強きよう攻こう上じよう洛らくするような危険は決して冒おかさない」

「宇佐美さま。むしろ、お嬢さまの義と武に期待をかけてくださる将軍と関白・近衛さまのほうが問題でしょうね。お嬢さまがあのお二方の要よう請せいに応えてしまえば……」

「景虎の戦の才能は、唯ゆい一いつ無二のものだ。景虎のいない越後軍は、豪族国人がめいめい好き勝手に集まっただけの烏う合ごうの衆。複数戦線は無理がある。川中島での武田晴信との合戦に絞しぼらなければ、景虎の義戦は……松永弾正が言ったように、千日手になるぜ」

　宇佐美も直江も、武田晴信との合戦がこれほど激げき烈れつな、そして困難なものになるとは当初は予想していなかった。甲斐信濃という山国に押し込められて海路を持ち得ない武田家には、畿内にまで介かい入にゆうする力はないと思っていた。ところが京と堺に来て、晴信の政治力に舌を巻いたのだ。甲斐にいながらにして、晴信は畿内の情勢を摑つかみ、調べ上げ、長尾家を経済的・軍事的に封ふうじ込めるために先手先手を打っていた。

「景虎を高野山に登らせたら、すぐに越後へ戻もどったほうがいいな。国人の謀む反ほんは、あるかもしれねえ」

「武田晴信が越後でも蠢しゆん動どうしているということですね、宇佐美さま」

「ああ。松永弾正は、なにかを摑んでいるのかもしれない」

　松永久秀にはたしかに、景虎への殺意はなかった。むしろ、清せい廉れん可か憐れんな景虎に「あなたの澄すみすぎた夢は成じよう就じゆすることはない」と忠告しつつも、自分とは好対照すぎる景虎に好意を抱いたらしい。武田晴信が景虎を憎にくみきれず、むしろ惹ひかれているのと、同じである。

　だが松永久秀の稀き代たいの悪女らしい「深情け」癖ぐせは、宇佐美と直江の想像の上を行った。




　深夜。商家の個室で眠ねむりに落ちつつあった景虎のもとに、密かに這はい寄る者がいた──。

　元信濃守護の、小笠原長時だった。

　松永久秀は、茶会の席で小笠原長時の茶に一服盛っていたのである。その薬は、毒ではない。ただ、小笠原長時の理性を吹ふき飛ばし、抑おさえ込まれている欲よく望ぼうを解放する類いの麻ま薬やくだった。

　もともと景虎に「絶世の美少女」と萌もえ狂くるっていた小笠原がこれまで自分を律していたのは、景虎の寝ね込みなどを襲おそってもしも拒まれれば越後に留とどまれなくなり、逃にげだす他はなくなるからだった。

　越後諸将は「景虎さまは五年間、操みさおを守られる」「誰が景虎さまの婿となるかは、その五年間という禊みそぎの期間が過ぎた時に決まる」「抜ぬけ駆がけする者は許さぬ」と、景虎争そう奪だつ戦せんについて一種の不戦協定を築いている。自分こそが勝者になると信じて疑わない長尾政景が、諸将に睨にらみを利きかせているのだ。長年景虎に恋し続けている政景をこの件で切れさせれば、政景は確実にその者を殺すために挙兵するだろう。景虎が止めても、収まるまい。そうなれば、もはや越後にはいられなくなるのだ。

　さて、領地も兵も失いほとんど身ひとつで越後に寄宿している小笠原長時。

　いくら稀代の女好きであろうとも、景虎の寝込みを襲う危険を冒すことは不可能なはずだった。

　だが──。

「むほおおおお！　弾正ちゃん家ちでの茶会のあと、なぜか全身が火ほ照てってもはや辛しん抱ぼうたまらん！　もう、信濃に戻れなくなっても構うものかーっ！　やはり景虎ちゃんは俺さまの女になるべきなのだ。高野山なんぞに登られてしまったらもう口説けなくなる。今宵こよい、一世一代の夜や襲しゆうをかけてやるぜえええ！　ぐふふふ！」

　常に長時の暴走を止めてきた家老の爺じいを越後に残してきたことも、仇あだとなった。

　そんな旅先で一服盛られ、さらには松永久秀から密かに、

（越後では諸将が信濃派と関東派に割れて揉もめているとか。もしも越後を追われることとなりましたら、三好家に駆かけ込まれますよう。わが主・長慶さまはまもなく天下人となられます。わたくしは細川晴元を討った後、長慶さまを将軍に押し立てて三好幕府を開かせるつもりです。しかしながら、四国の三好家の武将は荒あらくれ者が多いのです。礼法を極められた小笠原流継けい承しよう者はきっと歓かん待たいされますわよ。うふ）

　と口頭で「亡命先の保証」をもらっていた。

　むろん、すべてが「長尾景虎がこのまま生涯不犯を貫くのは不ふ憫びん、恋を知らしめてあげたい」という余計な深情けを景虎にかけてきた松永久秀の企たくらみなのであるが──。

　茶会の席で、景虎の恋こいの相手として小笠原長時を選んだのは、明らかに簡単に暴走させられる男だったからである。宇佐美定満は、景虎を「女」ではなく自分の「娘むすめ」として愛している。感情を顔に出さない直江大和は景虎をどう想おもっているのか不明だが、茶に一服盛られればすぐに見破る用心深さと知力を持っていた。柿崎景家は一服盛られても「邪じや念ねんよ去れ！　南無阿弥陀仏！」と信しん仰こう心と気合いで耐たえきってしまう堅かた物ぶつだった。

　景虎ちゃんを俺さまのものに！　という欲望を抑えることなく悶もん々もんとしていた小笠原長時が、最適だったのだ。

　むろん、小笠原長時は浮うわ気き癖が酷ひどくて景虎の生しよう涯がいの伴はん侶りよなどにはなり得ぬ男ではあるが、いちど恋を覚えればもう殿方を拒む必要もなくなる。いずれは運命の殿方に出会うことになるでしょう、と久秀は景虎のために計らったのである──まことに、余計な計らいではあったが。

　春日山でたいせつに育てられてきた景虎は、寝込みなど襲われたことがない。

　旅の疲れもあって、寝しん室しつですやすやと眠っていた。

　小笠原長時は長い犬歯を剝むき出しにして「ぐふふふふ。景虎ちゃ～ん！　いっただっきま～す！」と眠っている景虎めがけて「ぴょん」と飛び上がり、文字通り突とつ撃げきした──。

　しかし。

「フフフ。あっけなく妖よう婦ふに謀はかられて正体を現したな、小笠原よ。もっとも、うぬは最初から正直者であったがな。貴様のような裏表のない者は俺は嫌きらいではない。が、任務は任務よ」

　景虎ちゃ～ん！　と宙を舞まっていた長時めがけて手しゆ裏り剣けんが飛んできた。長時は「うおっ!?」と脇わき差ざしを抜き放ち、手裏剣をかろうじて薙なぎ払はらった。

　この動作のために空中でバランスを崩くずした長時の身体は、障子を突つき破って部屋から飛びだしていた。

　熟じゆく睡すいしている景虎の身体の上にのしかかるという長時の野望は、潰ついえた。

　庭先に転がり落ちながら、

「ぐおおおおお！　誰だああ！　俺さまの邪じや魔まをするんじゃねえええ！　ブチ殺すぞ！」

　と吼ほえた。

　暗い室内から、音もなく「鳶とび加藤」こと加藤段蔵が長時のもとへと駆けてくる。

　まるで蜘く蛛ものように細長い手足の持ち主だった。

　ケッ。加藤かよ。相変わらず俺さまとは比べものにならねえ醜ぶ男おとこだ、と長時は毒づきながら、脇差しを加藤段蔵めがけて投げつけ、太た刀ちを手にしていた。

「戸と隠がくしのてめーか！　景虎ちゃんを攫さらいに来たのか！　俺さまが成敗してくれる！」

「馬ば鹿か者ものめ。俺は景虎の護衛役だ。松永弾正の勢力圏けんであるこの堺で、宇佐美と直江が、景虎を一人きりにするはずがなかろう。貴様が突撃してくるとは思っていなかったようだがな」

　長時が振ふり下ろした鋭するどい太刀は、段蔵の胴どう体たいを捉とらえたはずだった。

　しかし、実際には空を切っている──。

　段蔵の跳ちよう躍やく力は、異常だった。

　気づけば、段蔵は長時の頭上を奪うばっていた。

「鳶ノ術」を用いているのである。

　ゲッ！　なんだこの化け物は。俺さまの豪腕が通じねえ！　と長時は焦あせった。

「ちょっと待ったーっ！　おい、醜男忍にん者じや！　俺さまと組もう！」

「醜男という言葉は、山やま本もと勘かん助すけにこそ相応ふさわしい。俺は、異形なだけよ」

「まあ待て！　てめーもそんな異形の持ち主では、美しい景虎ちゃんに横よこ恋れん慕ぼしている憐あわれな男に違ちがいない！　任務なんて捨てちまえ、二人で協力して景虎ちゃんを宇佐美と直江のボンクラどもから奪い取ってどこか山の中にでも隠かくしちまおうぜ！　越後じゃあ攫う機会はねえ。景虎ちゃんが堺まで出張っている今しか機会はねえぞ！」

「黙だまれ。俺がその気になれば、貴様などの手を借りずとも、独りで景虎を攫う。だが今はまだその時ではない。景虎自身が『武家を捨てる』と音を上げた時こそが、その時よ」

「だああああ！　いつの話だ、それは！　そんな時をいつまでも待っていられるかあああああ！　人生は短いんだ、絶世の美少女も時を経れば劣れつ化かする！　それでは景虎ちゃんがかわいそうだ！　今この瞬しゆん間かんに、俺さまは俺さまの心の命ずるままに愛を貫つらぬくのだあああああ！」

　加藤段蔵は、「凄すさまじい女によ人にんへの執しゆう念ねんだ。信濃はあっさり捨てたが、女に関しては絶対にへこたれぬな、こやつは」と舌打ちしながら、

「仕方がない。殺すか」

　と呟つぶやくと、宙から長時めがけて急降下した。

　畜ちく生しよう！　こんなもん、人間の動きじゃねー！　空を飛ぶ敵を斬きる剣けん法ぽうなんぞ俺さまは知らねーぞ！　と吼えながら、長時がなおも「天下一の美少女を目の前にしながら、絶対に退ひか～ん！」と太刀を振りあげて段蔵と雌し雄ゆうを決しようとしたその時。




「やめろ、加藤段蔵！　その者には、わたしへの殺意などない。殺してはならない！　この宿から追い出せば、それでよい！」




　段蔵の身体は突然浮ふ遊ゆう力を失って、庭園の池へと落ちていた。

　この喧けん噪そうで目覚めた景虎が、眼力を用いて段蔵の術の力を奪ったのだ。

「……む……景虎め。相変わらず、甘いことを……」

　長時は、

「おおお！　景虎ちゃん、俺さまを助けてくれたのか？　ということは、俺さまの求愛が通じたのだな！　さあ、夢のような愛あい欲よくの一夜を俺さまと！　この小笠原長時が景虎ちゃんに男の味を教えてやろう、がはははは！」

　と高笑いしながら景虎へ迫せまったが、景虎が突き出して来た掌てのひらに「ぽん」と腹を押されると同時に、凄まじい速度ではね飛ばされて池へと落とされていた。

「ギャー!?　気がついたら、すっ飛ばされて……なんじゃ、こりゃあああ？」

「段蔵から教わった合気の術、すでに会え得とくした。わたしを襲おうなどという悪心は捨てよ、小笠原長時。五年の猶ゆう予よは方便。わたしは毘び沙しゃ門もん天てんの化け身しんとしての力を保持するために、生涯不ふ犯ぼんを誓ちかった身だ。力ずくでわたしを奪おうなど、無む駄だだ。夜よ這ばいをかけるならば、せめて言葉でも尽つくせ」

　言葉なんぞ尽くしている暇ひまがあるかーっ！　と長時はずぶ濡ぬれになりながら吼えた。

「だ、だが、景虎ちゃんは強すぎる！　なんだ、今の術は？　誰だれがどんな攻こう撃げきをかましても、まるまる弾はじき飛ばしちまうというのか!?　そうだ、種子島なら……いや、それじゃ景虎ちゃんの美しい身体からだに傷が！　それじゃ意味ねえ！　だーっ！　千日手だーっ！　ああ……天は俺さまにこれほどの美少女を見せておきながら、指一本触ふれさせてもくれねえというのか！　こんな不条理があるかーっ！　せめて唇くちびるだけでも……畜生、呪のろわれろーっ！　天も地も裂さけろーっ！」

「……段蔵……薬でも飲んでいるのか、この男は？　言動もおかしいが、目つきが妙みようだ」

「酩めい酊ていして本音を漏もらしているのだ。この男は、決して諦あきらめぬ上に、欲しいと思った女を手に入れるためならば死をも厭いとわぬ。殺しておいたほうがいい。放ほう逐ちくすれば、失敗しても殺されぬと知った越後の男どもが、お前を狙ねらって夜這いをかけるようになるかもしれぬぞ」

　加藤段蔵が長時の背後を取って首筋にクナイを突きつけたが、景虎は、

「ならぬ。不要な殺せつ生しようだ。殺生を避さけられぬ場所は、人の命を奪わねば生き延びられぬ戦場のみ。小笠原長時は、解き放て」

　と、認めなかった。

「甘いぞ景虎。そのような情けをこやつにかければ、次はこの俺がお前の寝込みを襲うやもしれんぞ」

「そなたの鳶ノ術は、わたしの眼力で封ふうじてしまえるのだろう。ならば、そなたはわたしに対して、なにもできぬ」

「フン……力押しではお前は誰にも落とせぬな。行け、小笠原。貴様は松永弾正に一服盛られて踊おどらされたのだ。景虎が情けをかけても、直江大和がこの件を知れば貴様を見み逃のがすまい。明らかにのちのちの面めん倒どうの種になるからな。今すぐに松永弾正の屋や敷しきに駆け込めば、命だけは助かる」

「な、直江か。あいつはそういう男だな……ちっ！　しかし後こう悔かいはねえ！　信濃よりも景虎ちゃんのほうが俺さまにはだいじだーっ！　信濃なんぞは景虎ちゃんにくれてやる！　今宵俺さまと祝しゆう言げんを挙げれば、もれなく信濃守護職がついてくるぜ景虎ちゃん！」

「断る」

「ぐわあ、即そく答とうか！」

　小笠原長時は「くっそー！　景虎ちゃんの護身の術、必ず破る！　修業を重ねてきっと破ってみせるぜえええ！　俺さまはいずれ景虎ちゃんの武を超こえる！　生まれてはじめて本気を出す時が来たぜえ！　それまで、さらばだ！」と叫さけびながら、壁かべを登って屋敷から逃とう走そうしていった。

　景虎は、

「……ふう……信濃の守護殿が、長尾家から逐電してしまった……これで、川中島で晴信と戦い続ける大義が半ば失われてしまった」

　と眉まゆを下げながら、

「松永久秀が一服盛って、わたしを襲おそわせたのか……わたしを滅ほろぼすためか？」

　と段蔵に問うていた。

「なに。深情けよ。お前が高野山を訪ねれば、発ほつ心しんして出家しかねん。出家まで行かずとも、生涯不犯の思いはますます固まる。それまでに弾正はお前に恋の道を教えたかったのだろう……どうしても高野山へ登るのか？」

「むろんだ。霊れい山ざんは女人禁制ということは知っているが、せめて途と中ちゆうまででも霊山に登り、高こう僧そうたちから教えを乞こいたい。乱世の民心に慈じ悲ひを知らしめ秩ちつ序じよを回復するための義戦を戦わねばならぬというわが心の矛む盾じゆんを、仏道修行によって……とりわけ真言密教の護ご摩ま行によって、乗り越こえられるかもしれない」

「真言密教の護摩行か。フフ。あれもまた、結局は芥け子しという薬物の力による酩酊よ。神仏などどこにもおらぬぞ。毘沙門天はお前の心の中にいるのだ、景虎よ」

「信濃の地底には、地ち龍りゆうがいるのではなかったのか？」

「地龍や海龍は、いわゆる生き物ではない。天地の『気』の流れそのものを、陰おん陽みよう道どうで『龍』と呼んでいるだけだ。人格のようなものは、ないのだ。毘沙門天に至っては、自然のうちに生まれでたものですらない。人格を持つ神や仏というものはな、すべて、人間の心が生んだのだ──そのような神仏がいてほしい、己おのれを救ってほしい、という人の心がな」

　そのような迷いから醒さめれば、人はみな小笠原長時のように人に救いを見み出いだすことになる。あれはあれで、乱世の中で迷めい妄もうから醒めてある意味悟さとりを開いた男よ、と段蔵は苦笑していた。

「あれが悟りを開いた人というのであれば、わたしは悟りからは程遠い。毘沙門天が人がこしらえた観念にすぎぬとしても、それはこの乱世を鎮しずめるために必要なものだと、わたしは思う」

「さて。どこまで貫けるかな。武田晴信と山本勘助は、野望に憑つかれている。しかし野望とはただの我が欲よくではない。己の心の傷を克こく服ふくするために、人は野望に憑かれ、己に打ち勝つために戦うのだ。お前がどれほどに義の心を示しても、あの二人は決して折れぬぞ」

　それでもわたしは武田晴信を必ず「父を追放した娘むすめ」という苦しみから解放したい。そのためならば、何度でも川中島で戦い、いつかきっとわたしが信じる義こそが晴信にとって必要なものなのだと理解してもらう──景虎はそう答えていた。




　小笠原長時の逐電事件ののち。

　景虎は堺を出立して、ついに高野山を訪おとずれていた。

　高野山は、叡山と同様に女人禁制である。

　景虎の入山希望は、高野山の僧そう侶りよたちの間で物議を醸かもした。開祖・空くう海かいの鷹おう揚ような性格のためか、女人禁制のしきたりは叡山ほどに厳しくなかったが、そもそも先年の大火によって高野山の伽が藍らんの大半が焼け落ちてしまったまま荒こう廃はいを極きわめ、越後の大名を迎むかえ入れることのできる状じよう況きようではなかったのだ。

　しかし、関白の近衛前久と叡山の正しよう覚かく院いん豪ごう盛せいから高野山に届けられた強力な「推すい薦せん状」が効いて、景虎は「高野山の無む量りよう光こう院いんを越後から持参した金によって再建する」「山内では常に行ぎよう人にん包づつみで男装し、女性だということを隠す」という条件で、その無量光院を宿所に用いることを許された。

　ここまでは、景虎が苦手な政治的な駆かけ引きだったが、高野山内にももちろん景虎の聖性と義心に揺ゆり動かされた傑けつ物ぶつがいた。

　それが、無量光院の若き仏僧・舜しゆん学がく坊ぼう清せい胤いんだった。

　下げ克こく上じようがうち続き高野山も民心も荒あれ果てた末法の世に絶望して、幼い頃ころから高野山に籠こもっていた清胤は、越後に長尾景虎という「戦う毘沙門天」が出現したことを知り、女人禁制の掟おきてを破ってまで景虎と対面することに決めたのである。

　清胤はひょうひょうとした人ひと柄がらの青年で、執しゆう着ちやくすることがない。おそらくは松永弾正や三好長慶にも匹ひつ敵てきする乱世に翻ほん弄ろうされた暗い過去を持っているはずだが、高野山という聖なる空間が彼の心を闇やみから救い上げていたと言っていい。

「山」は、聖なる世界であり、地上の俗ぞく世せとは隔かく絶ぜつした「天上の世界」である。地上の世界が戦乱や貧困、疫えき病びようといった「苦」に満ちた世界である以上、この国の人々は「山」に「天上の世界」を作らねばならなかった。俗世を捨てる代わりに、山に登った者はあらゆる因果の糸から己を解き放つことを許され、魂たましいの安あん寧ねいを得られる──むろん、実情はそうではない。叡山も高野山も、やはり本質は人間が織りなす「地上の世界」の延長線上にある。権力争いがあり、男同士の嫉しつ妬とがあり、武力闘とう争そうがあり、利権争いがあった。

　が、中には、清胤のような恬てん淡たんとした男も、いる。

「あんたが長尾景虎か！　釈しや迦か牟む尼には三十二の異相を持っていたというが、景虎も異相の持ち主だな！　なるほど、末は転てん輪りん聖じよう王おうか仏ぶつ陀だか、と噂うわさされていたのもまんざら噓うそではなかったというわけか。はははっ！」

　清胤は、景虎とあまり年ねん齢れいが変わらない。いくつか年上である。無量光院で清胤との対面を果たした景虎は、想像していた「高野山の高僧」のイメージとはまるで異なる清胤のあけすけな態度と笑顔に面食らっていた。

「な、長尾景虎にございます。女の身でありながら高野山に登らせていただき……」

「ああ、そういうお堅かたい話は上のほうの爺じいさんたちと勝手にやってくれ！　拙せつ僧そうは景虎の修行を手伝うために来た！　いつまでも越後から離はなれているわけにもいくまい！　急ぐぞ！　景虎は、なにを学びたい!?」

「な、なにを、と申されましても。その……」

「悩なやみはなんだ？　仏道修行などというものは、要は人間の悩みを解決するためにある！　あれこれともったいぶる連中もいるが、それはただの理り屈くつだ！　高野山は俗世に悩む者のための駆け込み寺だと思ってくれていい！」

　この景虎は、乱れた世の秩序を回復するために女の身でありながら武将となりました。しかしその実、戦いくさに淫いんしているのではないかという悩みがあります、と景虎は答えていた。

「それでは、景虎は戦が好きなのだろう！　気にするな、問題ない！　非戦などを誓ったところで、時代は戦国乱世。どうせ隣りん国ごくから兵が攻せめてくる！　軍神である景虎がいるからこそ越後は平和を保てているのではないか！　景虎の戦もまた功く徳どくだ！」

「そ、そのようなことを言われましても、悩んでしまいます。わたしは信濃を侵しん略りやくしている武田晴信という姫ひめ武将と戦って勝たねばならないのですが……このようなことはもうやめて出家してしまいたいという思いが、日々募つのるばかりなのです」

「景虎は、武田晴信が好きなのだな！　辛つらいな！　しかし、好きな相手と合戦できるというのは、それはそれで充じゆう実じつした人生ではないか！　まさに『好敵手』に出会えたのだ。そのような相手と巡めぐり会える者は、数えるほどしかいないぞ！　はははっ！」

「清胤さま？　わ、笑い事ではありません！」

　まずはじめに必要な修行は禅ぜんだな、と清胤は答えていた。禅とは、己自身との対話。景虎の心には「毘沙門天」が語りかけてくるというが、そいつは景虎自身の内なる心だ、と清胤は理解していた。だがいずれ、景虎にとって「毘沙門天」が不必要になるその日が訪れるまでは、自らが毘沙門天の化身であるという景虎の「方便」を支えてやらねばならない、と思った。この「方便」がなければ、景虎は生きてはいられなかったのだろう。仏法とは、人の魂を救うためにある。だから、噓だろうがまことだろうが、人を生かすことができるのならば、なんでもいいのだ。清胤はそう信じている。

「景虎に、毘沙門天の真言を授けよう！　それで景虎は毘沙門天と交信できる！　戦場で己を見失いそうになったら、真言を唱えるがいい！」

「……毘沙門天の真言を……？」

「そうだ。常に毘沙門天と一体となって、戦場に臨のぞむがいい！　それで景虎は、戦に淫することはなくなる！　己自身を信じろ。たしかに『義』などは、観念にすぎない。言葉にすぎない。人が頭の中で考えたものにすぎない。だが、それを現世で実現できる力が、人にはある！　噓も百万回唱えればまことになる！　景虎、自分自身を恐おそれるな！」

「ありがとうございます。でも……いつか戦を捨てて出家の道を生きられる日が、わたしに来るのでしょうか？　武田晴信と争わずに、ともに生きられる日が？」

「どうかな。乱世だ。そして景虎は越後の王の娘として生を受けた。景虎が戦下手ならばここでさっさと出家させるところだが、景虎は稀き代たいの天才武将だ！　その才能は、使わずに捨てるべきではないな！　乱世を終しゆう焉えんさせるために使うべき才、民たみのために用いるべき才だ。そうではないか!?」

　もうひとつ。長尾政景や小笠原長時といった男たちからの求愛が恐ろしいのです、わたしは殿との方がたと恋こいに堕おちれば死んでしまうのです、そう毘沙門天から告げられたのです。しかしまことに恐ろしいのは死ぬことではなく、恋に堕ちた殿方がわたしを見るあの目なのです……男女の恋とはどのようなものなのでしょうか、わたしにはわからないのです、と景虎は恥はじを忍しのんで清胤に打ち明けていた。だが。

「ああ、すまん！　拙僧は童どう貞ていだ！　男女のことはよくわからん！　色恋のことを坊ぼう主ずに聞くな！　専門外だ！　人間、できることとできないことがある！」

「え、えええっ？」

「しかし景虎！　『山』に籠もってしまった拙僧にはわからんが、景虎が地上の世界を生きていけば、いつかは景虎にもわかるだろう！　恋とはなにか、愛とはなにか。景虎はそれが知りたいからこそ、悩み、恐れるのだ。わかるまで地上の世界で生きてみるのだな！　その時が訪れれば！　戦に明け暮れる景虎の生しよう涯がいも、一変するかもしれんぞ！　はははっ！」

「は、はあ……そういう、ものでしょうか？」

「そういうものだ！　焦あせるな！　人にはしかるべき『時』というものがある。今はこの高野山で、真言密教と禅について好きなだけ学んでいくといい！」

　景虎は、この私心のない型破りな若い僧侶を、自らの師とすることを決めていた。

　景虎は生き真ま面じ目めで、しかも異常な集中力を持っている。清胤が（これはほんとうに、毘沙門天に完全に憑かれてしまうのではないか）と危き惧ぐするほどに、修行に没ぼつ頭とうした。

　ともあれ──わたしは戦を続けながら、かつ、義を、慈悲を、実じつ践せんできる。景虎は高野山での座禅の最さ中なかに、そう確信することができたのだった。景虎の気き鬱うつは、晴れていた。

　後年「上杉謙けん信しん男性説」が生じたのは、この高野山極秘入山の際に景虎が男性と称しようしたことが発ほつ端たんである。




　しかし──松永久秀が示し唆さしていた通り、謀む反ほんが、起きた。

　謀反の主は、懸け念ねんされていた長尾政景ではなかった。

　北きた条じよう城（現在の新にい潟がた県けん柏かしわ崎ざき市）の城主、北きた条じよう高たか広ひろが反乱を起こしたのである。ちなみに、すでに述べたがこの北条高広は安あ芸きの毛もう利り氏と同族で、関東小お田だ原わらの北ほう条じよう氏とは無む縁えんである。

『それがしは景虎さまには個人的な恨うらみはございませぬが、関東管かん領れいと村上・小笠原ども信濃諸将の双そう方ほうを越後へ受け入れて益なき義戦を繰くり返す景虎さまのもとではこれ以上奉ほう公こうは続けられませぬ。戦には銭ぜにがかかるのです。春日山城の財力は無む尽じん蔵ぞうに近いとはいえども、われわれ越後国人衆は感状だけでは働けませぬ。なにとぞお考え直しあれ──さもなくば、それがしは武田晴信どののもとへ走りますぞ』

　高野山を訪れ、清胤から禅と密教について景虎が学んでいたその時に、北条からの書状が届けられたのだ。

　戦の日々から解放されて神仏のもとで修行を重ねるという夢がついに叶かない、できることならばあと半年は高野山に留とどまっていたいと望んでいた景虎は、（あの知ち恵え者の北条高広が？）と戸と惑まどい、途と方ほうに暮れた。

「以前から、北条高広が利益なき義戦の連続に不平を抱いだいていたことは知っていた。しかしまさか、武田晴信のもとへ走るなど、できるはずもない。北条城と武田領の間には、政景の坂さか戸ど城が挟はさまっているのだぞ。勝ち目のない反乱だ……」

　書状を景虎へ渡わたした宇佐美定満は、

「北条高広は計算高い男。本気でお前に逆らっているのではないだろう。晴信に煽あおられたのは事実だろうが、この晴信の謀反の誘さそいに乗ったふりをして、二方面での義戦を繰り返し国人衆を疲ひ弊へいさせるお前のやり方に釘くぎを刺さすつもりだ──お前が結局は自分を許すことまで、もう読まれている」

　と景虎に告げた。

「小笠原長時の逐ちく電でんは、すでに越後に知れ渡っている。もはや信濃で戦う大義はない。戦線を関東に絞しぼれ、そして関東の城を自分によこせ、と北条高広は言いたいのだろう。それがおそらく、あいつが出してくる降こう伏ふく条件だ」

「軍議の場で言葉として申せばいいものを、わざわざ謀反するなど。晴信め……！　わたしは霊れい山ざんで神々に近づく修行をしていたのだ。生まれてはじめて世せ俗ぞくから離れることができた。人の世の穢けがれから自由になれた気がしていた……それを、このような搦からめ手てで邪じや魔まするとは」

　いっそこのまま高野山に留まってしまいたい、と景虎は言いたかった。が、越後を捨てることはできない。自分を育ててくれた宇佐美定満のためにも。

「景虎。辛いだろうが、すぐに帰国したほうがいい。だが北条高広をひとたび許せば、また背そむく。越後一国の統制力を高めるために、北条高広を処断しろ」

　それはできない、と景虎は首を振ふった。

「そもそも、それは直江大和の言うことではないか」

「直江の旦だん那なは反乱を起こした北条高広、そして留守を預かる長尾政景との交こう渉しようのために、急いで越後へ舞まい戻もどった。もしも魚うお沼ぬまの長尾政景が武田の誘いに乗れば、北条高広の謀反は噓から出た実まことになる。魚沼から北条、柏崎にかけての中ちゆう越えつ一帯を武田晴信と北条氏康に奪うばわれるぞ。越後は分断される」

「……政景は謀反などしない。姉上のお子は病で亡なくなったが、また新たなお子を授かったそうではないか。政景が抱き続けている越後守護の座への野心が破は裂れつしそうになっているところを、姉上が繫つなぎ止めてくださっているのだ……」

　北条高広を討とう伐ばつする。が、降伏すれば許す。しかし武田晴信との戦いはやめぬ、と景虎は頰ほおを上気させて言い放っていた。

「青あお苧そ座ざの件といい、北条高広謀反の件といい、晴信のやり方をわたしは決して認めない！　川中島で堂々と決戦して、わたしに勝てばそれで済むことではないか！　どんな手を用いてでも勝てばよいという晴信のやり方は、不義だ」

「それじゃあ、また川中島へ出兵するつもりか」

「むろんだ。北条高広を降くだしたあと、再び川中島へ全軍を率いて布ふ陣じんする。次は、決戦を回かい避ひする晴信の耐たい久きゆう策に備え、万全の兵へい站たん線を構築して百日でも二百日でも対陣する！　晴信が決戦に応じるまで、何日でも……！」

「しかし、信濃守護の小笠原長時はもういない。三好家に奔はしっちまった」

「大義名分ならば、ある。村上義よし清きよたち信濃諸将は、なお越後にいる。彼らの失地を奪だつ回かいする！　小笠原長時とて、晴信を信濃から追い払はらった後に、丁てい重ちように呼び戻せばよい」

「呼び戻すって、お前……」

「宇佐美。乱世に義を示すためのわが戦いではなかったのか。武田晴信を捨ておいて、義もなにもない。あの者を捨ておけば、やがては松永久秀のようになってしまう。そうなる前に、わたしが、晴信を止める」

　景虎は、感情の起伏が激しい。とりわけ武田晴信という姫武将に対しては、景虎は過か敏びんだった。同じ、父親の愛情に飢うえている姫武将同士として、愛あい憎ぞう相半ばしているのだろう。これほど景虎が怒おこってしまえばもう、宇佐美にも止められない。

「いよいよ婚こん期きが遠ざかるな、景虎。この上じよう洛らくで、よい出会いがあればいいと願っていたが……」

「宇佐美。わたしは誰だれにも嫁とつがぬ。すでに身体からだが三つあっても足りぬのだ。関東、信濃、畿内、霊山……この上、夫ふう婦ふ生活に割さける身体も時間も、わたしにはないぞ」

「そうだ。うさちゃんのぬいぐるみをたくさん作って、お前の影かげ武む者しやにしよう！」

「武田晴信や北条氏康が、わたしとぬいぐるみを見み間ま違ちがえるか！」

「女によ人にんを知らない高野山の坊主なら、騙だませるぜ」

「ぬいぐるみが座禅を組んで、なにが悟さとれるというのだ！」

「……悟れるかもしれないのに……」

　北条高広の旦那。あんたの芝しば居いは藪やぶ蛇へびになったぜ、北条城の兵ひよう糧ろうはすべて川中島へ提供させられることになるだろうよ、と宇佐美は北条高広のためにも嘆なげいていた。




　　　　※




　景虎が北条高広の謀反を鎮ちん圧あつにかかった、その間かん隙げきを縫ぬって──。

　駿する河が、善ぜん徳とく寺じ。

　東国の三さん雄ゆうとそれぞれの軍師が、この一カ所に集結していた。

「景虎上洛の隙すきに、魚沼・坂戸城主の長尾政景を調略することができれば、越後を分裂させることができるはずだった。しかし、政景は予想に反して動かなかった。北条高広もまた本気で景虎と戦うつもりはない──あたしと勘助は何度も話し合ったが、やはり川中島で次こそ景虎と雌し雄ゆうを決する他はない」

「左様。この三国同盟が成立すれば、武田は東とう海かい道どう筋への道を失いまする。しかしながら、長尾景虎と長尾政景率いる越軍を押し返すこと、容易ではありませぬ。両者の離り間かんがならぬならば、越軍と決戦し、直江津へと抜ぬけて北の海に出る他はなし……と、御お屋や形かたさまはご決断なさいました」

　武田晴信と、山本勘助。

　二人にとって景虎の上洛は、川中島での合戦を行わずに越後に勝つ乾けん坤こん一いつ擲てきの好機だった。景虎が上洛して越後を不在としている隙に、勘助は越後国主の座を景虎と奪い合ってきた野望の男・長尾政景に「離間の策」をかけたが、乗ってきた者は北条高広だけだった。

　長尾政景は、

「フン。俺と景虎との戦いは、俺自身の戦いだ。武田などの手は借りん。他家の力などに頼たよった瞬しゆん間かんに、俺は景虎に敗れることになるのだ。貴様らには理解できんだろうがな」

　と、調略の使者をすげなく追い返したという。

　北条高広についても、

「信州と関東の二正面作戦に続いて、京の将軍家の走そう狗くとされてしまえば、景虎さまは身体がいくつあっても足りぬ。この上、高野山へ近づけるのはまずい……景虎さまは、元来、乱世の民たみの心を救う宗教者として生まれついたお方。修しゆ羅らの如ごとき戦国武将をやめて霊山に籠こもり、神々との交信に没頭しかねない。それでは、それがしども越後の国人衆は主あるじを失い、越後は危あやうくなろう。それがしにとっては大損」

　と、武田への寝ね返がえりを口実として、景虎を高野山から越後へと呼び戻すために反乱の誘いに乗ったにすぎなかった。

　事実、上洛以後、越後での姫ひめ武将としての厳しい戦いの日々から解放されて高野山で真言密教と禅ぜんを学んでいた景虎は急きゆう遽きよ越後へと舞まい戻り、「武田晴信は許しがたし」と川中島への長期遠えん征せいの準備をはじめているという。

　勘助にとっては、藪をつついて蛇、という結果となっていた。

　次の川中島決戦は、景虎が上洛を控ひかえていたために水入りとなった前回とは違う。

　どれほどの時間とどれほどの犠ぎ牲せいを払わねばならないか、軍師・勘助にも見当がつかなかった。

　ただ……東海道侵しん略りやくという武田の悲願とも言える大目標を一時的に凍とう結けつしてでも、北条氏康、今いま川がわ義よし元もととの「三国同盟」を成立させなければ、武田は越軍には勝てない。

　主従の意見は、ここに一いつ致ちしたのだった。

　駿河に寄食している父・武田信のぶ虎とらが、「川中島などどうでもよい。このわしの存在など無視して、駿河を盗とってしまえばよかったものを。晴信め、臆おく病びようにも程がある」と愚ぐ痴ちりながらも太たい原げん雪せつ斎さいと山本勘助の間に立って交渉の取り次ぎを務め、ついにはこの善徳寺で三国同盟の締てい結けつが行われることとなったのである。

「わが北条家としても、魚沼の長尾政景が勘助の調略に動じなかったことは想定外だったわ。魚沼を長尾が押さえている限り、景虎はいずれ必ず関東管領・上杉憲政を押し立てて関東に遠征してくるはず。上洛したことによって、あの女の義だの秩ちつ序じよだの権けん威いの復興だのといった時代遅おくれで的外れな夢はますます大きく膨ふくらんでいることでしょうから……景虎が川中島で晴信と死し闘とうを繰り広げてくれると、私は助かるのよ。関東の支配を固めていく時間が手に入るもの」

　景虎の関東遠征に怯おびえる北条氏康は、一も二もなくこの誘いに乗った。年ねん齢れい不ふ詳しようの軍師・北条幻げん庵あんとともに、善徳寺にいそいそと乗り込んできている。関東管領を越後へ追い払ったとはいえ、広大な関東にはまだまだ、北条に従わない敵は多い。里さと見み、佐さ竹たけらとの抗こう争そうは激しさを増す一方だった。

　越後と関東の狭はざ間ま・魚沼を押さえる長尾政景が景虎から離反すれば、景虎の関東遠征は立ち消えになるはずだった。

　しかし、政景は誰に調略されるつもりもないという。

　景虎と決戦に及およぶ時が来るとしても、それは政景自身が独力で蜂ほう起きして勝たねばならない決戦であり、ましてや景虎が越後を留守にしている隙に泥どろ棒ぼうのように盗ぬすみ取るような卑ひ劣れつな勝利では意味がない──政景はそう思い定めているらしい。北条氏康もまた、何度も政景に調略の手を伸のばしていたが、景虎が遠く高野山に去っているこの好機に政景が立ち上がらないことを知ると、ついに調略を諦あきらめたのだった。

「ふぉっふぉっふぉっ。政景とやらは、どうも景虎に惚ほれ込んでおるようじゃのう。景虎の武に対して己おのれの武で勝てねば、勝ちとは言えぬ、と信じておる。景虎率いる越軍と正面から激げき突とつしても勝ち目なしと、謀ぼう略りやくに走るうちの姫とは大違い。あの者、悪人ではあるが、好漢じゃな」

　北条幻庵が笑った。

「おばば。余計な茶々を入れないで頂ちよう戴だい。留守を預けている妹の氏うじ政まさが心配だわ……どうしてあの子は、ご飯に何度も汁しるをかけるのよーっ!?　いちどで済ませなさいよ、いちどで！　もしも私が胃病で倒たおれたら、氏政が小田原城主に。それでは北条は危ういわ！　なんとしても、私が元気な今のうちに三国同盟を！」

「おやおや。景虎が越後へ舞い戻ってきたことで、いよいよ余よ裕ゆうがなくなってきたのう、姫も」

「……政景が越後を乗っ取れば、神がかりの景虎はそのまま高野山で出家して二度と戦いくさの世界に戻ってこないと思ったのに……かえって闘志満々になっちゃったじゃないのよ。勘助、晴信！　あなたたちが無能だから、藪蛇になったのよー！」

「あいや。それがし一人の責任にござりまする！　御屋形さまは決して、空き巣泥棒を企たくらんだわけでは。むしろ……このまま景虎どのが高野山で出家し悟りを開けば、御屋形さまにとっては無念なれど、景虎どのにとっても民衆にとっても、それはそれで良きことであろうと……」

「よく言うわね！　いいこと、太原雪斎！　すでに約定は完成しているわ。あとは、三人の姫大名がそれぞれ花か押おうを書き入れるだけよ。確認しなさい」

　御ぎよ意い、と今川義元の宰さい相しようを務める太原雪斎が微笑ほほえんでいた。

　この同盟で得をする者は、ありていに言えば、今川義元ただ一人なのである。北条・武田との不戦同盟が成立すれば、三み河かわの松まつ平だいら家を飲み込んだ今川義元はいよいよ尾お張わりの暴れ虎・織田信のぶ秀ひでとの決戦に全力を注ぐことができる──東海道の要を塞ふさいでいる織田信秀さえ倒せば、あとは上洛あるのみなのだ。

　川中島で景虎と決戦をはじめねばならない武田晴信は、駿河進出を断念することになる。晴信と勘助は、野望のためならばなんでもやる。いずれ父・武田信虎を亡命させている今川家をも裏切り東海道を求めて南下してくるに違いない。雪斎は常にこの二人の動きを警けい戒かいしていたが、長尾景虎の出現がすべてを変えたのだ。あとしばらくは、晴信と勘助は川中島に釘くぎ付づけにされるだろう。決戦に挑いどめば、もはや「軍神」とまで呼ばれるようになった景虎に大敗して、命を落とすやもしれなかった。

（晴信どのに死なれてしまっては武田は滅ほろびる。それでは東国が乱れ、かえって困るが……武田の軍師・勘助どのが川中島で倒れてくれれば、拙せつ僧そうとしては好都合）

　関東制せい覇はを目もく論ろむ北条氏康もまた、その景虎率いる関東管かん領れい復興軍といずれは戦わねばならないだろう。組織的でかつ粘ねばり強い武田軍と、神がかりで瞬間的な爆ばく発はつ力を誇ほこる越軍とは、水と油のように嚙かみ合わない。結局のところ晴信には景虎は倒しきれないと先読みしている氏康は、すでに「毘び」の旗を翻ひるがえした関東遠征軍の影かげに怯えていた。

　景虎は上洛の折、やまと御所を参さん内だいし、隣りん国ごくの乱れを鎮しずめよ、という綸りん旨じを頂いている。関白・近衛前久にもいたく気に入られているという。

　この、近衛前久が実質的に作成して景虎に渡わたした綸旨の文面が問題だった。そう。「隣国」とは、「信濃」だけではなく「関東」をも含ふくんでいるのだ。むしろ近衛は、関東管領が事実上失われた関東をこそ、景虎の武によって鎮圧させ、やまと御所と足利幕府を強力に支える東国の兵站基地と為なしたいらしい。さすれば、三好松永の輩やからと戦い勝つことも可能だ、と踏ふんでいるのだろう。それにひきかえ信濃・川中島は、広大な関東の平野と比べれば、あまりにも狭せますぎる。

（北条氏康どのは利口すぎる。しかも、悪あしき未来ばかりを想定して、負けを前提に戦略を組み立てるお方。こたびは近衛前久の「関東遠征」の意図を汲くみ取って、守りを固めるために先走ったのだ。ここに、今川が上じよう洛らくする機会が訪おとずれた。長尾景虎は今川家にとって福の神やもしれぬ）

　晴信どのか氏康どのが直接上洛し、御所と幕府に対して政治工作をしておれば、情勢はまるきり変わったであろうが、もっともまつりごとに興味を持たない景虎どのが真っ先に上洛を果たすとは……いやはや。軍師の性格というものが表れておるのだろう、越後には宇佐美と直江という二人の軍師が侍はべっている。その分、景虎どのの政治感覚のなさは十二分以上に補われているのだ……と、雪斎は苦笑していた。来たるべき織田信秀との尾張決戦の戦略を思い描えがきながら。

（東尾張を調略によって徐じよ々じよに奪うばい取ってしまえば、あとは沓くつ掛かけから熱あつ田たへと至る道をいかがするかが最大の課題となるだろう。熱田まで盗れれば、あとは平へい坦たんな尾張平野が続くのみ。簡単に奪える。織田はせいぜい一か八かの奇き襲しゆうに賭かけるくらいしか策がないはず）

　三国同盟が成立した以上、あと二年、いやあと一年で、今川は上洛軍を興おこすことができる。尾張を盗れば、将軍を庇ひ護ごしている近江の六ろつ角かくと同盟を組んで、東海道を突つき進み都に義元さまを入れることができる。京の都に義元を連れ帰り、日ノ本史上もっとも艶あでやかな「女王」として光り輝かがやかせるという雪斎の夢までは、あと一歩だった。

「太原雪斎。ずいぶんと嬉うれしそうに酒を舐なめるのね。あなたももう高齢なんだから、酒には注意したほうがいいわよ」

　北条氏康が、嫌いやみを言ってきた。

　老境の雪斎には、しかし、氏康のそんな小こ娘むすめらしい嫌みも愛らしく聞こえる。

「たしかに。目め出で度たき場ゆえ、つい酒が進んでしまいますな。義元さま。これでもう北条も武田も、今川領へは侵しん攻こうしてきませぬ。われらはついに、堂々の上洛軍を率いて尾張を併へい吞どんする大おお詰づめの戦をはじめられますぞ。天下は、義元さまのものに」

　と目に涙なみだを浮うかべながらうなずいていた。

「ほ、ほ、ほ。雪斎さんと京に戻もどるのは、久方ぶりですわねえ。これまで、雪斎さんには苦労をかけてきましたわね。わらわは……今川家の後こう継けい者しや争い以来、京に隠かくれなき名僧である雪斎さんに、戦の采さい配はいから外交、内政、謀略に至るまで、あらゆる雑事を押しつけてきましたもの。上洛を果たせば、わらわは天下の副将軍さまかしら。ようやく、雪斎さんに楽らく隠いん居きよしていただける日が、迫せまってきたのですわね」

　ますます派手な美人に成長していた今川義元は、「天あつ晴ぱれ」の扇子せんすを広げて高笑いしていた。

「いえ、義元さま。京には妖よう怪かいが多数住み着いておりますれば、将軍・足利義輝さまの身になにが起こるかもわかりませぬ。われらの上洛軍が迫ってくれば、焦あせった三好松永らが将軍を弑しいするという可能性すらございます」

「あらまあ。いくら松永さんが稀き代たいの悪女でも、まさか？」

「そうなった場合は、将軍職任官をも視野に入れて参りましょう。足利が絶えれば吉き良らが継つぎ、吉良が絶えれば今川が継ぐ。それが、将軍職の順番にございますれば──」

　吉良家は三河に割かつ拠きよしていた名門中の名門であり、今川以上の高家だった。かねてより義元将軍宣下の可能性を探さぐっていた雪斎はその吉良家をすでに今川家内に取り込み、吉良家の姫武将・吉良義よし安やすを人ひと質じちとしている。吉良義安はいまや、松平元もと康やすの髪かみ切り係だ。

「しょせん甲斐の猿さる源氏・晴信さんには将軍位を継ぐ順番は回ってきませんものねえ、おかわいそうに。氏康さんに至っては、伊い勢せ氏ですものねえ……しょっぱい家いえ柄がらですこと」

「この女は！　私は関東にしか興味がないから、どうでもいいわよ！　上洛して畿内を支配したいのなら、勝手にすればいいわ。その代わり、関東は北条のものよ！」

「ええ、ええ。よろしいですわよ氏康さん。わらわは太っ腹ですもの。京で風流暮らしができるならば、東国はあなたにお任せいたしますわ」

「北条による関東平定はいずれ達成されましょうな。景虎どのの唱える関東管領復興など、絵に描かいた餅もち。しかしながら晴信どのは、果たして越後へと出られますかな？　拙僧、それだけが心配の種でして。川中島を抜ぬいて直江津・春日山城へと至る北上の道は、距きよ離り的てきには近くとも、あまりに分厚い壁かべのように思えますれば」

　やはり北上は無理だった、駿河を奪って東海道へ出るほうが楽だ、と晴信どのの気が変わられると今川家にとっては一大事、おちおち上洛軍も興せませぬ、と雪斎が勘助を睨にらみながら切りだした。
















「雪斎どの。それがしと御お屋や形かたさまが、いずれ今川を裏切ると？」

「自らの父親を駿河へ追放し、景虎どのの上洛の隙すきをついて調略をかける主従ですからな。まさに『兵は詭き道どう也なり』を地で行くお方たち。あなた方は、今川の上洛を助けるために川中島で貴重な時間と兵力を潰つぶしている己の境きよう遇ぐうに見切りをつければ、三国同盟の一方的な破は棄きをも、やりかねませぬ──拙僧に言わせれば、景虎どのなど本気で相手にせず『村上義清どのに城を戻しましょう』と適当にあしらっておけばよかったものを、むざむざ自分たちから景虎どのとの戦いに首を突っ込んでいっているように思えますが」

「あいや。駿河には、その御屋形さまのお父上・信虎さまがおられます。妹の定さださまも、義元さまの義ぎ妹まいとして駿河に。武田が駿河を攻せめることはありませぬ」

「しかし定どのはすでに病で亡なくなられた。信虎さまは、いつ何時駿河国内であなた方と歩調を合わせて反乱軍を興すかもしれぬ危険なお方。やはり……こたびは武田家と今川家との間で、婚こん姻いんが必要になりましょうな。が、われらが姫ひめも晴信どのもともに姫大名なれば、大名同士の婚姻は不可能」

「ですが、次じ郎ろう信のぶ繁しげさまは御屋形さまのもとを決して離はなれぬと。信繁さまを駿河に嫁よめに送ること、できませぬ。末の妹ぎみ・信のぶ廉かどさまも同じこと」

「承知しております。姉とともに、父親を追放した妹。よほど晴信どのを慕したっておられるのでしょう。こちらより今川家の姫を送りましょう。なにぶん、この同盟でもっとも得をするのはわれら今川家。その程度の誠意は見せましょう」

「以前から、その話は出ていましたな。独身を守る御屋形さまの弟ぎみ、太郎義よし信のぶさまに、義元さまの妹ぎみを娶めとらせる……ということですな」

「その通り。義元さまには、松まつ姫ひめさまという妹がおられます。そろそろ祝しゆう言げんを挙げてもよいお年とし頃ごろ。こちらでは信虎さまを引き続き預かり、そちらには松さまを。これにて、お互たがいに──」

「──人質を取り合った形となり、不可侵同盟は守られるというわけですな。雪斎どの」

「左様」

　勘助は、苦く渋じゆうの表情を浮かべていた。

　太郎義信はたしかに独り身だし、晴信・次郎信繁・孫まご六ろく信廉の武田姉妹しまいが揃そろって男性に興味を示さずにいっこうに祝言を挙げようとする気配がない今、そろそろ太郎義信に子が欲しい。武田家の「次世代」を、義信に急いでもうけてほしかった。また、大名の家たるもの、そうでなければならぬ。

　なにより、武田の姫を今川へはやれない。晴信が景虎に勝って越後の海へと北上できるかどうかという問題とは別に、武田が上洛するならば東海道を押さえるために今川をいずれは裏切って攻せめ潰さねばならないのだ。

　しかし、太郎義信は──守り役で姉代わりを務める幼なじみ・飯お富ぶ兵ひよう部ぶと惹ひかれ合っているようだった。

　色いろ恋こい沙ざ汰たに鈍にぶい勘助といえども、さすがに、わかる。

　あの二人の互いへの想おもいは、ただの姉弟きようだいという関係を超こえたところにある、と。

　晴信は、この土ど壇たん場ばとなってもなお、躊ちゆう躇ちよしていた。

　会盟を行う前に、あらかじめ、義信に「今川から嫁を迎むかえることになるだろう」とは言ってある。義信も、「仕方ねえな。長尾景虎との決戦に敗れれば、武田は滅びる。武田家にとって、のるかそるかって正念場だ」と笑顔で承知していた。そして飯富兵部も、「べ、別にかまわねーぜ。なんであたしにそんな話をしてくるんだ姫さま？」と口では承しよう諾だくしてくれた。

　だが……。

　武田家を守り生き残らせるためとはいえ──義信と飯富兵部を引き裂さいていいものだろうか。考えすぎる晴信は甲斐から善徳寺への道中、悩なやみ続けていたのだった。

「御屋形さま。お気持ちはわかりますが……今は、三国同盟を成立させねばなりませぬ。景虎と戦うとは、そういうことなのです。政景が調略に乗らなかった以上は、川中島で次こそ雌し雄ゆうを決せねば、武田は甲斐信濃に閉じ込められてしまうのです。よろしいですな」

「……勘助。どうせならば、長尾景虎と同盟を結びたかったな」

「それは無理な話です。景虎どのは、筋目と義を重んじる姫武将。越後と同盟するためには、信虎どのを甲斐へ呼び戻さねばならぬでしょう。むろん、信濃の征せい服ふく地のすべてを、信濃諸将に返へん還かんせよということにもなります。信濃を手放して甲斐一国の国主に逆戻りしてしまえば、甲州の盆ぼん地ちに押し込められてしまった武田はなにもできませぬ」

　景虎さんというお方は浮き世離ばなれしておられますのねえ、と今川義元が扇子を扇あおぎながら笑った。

「越後は駿河以上の大国だと伺うかがっておりますわ。おそらく、お米も取れず塩すら満足に手に入らない貧しい貧しい甲斐の国がどのような有様なのか、知らないお方なのですわね。おーほほほ」

「ええ。私と義元が塩を止めれば甲斐の領民はみな干上がって飢うえ死にだものね」

「あら。塩を止めただけで？　そうですの、氏康さん？」

「もちろん。山国では塩が取れないのよ。いくら晴信が金かな堀ほり衆を集めて金山を掘ほっても、塩がなければ人は生きられないわ」

「まあまあ。想像を絶する未開の地ですのね、甲斐は……晴信さん……あなたほど戦いくさ好きで謀ぼう略りやく好きで野望に満ちたお方が……駿河か、せめて小田原に生まれていれば、今頃は天下人でしたでしょうに。おかわいそうに」

「……貴様ら二人と同盟しなければならないのは、まったくしゃくに障さわるな！　わかった！　越後の海まで北上し、塩の道も米も港も手に入れてやろうじゃないか！　越後が手にしている青あお苧その利益は、膨ぼう大だいなものだという！　金の鉱脈もまだまだ眠ねむっていそうだしな！　貴様らは、あたしが越後を奪ったその時に、青ざめるのだ！」

　思わず挑ちよう発はつに乗ってしまった。いや、義元は挑発しているのではなく、天然で失礼なだけなのだが。

（しまった。太郎に、どう申し開きすれば……）

　が、太原雪斎が「それでは花か押おうを」と義元に囁ささやき、義元がすらすらと花押を書き入れてしまった。氏康もすかさず花押を書き込む。

　もはや、後戻りはできない。

「……お、御屋形さま……申し訳ござらぬ。必ずやこの勘助が、次の川中島決戦にて越軍を打ち破りまする！」

「仕方ない、勘助。甲斐という国が天下盗とりに致ち命めい的てきに不利だということは、はじめから承知の上ではないか。景虎に深入りしたあたしの過あやまちだったのだ……」

「ですが、深入りせずとも、あちらから信濃へ攻め寄せて参ります。義という、形のない観念のために。観念による戦には、利害がない。利害がなければ、戦は終わりませぬ」

「……天はなぜあたしをこの戦国の世に生まれさせておきながら、景虎をも生まれさせたのだろうな……」

　晴信は、決意していた。絶対に、次の一戦で景虎に勝つ。勝てねば、義信と飯富兵部の恋を引き裂いただけに終わる。

　義信と飯富兵部には、あたしから重ねて詫わびる。詫びて、承知してもらう。それでいいな勘助、と晴信は勘助に告げていた。

　それがしが景虎に勝つ策を立てねば！　と感極きわまった山本勘助は、

「……御ぎよ意い。それがしは生しよう涯がい、独身を貫つらぬいて死にましょう。それがせめてもの」

　と涙ぐみながら口走った。お前はもともと大人の女に興味のない変態ではないか、と晴信は半泣きになりながらも思わず愚ぐ痴ちっていた。

「ほう、衆道……」

「あいや。雪斎どの、それは誤解でござる！　幻庵どの、なぜそれがしの手を握にぎってくるのだ!?」

「おなごをやめてしもうた婆ばばあが好みというわけじゃな。勘助どのは、世間的には醜ぶ男おとこと言われておるが、人生経験を積んだおばばが見ればそれはもう苦み走ったよい男じゃ。人生の悲ひ哀あい、喜き怒ど哀あい楽らく、煩ぼん悩のう、野望、そのすべてを抱かかえ込んだ隻せき眼がんがたまらぬわい。このおばばと一晩をともにせぬか。ふぉっふぉっふぉっ」

「いっ、いやじゃーっ！　絶対に断るーっ！　妖怪退散！」

　三国同盟は、成立した。

　義信の嫁取りという大きな犠ぎ牲せいを武田家に強しいることで後こう顧この憂うれいを断った武田晴信と山本勘助は、目の前に迫っていた長尾景虎との決戦に、すべてを注ぎ込むことになった。

　再び、川中島へ──。

　今川義元は上じよう洛らく準備を開始し、北条氏康は関八州の平定に乗り出した。

　武田家に与あたえられた残り時間が、失われていく。

　川中島に封ふうじられたまま、これ以上天の時を逸いつすることは、許されない。

　勘助にとっても、そして晴信にとっても。

　ついに晴信と景虎は川中島で再び相まみえることとなった。

　景虎は反乱を起こした北条高広を許し、晴信は今川・北条と甲こう相そう駿すん三国同盟を結び、ともに背後を固めての総力戦である。

　互いに一歩も退ひくつもりはない。

　これが、対たい陣じん二百日にも及およぶ、前代未み聞もんの長期戦。

「第二次川中島の合戦」である。







　第三話　川かわ中なか島じまの再戦







　上洛を果たして、足あし利かが将軍とやまと御ご所しよの関白・近この衛え前さき久ひさから絶大な信しん頼らいを得た景かげ虎とら。

　上洛中に足あし下もとの越えち後ごで北きた条じよう高たか広ひろが反旗を翻ひるがえし、堺さかいでは小お笠がさ原わら長なが時ときが三み好よし家へ出しゆつ奔ぽんするという不測の事態は起きたが、綸りん旨じによってやまと御所から正式に「隣りん国ごく遠えん征せいの義軍」活動を認められた越えつ軍は、関かん東とうへも川中島へも出兵自在の大義名分を得た。景虎自身、大義なき合戦、名分なき合戦は行わないと決めていたので、綸旨を得たことによっていよいよ晴はる信のぶとの決戦をはじめる決意を固めた。今回は、上洛のために途と中ちゆうで撤てつ兵ぺいしなければならないという縛しばりがない。

　一方、晴信陣営は、北条高広の反乱が失敗し、調略の本命だった長なが尾お政まさ景かげのほうは不発に終わったことによって、立場的に苦しくなった。幕府も御所もすっかり衰すい微びして実力を喪そう失しつしているとはいえ、景虎が行う「益なき戦」を嫌きらいはじめている越後諸将は、まだまだ権けん威いに弱い。「綸旨」には逆らえない。

　晴信は、弟の太た郎ろう義よし信のぶと飯お富ぶ兵ひよう部ぶの仲を引き裂いてでも「三国同盟」を結ばねばならなくなった。

　甲か斐いの府ふ中ちゆうにて、義信と、今いま川がわ家から嫁とついできた幼い松まつ姫ひめとの祝言が、つつがなく行われた──。

「……ふ、ふつつかものですが、よ、よろしく、お願いします……」

「お、おう。こちらこそ……武たけ田だ家はずいぶんと評判が悪いが、家族には甘い家だ。安心して府中で暮らそうぜ！」

「は、はい」

　松姫は今川義よし元もとに似た綺き麗れいな顔立ちの姫だが、どうやらまだ子供が産める歳としではないようだった。松姫と初の対面を果たした義信は、（妹が増えた、と思えばいいか）と少しだけ救われた気持ちになっていた。もっとも、いつ何時人の命が失われるかわからない戦国時代では、現代とは比べものにならないほどに男女ともに早そう婚こん・早産だから、もしも初夜の閨ねやで松姫に「もう産めます」と言われてしまったら厄やつ介かいなことになる。子作りと言われてもどうすればいいのか、義信にはいまいちわからない。まして、妹のような松姫が相手だなんて、想像しようがなかった。

　義信が「女」というものを連想しようとすると、どうしても、守もり役の飯富兵部の姿が思い浮うかんでしまうらしい。

　義信を心配した次姉の信のぶ繁しげが、挙式途中の衣い装しよう替がえを行っていた義信のもとに押しかけてきたのは、（飯富兵部に頼たより切りだった太郎は、女の子の扱あつかいが下手だから）と危き惧ぐしたからでもあり、義信と飯富兵部の仲を引き裂いてしまったことを晴信に代わって謝りたかったからでもある。今川家から来た使者たちの応対に追われている晴信が義信のもとに顔を出すことができるのは、祝しゆう言げんが終わり初夜が終わったのちのことになる。それまでの間、義信を放置していたくはない、詫びを入れる件を少しでも急ぎたい、と晴信も信繁も義信を案じていたのだ。

「太郎。婚こん姻いん同盟は戦国の世の習いとはいえ……わたしが、今川家へ人ひと質じちとして入るという勘かん助すけの策を拒きよ否ひしたばかりに……ごめんね」

「なんだよ姉さん。今日はめでたい祝言の席だぜ？　謝ることはねえよ。甲斐武田家の副将たる次郎姉さんを駿する河がへ送るわけにはいかねえだろう。なんのために親父おやじどのを駿河に追放したんだ？　今回の祝言で、武田家の家族は減ってない。むしろ増えているじゃねえかよ」

「……ほんとうは太郎には、太郎が望んだ相手と祝言を挙げてもらいたかったの。姉上もわたしも、忸じく怩じたる思いよ。長尾景虎さえ、川中島に現れていなければ……今いま頃ごろは」

「それを言うなよ。長尾景虎は必ずブッ潰つぶしてやる！　俺がもっともっと強くなればそれで済むこった！」

「……太郎」

「今川家との同盟は、越軍に勝つために絶対に必要なことだった。俺にだってそれくらいわかっている。とはいえ、次郎姉さんや孫まご六ろく姉さんを人質として駿河へ送るわけにはいかねえ。だから今川の姫を招いた。武田家からは、これ以上誰だれも欠けちゃいけねえ。これでよかったのさ──」

　義信は爽さわやかに新郎役を務め上げ、「対長尾景虎同盟」とも呼ぶべき今川・武田・北ほう条じようの三国同盟は、ここに成立したのだ。

　決して不満を口にすることなく、義信の嫁よめ取とりの儀ぎ式しきを「守り役」として見守り続けていた飯富兵部の表情はこわばっていた。が、兵部は最後まで耐たえた。

　式を終えたあと──初夜の閨で、震ふるえながら松姫が「実はまだ子供が産めません」と義信に打ち明けてくれたので、義信は安あん堵どした。いずれ歳を重ねればほんとうの夫ふう婦ふになれる、それまでは兄妹きようだいだと気楽に考えてくれればいい、と松姫を寝ねかしつけた。が、目が冴さえて眠れない。初夜を迎むかえて興奮しているのではない。胸が苦しかった。

（禰ね々ねと諏す訪わ頼より重しげの祝言の日を、思いだしちまったぜ。あの日、あの祝いの席で親父どのが晴信の姉上を廃はい嫡ちやくして駿河へ追い出そうと癇かん癪しやくを爆ばく発はつさせたことから、すべてが狂くるっちまった気がする。次郎姉さんは、武田家の家か督とくなどよりも姉上を選ぶに決まっていたんだ。あの二人がどれほど深い絆きずなで結ばれているのかに気づけなかった親父どのの責任さ……たとえ山やま本もと勘助が姉上のもとに現れなくても、次郎姉さんはいずれは同じことをやったろう。親父どのを追放してでも、姉上を甲斐に留とどめていただろうよ。だが……）

　軍師として天下の軍勢を率いたいと願い続けてきた山本勘助は、まずは上洛にもっとも近い駿河の今川家に仕官を申し出たが義元に一いつ蹴しゆうされ、ならば土地で主あるじを選ぶのではなく「人物」に仕えようと志し、「地の利」を得ない甲斐の姉上のもとに現れたという。

　が、上洛を志す山本勘助も、同じく「天下」に目を向けている姉上も、「海」へ出なくてはならない。ならば、二人はほんとうは駿河へと侵しん出しゆつしたいのだ。親父どのが駿河にいるので、駿河を攻せめられないだけだ。もしも武田が越後の直なお江え津つまで出られれば、将来訪おとずれるだろう駿河攻めは回かい避ひできるかもしれない。しかし、長尾景虎がそれを阻はばんでいる。じゃあ、やっぱり、長尾景虎を倒たおすしかないのか。次郎姉さんは、姉上の心を景虎に盗られた、と激しく景虎を憎にくんでいる。家督を捨て、親父どのを追放してまで姉上を甲斐に留めたのに、文字通り、あれじゃ次郎姉さんは甲斐がない……なんだか、松姫を嫁入りさせたことから武田家の家族がばらばらになっていくような、そんな気がする。

　義信は（ああ。俺には難しいまつりごとはよくわからねえ。しかし、胸が……苦しい）と頭をかきながら、そっと寝しん室しつを出て庭園へと降りていた。

　飯富兵部が、庭園の片かた隅すみに立っていた。

「……み、見張りしてるだけだぞ、あたしは。よ、夜よ這ばいとかじゃねーからな」

「ひょ、兵部。松はまだ子供だ。眠ねむっている。心配すんな」

「ししし心配って、あたしがなにを心配するんだよっ!?」

「おおお俺はしょしょしょ初夜とか、ななななにをすればいいのか、よ、よくわかんねーからな。ま、まあ、とりあえずは、よかった」

「よくねーよ！　松姫はまだ子供なのによ、異国のガサツな男のもとに嫁がされてかわいそうだろ。優やさしくしてやれよな！」

「わ、わかってるよ。なあ、長尾景虎に勝とうぜ──兵部」

「ああ。毘び沙しや門もん天てんだかなんだかしらねーが、あたしがブッ潰してやる！」

「兵部と俺とで、だ。俺は必ず、武田家を支える男になってみせる。頭は悪いが、この腕うでっ節ぷしでよ。もっと俺に稽けい古こをつけてくれよ兵部。俺も『赤備え』を率いる大将になってみたい」

　あはは。二人で顔を合わせると武辺話ばかりだな、太郎、と飯富兵部が悲しげな声を漏もらしていた。義信は、こんなに儚はかない表情を浮かべた彼女を、見たことがなかった。胸が、痛んだ。これが俺の初はつ恋こいってやつだったのか、と思った。




「……若い男女の恋心……それがしには、無む縁えんなものだった。戦いくさに勝つことだけが、軍師の仕事ではない。御お屋や形かたさまとそのご家族に幸福を届けねば、戦う意味などないのだ……それがしは戦うために、勝つために、御屋形さまから家族の幸福を奪うばい続けているような気がする……信のぶ虎とらさまを追放して以来、ずっとじゃ。こたびのことで御屋形さまの婚期も、ますます遠ざかった。信繁さまのご様子も、心配じゃ……長尾景虎に、なんとしてでも勝たなければならぬ」

　すでに初老にさしかかっていながら嫁を取ったことのない孤こ独どくな軍師・山本勘助は、義信と飯富兵部の切ない「逢おう瀬せ」をそっと見届け終えると、屋や敷しきへの帰路に就ついていた。

　義信と飯富兵部の心中を推おし量りきることができなかった。そのような己おのれを「それがしは人としていったい何年生きてきたのか」と恥はじた。いかなる手を使ってでも越軍に勝ち、川中島一帯から永久に越軍の勢力を駆く逐ちくしてしまわねばならない。今川義元が上洛軍を興おこすよりも早く、長尾景虎との戦いに決着をつけてしまわねばならない。そうでなければ、義信と飯富兵部の恋を引き裂さいた意味すら、なくなってしまうのだ。




　数日後。躑躅つつじヶが崎さき館やかたを訪れた軍師・山本勘助は、睡すい眠みん不足で目を充じゆう血けつさせながら「こんどこそ必勝の策を立てました。御屋形さま、信繁さま。川中島での景虎との鬼おにごっこは、このたびの合戦で終わりとなります」と晴信・信繁の姉妹しまいを前に「策」を開かい陳ちんした。

「だが勘助。北条高広はすでに景虎に降こう伏ふくし、お咎とがめなし。以後も義戦に励はげむ、次の合戦では先せん鋒ぽうを務めることで禊みそぎを果たすという条件で、再び景虎の旗下についたぞ。どうやらあの男、関東遠征派の筆頭を務める長尾政景が寝返らぬ限りは、本気で景虎に楯たて突つくつもりはなかったらしい……政景が裏切れば政景につき、政景が動かねば景虎に降伏すると、両者を天てん秤びんにかけていたようだ」

「……太郎と兵部の気持ちを思うと、わたしも姉上も、眠れないの。こんなことになるのならば、やはり勘助の献けん策さくに従ってわたしが今川家に『義妹』として入るべきだったのではないかと……勘助。長尾景虎は御所で隣国出兵の大義名分を──綸旨を得た。北条氏うじ康やすは、景虎との対決を避さけるために、なりを潜ひそめている。武田と景虎を嚙かみ合わせるつもりだわ。景虎も、北条高広調略の件で武田に激げき怒どしている。すでに川中島への出兵準備にかかっているみたい。ほんとうに、景虎に勝てる？」

　勘助は、答えた。堂々の上洛と電光石火の北条高広討とう伐ばつによって越後諸将からさらなる尊敬の念を受けることとなった景虎はすでに「越後の軍神」。一対一では厳しく、しかし同盟軍であるはずの北条氏康は武田を対景虎の防ぼう波は堤ていとして用いて自らは越後へ決して攻め入らぬつもり。

「ならば」

「どうするというのだ、勘助。すぐに越後の将を再び調略することは難しいだろう。少なくとも、景虎が越後にいる限りは」

　晴信も憔しよう悴すいしていた。武田家を守るために、父を追放したはずだった。それなのに、妹の禰々は夫を奪われて失意のうちに病死し、今また弟の義信に犠ぎ牲せいを強しいている。晴信が守るべき「武田家」は、武田の血をひいた一族だけでなく、武田家のもとに仕えるすべての家臣団と領民たちである。義信の祝言は、一族のみを優ゆう遇ぐうしてきた信虎の方針を曲げて晴信が拡大した「武田家」を守るためには、やむを得ないことだった──が、義信も飯富兵部も「次こそ、景虎に勝たなければ」「御屋形さまは先に進めねぇ」とお互たがいにお互いを励まし合い、耐え抜ぬいて一言の不満も恨うらみ言ごとも漏らさないことが、かえって晴信の胸を痛めていた。

「まず、かねてより調略を進めてきた善ぜん光こう寺じ別当・栗くり田た寛かん安あんを決起させます。善光寺と戸と隠がくしを越後派と武田派の二つに割ってしまうのです──善光寺の背後に旭あさひ山やま城なる山城がございます。この旭山城に栗田を入れ、武田の兵二千を送り込んで最前線基地といたします」

　旭山城の先には、飯いい縄づな山やまがあり、その向こうには戸隠山がある。善ぜん光こう寺じ平だいらは武田のものとなり、一気に犀さい川がわを越こえて戸隠へと近づけるな勘助、と晴信が思わず身を乗り出していた。

「御屋形さま。信繁さま。越後方についた加か藤とう段だん蔵ぞうは、戸隠山の『石』の死守を悲願としていると申します。その戸隠の玄げん関かん口ぐちにあたる旭山城に武田の兵が入れば、加藤率いる戸隠忍にん群ぐんは、山から下りられませぬ。景虎自身が越後から兵を率いて善光寺平へ乗り込んでも、背後の旭山城が邪じや魔まをして、思うようには南下できません。ですから、われらはこたび、犀川南岸まで北上可能です。一気に戦線を北へと押し上げられまする」

「しかし勘助。旭山城を奪っただけでは、膠こう着ちやく状態を誘ゆう発はつすることはできても、雌し雄ゆうを決するのは難しいぞ。常に決戦主義を取る景虎とはいえ、背後に敵を抱かかえたまま犀川を越えては来るまい。景虎は戦の天才、無理な突とつ撃げきはしない。ただの猪いのしし武む者しやではない」

「そこで越えつ中ちゆう・加か賀がの国人衆と本ほん猫びよう寺じ門徒を取り込み、北ほく陸りく一いつ揆きを同時に起こさせまする。景虎方は上洛中に大おお坂さかの本猫寺本山とよしみを結び、越中戦線に再び火が付かぬよう工作しておりましたが、大坂と北陸の本猫寺勢力は一枚岩ではありませぬ。長尾家から遠く離はなれた大坂方が『景虎と戦わぬように』と北陸の門徒衆に命じても、彼らは聞きません。なぜならば長尾家は北陸の一揆との戦いで代々の当主が命を落としております。景虎がどれほど『民たみとは戦わない』と慈じ悲ひを示しても──」

「北陸の民のほうが、信じぬな」

「景虎が北陸一揆に兵を向けている隙すきに善光寺を二つに割ってしまい、旭山城を奪うことで戸隠山への入り口を切り開き、厄やつ介かいな加藤ども戸隠忍群の動きをも封ふうじてしまえば──」

「われら武田本隊はその隙に、犀川を渡わたって、善光寺を占せん領りようできる」

「御ぎよ意いです、御屋形さま。一万を超こえる兵力で、戸隠忍群も景虎率いる越軍も不在の善光寺を、奪い取ってしまいます。諏す訪わにおける諏す訪わ神じん社じやと同様、善光寺平・川中島においては善光寺こそが民にとっては絶対の宗教的権けん威い。これを手にすれば、民が靡なびきます。そうなれば後から景虎が兵を入れても、時すでに遅おそし」

「勘助。よくぞ策を練った。すぐに、やれ」

「はっ。今川義元に上洛される前に、必ずや景虎と決着をつけまする」

　もはや晴信には「戸隠山のご神体＝石」への執しゆう着ちやくはない。むしろ、景虎を『神の世界』から地上に引きずりおろすために壊こわしてしまいたい、と思っている。加藤段蔵もまた、戸隠山の石にこだわっている。その加藤の執念を利用し、足止めしてしまえばいいのだ。

　同様に、景虎は父と祖父が鎮ちん圧あつに失敗して命を落とした北陸一揆を看過できないだろう。景虎自身には一揆衆への憎しみはないが、捨て置けば一揆衆のほうが親おや不知しらずを越えて越後へとなだれ込んでくるのだ。望まずとも、景虎はこれを鎮圧しなければならない。

（北陸一揆の実体は、国人衆と門徒衆……つまり武家と領民との混成軍だ。景虎は武家とは戦うが、領民を相手に本気で戦うことはできない。武家同士の合戦には作法があり、降伏すれば許すという景虎の主義が通じるが、武家と一揆に走った領民との戦いは、「殺し合い」にしかならぬからだ。北陸一揆を景虎にぶつけることは、景虎を傷つけることになる……）

　晴信は躊ちゆう躇ちよした。が、景虎と一揆衆が血で血を洗う戦いをはじめる前に、早急に犀川を渡り、善光寺に晴信自らが武田本隊を率いて乗り込んでしまえばよいのだ。

「……義という観念のために戦い続ける景虎は、戦国大名にはなれない。戦国の大名に必要なものは、勝利そのものではなく、勝利によってもたらされる『利』だ。家臣に『利』をもたらさねば、国を統率し大きくすることはできない。戦国大名たるもの、土地を奪い城を奪い領土を広げていかねばならない。天下の乱れを終わらせるためにも……景虎がそれをやらないというのならば、あたしがやるしかない。あたしと景虎の他に、乱世を平定できる英雄はいないのだ。今川義元には無理だ。いかに太たい原げん雪せつ斎さいがいようとも、雪斎はもう老ろう齢れいだ。雪斎が倒れれば」

「左様。今川義元は補ほ佐さすべき軍師がいてこそ輝かがやく主君。それがしが倒れようとも構わず上洛できるお力をお持ちの……自ら天下人のご器量を持っておられる御屋形さまとは異なります」

「不ふ吉きつなことを言うな勘助。加藤と景虎の心の『縛しばり』を利用して両者を足止めするというこたびの策は、必ず成功する」

　信繁が「姉上。太郎への示しがつかない。この戦の先鋒は、わたしが。いえ、わたし直々に旭山城に入るわ」と名乗りを上げたが、晴信は「われら姉妹は二人で一人だ。次郎は、副将としてあたしの隣となりにいてほしい。旭山城には春日かすが弾だん正じようを入れる。武田本隊の先鋒は真さな田だ幸ゆき隆たか率いる信濃しなの先方衆と、馬ば場ば信のぶ房ふさに命じる」と答えた。

「真田を？　真田は山さん岳がく地帯での戦いならともかく、平野での合戦は不得手よ」

「そうだ。真田を先鋒に据すえれば、加藤はあたしの目的が善光寺の占領のみならず、戸隠山を奪うことまで視野に入れている、と考える。次郎、合戦とは碁ごのようなものだ。とりわけ、景虎のような戦上手の者が相手ならな。敵の心の動きと思考を先読みしながら、常に先回りして一手を打っていかねばならない。しかしながら長尾景虎が戦場で繰くり出す戦術には、弱点がない。景虎は愚ぐにもつかない観念のために戦っている姫ひめ武将だが、戦場でいざ兵を率いると、誰だれよりも冷静となり誰よりも正確に戦せん況きようを見渡すことのできる戦の天才。毘沙門天の化け身しんとうそぶくのも、うぬぼれや増長ではない。あの戦の天才に武田が勝つためには、景虎の心を攻せめるしかない。景虎の心のうちの、人間としての部分を攻めるしかないのだ」

　信繁は（姉上はやはり、長尾景虎に心を奪われている。あの兎うさぎの精のような異形の美しさを誇ほこる、戦の天才に……なんて、嬉うれしそうに景虎を褒ほめ称たたえるのかしら）と歯がみした。が、戦場でそんな姉上のもとから離れてはならない、とも思った。わたしが押しとどめなければ、姉上はきっと、景虎の姿を追い求めて越軍の中へと深追いしてしまう。武田の戦い方は、総大将の姉上自身が山の如ごとく不動のまま本ほん陣じんに腰こしを据え、兵を手足の如く動かす戦法。景虎が望む「大将同士が最前線に出て戦う一撃決戦」に応じては、姉上は敗れる。加藤段蔵より戸隠忍しのびの秘技を学び、剣けん豪ごう将軍・足利義輝から「天下無む双そう」と認められたという長尾景虎の武は、景虎と同質の武将であり長らく姉上を苦しめてきた村むら上かみ義よし清きよの比ではない──。

「姉上。武田は、長尾景虎から毘沙門天を落として人間の娘むすめに戻もどすために戦っているのではないわ。あくまでも信濃を平定し天下をうかがうために戦っているの。みな、姉上こそを天下人に、と願っているからこそ合戦に継つぐ合戦に耐たえられるの。時間は無限ではなく、人生は短い。いくら太原雪斎なくば政権を維い持じできないだろうとはいえ、今川義元に上洛されてしまっては、姉上は天下人の座から遠ざかってしまう。わたしはどうしても、姉上に天下を盗とってもらいたい。そうでなければ、姉上は父上を追放したという心の傷から生しよう涯がい自由になれないと思うから。それだけは忘れないで……」

　晴信が「わかっている。父上を追放したことは、お前にとっても傷になっているのだから」とうなずき、勘助が「北陸と善光寺の栗田が連動すれば、次こそは必ずや」と胸を張っていた。

「惜おしむらくは景虎には、政治感覚というものがありませぬ。景虎がいかに軍神とて、その身体からだはひとつ。越中と信濃で起こる二つの反乱を同時に鎮圧することは、できますまい」




　長らく「謀む反ほん」の噂うわさがあった善光寺別当の栗田寛安が武田方に寝返り、善光寺の背後に聳そびえる山城・旭山城に籠こもったことは、すぐに春日かすが山やま城へと伝わっていた。

　しかも、春日弾正率いる武田軍二千が、その旭山城へと加勢として入ったのだという。

　同時に、越中・加賀では本猫寺一揆が勃ぼつ発ぱつした。北陸一揆衆の仇きゆう敵てきである長尾家との決戦を挑いどむ、と口々に唱えているという──。

　いずれも、武田晴信の調略によって誘発された事態であることは、景虎にも理解できた。北条高広を降伏させた時点で「晴信の卑ひ劣れつな策はこれで防いだ」と安心して春日山城に帰き還かんし、出兵準備をはじめていた景虎は、

「そこまでして、わたしに勝ちたいのか、晴信。勝つためならば、なにをしてもいいというのか……」

　としばし言葉を失った。

　しかも栗田は善光寺の本尊である「秘仏」を旭山城へと持ち去ってしまっているのだという。

　このため、善光寺平・川中島一帯の領民はみな、土地の守護神を失って右往左往しているのだという。

　諏訪で用いた手と同じだ、と景虎は思った。神や仏を、戦いくさに勝ち民の心を奪うばうための道具としても平気なのだ晴信という女は、とも思った。武田晴信という父親の愛を得られなかった姫武将に心惹ひかれているがゆえに、憤いきどおりもまた、大きい。

　軒のき猿ざると戸隠忍群を束ねていた加藤段蔵は、

「善光寺の栗田が武田につき、旭山城へ武田軍を引き入れた今、飯縄山、そして戸隠山が危なくなった。俺は戸隠に入り、長尾方として居残っている連中を束ね、脱だつ落らくを防ぐ。晴信は旭山城から一気に戸隠山へ進軍してくるやもしれん。そうはさせぬ」

　と怒ど気きを発しつつ、才さい蔵ぞうたち忍び衆を集めて戸隠へと駆かけていった。

　毘び沙しや門もん堂から出てきて軍議を開いた景虎たちには、止める暇ひまもなかった。

　加藤段蔵は景虎の家臣ではない。

　戸隠山の石を守るために、武田の敵である長尾に寄宿している、一種の傭よう兵へいなのである。

　が、段蔵の焦あせりこそは、晴信と勘助にとっては思う壺つぼだった。

「これは加藤段蔵と越後方の忍び衆を戸隠に縛り付けるための罠わなです。この上、お嬢じようさまが越軍を率いて越中へ入れば、武田晴信自身が犀川を渡り善光寺を奪い取ってしまうでしょう。お嬢さま不在の越軍では、いくら数を集めても晴信には勝てません。たとえ村上義清どのが総大将でも、無理です。足軽兵を中心に陣型を固める義清どのの槍やり衾ぶすま戦法はもはや、騎き馬ば隊を縦横に駆く使しする武田の新戦術によって、破られております──」

　直なお江え大和やまとは「このままでは、二正面作戦どころか、戦線は信濃・越中・関東に。三方面作戦となってしまいます。いくらなんでも無理です。今は、川中島を放ほう棄きして越中戦線に当たられますよう」と景虎に進言したが、軍議の席でも兎の新作ぬいぐるみの開発に余念がなかった宇う佐さ美み定さだ満みつが、

「まあ待て」

　と珍めずらしく直江を制していた。

「こういう風にあちこちに綻ほころびが出て状じよう況きようがぐちゃぐちゃになった時こそ、オレの出番だぜ。オレさまの最大の特技は、舌先三寸で交こう渉しよう相手をその気にさせる『調停役』だ。嫌いやみな直江の旦だん那なには無理な仕事だぜ」

　越後では、景虎が守護となって以来、この手の混乱はほとんどなくなっていた。北条高広の反乱もまた、単発に終わった。常に越後騒そう乱らんの原因となっていた上うえ田だ魚うお沼ぬまの長尾政景が動かないからだった。

　政景は、景虎の姉・綾あやとの間に新たな子・卯うの松まつを儲もうけている。女子だが、このたびの子は幸いにも健康だった。政景はすでにこの卯松に上田長尾家の家か督とくを継がせることを宣言していた。景虎がもしも自分のものにならず生涯を独身のまま終えれば、俺と綾の子が次の越後守護だ、と政景は公言していたし、実際、筋目から言えば政景の言うとおりなのだ。

「フン……北条高広の首を刎はねておかぬから、こういうことになる。武田晴信と山本勘助に煽あおられた面々が次々と反旗を翻ひるがえすぞ。宇佐美よ。貴様は越後国内では顔が利きくが、相手が越中ではどうにもなるまい。長尾家の当主を殺し続けた連中だぞ。どうするつもりだ」

　その政景が忌いま々いましげに宇佐美を睨にらむが、宇佐美は「直江の旦那が景虎上じよう洛らくの計画を練って奔ほん走そうしてくれたおかげで、いろいろとツテができてな。さっそく、新たなツテを活いかす時が来た」と笑っていた。




　即そく座ざに宇佐美定満は──海路で、越前・一いち乗じよう谷だに城へと乗り込んでいた。

　小京都と呼ばれる美しい城下町を誇る一乗谷城は、越えち前ぜんの王者・朝あさ倉くら家の本城。

　第十一代当主の朝倉義よし景かげはまだ若く、まつりごとにも興味を示さないために、朝倉家の一族である老将・朝倉宗そう滴てきがすべてを取り仕切っている。

　後に「朝倉家を支えた名将」として評されることになる朝倉宗滴。

　すでに七十歳を過ぎた高齢だが、歴戦の勇者であり、「武士とは犬いぬ畜ちく生しようである、戦に勝つことが武士のすべてである」とうそぶく容よう赦しやない勝利至上主義者として朝倉家を支えてきた。

「よくぞ来たな、宇佐美定満。いずれわしのもとに助勢を乞こいに来るだろうとは思っておったが、早かったな」

　朝倉宗滴は、茶室に宇佐美定満を招いた。宗滴自身には茶の湯の趣しゆ味みはないのだが、かつて兵を率いて上洛し三好軍と戦っていた頃ころに茶を覚え、一乗谷へと持ち帰ったらしい。

「茶はまずいが、茶室というものは、密談に便利でな」

「景虎を直接爺じいさんに会わせたかったが、武田軍がすでに大がかりに動いてきている。旭山城に二千。晴信率いる一万を超こえる本隊も甲斐から出立した。今回は、オレで我が慢まんしてくれ」

「心得た。北陸一いつ揆きを討うてというのだろう。長尾景虎どのは、心優やさしきお方。北陸の本猫寺勢力と結びついて一揆を先導している国人どもはともかく、一揆の主力となっている民たみ草くさどもを殺し尽つくすことはできまい。その点、わしは違ちがう」

「爺さんは、三十万の一揆衆をわずか一万の兵で打ち倒たおし、ことごとくを殺し尽くした凄すさまじい戦歴の持ち主だからな。あんたが本気で動いてくれれば、加賀の一揆衆は文字通りボコボコにできる。そうなりゃあ一揆勢も青あお息いき吐と息いき。越中から越後へ攻め寄せることなど不可能となるさ──加賀から越中まで爺さんが攻め進んでくれば、文字通りの皆みな殺ごろしだからな。景虎が民を殺さないという甘さが、越中の一揆衆が強くなっている原因だ。爺さんが暴れれば、武家と領民との戦いの本質が『殲せん滅めつ戦』だという現実を、連中も思いだすさ」

　越前に侵しん攻こうしてきた北陸一揆衆を宗滴が打ち払はらい殺し尽くした「九く頭ず竜りゆう川がわの合戦」はもう、はるか昔の話である。北陸の本猫寺門徒たちは、「われわれは信しん仰こう者。武家と戦ってはならない」と一揆の拡大に反対した教祖・れんにょを畿き内ないへと追放して、越前の吉よし崎ざきから加賀にかけて一大王国を築いていた。北陸一揆衆の「国持ち大名化路線」に反対して畿内へ追い出されたれんにょもまた、最終的には足利幕府・管かん領れい細ほそ川かわ家と結びつくことで、畿内と北陸の門徒たちを守ろうとしたのだった。

　だがその結果、北陸の一揆衆は、ついには加賀のみならず北陸全土を本猫寺王国化せんとして越前・朝倉家との全面対決へ乗り出すこととなった。

　そして、越前の九頭竜川で、その惨さん劇げきは起こった──三十万の一揆勢に攻め込まれた朝倉家は存亡の危機に陥おちいっていた。この時、若き猛もう将しよう・朝倉宗滴が「武士とは犬畜生なり」と唱えて雲うん霞かの如き一揆勢の中へと夜や襲しゆう突とつ撃げきを敢かん行こうし、九頭竜川でこれを殲滅したのだった。

　さらに宗滴は勢いに乗って、越前における本猫寺門徒の本ほん拠きよ地ち・吉崎御ご坊ぼうを徹てつ底てい的てきに破は壊かいし尽くし、越前の本猫寺勢力はこれによって大おお幅はばに弱体化したのである。

　朝倉家は宗滴の出現によって救われ、そして朝倉家の全盛時代が訪おとずれた。かつては、宗滴は越前兵を率いて上洛し、管領細川家の要よう請せいに応えて三好軍と戦ったこともあったのだ。

「あのまま、爺さんが京に留とどまって副管領にでもなっていりゃあよ、世はこれほど乱れなかった。なぜ越前へ戻ったんだ？　そりゃあ、北陸一揆がすぐに息を吹ふき返してきたから、いつまでも越前を留守にはできなかったというのはわかるが」

「……宇佐美よ。細川家はもう、根っこから腐くさっておってな。大将があれでは、いかにわしが武ぶ威いを示そうともどうにもならなんだ。お主も、京で幕府の衰すい微びぶりを見たであろう？　武士は犬畜生、勝つことのみが本分と口では言っても、やはり武だけでは秩ちつ序じよは保てぬ。だからこそ、討たれても討たれても本猫寺一揆勢はその力を増大し続けるのよ」

「だからこそ細川家は将軍ともども京から追いだされて、もはや死に体だ。畿内は三好松まつ永ながの天下さ。だが、あんたが上洛した時の将軍がどうだったかは知らないが、今の剣豪将軍は見所がある大器だぜ。『武士関白』の近衛とも義兄弟だ。配下には、細川は細川でも将軍家の落おとし胤だねの細川藤ふじ孝たかって切れ者もいるしな……が、今は畿内のことはいい。景虎を、助けてくれ。爺さん」

「加賀に攻め込んで、一揆衆との数十年に及およぶ対立の決着をつけろ、死ぬ前に、と言うのだな。年寄り使いの荒あらい男よの。わしが戦えば相手が武家であろうが門徒であろうが容赦ないぞ、それでは景虎がお主を𠮟しからぬか」

　オレだって気は進まない。だがやむを得ない。山本勘助が打ってくる手はどこまでも厳しい。オレや直江が手を汚よごさねば、景虎は晴信と勘助に倒されちまう。それこそ武だけでは国は保てないってやつだ……と宇佐美は頭を搔かいていた。

「景虎を救うため、景虎の『義』を守るためだ。だが、景虎には父親と祖父の敵かたきである一揆衆を根絶やしにする真ま似ねは決してできない。そいつは、軍師の仕事だ。これでいいんだ。いずれオレの罪はオレ自身の手で清算する」

「ずいぶんと景虎どのに惚ほれ込んだな、お主。一族の仇あだの娘むすめであろうに」

「ああ、惚れ込んだらしい。あいつは、武によって天下を平定せんとするいわゆる『天下人』というのとは少し違うが、義の心を貫つらぬく高潔な意志を持ち、かつ戦場で自ら戦い抜ぬいて勝ち続けることができる。景虎は、乱世に光をもたらす希け有うな存在だ」

　それほどの者か。たしかに、武だけでは誰だれも天下を平定できなんだ。幕府も管領もすでに腐り果ててしもうた。民の心が絶望しておるのじゃ。だから一揆が終わらぬ。だから本猫寺の猫ねこ神がみにすがる。あるいは景虎どのがまことに毘沙門天の化け身しんならば、われらにできなんだことも──あと二十年の若さがわしにあればな、と宗滴は苦笑いを浮うかべていた。

「おたくの義景はどうだ？」

「あれは武家には向かぬ。絵師にでも生まれてくるべきだった男よ。ほとんど心根は女に等しい。それも、戦場で男に交じって戦う姫ひめ武将ではなく、戦なき世界に生きる娘にな。いくら性根を直そうとしても、無理なものは無理じゃ。わしも老い先短い。朝倉家の行方ゆくえが心配じゃ……義景よりもむしろ、尾お張わりの織お田だ信のぶ奈ながどのような武将に育つかを、わしは見届けたいと思っておる」

「織田信奈？　誰だ、そりゃ？」

「通つう称しようは吉きち。かつて大おお垣がきでわしとも戦い、今は今川義元と戦っておる織田信のぶ秀ひでの娘でな、尾張のうつけ姫よ。永楽銭の旗印を掲かかげて町中で『きうり』をかじりながら遊び歩いているという婆ば娑さ羅ら者で、異様に銭ぜにに細かいらしい。武家とは思えぬうつけじゃ。廃はい嫡ちやくせよという動きも家中にはあるという。じゃが……織田信奈の噂うわさを聞けば聞くほど、古き武士の中からは決して生まれてくることのない希有な新しき才能の息吹いぶきを、感じるのじゃ。まるで、油売りの商人という身分から己おのれの才覚のみで美み濃の一国を奪い取った斎さい藤とう道どう三さんの才能と志を、みな引き継ついで生まれてきたかのような、奇き天て烈れつな姫よ」

「景虎とは水と油のようだが、そいつは面おも白しろそうだな。が、少々運が悪いな。尾張の織田家はまもなく、太原雪斎率いる今川上洛軍に飲み込まれる。尾張には銭があり、信秀はめっぽう戦いくさに強いが、知ち恵えが回る斎藤道三には軽く捻ひねられちまう。つまり猪ちよ突とつ猛もう進しん型の男だ。雪斎の知ち謀ぼうにはかなわねえし、そもそも雪斎が築き上げた今川家との国力差はどうしようもねえ。その上、雪斎は三国同盟を成立させて武田・北条まで今川の味方につけた。まぁ、これは景虎のせいなんだがな」

「いや。信秀はただの猪いのしし武む者しやではない。商才があり、莫ばく大だいな銭を生む仕組みを一代で構築し終えておる。かつ、織田信奈の戦略眼と商才はいずれも父親の信秀以上とわしは見ている。もしも信秀になにかあって信奈に代だい替がわりすれば織田家は化けるかもわからぬぞ。人の命は……特に武士の命は、いつ終わるか、わからん。わしが数十年に及ぶ戦を重ねながらなお生きておるのも冥みよう加がよ」

　ならばこそ、わしの目が黒いうちに加賀の一揆衆を根絶やしにしてしまうという朝倉家への最後のご奉ほう公こう、お主に言われずともやるつもりであった、と朝倉宗滴は猛もう獣じゆうのような眼光で手にした茶器を睨みつけていた。

「老いたりといえども、わしは朝倉宗滴。国境を守っている一揆勢を三日で押し戻もどし、加賀深くへと侵攻し、何ヶ月かけてでもきゃつらの本城を陥かん落らくさせてみせよう。戦を苦手としている義景のためにもな」

　朝倉宗滴は「北陸一揆勢と最終決戦をはじめる。それも、今すぐに」と立ち上がっていた。

「宇佐美定満よ。わしも、お主がそこまで惚れ込んだ長尾景虎どのに興味を持った。織田信奈とはまるで別物……あるいは武士ではなく宗教者なのやもしれぬが、その宗教者がこの世の誰よりも強いとは実に面白い。冥めい土どの土産みやげに、毘沙門天の未来を切り開こう。このまま座して死んでしまえば、わしの生しよう涯がいはただ生活に窮きゆう乏ぼうして立ちあがった民草を殺し続けた犬畜生というだけに終わる。織田信奈や長尾景虎といった幼い姫武将たちに、乱世の平定という悲願を託たくして、逝ゆくことにするわ」

　爺さん、恩に着るぜ、と宇佐美定満は破顔していた。

　しかし、越前の猛将・朝倉宗滴がこの決戦の途と中ちゆうで病びよう没ぼつすることまでは、宿すく曜よう道どうの使い手ではない宇佐美定満には知るよしもなかった──。




　茶室から退室し、庭園に出た宇佐美は、若い姫武将と鉢はち合あわせした。

　おでこが広くて、利発そうな顔つきの少女だった。

　だが、とにかく、つい頭を下げてしまいそうになる気品があった。よほど高貴な生まれなのだろう、と宇佐美は思った。

「ああ。あんた、もしかして越前国主の朝倉義景？　まるで女の子だな」

「違いますぅ！　私は明あけ智ち十じゆう兵べ衛えと申します。美濃の斎藤道三さまのもとで、姫小こ姓しようを務めております。本日は、美濃から越前への使者に随ずい行こうして一乗谷に来てやったです」
















「明智？　聞いたことがねえな」

「越後の田舎いなか者は知らないでしょうが、明智家は由ゆい緒しよある土と岐き源げん氏じの名門なのですぅ。今は没落して、商人出身の道三さまに仕えておりますが、道三さまはまことに英明。国境を取り払って商業を興おこすことこそが乱世終しゆう焉えんへの早道、と次から次へと改革を行っておられる名君ですぅ」

　十兵衛はいずれ道三さまの軍師となり、美濃の宰さい相しようとなって天下を平定するのです、ふふふ、その時は越後と仲良くしてやるですからこの十兵衛の顔をお覚えください──頭になぜかきんかんの実を飾かざっている少女は、宇佐美が樋ひ口ぐち村で見み出いだして直江大和に養女として託した与よ六ろくと同等、いやそれ以上に気位が高いらしい。

　が、宇佐美には宿曜道の術がなくても、乱世で培つちかった人物鑑かん定てい眼がある。

（明智十兵衛、か。まだガキだが、只ただ者ものじゃない。才気が、光り輝かがやいている）

　直江に養育させている宰相候補の与六に匹ひつ敵てきする……あるいは……いや、宰相どころじゃないかもしれない。文字通り「天下人」の器うつわを持つ姫武将になるかもしれねえな、と宇佐美定満は直感していた。

　だが……「義」のために戦い続ける長尾景虎がいずれ、織田信奈と手を結んで「天下布武」の戦いを繰くり広げる明智十兵衛光みつ秀ひでを相手に雌し雄ゆうを決する壮そう絶ぜつな決戦を行う未来が待っていることまでは、越後随一の軍師である宇佐美をもってしても予測できなかった。そしてその決戦に、宇佐美自身は加われないことも。その決戦が訪れた時にはすでに、宇佐美定満の命が、尽きていることも──。

（この子の未来を、見てみてえもんだ）

　オレは宗滴の爺じいさんに比べりゃあまだまだ若いが、宗滴の爺さんの気持ちがわかった気がするぜ、と宇佐美は笑っていた。

「……織田信奈に、明智十兵衛。どうやら、時代は変わろうとしている。オレのようなオッサンが歴史という舞ぶ台たいから退場する時は、近いのかもしれないな。十兵衛ちゃん。美濃の宰相になるのならよ、口が悪い癖くせは矯きよう正せいしておけよ。オレみてえな人生にくたびれた男にとっては美少女の毒舌はご褒ほう美びだが、相手によりけりだぜ」

「むっ。織田信奈とは、尾張のうつけ姫ですね？　一いつ緒しよにしないでくださいですう。噂ではとんでもない奇き行こう癖へきの持ち主だとか。高貴でかしこい十兵衛とは大おお違ちがいです」

「ま、そのあたりは宗滴の爺さんに聞いてくれ。オレも、織田信奈に会ったことはねえんでな。越後と美濃とでは直接交流する機会は少ないだろうが、景虎と仲良くしてやってくれよ。それじゃあ、またな──」

　宇佐美定満が朝倉宗滴を動かしたことにより、越中での一いつ揆き衆の動きは止まった。彼らは、加賀での宗滴との決戦になだれ込んだのである。

　宇佐美定満が春日山城へ帰き還かんを果たすと同時に。

　景虎は兵八千を率いて、善光寺平へと出兵した。




「犀川北岸まで兵を進めたいが、背後の旭山城が気になる。迂う闊かつに南下すれば、晴信本隊と旭山城に前後から挟きよう撃げきされることになる──前回の合戦よりも防衛線を大幅に下げることになるが、善光寺を死守するべく、横よこ山やま城に本ほん陣じんを敷しく」

「毘」の旗を翻ひるがえしながら山を越こえて再び善光寺平へと入った長尾景虎率いる越軍は、総勢八千。

　そうそうたる越後の男武将たちが、「毘」のもとに勢ぞろいしていた。

「帰り新参の北条高広、先せん鋒ぽう承うけたまわり。やはり、武田晴信の戦略に後おくれを取りましたな、景虎さま。前回の川中島の戦の折に、北信濃の領国化を進めるべきだったのですぞ」

　景虎に反旗を翻しながら、あっさりと降こう伏ふくして戻って来た北条高広。

「フン。貴様の謀む反ほん騒さわぎに誘ゆう発はつされてこの俺が寝ね返がえれば、中ちゆう越えつは武田晴信と北条氏康が分け取りしていたことだろうな。そうなっていれば、貴様の持ち城も増えていたであろうに。当てが外れたな北ほう条じよう」

　景虎の留守中に越後を守った形となった、上田の長尾政景。

「それがしは『きたじょう』です、政景どの。小お田だ原わらの自じ称しよう北条氏などと一緒にしないでいただきたい。しかしこれで、関東遠えん征せいがまた延びましたな。北条氏康は今、景虎さまの遠征に備えて小田原城を猛然と拡張しておるのだとか。手て遅おくれにならねばよいですな」

「景虎がこたびの決戦で武田晴信を討うてば、次こそ関東遠征だ」

「北条も政景も、今は関東のことを忘れて目の前の敵に集中せねばならぬぞ。宇佐美どのが朝倉宗滴を動かして越中戦線を封ふうじることで形勢を巻き返したが、晴信の容よう赦しやのなさと山本勘助の知略は見てのとおりだ。その上、武田軍は騎き馬ば隊を中心とした新たな編成・軍法を導入して以前よりずっと強くなっている──前回の野戦での勝利は、あくまでも越軍を上田まで引き込む撒まき餌えだった。こたびこそ、武田軍が真の実力を見せてくる」

　武田軍に誰よりも詳くわしい降将・村上義清が、関東派諸将に忠告を発した。

「村上どの。すでに信濃守護の小笠原どのは、旧領回復をあきらめて三好家へと逐ちく電でんなされた。村上どのの旧領回復も、大義を失ったのではありませぬか？　村上どのには優すぐれた武勇がある。われらとともに、広大な関東で土地を切り取りませんか？　景虎さまから、関東のうち越後に接した上野こうずけに関しては、いずれ越後武将のうちから城代を選んで前線基地を統治させるとの内ない諾だくをいただける日も近いと存じます」

　北条高広が、馬を寄せて、村上義清に囁ささやく。村上義清は、北条高広がなぜ謀反したのかを理解した。政景が連動すればそれでよし、政景が動かずとも景虎から「いずれ関東上野における城代を任ずる」という内諾を取り付けられれば北条高広は「他国を侵しん略りやくせず」という景虎から例外的な扱あつかいを受けられ、いずれ上野の重要拠きよ点てんの城代となれる。

「村上どの。むろんわたくしには私利私欲も大いにありますが、城を欲ほつする理由の半分は連戦の軍費を捻ねん出しゆつするためですよ。長尾家が直接川中島を支配せぬ限り、武田には勝てませぬ。例外は、晴信を戦場で討ち果たした時のみですぞ」

「……たしかに川中島に城代を配置せねば、戦略によって武田にどんどん押し切られて、やがては北信濃全土を失しつ陥かんする。わかってはいるが、ご主君は武田晴信との一撃決戦に賭かけておられるのだ」

　ボクが暴れて武田軍を蹴け散ちらしてみせますよ！　御お屋や形かたさまあああ！　景虎さまああああ！　と揚あが北きた衆しゆうの少年武将・本ほん庄じよう繁しげ長ながが叫さけんでいた。

　こたびはどれほどの将兵が血に塗まみれ命を落とすであろう。「義」のためとはいえ無情ではある。せっかく憧あこがれの高こう野や山さんで大たい悟ご寸前まで修行されておられたというのに、景虎さまのご心痛はいかばかりか。南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ……と唱える柿かき崎ざき景かげ家いえも、己の位い牌はいを頭に縛しばり付けて参戦していた。

　その他には──武辺者が多い越後では珍めずらしく文武両道に秀ひいで、「便利屋」的な立場として頭角を現しはじめていた斎さい藤とう朝とも信のぶ。もう若くもなく、体格は小こ柄がらだが、人格に重厚さがあり、粘ねばり強い。

　戦費が。兵ひよう糧ろうが。これでは越後の財政が持ちませんと青い顔をして震ふるえている官かん僚りよう肌はだの大おお熊くま朝とも秀ひで。

　そして、景虎を補ほ佐さする左右の腕うで。宰相・直江大和と軍師・宇佐美定満が、白馬にちょこんと腰こし掛かけて行軍する景虎に寄り添そっていた。

「北条高広と柿崎景家の武勇は、武田方の飯富兵部や馬場信房にひけを取りません、お嬢じようさま。とりわけ北条は謀反を許された借りを返すためにも遮しや二に無む二に働きましょう。が、やはり、犀川を渡わたる折の先鋒は、武田軍を熟知されておられる村上義清どのに命じられるのがよろしいでしょう」

「わかっている、直江。現状では、わたし自身は善光寺より南には動けぬ……旭山城を押さえられている限りは、迂闊に犀川北岸まで南下できない」

「善光寺の秘仏はすでに旭山城へ持ち去られた。善光寺の付け城とも言うべき横山城に布陣して、善光寺の僧そう侶りよたちと領民の動どう揺ようを抑おさえるというのは名案だが……決戦を求めていたはずのお前らしくないな、景虎」

　軒のき猿ざるたちは加藤に率いられて戸隠山と飯縄山に結界を張っている。忍しのびは決して野戦の勝敗を決する者たちではないが、晴信の持もち駒ごまである真田忍にん群ぐんは加藤という強敵がいない今、善光寺平を自在に動けることになる。その分、諜ちよう報ほう戦で後れを取る恐おそれがある、と景虎は宇佐美に答えていた。

「晴信は、戦で勝利を得るためならば善光寺も戸隠山も焼き払はらいかねない。必要とあらば、秘仏もご神体の『石』も、破は壊かいし、あるいは奪うばい去って甲斐へと持っていこうとするだろう。善光寺そのものを甲斐へ移転させることすら、躊躇ためらうまい──そうなれば、善光寺への信しん仰こう心が深い領民たちもまた、甲斐へ移り住むことになる」

　諏訪氏を滅ほろぼし、諏訪家の末まつ裔えい・四し郎ろうを武田家へ取り込んだことで、晴信は南信濃の諏訪地方一帯を奪い取ることに成功した。北信濃で諏訪神社にあたる存在が、善光寺と戸隠山なのである。「神々の国」信濃を他国人が奪い取り統治するには、信濃の国人を武で倒たおすだけでは不十分で、「神」を押さえねばならない。神を押さえれば、民たみの心を押さえることができる。

　景虎が思うに、武辺者だった武田信虎がついに信濃侵略に成功せず、諏訪家と婚こん姻いん同盟を結ぶに至ったのも、この「神々の国」信濃独特の文化を理解できなかったからであり、晴信が信濃侵略事業をほぼ成し遂とげつつあるのは信濃が「神々の国」であることを理解していたからである──ただし、晴信は信濃の山々の奥底に眠ねむる「神々」など信じてもいなければ、崇すう拝はいも尊重もしていない。ただ、それが信濃侵略事業における「攻こう略りやく目標」のひとつであると気づいたにすぎない。

「人々が長年心のよりどころとしてきた神仏を奪い壊こわし甲斐へ持ち去るなど、認めてはならない。善光寺を奪われた民が絶望して本猫寺一揆のような一揆を起こせば、信濃もまた北陸のように無む秩ちつ序じよな国となってしまう──計算高い北条高広にこのようなことを話せば、『それほど信濃から神々が失われることを心配されるのならば、信濃を毘沙門天の住まう国にしてしまえばよろしい』とまた算そろ盤ばんをはじかれるが」

　わたくしでも同じことを言いますよ、ただ、言ってもお嬢さまが取り合わないと知っているので言わないだけです、と直江大和が苦笑した。

　越軍は、善光寺のすぐ東にある小高い平山城──横山城へと展開した。

　善光寺の僧侶たちのうち、武田方についた面々は栗田寛安に率いられて背後の旭山城へ登っている。旭山城には、晴信の小こ姓しよう出身の姫ひめ武将・春日弾正が二千の兵を引き連れて籠ろう城じようしている。景虎を支持する残りの僧侶たちと善光寺の建物を守るためにも、景虎は横山城から動けない。

「越中の一揆は、宗滴の爺さんが蹴散らしてくれるはずだ。いかに山本勘助といえども、越中に武田方の武将を送り込んで『大名不ふ介かい入にゆう』を唱える一揆衆を直接指揮するわけにはいかねえからな。しかし、背後の旭山城は別だ……もともと、戸隠忍群に防衛を任せきっていた善光寺は、大量に僧兵を集めて武装していた叡えい山ざんとは異なり、自前の兵力が不足している。だから旭山城に、大喜びで武田軍を入れちまったわけだ」

　宇佐美定満は「北条高広が言うように、善光寺平か川中島に長尾方の城代を配置しなければ、いつまでも保もたないぜ……決戦主義を続ければ、晴信と山本勘助は決戦を避さけて搦からめ手てで越軍を封じる策を取る。千日手になっちまう」と景虎の潔けつ癖ぺきすぎる「決戦主義」を諫いさめていた。むろん、景虎が承知するはずはなかった。

「関東ならば話は別だ。関東管かん領れい・上うえ杉すぎ憲のり政まささまが越後におられるのだから、北条氏康を討とう伐ばつし終えるまで上野の前線に一時的に城代を入れる必要もいずれは生じるだろう。越後から関東への道はあまりにも遠く、遠征中に上野を失陥すれば越軍は帰国できなくなってしまうのだから。だが川中島は別だ。越後から程近いゆえに、善光寺から戸隠山にかけての善光寺平一帯を守りきってさえいればそう容易には退路を断たれたりはしない。しかも信濃守護の小笠原長時が逐電した今、城代は置けぬ。名分がない」

　小笠原の野や郎ろう。景虎の色いろ香かに迷って、とんでもないことをやらかしやがった……これも景虎が絶世の美人に育っちまったせいだ、と宇佐美定満は嘆たん息そくした。

　だが、悔くいてももはや取り返しがつかない。それよりも、「小笠原長時が景虎を襲おそった」という風聞が越後諸将の間に流れていることが心配だった。誅ちゆう殺さつしておくべきだったのです、この件はあとあと災わざわいの種になります、と直江大和も苦い表情を浮うかべている。

　そこに、武田本隊一万二千が諏訪から川中島へと出てきました、犀川南岸の大おお塚つかに布陣をはじめています、と物見兵からの報告が入ってきた。

「これで旭山城と武田本隊──南北に武田兵を抱かかえましたね、お嬢さま。いかがなされますか？」

「わたし自身が直接犀川へ押し出したいが、それこそ晴信と山本勘助の思う壺つぼだろう。旭山城に入っている春日弾正なる姫武将、なかなかに手て堅がたく軽けい挙きよ妄もう動どうしない性格だという。わたしは善光寺を守るために横山城に留とどまる。武田との戦いくさに慣れている村上義清を、先鋒として犀川へ。後ご詰づめに、柿崎、北条、斎藤の三将を」

「八千しかいない越軍を、さらに二手に割りますか。村上どのに渡と河かさせますか？」

「そこは、村上義清の判断に委ねよう。晴信と山本勘助の本気の戦いぶり、決戦の前にいちど見てみたい」

　村上の旦だん那なはかつて「槍やり衾ぶすま」戦術で二度も晴信を破ったが、晴信と勘助が武田軍を「槍衾」に対応するべく軍を再編成した結果、まるで勝てなくなった。晴信本隊を破れる者はやはり、景虎しかいないが……と宇佐美は危き惧ぐしたが、景虎は、だいじょうぶだと首を振ふった。

「村上義清には、決して無む駄だ死じにするな、来たるべき晴信とわたしとの直接決戦の折にそなたの武は絶対に必要になる、と言い聞かせておく。晴信に犀川を渡らせぬことが、この野戦の目的なのだ。晴信を南岸に押しとどめておくあいだに、旭山城への対応を考えよう。わたしは野戦ではおそらく無敵だが、知ち恵え比べとなると晴信と勘助の二人にはとてもかなわぬ。宇佐美、頼たのむぞ」

　越後国内の合戦ではまるで出番がなかったオレの越後流軍学に珍しく出番が来たな。それだけ景虎は晴信と勘助に押されているということか、と宇佐美はうなずいていた。




　犀川南岸へと布陣した武田本隊一万二千もまた、「これが越軍との最後の決戦となる」という晴信の覚かく悟ごのもとに、主力格の武将をずらりと揃そろえていた。

　春日弾正はすでに、「あわわ。景虎が犀川へ向かわず、善光寺の真横に本陣を？　あああ旭山城を先に落とすつもりです。に、逃にげましょう！」と震えながらも、最前線の旭山城で別働隊を率いて籠城。

　先せん鋒ぽうは、「不死身」の通り名で恐れられるまでに成長した馬場信房。彼女は、本来の持ち場である深ふか志し城から招集されてきた。深志城では、「これっ！　そなたは無愛想で、幼子に対する敬意が足りん！　決して諏訪の勝かつ頼よりさまに足を向けて寝ねてはならぬ～！　勝頼さまこそ甲斐信濃を鎮ちん護ごなされている貴とうとい生き神様にあらせられるぞ～！　勝頼さまにもしものことがあれば諏訪明神は荒あらぶる祟たたり神と化し、武田家も信濃も滅び去るであろう！」と𠮟しつ咤たする山本勘助の指導のもとに、諏訪家の遺児・幼い四郎勝頼を「次代の諏訪家当主」として守り立てて、諏訪や松まつ本もと平だいらの領民から厚い信しん頼らいを得ている。築城術から内政外交謀ぼう略りやくに至るまで、馬場、春日、工く藤どう、飯富三さぶ郎ろう兵びよう衛えたち晴信世代の若き姫武将は軍師・勘助の教え子であり、勘助には頭が上がらない。とりわけ、地形と戦略に応じて縦じゆう横おう無む尽じんの縄なわ張ばりを閃ひらめく勘助の築城術の見事さは、他者の追つい随ずいを許さないものだった。

　が、こたびの合戦では、馬場信房は久々に猛もう将しようとしての闘とう志し溢あふれる表情を剝むき出しにしていた。

「……必ず御屋形さまの信濃統一事業を、この一戦で完成させる……」

　二番手には、信濃先方衆を率いる真田幸隆。信濃に数多い、武家とも農民とも異なる非定住民、いわゆる「山の民」の半ば以上が晴信に従っているのは、この真田の存在が大きい。なにしろ真田忍群の元もと締じめたる幸隆が、郎ろう党とうと同格の扱いを受けているのだ。武田の旗のもとではすべての者が武田家の人間であるという晴信の方針を、幸隆自身の活かつ躍やくが信濃全土に知らしめていた。

「典てん廐きゆうさま。この合戦のどさくさにまぎれて、一気に善光寺の秘仏と戸隠の石をも奪ってしまおうと思いますの。たとえ合戦で決着がつかずとも、領民の心を取れますわ」

「幸隆。典廐と呼ばれるのはどうも落ち着かないわ。信繁でいいわよ。あなたも、弾正と呼ばれるとなんとなくむずがゆいでしょう？」

「そうですね。都の松永弾正を思いだしてしまいますものね。あの者は、氏うじ素す性じようの知れぬところ、まっとうな武家では思いも浮かばぬ知ち謀ぼうを買われて武家に仕え出世しているところ、銭ぜににうるさいところなど、なにやらわたくしに似ているそうです。ただ……松永弾正は忍びではなく、傀儡くぐつという人形を間かん諜ちように用いるとか」

「でも、松永弾正は独身だというわ。あなたは子だくさんでしょう？　わたしは姉上のもとから離はなれるつもりはないけれど、子を産み育てる時間が足りない姫武将としては、羨うらやましいわね」

「ふふ。そうですね。真田家に入り込む前は、わたしは自由気ままな『山の民』でしたから。子育てが趣しゆ味みみたいなところがあったのですね」

「……太郎は笑顔で祝しゆう言げんを受け入れたけれど、心は傷ついているわ。太郎と飯富兵部のためにも、景虎を打ち破ってしまわなければ。景虎の首を挙げることができれば、きっと……景虎に憑つかれてしまったかのような姉上だって……目を覚ましてくれるはず」

「典廐さま、焦あせりは禁物ですよ。長尾景虎の首、容易には奪えません。戦略ではたしかに武田が勝っていますが、野戦決戦がはじまれば、景虎は一気に戦局の不利をひっくり返してしまう異形の武力の持ち主。勘助どのが全知全能を傾かたむけてなお、五分と五分に持ち込めるかどうか」

「忍びによる暗殺も、無理なのかしら？」

「ええ。鳶とび加藤ですら、鳶ノ術を景虎の瞳ひとみに一いつ瞬しゆんで破られてしまったそうですから。誰だれにも懐なつかないあの男が景虎のもとに居着いているのも、術士として自分を超こえる存在だからでしょうね」

「術士……催さい眠みんの術かなにかを操るの？　姉上もまさか」

「いえ。景虎はどうやら、生まれながらに胆たんが開いている者なのです。そのような者は、万人に一人もおりません。景虎は、生まれつき忍びの技も戸隠の石の力もいっさい通じない、いわば──そうですね。いわば、神の化け身しん。戦国大名の家になど生まれなければ、衆しゆ生じようを救う宗教者として生きることができたお方ですのに」

「……毘沙門天……必ず、姉上の足あし下もとに跪ひざまずかせて……」

　晴信の片かた腕うで・武田次郎信繁は景虎を倒すという闘気を抑えられなかった。近ちか頃ごろは武田家も堂々たる戦国大名の一家となったため、武田の副将である信繁の名を呼ぶことをはばかる者が増え、官位名で「典廐」と呼ぶ者も現れていた。が、危あやうい、と幸隆は信繁を案じている──




「勘助。越軍が動いたな。だが、先鋒隊の数が少ない」

「御お屋や形かたさま。景虎は横山城に布ふ陣じんして善光寺を押さえ、旭山城の動きを封ふうじ込みつつ、村上義清を先鋒として犀川北岸へ送ってきましたぞ。少ない兵を二手に分けるとは、景虎ともあろう者がさすがに苦く慮りよしておりまする。ふふふ」

　晴信本陣を守る旗本衆を率いるは、越中一いつ揆き蜂ほう起き・北条高広調略・善光寺調略・三国同盟成立という「搦め手」を次々と放って越軍を追い詰つめている軍師・山本勘助。

「……軍師どのの采さい配はいと知略、ほんとうに勉強になるわ。わたくしも軍師どのから学べることを学び尽つくして、姉上のためにも、早く一軍を率いる姫武将に……」

　小姓から頭角を現した、飯富三郎兵衛。飯富兵部の妹である。

「いよいよ越軍と激げき突とつですな～！　のるかそるかの大勝負じゃ～！」

　飯富三郎兵衛の膝ひざの上には、真田幸隆の三女・幼い真田源げん五ご郎ろう。戦場に出すのはまだ早いという声もあったが、幸隆どの譲ゆずりの知謀の持ち主じゃ、それがしが命を賭としてお守りするので旗本衆に交ぜて参戦させても問題ない！　むしろ士気が高まるわ！　と（幼女に甘い）勘助が強力に推すい薦せんし、正式に小姓として取り立てられた。

「……いくら部隊を分散しても」

「……われら真田の『双ふた子ご』の目は、すり抜ぬけられない」

　各部隊の連れん携けいと統制を重視する武田軍独自の連れん絡らく係「むかで衆」を率いる真田幸隆の二人の娘むすめ、通つう称しよう「双子」。源五郎の姉たちである。陽気な源五郎とは対照的に、肌はだが透すき通るように色白で、極きよく端たんに口数が少ない。

「こんどこそ、ずいぶんと両軍の将兵が死にそうサネ。独り身の姫大名と姫大名同士、仲良くできないものかねえ」

　近頃ますます長ちよう姉しに似てきた孫六信のぶ廉かどこと逍しよう遥よう軒けんも、晴信の影かげ武む者しやとして本陣にこっそりと侍はべっている。




　さらには、今川家から松姫を迎むかえて祝言を挙げた太郎義信と、その守もり役で「武田四天王」最後の将・飯富兵部、晴信がうっかり配属先を指示し忘れた工藤祐すけ長ながが、遊ゆう撃げき部隊として越軍の奇き襲しゆうに備えていた。

「兵部。姉上たちは、この俺に松を娶めとらせてまで景虎との対決にすべてを賭かけたことで、内心では極度に焦っている。そこから隙すきができれば、戦の天才・景虎は一気に本陣を突ついてくるかもしれねえ。俺たちの出番だぜ」

「わかってらぁ。それより、ああ、太郎？　その……新にい妻づまとの間に、子供はできそうなのかよ？　仲良いいんだろ？」

「……娶った妻だ。邪じや険けんには扱あつかわねえ。定さだ姉さんも、駿河に義ぎ妹まいとして入って、故郷の甲斐を想おもいながら駿河で死んじまった。だが、子作りは、その……なんだ。ままま松はまだ子供だって言ってるだろ？」

「でも、あの今川義元の妹だろう。幼いけど、身体からだは意外と早熟な気がするんだよなあ」

「い、い、今は、そんな余よ裕ゆうはねえよ。景虎を倒たおすまではな」

「新妻をいつまでも放置すんなよ？　あ、あ、あたしに気を遣つかうな。いいな？」

「……き、気なんて、遣っちゃいねーさ……そうさ……俺ぁ武田家ただ一人の男武将だ。本来ならば、俺が合戦を仕切っていなきゃならねえ立場なんだ。姉上たちに、恋こいをさせてやりてえ。祝言を、挙げさせてやりてえ。このままじゃ三人が三人とも、独身を貫つらぬきかねねえ。とりわけ晴信の姉上と、次郎の姉上はよ」

「……そうだな。お前ならいずれは戦の采配を任せられる武将になれる。今回は二人でさんざん暴れようぜ、太郎」

「おうよ！」

「へっ。毘沙門天だかなんだか知らねーがよ、武田四天王最後の一人を舐なめるな！　『飯富の赤備え』が、毘沙門天を粉ふん砕さいしてやらぁ」

「この工藤祐長をお忘れなく！　皆みなさん！　待って！　置いていかないで！」

　晴信がこれほどの戦力を川中島へ動員できたのも、三国同盟によって北条・今川との国境線に兵を割さく必要がなくなったからだった。

　大きな犠ぎ牲せいを払はらった義信と飯富兵部の戦意は高い。二人ともに、戦場での槍働き以外に己おのれを表現することのできない不器用な若者である。むろん、二人の悲ひ恋れんを歯ぎしりしながらも止められなかった諸将や足軽たちの戦意も、また。




　犀川を挟はさみ、北岸に越軍の先鋒隊──「槍衾」戦術を考案し武田軍を二度退けた村上義清。

　南岸に、武田軍の先鋒隊──「不死身」の馬場信房。さらにその馬場隊の真後ろには真田幸隆率いる信濃先方衆。

　武田晴信と、長尾景虎。

　甲斐と越後の両姫ひめ大名が、初めて直接戦せん闘とうに及およぶ時が、ついに来た。

　二人は互たがいに、互いの采配ぶりをその目で見たことはない。

　両軍の将兵が展開する善光寺平・川中島は、静まりかえっていた──。

　武田軍の見事な統制ぶりは、戦国における軍制の常識を超えたものがあった。

　村上義清が誇ほこる鉄てつ壁ぺきの「槍やり衾ぶすま」戦術を打ち破るために、晴信と勘助は、各部隊間の縦横な連携と軽けい騎き馬ば隊による速度を重視し、「孫そん子し」の兵法を元にしてまったく新たな軍法を定めた。

　武田晴信は、本陣に座して山の如ごとく動かず、采配ひとつで甲斐信濃の諸将が率いる各部隊を己の手足のように縦横に動かしてみせるという。

　一方、越軍は諸国人たちがめいめいに己の武勇を発揮すべく打ちかかっていくという昔ながらの戦いぶりを見せるが、ただひとつ例外があり、それは長尾景虎自身が愛馬に乗って前線へ突進してきた時だという。ひとたび軍神・景虎が動けば、越軍の国人たちは日頃の不仲ぶり・統制の乱れぶりを噓うそのように忘れ、越軍は一いつ匹ぴきの巨きよ大だいな龍りゆうの如きものになるのだという。




「村上衆。武田軍の戦いぶり、山本勘助の戦術、それらをわれらがご主君にお見せする時が来た。かかれ」




　村上義清は、全軍に下知して、犀川の渡と河かを開始した。

　一騎がけが当たり前だったこの戦国時代、足軽を主体とした長なが槍やりによる密集陣形──「槍衾」戦術を最初に採用した武将は、美濃の斎藤道三であったか、あるいは村上義清であったか、どちらかなのだという。ほぼ同時だったかもしれない。下げ克こく上じようの男・道三は乱世の戦場における新興身分だった「足軽」に着目し、村上義清はあくまでも「武田との合戦に勝つ」という武を貫くために古武士としての見み栄えを捨てて戦場における合理性を選せん択たくした。

　上うえ田だ原はらの合戦、砥と石いし崩くずれ、度重なる武田軍の猛もう攻こうを村上義清はこの集団戦術で破ってきた──。

　だが、義清が破った時代の武田軍は、まだ先代・武田信虎が甲斐の国人衆を寄せ集めて編成した、個人戦術中心の古い軍団だった。異形の軍師・山本勘助と、そして「孫子」をはじめとする軍学に精通した武田晴信の二人が知略を尽くして改革した今の武田軍は、当時とはまるで別物である。義清が、板いた垣がき信のぶ方かた、甘あま利り虎とら泰やす、横よこ田た備びつ中ちゆうら信虎時代の猛将たちをことごとく戦場に葬ほうむったことが、かえって、武田軍のすみやかな新しん陳ちん代たい謝しやを促うながしたと言っていい。




「馬場隊、前へ。村上軍の渡河を阻そ止しする」

「同じく真田隊も、前へ──信のぶ綱つな、間に合ったわね。その『目』で村上軍の動きを凝ぎよう視しするように」

「……御ぎよ意い。母上」

「花はな菱びし」を掲かかげる馬場信房と「六文銭」を掲げる真田幸隆とが、村上軍の前に展開し立ちはだかる。

　真田が誇る「双子」の姉・信綱が、武田本陣から離れ、母・幸隆の隣となりに馬を進めていた。

　足軽を主体とした村上軍の動きは、速い。

　犀川を越えて、南岸へと繰くり出してきた。

　しかもその「槍衾」陣の中心にいる村上義清は、老いてなお剛ごう勇ゆうを誇った。

　忍しのび働きを得意とする真田隊は、正面からの大会戦では実力を発揮し得ない。猿さる飛とびの術を操る佐さ助すけをはじめ、今まで義清を悩なやませてきた真田忍にん群ぐんが誇る一流どころの忍びたちも、その気配を感じさせなかった。

「真田忍群どもめ。旭山城へ向かい、戸隠の加藤段蔵と対たい峙じしているな。ならば、きゃつらの奇手はない。堂々の勝負ができる」

　村上義清は、猛然と突進してきた馬場隊へ兵の半数を割いてその動きをかろうじて封じる一方で、自らは残り半数を率いて真田隊めがけて強きよう襲しゆうをかけていた。

　村上義清自身が馬上で長槍を振ふりかざし、

「真田弾正どの、村上義清見参。砥石城での借りを返す時が来た」

　と叫さけびながら敵中を突破し、真田幸隆の姿を追い求める。

「そなたも『攻せめ弾正』であれば、この俺と戦え……！」

　平均的な体力しか持たない女武将の真田幸隆には、忍術の心得こそあれど、村上義清と渡わたり合える武力はない。

　真田兵たちにも、平地での「槍衾」との正面衝しよう突とつに耐たえうるような防ぼう御ぎよ力はない。彼らの多くは山さん岳がく戦を得意とする「山の民たみ」なのだ。

　真田隊は、脆もろくも崩れた。

　真田幸隆は、村上兵の圧力を防ぎきれず、やむを得ず後退する。

　防衛線の片方が崩れると、重騎馬隊の突進力を存分に発揮してじりじりと押していた馬場隊が最前線に突出・孤こ立りつすることとなる。二手に分かれていた村上の「槍衾」隊が、馬場隊を挟み込むように包囲を開始していた。

　ここまでは、「上田原の合戦」の再現とも言っていい。

　だが村上義清は（違ちがう。晴信と勘助率いる武田軍はかつてとは違う。このまま先せん鋒ぽう隊の崩ほう壊かいを黙もく視ししているはずがない。なんという静けさだ──）と戦せん慄りつを覚えていた。

　突出孤立した馬場信房隊が「囮おとり」だったと気づいたのは、それからまもなくのことだった。

　真田幸隆隊に加わっていた「双子」の真田信綱が、なにごとかを呟つぶやいていた──真田隊から離はなれて森林に伏ふく兵へいしていた太郎義信・飯富兵部率いる別働隊に交じっていたもう一人の「双子」・真田信のぶ輝てるが、信綱の言葉を以心伝心の術で受け取ると同時に、飯富兵部に「……今だ」と囁ささやいていた。

「来やがったぜ！　『飯富の赤備え』の出番だ。全員、速度を殺す重い甲かつ冑ちゆうは捨てろ！　軽装で村上隊の背後へと特攻する！　林の如く静かに、風の如く駆かけ、火の如く攻め立てろ！　上田原と砥石での汚お名めいを雪そそげ！」

　飯富兵部が、武田軍最強の騎馬隊、真しん紅くの「赤備え」を率いて森の中から飛び出す。全員が騎馬兵であり、しかも防具を捨てている。軽い。そして、速い。赤備え隊が乗っている馬は、小こ柄がらで頑がん丈じような甲斐馬ではなかった。駿河より入手し、馬場信房が育ててきた南なん蛮ばん渡来の巨馬だった。

「どうだ、この速さ！　武田四天王最後の生き残りを、舐めんな！　太郎、ついてこい！」

「言われなくても！　村上義清、てめえはもう姉上には勝てねえ！　首を置いていけ！」

　渡河に成功して馬場隊を包囲しようとしていたはずの村上軍が、突然出現した「赤備え」隊に逆に背後を奪うばわれていた。

「……新生武田軍の強さのひとつは速度だ。だが、これは速い。速すぎる……！　なんだ、あの巨馬どもは!?　あれが馬なのか!?　しかも、重い甲冑を全員が脱ぬぎ捨て、極限まで馬の速度を活いかしている!?」

　南蛮から手に入れた馬を軍事兵器に転用しての、軽騎馬隊による奇き襲しゆう攻こう撃げき。

　しかし、あまりにも素早すぎる。まるで真田隊と「赤備え」との間に、距きよ離りというものが存在しないかのような、完かん璧ぺきな連携ぶりである。忍びを用いたのか。が、佐助はいないはずだ。わからない。加藤段蔵が手て許もとにいればと悔くいたが、村上義清は「槍衾で防げ」と軍を反転させて、急ぎ「赤備え」を阻はばもうとした。

　その時。

　重騎馬隊を率いつつも防戦一方だった馬場信房が、「馬場の兵ども。本気の突進力を見せよ」と唱えながら、巨大な鎚つちを振りあげて村上義清めがけて迫せまってきた。

「……かつて村上どのが本ほん陣じんの御お屋や形かたさまへ突撃した折、われらは四対一でかろうじて撃退した。だが今は違う。われは不死身の馬場。一対一でも、村上どのに勝てる」

　槍衾の圧力に手間取っていたのは、芝しば居いか、と村上義清が舌打ちしていた。馬場信房が率いるは、飯富兵部の「赤備え」隊とは真逆の、究極の重武装騎馬隊。まるで山の如き重さ。長槍を打ち振るっても、まるで南蛮のフルプレートアーマーの如き鎧よろいで馬と武者とが武装している馬場隊には攻撃が通らない。その重騎馬隊が、飯富兵部に呼応して全力で突進してきた。

　村上隊の長槍による防衛陣が、前後から完全に粉砕されていた。

「……槍衾、敗れたり」

「おい村上！　てめえの首、あたしたちがもらった！　四天王のうち三人までブッ殺した以上は、覚かく悟ごはできてんだろうな！」

「俺たちゃ川中島でいつまでもグズグズしちゃいられねえんだよ！　姉上の持ち時間、これ以上てめえと景虎に削けずらせるつもりはねえ！」

　武田には「むかで衆」と呼ばれる情報将校の組織があり、このむかで衆が戦時中でも縦横に駆けて各部隊の連れん携けいを完璧なものとしているという。あるいはむかで衆の中に異形の忍びがいるのかもしれない、と義清は気づいた。かつて晴信の本陣を加藤とともに突ついた際にも、加藤は佐助に「待ち伏ぶせ」されて、そして撃退されていた。あの時、加藤の動きを見張りつつ、遠距離から晴信本陣に「連れん絡らく」した者がいたのだ。

　加藤を撃退するという「戦果」を挙げた忍びの術を、晴信と勘助は組織体系化して「むかで衆」に取り込み、さらには日ひノ本もと史上類例のない速度を誇る「赤備え」と融ゆう合ごうさせて恐おそるべき奇襲戦術を編み出したのだ──。

　村上義清は、（この俺が晴信に乗り越こえられていたことは、すでにわかっていた。が、いまや武田軍の強さは俺の想像以上だ。死ぬべき時が来たらしい。御屋形さまに……ご主君・景虎さまに、晴信と勘助の戦術をとくとご覧になっていただければ、それでいい）と馬上で呟き、前後から突進してくる飯富兵部と馬場信房の二人の姫武将を待ち構えた。勝利への執しゆう念ねんに燃え、目を血走らせて吼ほえている太郎義信も、迫っていた。

　だが、この時──越軍の後ご詰づめが渡河を開始した。

「村上どのを討うち死にさせては、越後の恥はじ、義将・景虎さまの名折れとなるぞ！　者ども、死に狂くるう時は今ぞ！　南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ！」

「それがしはかような乱戦で兵を損じるのは好みませんが、ひとたび景虎さまに背そむき許された帰り新参の立場では、やむを得ませんな。北条軍、前へ。村上どのをお救いする」

「斎藤朝信隊も、全速で前進。諸君。犀川を三さん途ずの川と思い定め、一歩も退ひくべからず。越後の『義』が言葉だけのものか真実のものかを、日ノ本全土の民が見守っておるぞ」

　越後が誇ほこる二人の猛将・柿崎景家と北条高広。さらに、重厚な斎藤朝信。

　三部隊がいっせいに犀川へと突き進んで来た。




　南岸に本陣を構える武田晴信と山本勘助が、うなずき合う。

　本陣は文字通り、静まりかえっている。

「やはり村上義清を見殺しにはできず、後詰めを救きゆう援えんに出した。ここまでは読み通りだ、勘助」

「左様。越軍は横山城に兵の半ばを残しております。すなわち、この戦いくさの兵力差は──一万二千対四千。武田方が三倍と圧あつ倒とうしておりますれば──」

「景虎が横山城から動けぬ限り、この犀川での決戦、武田の勝ちだ。景虎のいない越軍など、どれほど勇将を揃そろえたところで統制もなにもない。三部隊の動きを見よ」

「ばらばらにございますな。もっとも、あれが戦国式の正しい用兵なのであって、あらゆる部隊が御屋形さまの手足となって自在に動く武田軍こそが異形なのでありますが」

「景虎不在の越軍の強さは、勘助が築き上げた武田軍の統制力の前では『匹ひつ夫ぷの勇』。恐れるに足らず。『むかで衆』を動かす真田の『双ふた子ご』もまた真田忍群であること、『双子』の以心伝心の術こそが武田の軍法の肝きもであること、加藤段蔵のいない越軍には読み切れまい」

「勲くん功こう一等は、旭山城に籠ろう城じようして景虎を横山城に、加藤段蔵を戸隠山に釘くぎ付づけにした春日弾正でございますな」

　副将の信繁が「姉上。わたしがとどめを刺さすわ。今こそ村上義清と柿崎景家を討ち果たす絶好の機会。武田こそが日ノ本最強だと証明される時だわ。ぜひとも、わたしに出陣の下知を」と晴信に申し出てきた。

　だが、次郎は景虎に敵てき愾がい心しんを剝むき出しにしすぎている、万一のことがあれば危あやうい──と晴信は躊ちゆう躇ちよした。

　そうだった。まだ森の中に工藤祐長の伏兵部隊が残っている。工藤を動かし、渡河中の越後三将を襲おそわせる、と晴信は決めた。

「次郎は武田軍の最後の切り札だ。しばし待て。相手は景虎。このまま勘助とあたしの読み通りにすんなりと終わるとは限らない」

「でも、姉上！」

「戦いは八分の勝ちをもって最上となす。十割の勝ちを狙ねらって焦あせってはならない、次郎。それは博ばく打ちだ」

「姉上は、景虎を買いかぶりすぎているのよ！　勘助！　このまま座していては好機を逸いつするわ！　あなたからも、姉上を説得して！」

「御屋形さまは、信繁さまを危機にさらしたくないのです。これより、小こ姓しようの飯富三郎兵衛と、飛び出す時機を逸してなんとなく伏兵中の工藤なにがしを前線へ投入いたします。敵が支えきれず敗走しはじめたところで、信繁さまに出撃していただき、追い打ちをかけてもらいます」

　最強最速の「飯富の赤備え」を率いて越軍を蹂じゆう躙りんしている姉の勇姿を遠目に眺ながめながら、小柄な飯富三郎兵衛が「承知したわ、軍師どの」とうなずき、子馬にちょこんと乗っていた。

「御屋形さま。軍師どの。工藤は一見抜ぬけているようで、敵味方に動きを気取られぬ天性の才覚の持ち主なのだわ。わが姉や馬場どのに勝るとも劣おとらぬ名将に必ずなる。むろん、いずれはわたくしも──飯富兵部の妹として誇れる姫ひめ武将に」

　情熱的な姉とは対照的に、三郎兵衛は常に取り乱さず、淡たん々たんと戦局を眺めている。勘助は、弟子に取って軍学を教えているいずれ劣らぬ四人の若手姫武将たちのうち、この三郎兵衛を最前線で武勇を発揮する「いくさびと」としてもっとも評価していた。むろん、四人いずれもそれぞれ武将としての個性があり、四人が勢ぞろいした時こそ真価を発揮するわけだが。たとえば現に、別働隊を率いて越軍の力を半減させている春日弾正がいなければ、ここまで武田軍が優勢に戦えることはなかったのだ。また、重装騎き馬ば隊を率いる馬場と「赤備え」の飯富兵部との一方が欠けても、武田騎馬隊の力は半減する。その上、むかで衆の中ちゆう核かくといえる真田の「双子」──。

「信繁さま。この勘助からも、ご自重をお願いいたしまする。迂う闊かつに前線に全兵力を投入して、万一のことがあれば御屋形さまのお命にかかわります。信繁さまの最大の任務は、御屋形さまを守ることでございます。それは、地味な仕事ではありますが、武田の副将たるべき信繁さまにしかできない、もっともたいせつな任務。それがしには、武勇がございませんのでな」

「……勘助」

「一国一城の主あるじどころか、東国の覇は権けんすら窺うかがえる才覚をお持ちの信繁さまに、御屋形さまの影かげとなれと命じ続けることは勘助にとっては心苦しいことなれど、この勘助は軍師。もしもの時は信繁さまに『御屋形さまのために死ね』と命じねばなりませぬが、その時はこの勘助もお供いたします」

　冷静さを取り戻もどした信繁が「そうね。わたしは武田の副将。最後の最後のぎりぎりまでは、姉上の隣となりに侍はべって、姉上をお守りしなくては。三郎兵衛、任せたわね」とうなずいていた。

「ええ。任せて。典てん廐きゆうさま」

「典廐と呼ばれるのは、やっぱり慣れないわね。信繁でいいわよ」

　だが──。

　やはり戦局は、勘助と晴信が思い描えがいたとおりには、終わらなかった。

　小兵・三郎兵衛が兵を率いて最前線へと向かって、すぐに。

　勘助に懐なついてその肩かたの上にお尻しりを降ろしていた真田源五郎が、

「『毘び』の旗だーっ！」

　と、犀川の北岸を指さしていた。

　不動の姿勢を保ち続けていた晴信が、思わず、腰こしを浮うかせていた。

「……横山城から出てきたのか、景虎」

　あれはなんだ。わずかな兵なれど、凄すさまじい「気」じゃ。おお、これが、これが越後の龍りゆう、毘沙門天の化け身しん、長尾景虎……と、山本勘助もまた隻せき眼がんを見開いて震ふるえていた。

「まさか。背後の旭山城が気になって、景虎は動けぬはず!?　え、越軍が、めいめい好き勝手に動いて乱れていた越軍が下知も受けぬままに、まるで一いつ匹ぴきの黒龍の如ごとき『長ちよう蛇だの陣』の形に。御屋形さま……！」

　南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつが口くち癖ぐせとなっている柿崎景家も。

　信しん仰こう心など持たないはずの北条高広も。

　そして、降将にすぎないはずの村上義清も。

　彼ら越後の国人たちが率いるすべての将兵も。

　景虎が高野山の清せい胤いんから授けられた「毘沙門天」の真言を、口々に唱えはじめていた。

　清胤との出会いと、念願していた真言密教や禅ぜんの修行体験が、川中島の戦場に出た景虎に「わたしはもはや戦にも勝利にも淫いんしない。戦場でも、毘沙門天の化身として振ふる舞まえる」との揺ゆるぎない自信を与あたえていた──そしてその確固たる自信は、越後の全諸将へも伝わっていた。

　オン・ベイシラ・マンダヤ・ソワカ。

　オン・ベイシラ・マンダヤ・ソワカ。

　オン・ベイシラ・マンダヤ・ソワカ。

「孫子」の兵法などとは、まるで無む縁えん。

　毘沙門天の真言が、「毘」の大旗が、そして白装束に身を包んだ小こ柄がらな姫武将・景虎の存在が、国人衆の寄せ集めにすぎないはずの越軍を、巨きよ大だいな一個の生物としてまとめ上げていた。

　士気が跳はね上がった、どころではない。

　越軍の将兵たちの表情から、恐きよう怖ふ心しんがかき消されていた。

　本猫寺一いつ揆き衆の如き法ほう悦えつの表情すら、浮かべている。

　忍しのびの力と情報将校の技能を用いた情報伝達網もうすら、不要。

　景虎が息を吸えば、越軍の将兵たちが息を吸う。

　景虎が息を吐はけば、彼らもまた息を吐く。

　その景虎の小さな姿が、勘助と晴信の目には、巨大な黒龍に見えた。

　山本勘助は、景虎がなぜ前線に現れることができたかを、ようやく知った。横山城から兵を割さいていないのだ。副将・長尾政景、軍師・宇佐美定満、宰さい相しよう・直江大和にほとんどすべての兵を預けて、景虎自身が、わずか十数騎の旗本衆を率いただけでこの犀川へ──。

　村上義清の危機を知り、ほとんど「単身」と言っていい人数のみで、最前線へと急行してきたのだ。

　こんな馬ば鹿かな兵法があってたまるか、と勘助は泣きたくなった。

　が──景虎は、こうして、戦場に現れていた。

　オン・ベイシラ・マンダヤ・ソワカ。

　越軍の兵たちも、日ひ頃ごろは反りが合わず対立している国人たちも、戦場に降臨した長尾景虎が毘沙門天の化身であり人じん智ちを超こえた存在であることを信じている。上じよう洛らくし、叡山と高野山で修行を積んできたことで、景虎の神秘性はいよいよ増していた。

「勘助。あれが長尾景虎。あたしが、どうしても乗り越えねばならない、巨大な壁かべだ。あの村上義清よりもはるかに高みにいる。あたしたちは、景虎を越えられるだろうか？」

「……越えねば、なりませぬ。越えねば、御屋形さまは先へ進めませぬ。必ずやこの勘助が、わが知略のすべてを注ぎ込んで。いや、しかし……あれは……あれは、まことに人間なのか。姫武将なのか。あの凄まじい『気』は、いったい……」

「宿すく曜よう道どうでは、どう見る。景虎の背負う宿星は、なんだ？　勘助」

「……読み切れませぬ。眩まぶしすぎて、読めませぬ。せめてわが目が二つ生きておれば。もしや、月天こと戦せん達だ羅らか。あるいは……あるいは、本来は人が背負える宿星ではない星を……まことの毘沙門天の星を背負って生まれてきた異形の者なのか……この山本勘助をもってしても、わかりませぬ！」

　勘助の首筋に、冷たい汗あせが一筋、流れ落ちていた。

　武田軍が、矢や衾ぶすまを浴びせかける中。

　景虎が、ただ一騎で、犀川へと愛馬の脚あしを踏ふみ入れていた。

　矢は、一本も当たらない。

　景虎が呟つぶやく言葉は、真言ではなかった。




「運は天にあり、鎧よろいは胸にあり、手柄は足にあり」




　景虎自身が、高野山での座禅のさ中で得た、景虎自身の言葉だった。




「死なんと戦えば生き、生きんと戦えば必ず死するものなり」




　壊かい乱らん寸前だった越軍の兵士たちが、毘沙門天の真言を叫さけびながら、景虎に導かれるように踏みとどまり、一転して武田騎馬隊へと猛もう攻こうを仕し掛かけてくる。本猫寺一揆の宗教的熱ねつ狂きようと、越後武士の精せい悍かんな戦せん闘とう力と、景虎の天才的な武のすべてが一体となって、武田軍へと襲いかかってきた。

　勘助は、景虎とは常に信仰心と戦国武将としての立場との間に板いた挟ばさみとなり、男武将たちの求きゆう婚こんをかぐや姫のように遠ざけ続け、鬱うつ々うつと苦しみ続けている娘むすめだと聞いていた。生まれながらに身体からだの色素を持たず、体力がなく、日の光にすら悩なやまされるひ弱な少女だと聞いていた。それは事実なのだろう。しかし、なぜだ。なぜ、ひとたび戦場に立てば、その姫武将が不敗の軍神・毘沙門天になりきれてしまうのだろうか。御お屋や形かたさまは村上義清との戦いで強くなった。だが、景虎もまた、高野山で別種の強さを得たのだ。孫子の兵法では……人間の知ち恵えでは……この者を打ち破ることはできぬ、と勘助が研とぎ澄すましてきた軍師としての本能が囁ささやいていた。




「兵を退ひけーっ！　全軍、本ほん陣じんを囲み、御屋形さまをお守りせよ！」




　山本勘助は、景虎に渡と河かさせてはならぬ、と震えながら叫んでいた。

　そんな勘助の隣では、晴信がまるで景虎の神がかった姿をあたかも魂たましいを奪うばわれたかのように凝ぎよう視しし、そして次郎信繁は無言で景虎を睨にらみ続けていた。




　武田軍が貝のように完かん璧ぺきな防備を固めてしまった以上、景虎もまた、小勢で犀川を強攻渡河して決戦を挑いどむことはできなくなった。

　乱戦がはじまれば、武田はすかさず背後の旭山城を動かすかもしれないのだ。

　景虎は、北岸へと越軍の将兵たちを引き上げさせていた。

「やはり背後の旭山城が邪じや魔まになる。その上、わたしを前にしていながら、平然と全軍を退かせて本陣の守りのみに徹てつするとは、晴信め。これでは決戦にならない。迂闊に動けぬ」

　両軍はここに犀川を挟はさみ、戦線は膠こう着ちやくすることとなった。
















　第四話　二百日の対たい陣じん







　犀さい川がわで起きた初戦は、長なが尾お景かげ虎とらの突とつ然ぜんの出現に驚おどろいた武たけ田だ方が南岸に退き、堅かたく本陣を守って動かないという持久戦法を急きゆう遽きよ採ったことから、膠着状態となった。景虎とて、背後の旭あさひ山やま城が常に善ぜん光こう寺じを脅おびやかしている状じよう況きようを無視して犀川北岸に陣取り続けるわけにはいかず、さりとて一万二千の武田軍が堅けん陣じんを敷しいて待ち構えている南岸へ少数で渡河することも不可能だった。

　以前、第一次川かわ中なか島じまの合戦で武田軍を打ち払はらった時とは、武田軍の堅さや士気がまるで違ちがう。武田軍から立ち上る「気」に、突とつ破ぱ可能な隙すきがない。ほんものの晴はる信のぶが本陣にいるためだ、と景虎にはわかった。

「毘」の旗を掲かかげて単たん騎き突進してきた景虎にも動どう揺ようしない、並々ならぬ「堅さ」。不動の「山」。毘び沙しや門もん天てんを称しようする景虎に対たい抗こうして晴信が自らを「不動明王」になぞらえはじめているらしいが、「不動」という通り名を称していることは自分に対する一種の挑ちよう発はつなのだろう、と景虎は気づいた。

　軍神・毘沙門天の化身として戦う景虎は、野戦での直接戦闘となれば無類の強さを発揮するが、これほどの名将に「巣籠ごもり」されてしまうと、凄せい惨さんな総当たりの殲せん滅めつ戦をはじめる以外に戦況を動かす道はない。

　景虎はもちろん、敵味方に無数の死傷者が出ることになる殲滅戦をなによりも嫌きらう。

　それに──景虎が前線へ出たと知った旭山城の春日かすが弾だん正じようが、早くも怪あやしい動きをはじめていた。

　景虎は、「目の前に晴信がいるというのに」と唇くちびるを嚙かみながら馬を返し、村むら上かみ義よし清きよら諸将に犀川北岸の防備を命じ、自らは善光寺東の横よこ山やま城へと戻もどった。

　副将で一門衆筆頭の長尾政まさ景かげ。

　戦略戦術を補ほ佐さする、軍師の宇う佐さ美み定さだ満みつ。

　諜ちよう報ほうと補給を担当する、宰相の直なお江え大和やまと。

　戦場で景虎にとってもっとも信しん頼らいのおける三人の男が──いざ戦場を離はなれると政景の動きはとたんに怪しくなるが──景虎を出で迎むかえた。

「フン。相変わらず無茶をやる。日の光に当たって疲つかれているだろう。少なくとも善光寺への夜や襲しゆうはない。休め」

　近頃の政景はどうも気持ちが悪い、と景虎はいぶかしがった。最初の子を病で亡なくしてすぐに、二人目の子を綾あやとの間に授さずかった。それ以来、政景は景虎に対して直接牙きばを剝むいてくる機会が少なくなった気がする。わが子の生死を経験しているうちに人格から角が取れて「景虎さまの義ぎ兄けい」になりきられたのだ、と褒ほめる国人衆も増えた。

　むろん、そのような簡単な男ではないことは、景虎も承知している。

　ただ……川中島で武田晴信と戦うことに、政景が「関かん東とう遠えん征せい派」だからという以上の思いで反対していることはたしかだった。

「なぜ、夜襲がないと言いきれるのだ、政景」

「旭山城に籠もる武田軍の目的は、越えつ軍を善光寺に釘くぎ付づけにすることだ。善光寺を奪える機会がくれば奪いに来るが、俺たちが四千の兵を率いて横山城に駐ちゆう屯とんしているうちはそれはない。それに今は戸と隠がくし山やまの鳶とび加か藤とうと、旭山城に入っている真さな田だ忍にん群ぐんとの間で、忍び同士が暗あん闘とうしている。春日弾正とかいう逃にげ弾正は、このような時に城を空にして下山するような博ばく打ちは打つまい」

「見ろ景虎。牛に引かれて善光寺を参るうさちゃんのぬいぐるみだ！　どうだ！　牛と兎うさぎの二体一組！」と凝こりに凝った新作を披ひ露ろうし、仕事をしていたのかどうか疑わしい宇佐美定満が、

「軒のき猿ざるを用いて武田軍の陣容を調べたが、突とつ撃げきするしか能がない男武者揃ぞろいの越軍とは違って、実に多才だぜ。村上の旦だん那なが武田の古参武将を片かたっ端ぱしから討うち取ってきたはずなのに、かえって世代交代に成功しているようだ。欠点がねえ」

　と、「武田武将一覧」なる巻物を景虎に手て渡わたしてきた。

　天下の奇き才さいとも言える「星を見る軍師」にして「山の民たみ」に通じた築城の達人・山やま本もと勘かん助すけ。

　その山本勘助と肝かん胆たん相照らす「山の民」出身の「真田忍び」頭領・真田幸ゆき隆たか。

　晴信以上の器量を持つと呼ばれる完璧なまでの副将・武田信のぶ繁しげ。

　晴信と瓜うり二つの影かげ武む者しや、武田信のぶ廉かど。

　越えち後ごの武将によくいる「突撃一いつ辺ぺん倒とうの猛将」だが無性に強い、武田義よし信のぶ。

　その義信と双そう璧へき、武田最強の攻撃隊長、「赤備え」の飯お富ぶ兵ひよう部ぶ。

　城に籠もって防衛戦をやれば驚きよう異いの粘ねばりを誇ほこる逃げ弾正こと春日弾正。

「赤備え」と連動し、重騎馬隊を率いる不死身の馬ば場ば信のぶ房ふさ。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつ、いつの間にか戦場の要所に出現する謎なぞの姫ひめ武将・工く藤どうなにがし。

　信じがたい緻ち密みつさと速さを誇る武田各部隊の連れん携けいを可能とした「むかで衆」を統率する真田の「双ふた子ご」。

　猿さる飛とびの術を用いる猿飛佐さ助すけ、爆ばく破は専門の正体不明の忍しのび「地じ雷らい也や」たち──真田が誇る忍び衆。

「景虎。武田家に人材が次から次へと湧わいてくるのは、人材の身分素性を問わない晴信の人物鑑かん定てい眼のたまものでもあるが、どうも軍師・山本勘助の育成力が高いためらしいな。しかも勘助は、信濃しなの近辺の『山の民』にも顔が利きく。真田が仇きゆう敵てきの武田についたのも、勘助の尽じん力りよくがあってこそらしい」

「……若い姫武将が多いな。さぞ、誠心誠意晴信に仕えてくれることだろう。隙あらばわたしを嫁よめにしようと暴れはじめる越後の国人たちとはずいぶん違う……越後の武者は野戦となると強いが、みな我が強く、わたしを嫁候補と見ている者が多く、こうして戦いくさでもしていなければ統制がとれない。羨うらやましいな」

　フン。それは俺のことか？　と政景が景虎の杯さかずきに酒を注ぎながら、鼻先で笑った。

「大勢だ。関東の城を欲しがっている北きた条じよう、軍費が惜おしいと泣き言を繰くり返す大おお熊くま、わたしに忠誠は誓ちかうが国人としての独立性にこだわる下か越えつの揚あが北きた衆しゆう……その上、それらの諸将が関東遠征派と信濃防衛派、非戦派に分かれている。加藤段だん蔵ぞうも、いつ何時妙みような動きをするかわからぬ者だ。越後の武家や忍びがみな男ばかりなのがよくない」

　小お笠がさ原わら長なが時ときに堺さかいで襲おそわれて以来、人間の性善説を信じる景虎もさすがに自分の貞てい操そうを本気で心配するようになっている。信濃守護の座よりもわたしが欲しかったのかと思うと、人の業ごうというものの重さ、熱さに、恐おそろしくもなる。高こう野や山さんで必死に修行を積んだのも、毘沙門天の化け身しんとして人の世に生きることに倦うみ疲れてきたからかもしれない。少なくとも小笠原長時は、景虎を毘沙門天だとは思っていなかった。だからこそ、襲えたのだ。戦場で毘沙門天の真言を武将から足軽に至るまで唱えさせるという異様な「軍法」を景虎が閃ひらめいたのも、戦での統率力を高めるためというよりも、あるいは、自分の身を守るためだったのかもしれない──。

「直江の旦那が、次世代の宰さい相しよう候補を育てている。姫武将だぜ、景虎。あとしばらくの辛しん抱ぼうだ、元気を出せ」

「なにを言いだす、宇佐美？　宇佐美も直江も政景もまだ若いし、元気ではないか。越後の武将の世代交代など、わたしが生きているうちにはないだろう。身体の弱いわたしのほうがお前たちより先に天に召めされる。むしろ、わたしが唐とう突とつに死んだあとの越後をどうするかをお前たちには考えておいてほしい」

　そいつはねえな、と宇佐美が「牛に引かれて善光寺参り兎」を景虎の膝ひざの上に載のせながら笑っていた。

「オレも直江も見た目より案外歳とし食ってるぜ。気が若いだけさ。政景の旦那だって、殺しても死なない男だから見た目が老ふけないだけだしな」

「だが宇佐美。武将はたいてい、戦場で命を落とす。しかしながらわたしが率いる越軍では、名のある武将を討ち死にさせることはない。それほどの覚かく悟ごを強しいる決戦では、わたし自身が必ず先頭に立つからだ。手て駒ごまのように武将を戦場で死なせていく晴信とは違う」

「お嬢じようさま。善光寺の秘仏を旭山城に持ち去られたことで、善ぜん光こう寺じ平だいらの民はみな動揺しています。晴信は、可能ならば秘仏も戸隠の『石』もみな甲か斐いへと持ち去ってしまうつもりです。移動が不可能なら、いっそ破は壊かいしてしまうでしょう。前者が最善手で、善光寺平の民心を押さえられます。後者は悪手ですが、民はみな心のよりどころを失い、そのうちのおよそ半分は武田方に奔はしります」

　直江大和が、話を軍議へと引き戻した。

「それよりもお前が育成している姫武将はどんな娘むすめだ、直江。嫌いやみばかり言って泣かせてはいないだろうな？」

「ある程度成長しましたらお嬢さまの小こ姓しようとしておつけしますよ。まだまだ、わたしはこんなところへきとうはなかった！　と騒さわぎたてる気位の高すぎる娘です。たった一人ですのに、とてつもなく手間がかかります。大勢の姫武将候補を育てている宇佐美さまの気が知れません。独り身に戻りたいですよ……って、そんな話をしている場合ではないのです！」

「やれやれだぜ。直江の旦那は、与よ六ろくの話になるととたんに人が変わるな。笑えるぜ」

「笑い事ではありません、宇佐美さま！」

　宇佐美のもとで育てられたら、釣つりばかり教えられるからな……厳しくても直江のほうが教育者向きだろう、と景虎はうなずいていた。姫武将ばかりの小姓たちで本陣を固めれば、安心できるかもしれない。が、戦場に小姓たちを連れ出せば、さしもの景虎といえども彼女たち全員の命を守りきれるとは言いきれない。まして相手が戦せん巧こう者しやの武田晴信であれば、危険すぎる。どうにも、踏ふん切ぎりがつかなかった。

「現状のわれわれは、旭山城と犀川南岸に挟きよう撃げきされております。お嬢さまが全軍を率いて犀川を渡わたって決戦を挑いどめば、善光寺を奪うばわれます。このまま横山城を守らせながら半数の兵のみで犀川を渡れば、鉄てつ壁ぺきの武田陣じんという罠わなに飛び込むこととなり、負けるとは言いませんが越軍もまた大損害を受けましょう。越軍の将兵を犠ぎ牲せいにしたくないというなら、どうにもなりません。もっとも、犠牲を払ってでも晴信と決戦するというのであれば、兵を二手に割って片方を渡と河かさせることもできますが」

「……直江。それではわたしは慈じ悲ひを捨てて晴信と同じ戦の鬼おにになることになる。わたしが死ぬのはいいが、柿かき崎ざき、村上、北条たち渡河組のうち、多くの将兵が討ち死にすることに。それでは『義戦』にはならない」

「お嬢さまが死ぬのが最悪の結末ですよ。家臣など、育成すれば出てきます。お嬢さまには、代わりなどおりません」

「政景と姉上のお子、卯うの松まつがいる。わたしが死ねば、あの子に越後守護の座を譲ゆずればいいではないか」

「まだ幼すぎますよ。そもそもお嬢さまが討ち死になどすれば、封ふう印いんを解かれたかのように政景さまが荒あれ狂くるいます。越後も関東も信濃も、死し屍し累るい々るいとなりましょう」

　そうなるだろうな、フン、と政景が杯に満たされた酒を飲み干しながら吐はき捨てた。

「景虎の武がなくば、俺は本性を剝き出しにして、長尾為ため景かげの下げ克こく上じようの流りゆう儀ぎを取ることになる。しかも、まだガキにすぎない俺の子が守護となれば、俺が越後の王だ。そうなれば、宇佐美と直江如ごときに俺は止められん。戸隠の『石』を用いて異形の忍び部隊を結成するのもいいな。加藤段蔵と俺が組めば……」

「では、わたしはまだまだ戦では死ねぬな。越後が弱肉強食の内ない紛ふんに明け暮れていた父上の時代に逆戻りすれば、越後は晴信と北ほう条じよう氏うじ康やすに滅ほろぼされてしまう……また、戦での縛しばりが増えた……宇佐美。旭山城を封ふうじる策はないか。わたしは、城しろ攻ぜめは得意ではない……あと三日もすれば、月のものが来て寝ね込むことになる」

　策は練った、と宇佐美定満が珍めずらしく軍師の表情を浮うかべて、北信濃の地図を机の上に広げていた。

「旭山城は、戸隠山と善光寺の中間に位置し、両者を牽けん制せいし、機会を摑つかめばいずれをも奪えるという、武田方にすれば絶好の位置にある。ここを奪われたことが、今回の苦戦の原因だ。しかも、春日弾正の守りは堅かたい。全軍で旭山城を攻めればいずれは落とせるだろうが、その隙すきに犀川南岸の武田本隊がいっせいに渡河して善光寺へと押し寄せてくる──そこで」

「そこで!?」

「こちらも山さん岳がく地帯に『付け城』を建てて、旭山城を封じる。ここと、ここだ。葛かつら山やま城と大おお峰みね城だ。これで双そう方ほうが迂う闊かつに動けなくなって、睨にらみ合いになる。もともとこの二カ所には、簡素な要よう塞さいが建造されている。城普ぶ請しんを直江の旦那に任せれば、短期間で整備可能だ。むろん真田の忍びが邪じや魔まをしようとするだろうが、そちらは鳶加藤と軒猿衆たちを動かして封ふう殺さつすればいい。連中が持ち去った秘仏も、こうなりゃあ山から迂闊に持ち出せねえ」

「おお。軍師らしい進言だな、宇佐美。わたしはちょっと感激している」

「長丁場になるが、耐たえられるか？　お前の体力が心配だ、景虎」

「わたしが倒たおれている間は、お前たち三人で軍を切り回してくれればいい。わたし不在の折に決戦がはじまればまずいが……持久戦になるのならば、問題なかろう。それに晴信は、わたしが不在の間に決戦を挑んではこない。それだけは、間ま違ちがいない。あの女は勝つためならば手段を選ばないが、わたしのいない越軍に勝ってもそれは勝ちではないという信念だけは揺ゆるがない」

　そしてそれはわたしも同じことだ、と景虎はうなずいていた。

「わたくしとしても、問題はありません。軍神・毘沙門天らしくもない気長な戦となりますが、武田晴信が徹てつ底てい的てきに速戦を避さける戦略を採ってくる以上、付け城戦術を採ること、やむを得ませんね」

「慎しん重ちような春日弾正は動かないだろう。晴信があやつを旭山城へ入れたのは、牽制こそが目的だからよ。それにもしも春日が動いても、この俺がいる。景虎が寝込んでいる間も、旭山城の兵だけが相手ならば、守るのは容易たやすい」




　猿飛佐助から「越軍側が、旭山城の周囲に付け城を整備しはじめたでござる。阻そ止ししようにも、善光寺の東には景虎どのと政景が陣取っており、山中では段蔵どのたちの結界が堅く、止められそうにないでござるよ」との報告を受けた山本勘助は、

「景虎一人で戦っているかのように見えていた越後にも、ひとかどの軍師がいたのだな。宇佐美定満め……昼ひる行灯あんどんではなかったということか……ぐぬぬ」

　と歯ぎしりしながら、犀川の北岸に陣取る越軍を凝ぎよう視ししていた。

　晴信と次じ郎ろう信繁の姉妹しまい、山本勘助、真田幸隆は、急きゆう遽きよ、軍議を開いた。

　晴信はもともと持久戦を覚悟して出陣した。が、相手の越軍がさらなる持久戦に持ち込もうとしていることに、

「これでは千日手だ。甲こう越えつ軍の対陣は百日を超こえるぞ。景虎の体力が持たないのではないか」

　と少なからず動どう揺ようしている。

　信繁は、敵の総大将の身体からだを案じている姉にもどかしさを覚えながらも、武田の副将として事態を打開する道を考え続けていた。

　むしろ晴信にこのような人間の少女らしい感情があるからこそ、妹として姉上を尊敬できるし、姉上を補ほ佐さしたいと心から願えるのだ、と信繁は気づきはじめている。

　景虎は、姉上をなにか誤解している。姉上は戦に勝つために手段を選ばない「甲斐の虎とら」だが、長尾為景やわれらが父上・武田信のぶ虎とらとは違う。姉上の戦には、個人としての欲よく望ぼうの範はん疇ちゆうを超えた「理想」があり「目的」がある。父親を乗り越こえたい、父が犯おかした暴ぼう虐ぎやくの罪の数々を善政によって帳消しにしたいという想おもいがある。その想いは、景虎が背負っているものと同じなのだ。ただ、その「理想」へと至る道筋が、景虎とは異なるだけなのだ。

　どうしても、景虎に「正義は己おのれだけではない。姉上にも姉上の正義があり、避けて通れぬ運命がある」ということを知らしめたかった。

　どうすれば知らしめることができるのだろうか。

　証明するためには、現実に結果を出すしかない。言葉をいくら重ねても無む駄だである。戦で景虎に勝てれば……と、晴信は信じている。が、ほんとうに、勝てるのか。

　山本勘助が越軍を倒すために練った大だい包ほう囲い網もう作戦は、完かん璧ぺきなものだったはずだ。

　信繁も晴信もそう確信していた。

　だが、越軍はその勘助が敷しいた包囲網を次々と破ろうとしている。

「姉上。勘助。幸隆。旭山城を封じられてしまえば、武田軍は一歩も先に進めず、退ひくこともできなくなる……われらが撤てつ退たいすれば、旭山城の二千の武田軍と春日弾正とを、捨て殺しにすることに。しかし犀川を越えれば、あの景虎を相手に正面からの問答無用の決戦となる。そうなれば、決着がどうなるにせよ、武田軍の将兵は凄すさまじい被ひ害がいを」

　晴信と勘助とが人じん智ちを尽つくして再編成し実戦で鍛きたえ抜ぬいた武田軍は、比類なく強くなった。すでに東国最強と言っていい。「河かわ越ごえ夜よ戦いくさ」で関東連合軍を打ち破った名将・北条氏康も、駿する河がの宰相・太たい原げん雪せつ斎さいも、堂々の野戦で武田を破ることは難しいだろう。野戦決戦では武田に圧あつ倒とう的てきに分があり、翻ひるがえって武田が甲斐信濃の山中に引きこもれば、北条も今いま川がわも山また山の甲斐信濃の地形に苦戦し、補給線の維い持じが困難となり、結局は撤退するしかなくなる。だからこその「三国同盟」成立なのだ。北条・今川の両大国といえども、手を組んで晴信を倒そうとは考えない。そのような道を選せん択たくすれば、両家の悲願……関東平定も上じよう洛らくも夢と終わってしまうからだ。武田は三国のうちではもっとも国力に劣おとるが、甲斐信濃の地形とそして武田軍の異常な強さとが、その不利を補うどころかむしろ不利を上回っているのだ。

　村上義清を乗り越えた時点で、武田晴信と山本勘助の主従は、天下をうかがう資格と能力とを得ていたはずだったのだ。

　ただ一人。長尾景虎という異形の天才さえ越後に生まれていなければ、今いま頃ごろは勘助の初期戦略通りに武田こそが東国の覇は者しやとなり、上洛軍をも興おこせているはずだった。

　太た郎ろう義信と飯富兵部が引き裂さかれることも……なかった。

「真田忍にん群ぐんと鳶加藤・軒のき猿ざる衆とが全面決戦に出ればどうなるの、幸隆？」

　信繁の、苦く渋じゆうの進言だった。

「残念ですが、戸隠・飯いい縄づなを戦場とすれば、『石』を持っている加藤のほうが有利ですわ。こちらの忍しのびが倒れても、あちらは新たな忍びを生みだすことができますもの。景虎が拒きよ絶ぜつしても、加藤段蔵は追い詰つめられれば容よう赦しやなくやるでしょう。あの男は、越後と武田の戦いそのものには興味はありません。戸隠の『石』を守護したいだけなのです。それゆえに調略しても、諏す訪わ家を問答無用で滅ぼした武田に降くだる可能性は薄うすく、厄やつ介かいですわ」

　あいや、加藤調略の線も探さぐりましょう、もしも成功すれば川中島の合戦における両軍の忍びの力関係は一変いたします──が、さすがに一朝一いつ夕せきにはいきますまいな、と勘助がうなずいていた。

　晴信は、かつて戸隠で景虎に伝えた『考え』を、口にしていた。

「『石』を破は壊かいしてしまえないか、幸隆」

「石を……破壊、ですか？」

「あたしとて『石』は欲しい。異形の力を持つ忍びを生みだせるのだからな。だが、それはあくまでも手段であって目的ではない。信濃に人間の世が来たことを知らしめるためならば、戸隠山の神域がいったん焼き尽くされることになり、『石』が粉々となっても、やむを得まい。ただの石を新たなご神体として、あとで戸隠の神社を復興すればよいのだ」

「石」に憑つかれた鳶加藤が景虎の影かげとして侍はべっている限り、景虎を「神がかり」から人間に戻もどすことは難しい。たとえ天から降ってきたものであっても、石などただの石にすぎない、石などよりも人間にとっては人間のほうがはるかに貴重で代えがたいものなのだと、あたしはみなに知らしめたい──晴信は、幸隆に、そう告げていた。

　真田幸隆は、わかりました、と応えた。

「『石』が消えれば、信濃にはもう、山の民と領民との差も、なくなりますね。『石』から力を引き出された異形の忍びは、今の代で終わりとなりますが……そのようなものがなくとも、一流の忍びにはなれます。風ふう魔まも伊い賀が甲こう賀がも、人間自身の体力と知力と鍛たん錬れんだけで、人間の限界を超えた存在となれるのです。考えてみましょう。ですが、鳶加藤の結界を突とつ破ぱせねば戸隠山の奥社に隠かくされている『石』には辿たどりつけません。さきほどの勘助どのと同じ言葉ですが、一朝一夕には」

『石』などより人間のほうがはるかにたいせつだ。『石』はいつまでも『石』だ。しかし人間は、刻一刻とその限りある命をすり減らし、老い、死へと向かっているのだから──晴信は幸隆の手を握にぎりながら、そう繰くり返した。

「『石』とは、力の源泉であるから崇すう拝はいされているのではなく、永遠の象しよう徴ちようなのだとあたしは思う。そして、人間の生には、永遠などないのだ。景虎もまた、永えい劫ごうにこの宇宙に存在する毘沙門天の化け身しんではなく、命に限りある人間なのだ」

　ああ。あなたは、『石』を破壊することで景虎を解放したいのですね、と幸隆は思った。

「ですがいずれにせよ──加藤の結界の突破には、途と方ほうもない時間がかかります。真田忍群をもってしても、戸隠本山への潜せん入にゆうは至難の業わざ。武士同士の争い同様、忍びの争いもまた、長期戦となりましょう」

「覚かく悟ごの上だ。このたびの戦いで、景虎とあたしとの決着を、必ずつけねばならない。幸隆、頼たのむ」

　幸隆がうなずく。




　しかし武田方の橋きよう頭とう堡ほ・旭山城は、北の飯いい縄づな山やま・戸隠山、東西の葛山城と大峰城、南の善光寺・横山城の三カ所の拠きよ点てんによって完全に結界を構築されて、ここに封じ込められてしまった。

　戸隠には加藤段蔵が入り、横山城を景虎が守る。これによって真田忍群も春日弾正率いる武田軍籠ろう城じよう隊も、いずれかが敵拠きよ点てんを攻こう略りやくするために突出すれば残った側が叩たたかれるという八方塞ふさがり状態に陥おちいってしまったのである。

　が、それは景虎方も同じことだった。

　犀川南岸の武田晴信本隊が渡と河かしない限り、武田軍も越軍も、戦局を動かせない。一方の越軍は、旭山城を封じ込めねばならず、犀川南岸へは進めない。このままでは勝敗がつかないと焦あせる晴信と勘助は、犀川南岸を堂々と渡わたり善光寺へと迫せまるルート以外の侵しん攻こうルート、あるいは迂う回かいルートの構築について話し合った。

「われらはこたび、景虎不在の隙に善光寺の背後の旭山城を奪うばい、景虎の動きを封ふうじつつ諏訪から犀川を渡って善光寺へとまっすぐに北上する予定でしたが、その旭山城を宇佐美定満が構築した逆結界に封じられた今、犀川を渡る進路は用いることができませぬ。迂う闊かつに渡河すれば、あの景虎が率いる越軍本隊と野戦で激げき突とつせねばならず……そうなれば、両軍ともに無数の犠ぎ牲せいが」

「さしもの真田忍群も戸隠山への強行突入は難しいらしい。堂々巡めぐりになったぞ、勘助。正面決戦では勝ち目がなく、しかも諏訪からの補給路は、長い。対する越後方は補給路が短い。時を浪ろう費ひすればするほど、武田に不利となる。犀川を越えずに北上し、景虎の背後へと回る新たな道を切り開く必要がある」

「別働隊を送り込み、挟はさみ撃うちとするのですな。真田の庄しよう・上うえ田だ方面から善光寺平の東に出る山道を整備するのがよろしいでしょう。前回の戦いでは、はるばる上田まで越軍を釣つりだして、南北に待ち構えるわれらと真田とでこれを挟きよう撃げきするはずでした。が、この策は景虎に読まれました。ならば、逆に武田の別働隊のほうが上田から善光寺平を北上して善光寺に陣取る越軍の背後を奪えばよろしいのです」

「中入りの策か……だが、諏訪の部隊はすでに参戦しているし、上田はあまりに遠すぎる」

「そこで上田から川中島へ入る東の玄げん関かん口ぐちにあたる松まつ代しろに拠点『海かい津づ城』を設けるのです。海津築城に成功すれば、諏訪と上田の二方面より兵を動かせますし、補給も楽となります。長期戦を戦い抜くなら、松代です──越軍から見れば、松代は西に流れる千曲ちくま川がわを天然の堀ほりとし、三方に山々を抱かかえた自然の要害。ここに、この勘助が全身全ぜん霊れいを込めた究極の防衛砦とりでを構築すれば、犀川を渡らずに善光寺平を北上できる『新道』を確保できるというわけです」

「宇佐美定満が築かせている付け城はしょせん、旭山城を封じるための守りの手。しかし海津城は──新たな攻せめの一手だな、勘助」

「御ぎよ意い」

　だが、問題があった。景虎である。「神眼」を持っているとしか思えない景虎率いる越軍本隊が善光寺東に駐ちゆう屯とんしている限りは、いかなる動きも見破られて封じられてしまうということに、晴信と勘助はすぐに気づいた。松代での築城は、景虎がいる限りは不可能だった。景虎が戦場から退かない限り、善光寺平・川中島における大がかりな築城など、夢のまた夢だった。




　戦いは、完全に膠こう着ちやく状態に陥った──。




　五十日が過ぎ、百日が過ぎた。




　　　　※




　晴信と景虎が極ごく秘ひ会見を開いたのは、両軍の対たい陣じんからついに百五十日が経過した頃ころだった。すでに五ヶ月である。そろそろ、両軍ともに兵士たちを帰農させねばならなかった。越軍、武田軍ともに、兵の多くは半農の暮らしをしている。平時は田畑を耕し、戦時のみ武具を持ち出してそれぞれの主あるじのもとに参戦するのである。むろん、時代の流れで専業の兵士も増えてはいるし、足軽部隊には東国の各地から銭ぜにで集められた「傭よう兵へい」も大勢参加している。それでも、完全な兵農分ぶん離りはいまだに為なされていない。

「石」を巡る両軍忍びの争いが激化している戸隠へは、入れない。

　ついに晴信は飯縄山の神社で、景虎と落ち合った──両軍の軍師、宇佐美定満と山本勘助とが、鳥居の下で睨にらみ合いながら二人の会談が成功裏りに終わることを祈いのり続けている。

「おそらくは、正式にはお初にお目にかかる、宇佐美定満どの。三み河かわ牛うし窪くぼ出身の軍師、山本勘助にございます。それがしは五体満足な時代には真田に交じって忍び働きもし、足を壊こわして以後も『山の民たみ』同様の暮らしをしていた者ゆえ、どこかですれ違ちがったことはあるやもしれませぬが──」

「越後柏かしわ崎ざきの琵び琶わ島じま城城主、宇佐美定満だ。趣しゆ味みは釣り。そうだな……あんたとは対照的な『海の男』さ。信虎を追い落として晴信を甲斐の国主にした鬼き謀ぼうの軍師とは、あんただったか……直江の旦だん那なの同席を許さなかったのは、なぜなんだぜ？」

「暗殺を恐おそれて。越後の冷血な宰さい相しよう・直江大和どのは景虎どののためならば、主命に逆らってでもなんでもやるという噂うわさですからな。だが宇佐美どのは、そうではありますまい。景虎どのに『義』を教えた師し匠しようなれば」

「あんたは、晴信になにを教えた？」

「御お屋や形かたさまにそれがしが教えられるようなものなど、ございませぬ。御屋形さまは文武両道、あらゆる能力に長たけたお方。ただ──『野望』の炎ほのおに、火を点ともし申した」

「おかげで、景虎は連年のように川中島で戦わねばならなくなった。正直言って、大だい迷めい惑わくだ。あんたたちが上洛を志していることは知っている。ならば、信濃征せい圧あつ事業は東信濃、中信濃、南信濃までを奪うにとどめ、北信濃は武田と長尾との緩かん衝しよう地帯にしておくべきだった。義将・景虎には信濃を侵略するつもりなどない。村上、小笠原に乞こわれて川中島へ出兵しているだけだ」

「越後をあきらめて東とう山さん道どうを進み、美み濃のを奪って近江おうみまで抜ぬけよと？　それは困難。甲斐は山国。美濃もまた同様。海路と港なくば、武田上洛は困難でございましょう。山国かつ東国という不利。われらは、たとえ鉄てつ砲ぽうを手に入れても火薬を買えませぬ。それどころか、甲斐は塩すら隣りん国ごくからの輸入に頼たよる国なのです」

「東とう海かい道どうに出るか、直なお江え津つに出るかの二択たく、か。いずれにせよ、晴信には辛つらい選せん択たく肢しだな。駿河に追いだして今川に身を寄せている父親を完全に捨てるか、あるいは景虎との友情を捨てるか、だ……」

「……左様。御屋形さまは、景虎どのに並々ならぬ思い入れがございます。どうしても景虎どのに戦いくさで勝ちたいと……そうでなければ、武田軍は日ひノ本もと最強を名乗ることはかなわぬと。が、いかなる謀略も小細工も、武田の精密な軍制も、『赤備え』を中心とした集団騎き馬ば戦術すらも、景虎どのには通じ申さぬ」

「それで、ついに会見か。もう善光寺に出てきて五ヶ月になる。これ以上は、景虎の身体からだはもたねえぜ」

「御屋形さまも、景虎どののお身体を案じておられる。ここで落としどころを見み出いだし、撤てつ兵ぺいしていただきたいのです」

「そして松代に拠点を築き、次の戦でこそ善光寺平を奪だつ取しゆするつもりか。あんたらは外交に詐さ術じゆつを用いる。とてもじゃねえが、景虎は折れまい。どれほど衰すい弱じやくしようともな」

「……この戦、いつか勝敗がつくのでしょうか、宇佐美どの。それがしは、この善光寺平・川中島での両者の戦いが、永遠に続くことを恐れております──文字通り、永遠に──御屋形さまの限りあるお命が、この小さな盆ぼん地ちでその持ち時間のすべてを使い果たしてしまうことを」

　あの二人は鬼おにごっこをしているのさ、と宇佐美定満は笑っていた。

「こんな戦国の世でなければ、きっと二人は、いい友達になれただろうよ。境きよう遇ぐうも似ている。互たがいに足りぬものを補い合える無二の親友になれただろう。だが、今は乱世だ」

「……川中島そのものはそれなりの石こく高だかが見込めるとはいえ、狭せまい土地にすぎませぬ。小笠原長時が逐ちく電でんして信濃守護不在となった今、せめて戸隠の『石』の所有権がはっきりすれば、戦いは収まりましょう。が、太原雪斎と今川義よし元もとが上じよう洛らくを果たしてしまえば、それすら不可能となりますぞ、宇佐美どの。幕府と組んだ雪斎が三み好よしを京から駆く逐ちくし、確固とした今川政権を畿き内ないに築けば──武田はもはや東海道へは南下できず、越後の海を目指す他なくなりましょう。あくまでも武田が本来手に入れるべきは東海道。越後北上は最善手ではありませぬ……」

　海という名の富を持たざる者の苦く悩のう、越後の武将たちには理解できますまい、金山に捕ほ虜りよを次々と送らねばならぬのもすべては甲斐が貧しいゆえなのです、と勘助はため息をついた。

「信濃の神々を殺しにかかった武田と、毘沙門天の力で人々の心を慰い撫ぶしようとする景虎。この戦いは宿命だろうよ、勘助の旦那」

「川中島という土地は動かせませぬ。だが、民の心は、移ろいやすいもの。善光寺だけでも、解体して分け取りにできませぬか？　甲斐と越後とにそれぞれ新たな善光寺を開き、それぞれの派は閥ばつについた僧そう侶りよを招くのです。秘仏などは名ばかりのものにて、互いにうちの寺に迎むかえた秘仏がほんものだと言い張ればよろしいでしょう」

「それはいい案だな、旦那。オレは神も仏も信用しちゃあいねえ男だ。直江もな。が、景虎が許すまい。噓うそで、民を欺あざむくことになる」

「戸隠を長尾が、この飯縄を武田が分け取りとして、戸隠忍にん群ぐんと真田忍群とが戸隠・飯縄をそれぞれの本ほん拠きよとして北信霊れい山ざんを分割支配するというそれがしの案も、景虎どのはお認めにならぬでしょうな」

「だろうな。霊山を二つに割るなど、景虎の流りゆう儀ぎじゃねえ。戸隠と真田。同じ祖を持つ忍しのび同士を、ひたすらに戦わせ続けることになる」

「しかしこの飯縄山には恐るべき『管くだ狐ぎつね使い』がおりますぞ。景虎どのが管狐に憑つかれれば、なんとするおつもりか」

「その時には、てめえに憑いた管狐と友達になるさ。それが、景虎だ」

「管狐の如ごとき妖よう怪かい変へん化げをも、友に……？　ならば、飯縄忍術もまた、戸隠忍群最強を誇ほこる鳶とび加藤の術同様に、景虎どのには通じぬと？」

「そうだ。あらゆる獣けものも草木も、天とそして地も、景虎にとっては敵ではない──惜おしむらくは、人間の姫ひめも、そうであってくれたらな」

「天と地と、そして姫ですか……」

　勘助は隻せき眼がんを細めながら、飯縄神社のご神木「皇すめ足たる穂ほの命みこと神社の大おお杉すぎ」を見上げていた。信じがたいほどの巨きよ木ぼくだった。なぜ、雷かみなりが落ちないのか、不思議でならなかった。それがしと御屋形さまが挑いどんでいる相手は、この神の力を帯びた巨木にも等しい、と嘆たん息そくした。

　しかしその皇足穂命神社の大杉の幹のあちこちに、啄木鳥きつつきが止まり、嘴くちばしで穴を穿うがっている姿を見つけた勘助は、「ほう……」とうなりながら呟つぶやいていた。天の雷ですら倒たおせぬ神の木をも、あの小さな啄木鳥たちはいつか倒してしまうかもしれなかった。




　宇佐美定満と山本勘助が鳥居の下で和わ睦ぼく交こう渉しようを続ける間──。

　境けい内だいで、景虎と晴信は、久々に二人きりの時間を過ごしていた。

　今、下界で繰くり広げられている合戦について話し合うつもりはなかった。

　それは、二人の軍師の仕事である。

　言葉は少なかった。

　ただ、二人きりで北信の霊山を眺ながめていられれば、それでよかった。

　しかし、こうして二人で過ごせる時間もまた、少ない。

「……あなたを毘沙門天のもとから引きずり下ろすために、あらゆる手を用いてきた。けれども、無理かもしれない。堂々の決戦で、越軍を打ち破る以外には、道はないのかもしれないわ」
















　晴信が、切りだした。

　晴信が煮にてくれた「ほうとう」を小さな口にほおばりながら、景虎は、夢から覚まされたかのように赤い瞳ひとみを揺ゆらし、

「それでは大勢の兵が死ぬわ。あなたのたいせつな人たちも、きっと」

　と、うなだれていた。

「どちらにしても、兵は死ぬことになるの。あたしたちが川中島に囚とらわれている隙すきに、太原雪斎は上洛軍を興おこして尾お張わりの織お田だ信のぶ秀ひでと死し闘とうを繰り広げ、そして織田家を滅ほろぼすことになる。尾張は複数の国人勢力が並立していて、信秀はまだ尾張一国すら統一できていない。津つ島しま湊みなと・熱あつ田た湊みなとの経済力だけがあの男の武器……三河までを併へい吞どんし終えた今川の大軍に攻め込まれれば、もって、一月か、二月。背後に控ひかえる反信秀派の国人たちが雪斎に調略されて、そこで詰つみになるはず。あたしとあなたが和わ睦ぼくを結ぶならば、今川の上洛戦がはじまっていない今が最後の機会よ。景虎……」

「それは、下界での武家名よ。『けんしん』と呼んで。わたしも、あなたを晴信とは呼びたくない……それに」

「それに？」

「わたしとの戦いをやめてしまえば、あなたは、お父上が軟なん禁きんされている駿河へと兵を向けるのでしょう。父殺しの大罪を犯おかすのでしょう……それならば、わたしはあと何百日でも、川中島にあなたを捕とらえていたい」

　景虎は「こうしてお互いに犀川を挟はさんで睨み合っている限りは、決戦も起こらず、人も死なない」と晴信の着物の袖そでをそっと摑つかみ取っていた。

「でも。長対陣が続けば、あなたの身体が弱っていく。ひどく瘦やせたわ、あなたは。これ以上は、もたないのでしょう？」

「……だいじょうぶ。毘沙門天の化け身しんが死ぬ時は──殿との方がたに心を奪うばわれた時、と定められているもの。あなたに囚われている限りは、定められた時はまだ来ない」

「それはあなたの思い込みよ。毘沙門天なんてものは……あなたの心が作りだした幻まぼろしにすぎないの。善光寺の秘仏はただの木き彫ぼりの彫ちよう刻こくだし、戸隠の『石』だって、ただの石よ。大地に転がっている石と違うところは、天から落ちてきたというだけ」

「では、龍りゆうは？　糸いと魚い川がわから戸隠、飯縄、諏訪へと延びる、巨きよ大だいな地龍もまた、ただの幻にすぎない？　わたしは感じるわ。大地の奥底に眠ねむる、龍の息吹いぶきを。砥と石いし城であなたが真田忍びにやらせたように、地龍の眠りを乱してはならない」

「……戸隠の石がただの石にすぎず、地龍もまた大地の底に走る『地割れ』にすぎないことを、あたしはいずれ証明する……諏訪の神みわ氏しが、ただの人間だったのと同じに」

「その論法では、人間もまた、皮に詰まった血と肉の袋ふくろにすぎないことになるわ。美は幻で、醜しゆうだけがほんもの。義も愛も幻で、野望と欲よくだけがほんもの。そういうことに、なる。でも、それは違う。人の心に浮うかび上がる感情に、なんの根拠もないだなんて。わたしが戸隠の山に感じる神聖さも。あなたに感じる好意も。あなたの横顔を見て、美しいと思うこの気持ちも……すべてはわたしの頭の中に生まれた幻にすぎないというの？　それは逆よ。山がなければ、そこに神聖さはなく、あなたがいなければ、そこに美しさもないのよ」

　卵と鶏にわとり、どちらが先なのかという堂々巡めぐりの話よ、それは、と晴信は呟きながら思わず目を閉じていた。

　景虎の赤い瞳に捉とらえられたら、「そうね。そのとおりだわ」とうなずいてしまう。あたしは、彼女ほどに美しい者を、見たことがない。今後も、ないだろう。この「美しい」という言葉にならない感動を、まるで神に邂かい逅こうしたかのような法ほう悦えつを、すべて「心が生んだ幻」で片付けることは、理ことわりが情に勝る思考法を身につけている晴信にすら、不可能だった。越後の男武将たちは、足軽たちは、この景虎の神秘的ですらある美しさに魂たましいを奪われ、死兵と化し、戦法と道理と技術のすべてを注ぎ込んで勘助と晴信が構築した武田軍をも凌りよう駕がするのだ。ならば、「毘沙門天の化身」という「観念」もまた、人を突つき動かし世界を変える力でありうるのだ。もはや神の時代が終わり、人間の時代が訪おとずれつつある乱世においても、なお。

　だが晴信には、景虎は日ノ本の天と地と海の神々とが人間たちに置き捨てていった「最後のあだ花」のような気がしてならなかった。景虎は、望めばなにもかもを手に入れられる者として生まれながら、決して報むくいはしない神々のために自ら壮そう大だいな徒労を繰り返す者なのだという悲しみから、逃のがれられなかった。

　自分は、父上という自分を否定し縛しばろうとした絶対君主から逃れるために戦っている。景虎は、その逆──生前はほとんど自分を愛さなかったであろう父親の鎮ちん魂こんのために、神になりきろうとしている。

「『けんしん』。そろそろ、お別れの時間ね。次に会う時には……あなたを戦場から連れ去るために、迎えに行くわ。わたしは下界であなたに勝ち、あなたを姫武将の宿命から引き上げてただの女の子に戻もどしてみせる。きっと」

「……待っているわ。『しんけん』ちゃん。わたしを戦で破れる者がいるとすれば、今の日ノ本を見み渡わたしてみてもあなたしかいない。でも、来てくれなければ、わたしのほうから行くかもしれない。わたしは、自分の欲を抑おさえるように自分をしつけてきたけれど……気が、短いの」

「あなたの体力が尽つきて倒れてしまう前に、必ず。でも……『毘』の旗のもとへと辿たどりつくまでの道のりは、険しいわね……」

　晴信は、鳥居の下で神木をじっと凝ぎよう視ししている山本勘助の側がわへ視線を送り、（景虎の身体はもうあまりもたない。ほうとうも、ほとんど食べてくれなかった……どうか、景虎とこれ以上戦わせないで）と願っていた。




　飯縄山で景虎と晴信が極秘会見を開いたことが、越軍と武田軍の双そう方ほうの陣じん営えいに漏もれ伝わったのは、数日後のことだった。

　どこから漏れたのかは、わからない。会見中、飯縄に結界を張って相そう互ごを監かん視ししていた加藤段蔵と猿飛佐助も、漏らしてはいない。あるいは、目もく撃げき者などはおらず、なんとなく飯縄から戻ってきた景虎と晴信が発する「空気」を周囲の者たちが察しただけなのかもしれなかった。

　二人は姫武将同士でありながら、「恋こい仲なか」なのではないか。川中島のこの長対陣の目的は、実は二人の「逢おう瀬せ」なのではないか、最初から決着などつけるつもりはどちらにもないのではないか。

　いつ果てるともわからない長対陣に疲つかれ果てて倦うんでいた両軍の諸将と兵士たちが、いっせいに不満を口にしはじめた。憶おく測そくと妄もう想そうと疑ぎ心しん暗あん鬼きが、噂うわさをどんどん過激なものとしていった。

　景虎がひたすら男性を遠ざけていて、「五年の後に祝しゆう言げんを挙げる」という約束を果たすつもりがどうやらなさそうだということは、すでに越後諸将の間では常識となっている。とりわけ、堺で夜よ這ばいをかけた小笠原長時が景虎に追い払はらわれて三好家へと逐電したことが、大きかった。信濃守護の小笠原長時ですら拒きよ絶ぜつされるのであれば、景虎を嫁よめに取れる可能性がある男は、家格的には関東管かん領れい・上うえ杉すぎ憲のり政まさと、長尾家の郎ろう党とう筆頭である上田長尾の政景くらいしかいない。

　が、政景は景虎の姉の綾を妻としているから、そうなれば「可能性」を残している者は上杉憲政一人だ。

　その上杉憲政は関東帰き還かんのために派は閥ばつを作って越後で策動しており、当然、信濃の川中島戦線には出てきていない。

　武田晴信もまた、父親を駿河へ追放して以後、男を寄せ付けず、むしろ姫武将ばかりを育成しているという。例外は山本勘助という異形の軍師くらいだが、勘助はもともと大人の女によ人にんに興味がない変人なので晴信のそばに侍はべることができるのだともいう。諏訪の幼い姫・四し郎ろう勝かつ頼よりを勘助が神の如く崇すう拝はいしていることは、越後でも「あれはいったい」「どういうことなのだろう」と話題になっていたのだ。

　武田晴信と長尾景虎とが、お互たがいに愛らしいあだなをつけて、呼び合っている……という話まで、出てきた。互いの名を交こう換かんして、「けんしん」「しんけん」と名乗っているのだとか。

　当然、川中島に駆かり出されていた諸将から、不満が出た。

「景虎さまはかような安っぽい同性愛趣しゆ味みに走られるようなお方にあらず！　父を裏切り野望に身を焦こがす武田晴信どののお心をも慈じ悲ひ心しんで救おうとなされておられるのだ、南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ！」と涙なみだながらに唱えて諸将を威い圧あつしてきた柿崎景かげ家いえも、これにはいよいよ困り果てた。

　ついには宰さい相しようの直江大和が、越後の諸将から「たとえ何年続こうとも川中島で武田軍と対たい峙じいたします」という誓せい紙しを取らねばならなくなった。

　この「誓紙騒そう動どう」の折、直江がわざわざ、

「陣中でいざこざを起こした者は誅ちゆうします」

　と憎にくまれ役を買ってまで諸将の前で宣言したのも、すでに諸将間で内ない紛ふんがはじまりつつあったからだ。足軽同士のケンカなどは、無数に起きている。越軍の絶対の統率力は、景虎ただ一人への信しん仰こう心によって成立している。これがなければ、越軍はたちまち不仲で協調性のない国人たちの寄せ集め軍団に堕だす。

　宇佐美定満が「てめえら、長引く対陣で鬱うつ憤ぷんが溜たまっているんだ。景虎は遊女たちを陣に近づけさせたりしないからな。だが、目を覚ませ。ぎゃーぎゃーうるさくて銭ぜにがかかり手間もかかる女よりも、時代はかわいい兎うさぎだ！　さあ、みんなで兎のぬいぐるみを作って心を癒いやすんだ」とぬいぐるみ教室を開かい催さいしようとして危あやうく袋だたきにされかけたのも、この時である。

　この成り行きを本陣に籠こもり、琵び琶わを弾ひきながらじっと見ていた景虎は、

「男どもはどうして、こうも即そく物ぶつ的なのか。わたしはつくづく、姫ひめ武将として越後を束ねることが、嫌いやになってきた……」

　と深く傷ついていた。

　晴信もまた武田軍の諸将たちが抱いだいた疑心に苦心しているというが、現実主義者の晴信ならば動じないだろう。むしろ、越軍を分ぶん裂れつさせる好機とばかりに利用してくるかもしれない。

　が、実のところ、両軍の将兵がこれほど苛いら立だっている最大の理由は兵ひよう糧ろう不足だった。春日かすが山やまから善光寺までは近いとはいえ、雪に閉ざされた補給路からの兵糧が、滞とどこおりはじめていた。諏訪・甲斐からはるかに遠い犀川南岸に陣を敷しく武田軍にいたっては、延びきった補給線の維い持じの難しさはさらに深刻である。

　山本勘助は川中島の対陣が膠こう着ちやくしている隙を見て信濃と美濃の間に位置する山国・木き曽そへも兵と忍しのびを繰くり出し、独立性が高かった木曽の国人を完全に武田の傘さん下かに治めたというが、はるか遠くの木曽から兵糧が届くわけでもない。美濃へ進む細い道を確保したというにすぎない。

　ただ、晴信が「川中島での決戦」をあるいは放ほう棄きしてでも美濃へと転戦する道を真しん剣けんに探さぐりはじめていることは、景虎にも伝わった。晴信にとって、景虎との決戦の結末は「勝利」でなければならない。勝利を摑む機会が訪れないのならば、木曽から美濃へと東山道を進んで海へ出ずに都を望むという限りなく細い「道」も視野に入れねばならない。

　だが、東海道筋をほぼ制圧した太原雪斎が尾張を併吞するほうが、よほど早い。

　両者に残された時間は少ない。晴信は決戦に及およぶだろうか。景虎は、上杉憲政から教わった琵琶を一心不乱に弾きながら、武田軍が動き、そして「勝機」が訪れる瞬しゆん間かんを、待った。もはや体力は限界だった。酒も、喉のどを通らない。

　しかし、さらなる事態急変が、越軍のこれ以上の川中島対陣を困難とした。

　その急変とは──。




「加か賀がで一いつ揆き衆と決戦していた、越えち前ぜんの朝あさ倉くら宗そう滴てきが……にわかに病死しやがった！　あの爺じいさんの天命が、ついに尽きた……！　到とう底てい、死にそうにない爺じじいだったのによ。よりによって、こんな時に」




　対陣百八十日を過ぎたある夜、朝倉宗滴病死の一報を越前から入手した宇佐美定満が、慌あわてて直江大和と景虎のもとに駆け込んできたのだった。

「お嬢じようさま。いけません。一揆衆は朝倉軍を破るでしょう。当主の朝倉義よし景かげは戦いくさを嫌きらっています……朝倉軍は数十年にわたって宗滴どの一人が仕切っていましたから、宗滴どのの欠けた朝倉軍に勝てる道理はありません。朝倉軍は近いうちに加賀から引き上げ、一揆勢は越えつ中ちゆうへ戻ってきます。そして、糸魚川を越こえて越後へ踏ふみ込もうとするでしょう」

　直江大和が撤てつ退たいを唱え、宇佐美もまた、

「これ以上の持久戦は不可能となった。長対陣に倦んでいる将兵たちのほうも、もう限界に来ている。こうなれば犀川を渡わたって決戦するか、撤退するかの二択たくだ、景虎」

　と景虎に選択を促うながさざるを得なかった。

「晴信はわたしを戦場で迎むかえに来ると言った。わたしが毘沙門天の化身ではなく、ただの人間の少女だと証明するために、と。だが、来ない……来てくれない。わたしは、どうすればいい」

「迎えに来たくとも、一万二千の大軍と一いつ緒しよなんだぜ。武田軍と越軍が正面衝しよう突とつすれば、どちらが勝つにしても、両軍に無数の犠ぎ牲せいが出る。晴信と勘助だって、勝機を摑つかめなければ、動けねえ」

「もう誓紙は取ってしまいました。これ以上将兵が動どう揺ようすれば、もはや防ぎ止められません。唯ゆい一いつ彼らの動揺を鎮しずめる方法は、『決戦』です。お嬢さまの勇姿を戦場で見れば、彼らも再び忠誠心を取り戻しましょう。ですが今のお嬢さまには、もうその体力が」

「……直江……一刻で引き上げると定めれば、あるいは、わたしは出陣できるやもしれぬ」

「いいえ。武田晴信と真正面から激突するとなれば、合戦が一刻で終わる道理はありません！」

　この時。

　諸将から「景虎さまを狙ねらう男」として警けい戒かいされている第三の男・長尾政景が、珍めずらしく景虎のもとを訪おとずれてきた。

「フン。宇佐美定満と直江大和。軍師と宰相の二人が雁がん首くび揃そろえて固まっているとはな。三国同盟に加えて北ほく陸りくの一揆。越後の諸将の心ももうばらばらだ。四し面めん楚そ歌かとなったな、景虎よ……こういう時はな、『遠えん交こう近きん攻こう』だ。敵の敵は味方、よ。貴様は策略を嫌うが、策略なくば乱世は生き延びられんぞ」

　武田の眼めを、太原雪斎のほうへ向けてやれ、東海道筋のほうへな──その結果、武田晴信が「父殺しの娘むすめ」になろうが、俺たち越後人の知ったことではない、と政景はうそぶいた。

　景虎は（相変わらず慈じ悲ひがない。勝手なことを）と顔をしかめた。が、宇佐美定満が、

「オレたちがなにもしなくても、今いま頃ごろは武田の本陣も大おお騒さわぎになっているだろうよ」

　と政景に答えていた。

「朝倉宗滴が死んだということは、畿内にまで睨にらみを利きかせていた軍事大国・越前が、一夜にして惰だ弱じやくな国に成り下がったということだ。越前一いち乗じよう谷だにの絢けん爛らんたる文化は当主の朝倉義景がさらに守もり立てるだろうが、もう軍事的には二流の国だ。つまりよ」

「目の上のこぶだった越前が一日にして弱体化した以上、近江の六ろつ角かく家に余よ裕ゆうができた。六角と懇こん意いにしてきた太原雪斎と今川義元が東海道を抜ぬくにあたって、尾張の織田を踏み潰つぶすことはいよいよ容易たやすくなった──そういうわけですね、宇佐美さま」

「フン。太原雪斎、いよいよ上じよう洛らくか。景虎が不意を衝ついて単身で上洛し、将軍家・関白とよしみを結んだことに、雪斎も少々の焦あせりを感じているだろうしな。まだ北陸一揆衆が道を塞ふさいでいる以上、越後から軍団を率いての上洛は困難とはいえ、もはや不可能ではなくなったのだから。しかも越軍は、越前を事実上、素通りできることになった」

「政景の旦だん那な。景虎が武田と戦っているうちに先に上洛しなければならないと、雪斎は焦りだしているぜ。そして、駿河から近江への道は今、完全に開いた。残るは尾張だけだ」




　宇佐美定満の読み通りとなった。

　補給に苦しみ厭えん戦せん気分が蔓まん延えんしていた武田陣営からも、「水入りにしよう」という声が上がっていた。そして軍師・山本勘助は、朝倉宗滴の死によって一気に畿内情勢が変わったことで上洛をいよいよ急いでいた太原雪斎に「調停役」を依い頼らいするという奇策を閃ひらめいていたのだった。

「これ以上の対陣は困難。景虎どのがさらなるご無理をなされて病死されては、決着は永遠につかなくなってしまいまする。それでは御お屋や形かたさまのお志は果たせぬままに……しかし宗滴が死んだ今ならば、雪斎に甲こう越えつ両軍を調停させることが可能ですぞ、御屋形さま！　雪斎は、それがしに調停役を乞こわれれば、すぐに乗って参ります！」

　だがそれは、今川義元の上洛を武田が全面的に支し援えんせねばならぬ「借り」を作るということにもなる、と晴信はすぐにはうなずけなかった。

「あいや。それがしが宿すく曜よう道どうで星を読んだところ、宗滴の寿じゆ命みようの終わりはすでに近づいておりました。そしてその読み、的中いたしました。そして──太原雪斎の命もまた──調停役に駆り出して、上洛軍を興おこすまでの時間を雪斎に消費させますれば、あるいは上洛前に雪斎の天命が尽つきる可能性が生まれましょう」

　宿曜道とは恐おそろしい術だな、と晴信は嘆たん息そくした。

「あたしや景虎の寿命も、読めるのか」

「それがしは武田家の軍師なれば、武田家の方々の星は見ませぬ。そして長尾景虎。あの者は特別……毘沙門天の星を背負う者なれば、勘助をもってしてもまるでその天命がわかりませぬ。が、雪斎の命は。しかし、それだけでなく」

「それだけでなく？」

「尾張の織田信秀の天命もまた、遠からず尽きましょう。おそらくは急な病にて。信秀が死んだところへ雪斎が攻せめ入れば、尾張は瞬時に今川のものに。なんとしても先に雪斎の天命を尽きさせねばなりませぬ。そのためには──」

　晴信は、うなずいていた。それで景虎の身体からだと命も守れる。景虎の本ほん陣じんに攻め込んで「毘沙門天」の幻まぼろしから景虎をすくい上げるとは誓ちかったが、景虎をこのような持久戦で過労死させるなど、あたしは絶対にやりたくない。

「勘助。お前はまさに、天下の奇き才さいだ！　雪斎を動かせ。景虎を迎えに行くという約束は延びることになるが、この戦、和わ睦ぼくに持ち込む。そしてあたしたちは──」

　雪斎なきあと、いずれ駿河を盗とる、という言葉を晴信はかろうじて吞のみ込んでいた。今川の姫と祝しゆう言げんを挙げた太郎義信がそのような言葉を聞けば、激げき昂こうするだろう、とわかっていたからだ。義信はもともと一本気な好漢で、正義感が強い。そのような裏切りを、義信が喜ぶはずがなかった。

　今は、まだ駿河問題を表面化させるべき時ではない。

　川中島での対決を、いずれもういちど行わねばならないのだ。景虎との約束を果たすために。野望のためにあらゆる同盟や約束を破り続けてもなお、景虎との約束だけは絶対に破りたくなかった。

「ご安心あれ、御屋形さま。太原雪斎は、京にて学問を積んできた高こう僧そうなれば、それがしのような怪あやしの術を用いませぬ。軍師としての知力は雪斎どののほうが上かもしれませぬが、その一点において、忍び崩くずれの『山の民たみ』として漂ひよう泊はくの人生を過ごしてきたそれがしが、勝てます」

　山本勘助はすでに、川中島で越軍を破る戦術をも、その異形の頭脳の中で組み立てはじめているようだった──。




　　　　※




　駿河・遠江とおとうみ・三河の三国を支配する今川家の宰さい相しよう・太原雪斎は、すでに上洛準備にかかっていた。流る浪ろうの将軍足あし利かが義よし輝てるを保護している近江の六角家と同盟を結んで上洛を果たし、今川義元を天下の副将軍あるいは細ほそ川かわに代わる新たな管かん領れいに。それが、雪斎の悲願だった。

　雪斎は、もともと京の高僧である。

　義元にまだ今川家を継つぐ予定がなく、「芳ほう菊ぎく丸まる」と名乗っていた幼女時代、今川家と縁えんの深い雪斎は乞われて義元の家庭教師となり、京へ義元を連れて行って教育を施ほどこした。義元の風流癖へきと意外な博学は、この京時代に培つちかわれたものだ。この頃ころには、義元はあくまでも今川家の「姫ひめ」であって武将として家か督とくを継ぐ予定はなく、雪斎の教育が「文」に傾かたむいていたのも当然だったし、雪斎自身、自分に軍師や宰相としての武才があることに気づいていなかった。事実、雪斎はその知ち謀ぼうと見識の高さを買われ今川家から切りだされた仕官の話を「拙せつ僧そうは出家ゆえ、戦やまつりごとは苦手でございますれば」とひとたびは丁てい重ちように断っている。

　しかし、義元の運命は急変した。今川家の当主で義元の実父だった名君・氏うじ親ちかが死去した後、家督を継いだ兄・氏うじ輝てるも病死。氏輝は生来、身体が弱かったと言われている。長尾景虎の兄・晴はる景かげに似た、武将職が似合わない繊せん細さいな人物だったらしい。虚きよ弱じやくな上に早世した氏輝には子がなく、駿河今川家でもまた、武田家・長尾家同様に、後こう継けい者しや争いが勃ぼつ発ぱつした──これが「花はな倉くらの乱」と呼ばれる抗こう争そうである。

　越後でも「三さん分ぶ一いち原はらの合戦」が勃発して、長尾為景と長尾政景が越後守護代の座を巡めぐって相争っていた頃のことだ。

　雪斎の本心は、義元を戦乱の渦うずに放り込むことを望まず、可能ならば京の都で風流な姫として育成し続けたかったに違ちがいない。しかし、氏輝の死には不ふ穏おんな噂うわさが流れていた──今川家の家督を狙った者たちによる毒殺だというのである。事実ならば、義元もまた死を賜たまわることは確実だった。ならば、義元に今川家を相続させる以外に、義元を守る道はない。雪斎は僧でありながら法ほう衣えの上から甲かつ冑ちゆうを身につけ、駿河の戦場で兵を率いて戦うこととなった。

　今川家嫡ちやく流りゆうの義元を還げん俗ぞくさせて「姫武将」となして後継者に推おした太原雪斎と、庶しよ流りゆうで義元の腹違いの兄にあたる玄げん広こう恵え探たんを推す福ふく島しま一族との間で激しい合戦が繰くり広げられ──そして、雪斎が勝った。彼は、自分自身でも気づいていなかったが、たぐいまれな戦の才能を持った天才軍師だったのだ。京の仏僧界を名のある高僧として渡り歩いてきた雪斎に外交の才があるのは当然だったが、軍才までは彼自身でさえ意識したことがなかった。ともあれ、今川家の仇きゆう敵てきだった甲斐の武田信虎と和睦し同盟を結んだことが、雪斎の勝利を決定づけた。

　が、義元を当主に据すえた時から、雪斎の目的はただひとつ。

　義元を、京の都へと帰き還かんさせることである──しかし、ただの姫として上洛することはもう難しい。ならば、東海道を制せい覇はした堂々の「天下人」として。

　その後、親しん戚せき筋すじとも言える小お田だ原わらの北条家と国境問題で揉もめて「河か東とうの乱」が勃発したため、雪斎の上洛作戦は遅おくれたが、北条家三代目を継いだ姫大名・北条氏康が関東諸将からの大包囲攻勢を受けて、武田晴信の仲ちゆう裁さいで今川領への侵しん攻こうを取りやめたことから、北条との関係は改善された。家督を奪うばうために父・信虎を駿河今川家へ追放した武田晴信との関係が良好になったことが縁となって、北条氏康との和睦を成功せしめたのだから、「甲こう相そう駿すん三国同盟」の布石は雪斎が為なしたといっていい。

　倒たおしても倒しても津島湊みなとが生みだす無む尽じん蔵ぞうの財力を元手に執しつ拗ように抵てい抗こうしてくる尾張の織田信秀との戦いも圧あつ倒とう的てき有利に進め、三河の松まつ平だいら氏・吉き良ら氏を傘さん下かに収めた雪斎は、三国同盟成立と同時に上洛軍の下準備にかかっていた。まさに出立し天下に号令を下す直前となったその時、山本勘助から「川中島での調停役」を依頼されたのだった。

　山本勘助と武田晴信による時間稼かせぎだと雪斎はすぐに見み抜ぬいた。が、二百日にも及およぶ対陣のために補給に難なん渋じゆうする武田軍が苦境に陥おちいっていることは間違いなかった。断って上洛すれば、のちのち手て薄うすとなった駿河遠江へ向けて武田が牙きばを剝むいてくるかもしれない。ここで恩を売れば、同盟破りをものともしない武田といえども、安易に今川を裏切れなくなるはずだ。なによりも、武田晴信と長尾景虎の実力は伯はく仲ちゆうしており、川中島での合戦はまだ終わらない。第三次があり、第四次もあるだろう。永遠に戦わせておけばよいのだ。武田は川中島に永遠に囚とらわれ、駿河へは南下できない。北条氏康はもとより関東制覇にしか興味がないし、こちらも長尾景虎の関東侵攻に怯おびえている。

「越後に『毘沙門天の化け身しん』長尾景虎どのが出現してくれたおかげで、甲斐の虎とらと相模さがみの獅し子しは駿河に手を出すことができなくなった。これもまた、義元さまの強運のなせるわざ……」

　黒衣の宰相・太原雪斎は、駿河・遠江・三河で進めていた上洛準備を一時中断して、川中島から善光寺へと入った。とはいえ、二ヶ月か三ヶ月、上洛が遅れるだけのことである。武田晴信と長尾景虎の次の合戦は、すぐにはじまる。和睦など一年も持つまい。同じく父親の愛を求め父性の欠けつ如じよに飢うえ渇かわきながら戦う姫武将でありながら、二人は決して相あい容いれない。接すれば接するほど、交われば交わるほど、二人は「幸福」から遠ざかっていく。悲しいことではあったが、晴信にしても景虎にしても、自分自身で「壁かべ」を乗り越こえるしかないのだ。

　善光寺での和睦会見の場に、晴信と景虎は欠席していた。戸隠で、そして飯縄では無二の親友同士であり、互たがいを互いの半身であるかのように尊敬し合っている二人だった。しかし公おおやけの場で「越後守護」「甲斐守護」の立場を背負った二人を会わせると、そうはいかない。二人が己おのれの「義」と「野望」とを激しくぶつけ合い、まとまるものもまとまらなくなる恐れがあった。

　越後からは、宇佐美定満と直江大和。

「あんたが太原雪斎か……甲冑を着て戦いくさをするような人物には見えねえ。戦う高僧、黒衣の宰相とはよく言ったもんだ。オレと直江の旦那なんぞよりも、雪斎どのが景虎の後見人を務めてくれていれば、景虎の義戦もやりやすくなっていたかもなあ」

「ですが雪斎どのがお嬢じようさまを後見していれば、出家させてそのまま叡えい山ざんから戻もどさないでしょう。義元さまは戦嫌ぎらいゆえに、雪斎どのに戦を丸投げできるお方です。その点、うちのお嬢さまは真逆ですから……」

「それもそうか」

　甲斐からは、山本勘助。

「雪斎どの、かたじけない。われらが御屋形さまも本来出席すべきではありますが、こたびの交こう渉しよう、それがしが御屋形さまと典てん廏きゆう信繁さまより全権を一任されております。どうか一刻も早く、和睦を。それがお互いのためです」

　それぞれの軍師と宰相とが、主君に代わって和睦会見に出席していた。もっとも、甲斐には軍師こそいるが「宰相」はいない。内政から外交、治水から開かい墾こん、金山発はつ掘くつから町造り、道路建設に至るまで、およそ政治に関することはすべて的確にこなしてしまう万能型秀しゆう才さいである晴信自身がまつりごとを行うのがもっとも効率的だからだ。

（それにどうせ、武田晴信どのには、今日交かわされる制約を守るつもりはなかろう。長対陣で衰すい弱じやくしているという景虎どののご体調を案じているのと、拙僧の上じよう洛らく軍出陣宣言を遅らせるのとが晴信どのの目的。いずれにせよ、拙僧は急いで和睦を成立させねばならぬ）

　黒衣の調停者──太原雪斎は、そこまで読んで、長尾方に圧倒的に有利な条件を提示した。勘助の隻せき眼がんがあらかじめ「どのような条件であれ武田は吞みまする。しょせんは文面にすぎぬ。雪斎どのも上洛するならばお急ぎあれ」と告げていたからである。

「おのおのがた、よろしいですかな。これより犀川の北岸・善光寺平を長尾方、南岸の川中島を武田方の領土として確定いたします。武田方が善光寺平を奪だつ取しゆするために兵を入れている拠きよ点てん・旭山城は、武田軍の手によって破は却きやくいたします。善光寺は引き続き長尾方の領内に。ただし、分ぶん裂れつしている善光寺の別当・国人たちは、それぞれが望むほうの陣営につけばよろしいでしょう──そして、善光寺の奥の院にあたる戸隠山と飯縄山もむろん、長尾方として確定いたします」

　犀川を国境線と画定し、問題の善光寺と戸隠山はいずれも長尾方とする。ただし犀川の南岸は武田方とする。それが、雪斎が出した和睦条件だった。

　宇佐美定満が、

「帰るべき土地を失う村上義清の旦だん那なさえうなずけば、越後に有利だな。そして村上の旦那からは、『対陣二百日。諸将にもわが主あるじにも、もう十分に戦っていただいた。俺はもう長尾景虎どのの家臣だ。越後に生き、越後で死ぬ。祖国の信濃に未練なし』という言葉をもらっている。つまり──こちらは、雪斎どのの条件を丸吞みするぜ」

　と膝ひざを叩たたいた。一日も早く、衰弱している景虎を春日かすが山やま城へ戻してやりたいのだ。宇佐美もまた焦あせっていたし、村上義清もそうだった。

　直江大和はさすがに焦りを表情には出さず、

「旭山城に持ち去られた善光寺の秘仏の所属はいかがいたします」

　と勘助に釘くぎを刺さした。が、勘助は（直江大和は切れ者だが、こたびは突つっぱねられぬ。景虎どののご体調が決定的に悪化してしまうことをなによりも内心恐おそれておられる。吞むだろう）と読んでいる。

「秘仏は、武田方についた善光寺の別当どもが甲斐へ持ち帰り、甲斐に新たな善光寺を建ててそこへ祀まつりまする」

「しかしそれでは、善光寺平の民心が」

「あいや。戸隠山のご神体である『石』は、引き続き長尾方のもの。痛み分けということですな」

「戸隠の『石』を崇あがめている者は修しゆ験げん道どうの山やま伏ぶしや戸隠忍びなど、わずかな『山の民』のみ。善光寺平の農民・商人たちは、あくまでも善光寺の秘仏を崇すう拝はいしています。なれば、痛み分けとはいえ、われら越後方がいささか不利ではありませんか」

「そうですかな。景虎どのは『義』と『神々』を守り、われらが御屋形さまはあくまでも人間としての『実利』を取る。それらしい決着といえましょう」

　直江の旦那。そこまででやめておけ、と宇佐美が直江の肩かたを叩いていた。

「いずれにせよ、戦は引き分けなんだ。痛み分け以外に、止める方法はねえ。善光寺の秘仏は、特別な力を放っている戸隠の『石』とは違う。越後にも善光寺を建こん立りゆうし、こっちがほんものの秘仏だ、と言い張ればそれで善光寺平の領民の半ばはこちらにつけられる」

「それもまた、お嬢さまを怒おこらせるような詐さ術じゆつめいた策ですがね。ですが雪斎どのにまで出張ってきていただいた以上、やむを得ませんね」

「村上の旦那に対する、景虎の忸じく怩じたる思いのほうが心配だぜ、オレは。意地になって、村上領を取り戻すまでは何度でも川中島に出兵すると言いだすかもしれねえな……ただでさえ、晴信に対しては異様に感情的だ」

　それは困りますな。武田が雪斎どのの仲ちゆう介かいで越後と和わ睦ぼくしたということは、駿河も越後も攻せめられなくなった武田はこれより木曽から美濃へと西進せねばならぬことに。越軍にまたぞろ川中島に出張ってこられれば、美濃攻めなど夢のまた夢となってしまいまする、と勘助が黒い笑みを浮うかべていた──この和睦で時間を稼かせぐうちに、次の川中島の対決では必ず越軍に勝つ、そのための策はもうそれがしの脳のう髄ずいのうちに閃ひらめいていると言いたげな、いっそ清すが々すがしいほどの悪相だった。

「ほう。美濃を……それゆえに木曽の支配を固められたのですな。拙僧が尾張を盗とるのが先か、勘助どのが美濃を盗るのが先か、ですな。もしも先に美濃を塞ふさがれれば、拙僧の上洛計画も少々面めん倒どうなことに。厄やつ介かいな軍師どのを、甲斐に盗られてしまった」

　雪斎が酒を舐なめながら、勘助に向けて仏のような微笑ほほえみを返していた。

「そうなりまする。それがしが駿河今川家に仕官できておれば、やはり東海道を突き進んで尾張をまっすぐに狙ねらいましたでしょうが、身分卑いやしく面相も醜みにくいそれがしのうちに軍師の才を認めてくださったお方は、御お屋や形かたさまのみでございました」

「それはお心得違い、勘助どの。義元さまは……姫ひめは、そなたが隻眼の醜ぶ男おとこだから仕官を認めなかったのではありませぬ。生まれつき高貴で、天然に無礼なところがある姫ゆえに、誤解されやすいお方ではありますが……義元さまは、『わらわの父親役は雪斎一人で十分ですわ、二人は要いりませんわ』と拙せつ僧そうに気き遣づかったのです」

「……なんと？」

「ゆえに、駿河の軍師も宰さい相しようも、拙僧ただ一人なのです。ですが、これでよかったのでしょう、勘助どの。妻を娶めとらず子を持たなかったわれら二人ともども、己の才能のすべてを注ぎ込めるよき主君に巡めぐり会えた……長尾景虎どのは生しよう涯がい不ふ犯ぼんを誓ちかう身でほとんど出家のようなお方ですのに、己のもとにやってくる殿との方がたをすべて家臣として召めし抱かかえてしまうという少々風変わりな御ご仁じんですが、不思議なものですな」

「雪斎どの。しかしよ、オレも直江の旦那も独り身だぜ。オレは束そく縛ばくを嫌うただの遊び人だが、直江は律りち儀ぎにも景虎に操みさおを立てていやがる。景虎が不犯を通す限りは自分も通す、とな」

「ほう……」

　宇佐美定満は思った。奇き遇ぐうにして、この場にいる男たちはみな、乱世に翻ほん弄ろうされて己の家族を持つことができなかった。だがしかし、それぞれが心の中で、己の主君と定めた姫武将に己のほんものの娘むすめ以上に純じゆん粋すいに愛情を注ぎ、育成し、彼女の「夢」を実現するために戦い続けてきた、酔すい狂きようで希け有うな男たちだ……と。

　その男たちが、戦場で、そして謀ぼう略りやくの場で戦わねばならぬとは、人の世とは、乱世とは、まことに悲しく──だがしかし、それが面おも白しろい。

　雪斎の言葉に動どう揺ようした山本勘助は、思わず己の動揺を隠かくそうとして口走っていた。

「……かぐや姫の如ごとく大勢の美男どもに囲まれながら不犯を貫つらぬく景虎どのも不思議な女によ人にんでございますが……己の運命のすべてを平然と雪斎どの一人に託たくしてしまわれる今川の姫もまた、不思議な姫にございますな」

　雪斎は、（勘助どのも少々、拙僧を足止めしたことに良心が咎とがめているらしい。しかし構わぬ。わが姫が勘助どのを不当に扱あつかったという誤解が解けるならば、それで）と微笑みながら酒をあおっていた。たしかに上洛は少々遅れた。が、義元にとって真に必要なものは上洛ではないのだ。むしろ、誰だれよりも上洛したがっている者は、京を懐なつかしんでいる自分なのだ。

「勘助どの。わが姫は……軍才もまつりごとの才もなきゆえに、戦の天才である景虎どのや、文武両道の秀才である晴信どのよりもずっと、幸せに近いのです。姫は、途と方ほうもなく大きな『器うつわ』なのです」

「あいや。才なくば、天下に号令なすことも国を守ることも、難しいでしょう」

「そのために、拙僧がおります。器を満たす『才』は、拙僧が注ぎ込めばよい」

　不意に、勘助の顔色が、青くなっていた。

「しかし……その……もしも、雪斎どのが突とつ然ぜんみまかられれば？」

　拙僧が次代の宰相と見込む姫武将・竹たけ千ち代よこと松平元もと康やすがおります、とは雪斎は言わずにおいた。自分が松平元康を今川家の次なる宰相と見込んでいることを、雪斎はなるべく目立たせずに隠しておきたかった。が、隠しても無む駄だだろうとも思っている。なにしろ次の世代の人材を育成する仕事は、宰相・軍師の主な仕事のひとつである。勘助は次代の武田家を担になって立つ新四天王候補や四郎勝頼を育成しているし、宇佐美定満と直江大和も次代の宰相候補を育成しているのだという。敢あえて言わずとも、知ち恵え者の勘助ならば雪斎がすでに自分の「次」を準備していることくらいはわかることだろう。

　それなのに、拙僧亡なきあとの今川家を勘助どのが憂ゆう慮りよするとは妙みようなことだ、と雪斎は思った。雪斎自身は、己の健康状態を鑑かんがみればあと五年から十年は生きられる、将軍を連れて上洛して三好松まつ永ながを畿内から追い落とし、事実上の「今川幕府」の体制を完全に固める時間はある、それだけの大仕事がざっと済んだのち、成長した松平元康にその体制を引き継つがせれば義元の天下は揺ゆるがぬものとなる、と信じていた。

　雪斎は（勘助どのもまた、いかめしい表情と露ろ悪あく的てきな言葉とで武田家の鬼おに軍師役を演じてはいるが、やはり最後の最後にはついに鬼になりきれぬ御仁だ。晴信どのは、よき軍師に巡り会えた）と思い、静かに微笑んでいた。

「勘助どの。たとえそうなっても、姫は幸福を摑つかまれる。最後の、最後には。それは戦での勝利でもなく天下ですらないかもしれませぬが、姫にとっての幸福とは、天下ではないのです」

「天下ではなく、幸福……」

「いったいなにが幸福か。それは、他人が決めるものではなく、父親や母親、ましてや拙僧が決めるものですらなく、その人自身が決めるもの。姫には、重ねてそう教えて参りました。姫を教え導く父親役として、拙僧、その点だけは自信がございます──今は晴信どのの野望のために悪あつ鬼きとなって奔ほん走そうしている勘助どのも、いずれはご理解いただけるでしょう。景虎どのをこれまで導いてきた宇佐美どのと直江どのは、すでに、拙僧のこの言葉、おおむね理解してくださっております。それゆえに、『毘沙門天の化け身しん』として生き続ける道を降りようとしない景虎どのに対するお二人のお心のつらさと切なさ、拙僧、痛ましいほどにわかります。いずれ……いずれ、きっとお二人の思い、景虎どのに伝わりましょう。人の心の傷は、いつか、癒いやされます。春になれば越後の雪が溶とけるように、誰かが、愛情を注ぎ続ければ、必ず」

　宇佐美定満は、（この坊ぼうさんこそが、天下一の宰相だ。オレなんぞ足あし下もとにも及およばねえ。駿河でなく越後に、来てくれていれば）と言葉を失っていた。

　直江大和は、（わたくしと宇佐美さまは、二人でようやく一人。ただ一人で景虎さまを補ほ佐させねばならない与六が目指すべき宰相の姿が、ここにあった）と珍めずらしく顔を上気させていた。

　そして山本勘助は、（雪斎どの。あなたの、お命は、もはや。それがしが……雪斎どのの夢を……上じよう洛らくを、阻そ止ししたのです。そしていずれは義元さまも、それがしが率いる武田兵が……）とこみ上げてくる言葉と涙なみだを抑おさえ込み、耐たえながら、

「これにて甲越和わ睦ぼく、成り申した。雪斎どの、このご恩は必ず」

　と、さほど飲めない酒を無理矢理に喉のどの奥へと流し込んでいた。




　川中島での二百日の対たい陣じんは終わり、そして。




　和睦の使者役を果たして義元のもとへ戻もどろうとした太原雪斎は、駿河への帰路に、倒たおれた。急な脳のう溢いつ血けつだった。

「……姫……拙僧のために、上洛を急いではなりませぬ……姫の幸福は……姫自身が」

　それが雪斎の最さい期ごの言葉だったという。

　雪斎は、義元に再会することなく、死んだ。

　勘助は、雪斎の宿星が流れていくさまを、帰国準備中だった川中島の夜空に見つけ、思わず合がつ掌しようしていた。

（やはり、天命が尽つきておられた。越後と甲斐の果てしなき戦いを止めてくださるお方は、もう、おられぬ。雪斎どのの寿じゆ命みようがあと三年あれば、あるいは、武田家の運命も、景虎どのの運命も、ずっと良き方向に……これで、両者はみたび川中島で死し闘とうを繰くり広げるしか、道がなくなった）

　いつかそれがしも鬼から仏へと生まれ変わる時が来るのだろうか、と勘助は思った。御屋形さまの幸福のためならば、たとえ軍師としての知謀のすべてを失ってでも、仏に生まれ変わりたい、と願った。







　第五話　景かげ虎とらの出しゆつ奔ぽん







　信濃しなの守護・小お笠がさ原わら長なが時ときの逐ちく電でん。

　国人たちに多大な労苦を強しいた川かわ中なか島じまでの二百日対陣の結果、ついに武たけ田だ晴はる信のぶを押し返せずに犀さい川がわ以南の支配権を譲じよう渡とし、村むら上かみ義よし清きよの戻るべき故国を手放し、さらには善ぜん光こう寺じの秘仏を甲か斐いへ持ち去られたこと。

　そして、なによりも、対陣のさなかに景虎がひそかに晴信と「密会」していたこと──。

　越えち後ご守護代に就ついた当初から、景虎は男性嫌ぎらいで通っていた。

　祝しゆう言げん相手を定めるまでに五年の猶ゆう予よを認めさせたのも、そもそも、最初から祝言を挙げるつもりなど景虎にはなかったからであり、男性に対しては景虎は「生涯不犯」を貫くつもりだった。高こう野や山さんに登って毘び沙しや門もん天てんの化身としての正式な真言を授さずけられてからは、いよいよ生涯不犯の誓いは不動のものとなった。だが、生涯不犯はあくまでも男に対しての縛しばりであって、姫武将は別である。越後には姫武将はいない。しかし隣りん国ごくには、景虎が慕したっている美しく若い姫武将がいる。それが、武田晴信──。

　川中島での長対陣は、つまりは、はじめから雌し雄ゆうを決するつもりのない二人の姫武将がともに最前線に出て密会し、「睦むつ言ごと」を語り合うために行われていた「八や百お長ちよう」とも言うべき「芝しば居い」だった。

　つまり、川中島で武田軍と決着をつける意図が、景虎にはなかった。

　越後の国人たちは、景虎の道ならぬ姫武将同士の恋こいのために、ただ働きをさせられた道化どもにすぎなかった──。

　二百日の対陣はあまりにも長く、あまりにも退たい屈くつなものだった。いつしか誰とはなしに、越後の諸将の間で、このような風説が広まっていた。山やま本もと勘かん助すけの策ではなかった。しかし、どれほど箝かん口こう令れいを敷しこうとも噂うわさは流れ続け、そして膨ふくらみ続けた──姫武将など越後の外では珍しくもない存在であり、景虎と晴信の仲はただの親愛な友情関係にすぎない。色恋ではなく、まして肉体関係などあろうはずがない──と、宇う佐さ美み定さだ満みつがいくら力説しても、姫武将という風習を「異習」だと信じている越後の国人たちには理解しがたかった。

　彼らは、武田晴信が実の父親を追放して以来、極度の男性嫌い・少女愛好者となり、周囲に若い姫武将たちを集めて武田軍を「姫武将軍団」として再編成しつつあることを見てきている。事実、川中島ではかつて信のぶ虎とら時代の武田軍を支えていた板いた垣がき信のぶ方かたや甘あま利り虎とら泰やすといった男武将たちの多くがすでに亡く、馬ば場ば信のぶ房ふさ、工く藤どうなにがし、飯お富ぶ兵ひよう部ぶ、春日かすが弾だん正じようといった若い姫武将たちと、そして姫武将ばかりの「山の民」真さな田だ一族が武田軍の中ちゆう核かくを担っていた。男武将で武田軍の重じゆう鎮ちんに座っている者は、弟の義よし信のぶをはじめとする一族郎ろう党とうのみ。例外は山本勘助くらいだが、勘助は「四し郎ろう勝かつ頼よりさまこそ生き神さま。われ、大人の女人に興味なし」と咆ほう哮こうする一種の酔狂な変人であるがゆえに、晴信も「男」として警けい戒かいする必要がないのだという。

　飯富兵部を中心に、若い姫武将だけで「新武田四天王」制を導入するという噂まである。

　その晴信が、絶世の美少女である景虎に恋れん慕ぼしないはずがなく、元来男嫌いの景虎もまた、晴信に言い寄られて悪い気はしない。そのため、合戦を口実に川中島へと引きずり出され、密会を重ねたのだ──。

　噂はいつか既き成せい事実となり、越後の国人衆は怒いかり、動揺し、焦あせった。

　とりわけ色をなしたのが、このまま自分は関かん東とうごと景虎に捨て去られてしまうのではないかと恐おそれた関東管かん領れい・上うえ杉すぎ憲のり政まさだった。

　いくら琵び琶わを教えても、景虎が自分に心を寄せる気配はない。妙だよ、といぶかしんでいるところに、「晴信と恋仲」という衝しよう撃げき的てきな噂が飛び込んできたのだ。恋こい敵がたきだったはずの小笠原長時は、上洛という機会を得て堺さかいで景虎に言い寄ったが、その結果、すげなくあしらわれ、三み好よし家へ逃にげ込んでいる。景虎が底そこ抜ぬけに無む欲よくで正義感溢あふれる「義将」だということは、越後亡命以来「関東管領さま」として丁てい重ちように扱われ続けている彼にとってももはや疑うべくもないが、「男嫌い」＝「生しよう涯がい不ふ犯ぼん」という景虎の奇き妙みような癖くせを脅おびやかした者に対しては、景虎は義ではなく怒りで返してくるらしい。自分もまた、景虎に無理に言い寄れば、越えつ中ちゆうあるいは奥おう羽うに追放されてしまうのではないだろうか、と怯おびえた。

　その他、本来は越後守護の家臣という意識などない独立勢力でありながらいずれ景虎を自らの妻にという悲願を抱いだいていたからこそ戦ってきた揚あが北きた衆しゆうの男武将たち、川中島での莫ばく大だいな出費に憤ふん死し寸前となっている財務官かん僚りようの大おお熊くま朝とも秀ひで、謀む反ほんまでしていながらいっこうに越後国外に己おのれの拠きよ点てんたる城を持つことを許されない北きた条じよう高たか広ひろら、大勢の男武将が不満を爆ばく発はつさせていた。なにしろ、川中島では労多くして益なく、景虎自身なんら得るものがなく、得たのは「晴信と密会を重ねていた」という醜しゆう聞ぶんのみである。

　景虎が軍を率いて越後へと帰国すると同時に、いっせいに国人衆が春日かすが山やま城へと押しかけ、景虎と、その景虎を庇ひ護ごしている宇佐美・直なお江えの両名を詰きつ問もんすることとなった。

　景虎は、川中島での長対陣で完全に体調を崩くずし、本来は諸将に謁えつ見けんする体力も気力もなかった。姉の綾あやがすっかり瘦やせて帰ってきた景虎を心配し、「一ヶ月はなにもせずに春日山城でゆっくり静養を取らないと」と押しとどめたが、律りち儀ぎな景虎は病身を押して諸将との面談に及んだ。

　やはり景虎の健康を案じて謁見を延期するように勧すすめてきた宇佐美定満と直江大和やまとを左右に配しながら、「わたしがここで諸将を追い返せば、やっと統一したばかりの越後が再びばらばらになってしまう」と言い切って強行したのだ。

　最初に謁見した相手は、うるさ型の北条高広である。

　関東の広大な領土からの収益を当てにしている北条はもともと関東遠えん征せい派で、川中島での合戦を快く思っていない。その上、景虎が掲かかげた「五年の猶予」が祝言を拒きよ絶ぜつする詭き弁べんにすぎないと見切りをつけていた。

「それがし、いちど景虎さまに許された反逆者なれど、今回だけは言わせていただきますぞ。武田晴信との恋仲の噂……それがしは信じてはおりませぬが、越後の男武将どもは、姫ひめ武将という風習を知らぬゆえに、あのような噂を真に受けてしまいます。五年の猶予など噓うそだ、川中島での逢おう瀬せにわれわれは永遠に付き合わされ、土地も城も得られず、ただ将兵の命と兵ひよう糧ろうと銭ぜにとを浪ろう費ひさせられるだけだと……みな、怒り心頭なのです。一月ならばいざしらず、さすがに二百日は長すぎましたぞ」

　景虎には、反論できる体力が残っていない。座っているだけで、精せい一いつ杯ぱいだった。宇佐美と直江とが、代わりに答えた。あらかじめ、こう詰問されればこう返す、と詳しよう細さいに取り決めてある。

「川中島に拘こう泥でいしていてももはや越後諸将はついてこない。関東に遠征せよ、自分を上野こうずけの城代に任じろ、と言いたいんだな。北条の旦だん那な」

「左様。関東遠征こそ、川中島で不満を溜ため込んだ国人どもを再びひとつにまとめるために必要な義戦。それがし自身の利益のためでもあり、越後長なが尾お家の安あん泰たいのためでもあります。小笠原どのが逐電した今、信濃出兵には関東遠征ほどの大義がない。これが仮に関東遠征であれば、二百日の遠征であっても、諸将はこれほど憤いきどおらなかったはず」

「ごらんのように、お嬢じようさまは疲ひ弊へいしておられます。上杉憲政さまをお迎むかえした以上は、関東遠征は必ず行います。ですが今は、越後の国力回復とともに、お嬢さまの体力気力の回復を待っていただきたい」

　北条高広は「それはむろん、それがしどもも承知しております。景虎さまの衰すい弱じやくぶりは、おいたわしい限り。川中島で命を削けずられておられる……それを知っていればこそ、こたびは誰だれも謀反を起こさぬのです。ですが……恋仲などではないにしても、今の景虎さまは、晴信に魅み入いられて魂たましいを吸われているも同然」と胸を張っていた。そして、言い放った。

「武田晴信は姫武将を惹ひきつける魔ま性しようの持ち主に違ちがいありませぬ。景虎さまは無む垢くゆえに、あの者に抵てい抗こうできぬのです。これ以上、川中島での堂々巡めぐりを続けぬためにも……関東遠征を成功させるためにも……落としどころとして、景虎さまにはそれがしと祝言を挙げていただきたい。北条家はご存じの通り越後きっての名族。家臣筋とはいえ、問題はございませぬ」

　それで諸将も納得いたしましょう。それがしは国人連中に嫉しつ妬とされますが、晴信と川中島に取りつかれたまま景虎さまを放置しておくよりはずっとましです、景虎さまさえ身を固められれば越後は平へい穏おんを取り戻し再び乱れることはなくなります、と北条高広は言いつのった。

　やはりこの計算高い男は粛しゆく清せいしておくべきでした、と直江大和が宇佐美に囁ささやいた。宇佐美はすでに、室内に「糸」を張り巡らせている。いつ何時、部屋に詰つめてきた武将が景虎に狼ろう藉ぜきを働くやもしれず、野心を剝むき出しにするやもしれず、その時には景虎が止めようとも「粛清」する以外にはないと思い詰めていた。それほどに、事態は切せつ迫ぱくしている。

「景虎さま。直接お言葉を。拒絶するにしても承しよう諾だくするにしても、直接、言っていただきたい」

　北条高広の心には景虎への恋慕の想おもいはなく、越後国主の座への野心のみがある。が、すべては「計算」であり、計算通りに事態が運ばねば即そく座ざに撤てつ回かいし、景虎への恨うらみなども残さない。醜みにくいものではない。現実主義者なのだ。景虎はだから北条への怒りは感じなかったが、返答に詰まった。断る、と一いつ喝かつするべきだったが、その気力がない。川中島で無理に無理を重ねてきた景虎は、疲弊しきっていた。今もしも、男に力ずくで押し倒たおされれば抵抗することすらできない……と怯えきっていた。

　しかしその怯えを態度に出せば、直江大和が「やってください」と宇佐美に目で告げるのだろう。そして宇佐美は、北条を暗殺する。いつもなら、景虎が「暗殺はならぬ」と止めれば、宇佐美はあっさりと引き下がる。が、景虎自身の命の火が弱り、政権の存続が危あやうくなっている今は無理だ。景虎を守るためなら、直江も宇佐美も、己の感情や信念すら曲げて「鬼おに」になることができる男たちだった。自分の命すらも、即座に投げ出してしまえるほどに。それが景虎には、痛いほどにわかってしまう。

「……今日は、わたしに対して何人もの男武将が言いつのってくることになる。返事は、その全員から求きゆう婚こんを受けた後に」

　景虎はかろうじて、そう答えて判断を保留した。

　北条高広も、これ以上の無理押しは自分の首を絞しめることになると知っていて、いったん引き下がった。

「ごもっともでございます。たとえそれがしは断られても、景虎さまのご判断に従います。ですが、それがしのように理詰めで生きている男だけではありませぬぞ。恋慕の情に憑つかれている者は、そう簡単には景虎さまをあきらめられますまい。いかがなさいます」

　それはこれから考える、北条の旦那、と宇佐美定満が答えていた。

　北条が一礼して去ったあと──揚北衆を代表して、若い本ほん庄じよう繁しげ長ながが飛び込んできた。揚北衆の男たちはみな気性が荒あらい。揚北衆のうち、今日、景虎に謁見できる者はただ一人。激しい殴なぐり合いの末、本庄繁長がかろうじて勝ったらしい。顔を腫はらしていた。

　しかし揚北衆には、もっと強い男が大勢いる。本庄繁長が勝ち残ったのは、まさに執しゆう念ねんと景虎への情熱のなせるわざだ、と宇佐美は呆あきれた。

「景虎さま！　あなたは心が綺き麗れいすぎます！　武田晴信に騙だまされているんです！　姫武将同士の恋は純じゆん粋すいで穢けがれがないとか、生涯不犯の誓ちかいを破ることにはならないとか、うまいことを言って……そうに違いないっ！」

　こいつはまだガキで一本気なだけに北条の旦那より面めん倒どうだ、と宇佐美定満が頭を抱かかえた。

「ボク如ごときが求婚するのは僭せん越えつにして崇すう拝はいする景虎さまを穢す行こう為いだとはわかっていますが……揚北衆総出での景虎さまへの求婚権を賭かけた勝負に勝ち残ったからには、言います！　たっぷりと！　ボクと祝しゆう言げんを挙げてくださあああああい！」

　ボクは！　生涯！　景虎さまに服従しどんなご命令にも従います！　川中島であろうが関東であろうが、上じよう洛らく戦であろうが！　越後守護にまつろわぬ揚北衆をボクが無理矢理に束ねて、景虎さまの夢と志のために奔ほん走そうさせ続けますっ！　ですから、どうかボクを信じてください！　と本庄繁長は勢い余っておいおい泣きながら景虎に求婚し続けた。

　この純真な本庄繁長がわたしの「弟」であってくれたなら、と景虎は思った。晴信に、妹の信のぶ繁しげと弟の義信が侍はべっているように。しかし、景虎には弟も妹もいない。それが現実である。義弟として長尾家に迎えたくとも、本庄繁長に娶めとらせる妹すらいないのだ。

「……求婚の言葉は聞いた。かたじけない。そなたの想いは素直にありがたいと思う。全員からの求婚を受けてから、返事を決める」

「ありがとうございます！　晴信のことは生涯を賭けてでも忘れさせます！」

　私と彼女はそういう仲ではない、と景虎はそこだけは訂てい正せいしたかったが、その気力がもうない。少ししゃべっただけで、もう、息が上がっていた。

「本庄どの。お嬢さまはお疲つかれなのです。まだ求婚者が二人ほど控ひかえています……これほどの大事ゆえ、返事は、すぐにはできますまい。今しばらく、お下がりください」

「わかりました、宰さい相しようさま！　もしも今日の婿むこ選びの結果、揚北衆が反乱を起こしましたら、このボクが問答無用で鎮ちん圧あつしますから、ご心配なく！　景虎さまを想うだけで、ボクはいくらでも強くなれます！」

　本庄繁長が部屋からぱたぱたと立ち去ったあと。

　若いが、婿にするにはもっともいい男だ、と宇佐美が視線で景虎に伝えてきたが、景虎は毘沙門天より「殿との方がたに恋をすればその時、命が尽つきる」と知らされている、と信じている。好感を抱ける相手を婿に取れば、いずれ恋に堕おちて、義戦を遂すい行こうしきれぬままに死ぬことになる。川中島も、関東も、畿き内ないも、なにもかも放りだして志半ばで死んでしまうことになる……そうなれば、わが父も救われない、と景虎は思った。

「お前、まだそんな世よ迷まい言を信じているのか。幼かった頃ころ、お前を導いた毘沙門天は、お前の頭がこしらえた幻げん覚かくだ」

「宇佐美さま。後がつかえています。その話はまた次の機会に──」

　直江大和が合図すると同時に、第三の求婚者が入ってきた。

　そう。本来は景虎へ苦情を言い立てるための面談であるはずが、いつしか「求婚者」が集まる面談になっていたのだ。しかも、四人来る、ということまでは宇佐美と直江も把は握あくしているが、誰が出てくるかは土ど壇たん場ばまでわからない。景虎の体調をかんがみて面談者は四人までと定めたため、舞ぶ台たい裏うらで国人たちが紛ふん糾きゆうしているのだ。絶対に現れないとわかっている男は、「ご主君が五年待てとおっしゃっているというのに疑うとはいかがなものか！　南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ」と唱える柿かき崎ざき景かげ家いえ──宇佐美定満はこの生き真ま面じ目めすぎる男が景虎の婿としてもっとも無難でいい落としどころだと思っているが──と、信濃からの降将ですでに妻子を抱えている老いた村上義清の二人くらいである。あとは、誰が出てくるのか、想像もつかない。人数を限定しなければ、越後守護を主しゆう筋すじとは思ってもいない下か越えつの揚北衆などは一人残らず景虎の前にはせ参じていたはずだ。

　それにしても三人目は、意外な人物だった。

　関東管かん領れい・上杉憲政その人だったのだ。

「上杉憲政の旦那……!?　あんた、関東管領だろうが？　まさか景虎の婿として名乗りをあげるつもりか？」

「憲政さま。小笠原さまがどうなったか、ご存じでしょうに。いつまでも関東遠征がはじまらず焦あせる気持ちは理解できますが、縁えん談だん話にあなたが首を突つっ込めば、ますます話がややこしくなりますよ」

　宇佐美定満と直江大和が青ざめ、景虎が（まさか憲政さまが？）と困こん惑わくしていると、上杉憲政は意外な提案を切り出してきた。

「景虎が川中島と関東との間で板いた挟ばさみとなっていることは、僕にもわかっている。ぼかぁ小笠原などとは違い、ほんものの貴公子さ。平安時代じゃあるまいし、夜よ這ばいのような無粋な真ま似ねはしない。求婚する者の当然の義務として……景虎への誠意の証あかしとして、引き出物を用意した。僕は知っての通り、名ばかりの関東管領だ。一兵も率いることができぬ亡命者だ。実権は、景虎にある。左右には宇佐美どのと直江どのが阿あ吽うんの呼吸で常に侍り、すぐ後ろには修しゆ羅らの如き形相で景虎を見守る鬼の長尾政まさ景かげがいる。その上、鳶とび加か藤とうなる忍しのびが闇やみに潜ひそんで景虎を無言で守護している。いくら貴公子然として振ふる舞まっても、舌先三寸で景虎から越後の実権を奪うばい取ることはできないと、さしもの僕も長い越後暮らしで悟さとっているよ」

　上杉憲政さまも焦っておられるのだ。亡命当初はすぐにお嬢さまの心を摑つかみ取って越後を自由にできるという野望も持っていたろうが、越後では通じぬと知られたのだ。北ほう条じよう氏うじ康やすと武田晴信にいいように負かされ続けたことで自うぬ惚ぼれていた心が削られ、身ひとつで越後へ逃にげ込まれた敗残者でありながらお嬢さまから主君として丁てい重ちように扱あつかわれ続けたために、いくらか丸くなられたのだろうと直江がうなずいた。

　それだけに、上杉憲政の「引き出物」は、宇佐美も直江も考えもつかなかった途と方ほうもないものだった。

「僕の妻となってくれた暁あかつきには、僕は隠いん居きよし、景虎に上杉家の家か督とくを継つがせ、関東管領の位を譲ゆずろうと思う」

　その折には、関東管領・上杉景虎改め上杉政まさ虎とらと名を改めればいい、僕の名──憲政から「政」の一文字を与あたえよう、と上杉憲政はさらなる「引き出物」を出してきた。

「上杉家に伝わる、戦国関東の歴史を綴つづった数々の文書も、宝物も、すべて譲ろう」

　そこまでして旦だん那なになんの得がある？　北条氏康への復ふく讐しゆうのために上杉家をまるごと投げ出しちまうのか？　と思わず宇佐美が問い詰めた。上杉憲政は、

「そうだね。たしかにはじめは、戦いくさにはめっぽう強いが田舎いなか者の景虎を利用して、あの小ずるい北条氏康を倒すつもりだった。しかし……景虎に琵び琶わを教えているうちに、いつしか僕のほうが、景虎に魂を奪われていたらしいよ。それに、このまま越後で居候いそうろうを続けていても、関東管領の位も上杉家も春の雪のように溶とけて消え失うせてしまうばかりだ。すでに北条氏康は、一族の足あし利かが義よし氏うじを関東公く方ぼうの位に就つけて、自らの傀かい儡らいとしている。いずれは関東管領職そのものを、消し去ってしまおうとしている……景虎のもとに寄宿していれば、僕は生きられるだけは生きられるだろう。だが関東管領職と上杉家という先祖伝来の貴重な資産をこのままむざむざ失ってしまうくらいならば、譲られるべき資格を持つ者にすべてを譲ってしまいたい、と焦っていることは事実だね」

　と涼すずしげに答えていた。政治家としての判断と、風流な貴公子としての情とが、上杉憲政自身の心のうちでも複雑に入り乱れているらしい。

「足利義氏、とは？　どなたです？」

　思わず、しばらく呆ぼう然ぜんとして固まっていた景虎が、声を発していた。

「先の古こ河が公方、つまり先代関東公方・足利晴はる氏うじの子供さ。足利晴氏は、関東管領である僕と結けつ託たくして北条氏康を滅ほろぼすべく関東の諸将を総動員し戦ったが、ご存じの通り河かわ越ごえ夜よ戦いくさで僕たちは敗北して、僕は越後へ亡命。関東公方家は事実上滅めつ亡ぼうした。足利晴氏もまた、河越夜戦のあとも執しつ拗ように北条に抵てい抗こうしたが、今は関東公方の地位を北条に奪われて完全に死に体さ」

「お嬢じようさま。足利晴氏には何人か子がいますが、関東の覇は者しやを目指す北条家はもともと関東公方家に妻を娶らせておりました。晴氏を捕とらえたのち、北条の血を引いている足利義氏を形ばかりの関東公方に据すえたのです。足利幕府による正式な手続きを得ていませんので、『自じ称しよう』関東公方にすぎませんが」

「……そうだったか。以前聞いたかもしれぬが、動どう揺ようしていて……」

　景虎。この僕を婿に迎むかえれば、きみは正統な関東管領だ。自らは管領にも公方にもなれぬ下げ克こく上じようの血筋ゆえにニセ関東公方などを擁ようしている北条氏康とは比べものにならない。きみは堂々と関東遠えん征せいをはじめられる。川中島での無む駄だな時間潰つぶしを終える理由もできるよ。すでに故地奪だつ還かんを断念した村上義清とて反対はすまいよと上杉憲政は語り、そして、去っていった。

「一生のことだ、迷うのは当然だろう。返事は気長に待つとしよう」

　そう、言い残して。

（……憲政さまが……わたしに求婚など……そんな馬ば鹿かな……わたしには、そのようなつもりなど……）

　上杉憲政の求婚。予想していなかった事態が起きた。景虎は、激しく動揺していた。

「おい景虎、だいじょうぶか？　直江の旦那。面談はここで終わりにしよう。続きは……あと一人は、明日だ」

「それがいいようです。小笠原さまが逐ちく電でんされたために、憲政さまも少々強引な行動に出たのかもしれませんが、それよりも……どうも、あのお方もまた、本気でお嬢さまに惹ひかれておられるようです」

「次から次へと。まだ若いからだな。もしも村上義清のような老将だったならば、景虎を養女に迎えるから上杉家を継げ、と言いだしてくれるんだろうが。景虎が身を固めるまでは、こういう面倒な求婚が繰くり返されるのか？」

「そうですね。お嬢さまほどの美しい姫ひめから、義と慈じ悲ひをかけられた若い男は、どうしても色いろ恋こいや愛で応えてしまうのかもしれません。男の性さがでしょう。お嬢さまに付き合って自らも独り身を貫つらぬいているわたくしや宇佐美さまのほうが、酔すい狂きようなのです」

「オレのは酔狂ではなく、嫁よめなんぞ面倒なだけだが……景虎、今日はこれで終わりにしよう。少し休め。姉上の綾さまが、別室でお前を介かい抱ほうしようと待っている」

「しかし宇佐美……姉上は、お子を育てているのでは……」

「新たなお子は元気ものだ。しばらくは乳う母ばに任せるそうだ。川中島で疲ひ弊へいしきって帰ってきたお前を見ていられないらしい」

　だが──。

「四人目」は、遠えん慮りよせずに室内へと入ってきた。

　直江大和が「お帰りください」と告げたが、四人目の男はその言葉を無視して、部屋の中央にあぐらをかいていた。

「フン。無駄な外征が繰り返された結果、消しよう耗もうした越後の国人どもは国内でくだらん領地争いをあちこちではじめている。このままでは、内乱が起こるぞ。為ため景かげの時代に逆ぎやく戻もどりだ……だが、そこまではいい。大熊の奴やつが、この領地争いを最終的に解決するためには自分が景虎を娶って越後の財務の全権を掌しよう握あくする以外にない、と寝ね言ごとをほざきはじめた。俺がその大熊を押しとどめて、ここへ来た。四人目としてな」

　長尾政景だった。

「待て、てめえ！　てめえは綾さまを嫁に迎えて子供までいるじゃねえかよ！　なんで、てめえがここに!?」

「馬鹿が。今さら説明が要いるのか、宇佐美？　俺は最初から景虎を妻にするつもりだったし、今でもその野心は変わらん。綾は綾だ。妻を二人抱かかえて、なにか問題でもあるか？」

「姉と妹をともに妻にするなど、人じん倫りんにもとりますよ」

　直江大和が再び釘くぎを刺さすが、政景は、「フン。そうなったのはすべて貴様の策略のためだろうが」と聞く耳を持たなかった。

　はっ、と息を吞のんだ直江が、宇佐美に「例の噂うわさの出所、消しても消しても火が燃え立ち続けた理由、ようやくわかりました。手て遅おくれだったかもしれませんが」とそっと囁ささやく。景虎に聞かせぬように。

　山本勘助と真田忍にん群ぐんが越えつ軍に間かん諜ちようを入れて噂をまかぬようにどれほど結界を固めていても、意味がなかったのだ。なぜならば、副将格の長尾政景自身が、噂の出所だったのだ。そもそも、はじめから──最初からこの騒さわぎは、川中島での武田軍との対たい陣じんの繰り返しを阻そ止しし、越後の国人たちに厭えん戦せん気分を蔓まん延えんさせ、景虎に婿取りを要求するべしと立ち上がらせるための──政景の策さく謀ぼうだったのだ。

　坂さか戸ど城を本ほん拠きよとして三み国くに峠とうげを支配する政景自身が自然と関東遠征派の筆頭格になっていたことは、直江と宇佐美も知っていた。政景の性格を考えれば、派は閥ばつが生じれば片方で御お山やまの大将を気取りたがることは明らかなので、直江も宇佐美も政景が暴走しない限りは黙もく認にんしていたのだ。しかし、まさか越後国人たちの派閥争いを、景虎の婿取りの件に結びつけようとは。

　政景は景虎が宣言した「五年後の祝しゆう言げん」の約束を反ほ故ごにさせるために、そして景虎との祝言を強行するために、信濃派と関東派の派閥争いを盛り上げ、対立を煽あおり、「噂」をまき散らしてついに景虎を追い詰つめたのだ。

　政景は、綾との間に新たな子をなした。景虎が生しよう涯がい不ふ犯ぼんのまま死去すれば、景虎自身が次代の守護を誰だれに譲るかを遺ゆい言ごんで指名しない限り、あるいは直江と宇佐美が妨ぼう害がいして対立候補を立てない限り、ほぼ間ま違ちがいなく政景と綾の子が次の正統な越後守護となるはずだった。政景自身に守護の座は転がり込まずとも、政景の子が越後守護になれる確率は、限りなく高い──政景はもはや牙きばを抜ぬかれた、と直江も宇佐美も油断していたのだ。しかし、政景はその野望を捨ててはいなかった。景虎をわがものとするという執しゆう念ねんは、政景の内面でずっと燃え盛っていたのだ。

　直江も宇佐美も「すべては政景の陰いん謀ぼうだったのだ」とは口には出さなかった。心身ともに疲弊しきっている景虎を傷つけ、激げき昂こうさせたくはなかった。だが、人の善いい景虎にも、薄うす々うす、察することはできた。

　政景がなんらかの形で越後国人の間に毒を撒まいて、自分を強引に奪い取ろうとしているのだ、と。

「……政景。帰れ。堂々と求婚を受けるとは言ったが、お前の求婚だけは受けない。姉上をなんだと思っているのだ」

　景虎は怒いかりのあまり、山を登る際に杖つえ代わりに用いている青竹を手にしていた。が、それを政景に振り下ろす体力すら、ない。

「フン。生涯不犯を通すなら通せばよかったのだ。五年だけ待て、などと中途半はん端ぱなことを言うから、こうなる。お前が婿むこを取るというのならば、相手はこの俺しかいない」

「……越後守護の座は、お前には与えぬ」

「そのようなもの、もはや、要らん。どうでもいい。俺が望むものは、貴様だけだ景虎。俺は生きている限り、決してお前をあきらめんぞ。お前が選べる道は、二つだけだ。俺を殺すか、俺を婿とするかだ」

　どちらも選せん択たくしない、と景虎は告げていた。

「フン。即そく答とうか。四人全員の求婚を受けてから、判断するのではなかったのか？」

「……四人の誰とも、祝言は挙げない……」

「やはり、五年待てという話も結局は、噓うそか」

「……方便だ。五年経たてば、みなわたしを嫁にするという野心など忘れて越後は鎮しずまると、信じていた」

「そんな方便をひねり出した宇佐美も直江も馬鹿者よ。五年待たせたからと言って、男どもが貴様をあきらめられるはずがなかろう。むしろ、欲よく望ぼうの炎ほのおをますます煽るだけよ……かぐや姫の逸いつ話わを知らんのか？　川中島での消耗で、国人どもの心根と懐ふところ事情は、なりふり構わぬ乱世時代に逆戻りしている。貴様が今、四人全員を退けて祝言を拒きよ絶ぜつすれば、越後は崩ほう壊かいするぞ。越後の財務職に就いて国人たちの矢や面おもてに立たされている大熊朝秀に至っては、腹を切るか、反乱を興おこすことになるだろう」

「だからと言って──姉上の婿に、わが身を差し出せというのか！　貴様という男は……！　よくも、このような時に。晴信があのような噂をまいてわたしを追い詰めるはずがない。そうとも。なにかがおかしいと思っていた。すべては、うぬが」

「景虎。俺はどんな手を使ってでも貴様を、毘び沙しや門もん堂から引きずり出して、この現うつし世よに連れ出してみせる。そう言ってきたはずだ。川中島で父親の愛情に飢うえた姫武将同士で遊ぶのは、よせ。晴信にとっても貴様にとっても、時間の浪ろう費ひだ。いちどしかない人生を、貴様は、夢の世界に引きこもって浪費しようとしている。貴様が戦うべき相手は──貴様自身よ」

　景虎は、追い詰められた。

　事実、越後はあらゆる意味で分ぶん裂れつ寸前だった。

　長期遠征による経済的打だ撃げきと、晴信との「密会の醜しゆう聞ぶん」による景虎への男たちの不満の爆ばく発はつとが重なり合って、景虎政権そのものの支持基き盤ばんである国人衆が「信濃防衛派」と「関東遠征派」、さらには大熊朝秀に代表される「非戦派」とに完全に分裂しつつあったのだ。しかも関東遠征派の首領は政景であり、その政景が次々と諸将を煽って対立を助長してきたのだ。これに、男たちの景虎への憧あこがれと欲望と嫉しつ妬とが入り交じっている。それもまた政景が煽った結果であるが、「武田晴信という姫武将に景虎さまを奪うばわれ、八や百お長ちようの戦いくさで疲弊させられるなど冗じよう談だんではない」「このようなことを続けるくらいなら、景虎さまをわが妻に」と諸将が口々に騒ぎ立てはじめ、今や越後全土が燃え盛っている。理り詰づめで解決できるものではない。

　景虎が誰かを婿に取り、「婿」を選択するというはっきりとした形で越後という国の方針をひとつに定めると内外に知らしめる以外に、もう、事態を収しゆう拾しゆうする方法はなかった。

　政景に完全に裏をかかれた宇佐美定満にも直江大和にも、打つ手がない。景虎にかける言葉も、見つからなかった。

「てめえ！　よくも……オレの目が黒いうちは、てめえを景虎には触ふれさせねえ！　散れ、出て行け！」

「お嬢さまの窮きゆう地ちにつけ込んで、越後を崩壊させるおつもりですか。これ以上一言でも口を開けば、死んでいただくことになります」

　と、二人がかりで政景を左右から取り押さえて部屋から引きずり出すだけで精せい一いつ杯ぱいだった。部屋から引き出されながら、政景は「フン。貴様ら二人には何度も煮にえ湯ゆを飲まされてきたが、死んだふりをしていたことが功を奏した。俺の勝ちだな」と高笑いしていた──。




　一人きりになった景虎は、（わたしがもしも本気で殿との方がたと恋に落ちて死ぬのならば、それはそれでわたしの運命だ。仕方のないことだ）と、死を恐おそれはしなかった。だが、越後の分裂を防ぐために、生涯不犯の誓ちかいを破り、毘沙門天の力を失うことは、耐たえがたかった。自分は越後守護の座を継けい承しようして以来、まだなにひとつ義を実現していない。上杉憲政には主しゆう筋すじとして、本庄繁長には弟分として好感情は抱いだいていても……殿方として恋し、愛している相手は、四人のうちにはいない。計算ずくで愛情のない北条高広は言うに及およばず、長尾政景など論外である。綾の夫で、義ぎ兄けいではないか。晴信とわたしとの間にいかがわしい関係があるなどと言いふらしたのはあの男だ、われらは八百長をしているというあらぬ疑いがかからぬように二人の会見を秘密にしていたのだから、と景虎もようやく気づいていた。

（政景め。そこまでするのか。わたしを奪うために、そこまで……）

　そもそも、景虎は宇佐美や直江を家族として想おもう気持ちこそ持ち得ていたが、少女として殿方に恋をするという感情を、知らなかった。知る時がくるとも、思えなかった。姫武将という立場を離はなれて晴信とともに静かに過ごしている時の満たされるようなあの感情を、殿方が与あたえてくれるとは、到とう底てい信じられなかった。

（春日山城にいる限り、わたしは政景に狙ねらわれ続けるのだ。たとえこたびは宇佐美と直江が知謀を働かせてわたしを守りきってくれたとしても……いつか、きっと……）

　景虎は、（もう耐えられない。身体からだも、心も、もう……嫌いやだ。政景に穢けがされるなど、絶対に嫌だ。これほど政景を引き留め続けてきてくださった姉上を裏切ることにもなってしまう。姉上は、政景を、夫として愛しているというのに……）と透すき通るように白い指で思わず顔を覆おおっていた。

　なぜ、越後の姫ひめ武将などに生まれたのか。生まれてきた場所が他の国であれば、こんなことにはならなかったはずだ。

　もう、姫武将などやめてしまいたい、出家してしまいたい。

　泣きながらそう呟つぶやいていた景虎の背後に、蜘く蛛ものように長い手足を持った瘦やせた男が、ゆらりと降り立っていた。

「フフフ。ついに、音をあげたか。よくぞ耐えてきたな……これ以上は身体が保もつまい。叡えい山ざんへ行くか。それとも高野山か。俺が、手引きしてやろう」

　加藤段だん蔵ぞうだった。

「……貴様も、わたしをかどわかそうというのか。加藤段蔵」

「いつだったか、貴様が姫武将を捨てる時は、手引きしてやると誓った。その約束を果たすだけだ。毘沙門天に、地を這はう虫けらのような俺如ごときが触れられるはずがない。その破は邪じやの瞳ひとみで睨にらまれれば、俺は心の臓を締しめ上げられて、瞬しゆん時じに絶命する。もっとも……貴様がただの人間の娘むすめに戻もどったその後のことまでは、保証せんがな」

　貴様が越後から出しゆつ奔ぽんした後、貴様が、そして越後がどうなるのか見届けたい。死んでいる「石」などよりも生きた「毘沙門天の化け身しん」である長尾景虎のほうが今の俺には興味深い、と加藤段蔵は凍こおり付いたかのような笑みを浮うかべていた。

「……戦をせずとも、乱世に義と秩ちつ序じよをもたらす道はあるはずだ。わたしは出家し、尼に僧そうとして己おのれの精神を鍛きたえ、悟さとりを開き、平安の境地を民に説く道を歩みたい……生涯不犯の誓いを責められることも、なくなる……」

　しかし、宙に浮いた関東遠えん征せいはともかく、武田晴信との決着はもういいのか、と加藤段蔵が問うた。

「……彼女ならば、きっと、わたしを……許してくれる。これ以上、戦場で憎にくみ合い、戦い、血を流すことには、彼女も耐えられないのだ。だから、和わ睦ぼくしてくれたのだ。その、はずだ」

　みたびわれらが戦えば、また血が流れる。より多くの血が。両軍の将兵は、己の死すら厭いとわず、川中島での決着を望んでいる。いずれ、お互たがいに大切な人を失う。その前にわたしは越後から消える、と景虎は伝えていた。

　加藤段蔵は、

「甘い小こ娘むすめだ。なぜに貴様が、毘沙門天どころか釈しやく尊そんの化身の如き力を持って生まれてきたのか。もしもまことに神とやらがいるとすれば、残ざん酷こくなものだな」

　と呟き、そして、春日かすが山やまから叡山へと至る間道を思い描えがいていた。忍しのびにしかわからぬ道を用いよう。魔ま境きようにも等しい飛ひ驒だの獣けもの道みちを通ろう、と決めた。誰も追つい尾びはできまい。宇佐美と直江ですら、追いつけぬ。長尾景虎は忽こつ然ぜんと消える。

　が、ほんとうにこれでいいのか、と加藤段蔵ほどの者が、迷っていた。

　長尾景虎なき東国は、そして日ひノ本もとは、乱世を終えることができるのだろうか、と。「下げ克こく上じようの男」長尾為景が暴れていた時代よりもさらに混乱するばかりなのではないか、と。

　しかし、これ以上景虎を春日山城へ留とどめておけば、景虎は衰すい弱じやくして死ぬだろう。景虎は本来、短命で終わるべき脆ぜい弱じやくな身体に生まれてきた。彼女の命は、精神の力でかろうじて保っているようなものだった。その精神の力が、弱っているのだ。

（景虎を生かすためには、ともあれ、今は逃にがすしかない。しかし景虎を叡山まで届けたら、急ぎ戸と隠がくしに戻らねば……景虎が出奔すれば、確実に、武田が動く。戸隠の「石」を目指してな）

「石」の守護よりも、景虎を優先するとはな。俺もまた長尾景虎に魂たましいを奪われた憐あわれな男の一人なのかもしれん、と加藤段蔵は自じ嘲ちようしていた。




　宇佐美定満と直江大和の二人が、長尾政景たち四人の求きゆう婚こん者と、春日山城に押し寄せた国人たちを押しとどめている一瞬の隙すきを、加藤段蔵は衝ついた。加藤段蔵は、直江の命令で越後忍しのび・軒のき猿ざる衆の大頭を務めている。その気になれば、景虎を城から出すことなど容易たやすかった。

　宇佐美と直江が気づいた時には、景虎の姿は春日山城から忽然と消えていた。

　景虎は、宇佐美、直江たち越えち後ごの男武士たちに対して「わたしは考えあって越後の守護職をやめる。乱世を鎮めるためには武を捨て国を捨てて一人の出家として生きねばならないと思い知った──わたしには子がいないゆえ、上杉憲政さまを主君としていただき、上うえ田だ長尾家の長尾政景が越後守護の仕事を継つぐよう」と書き置きを残し、母と姉の綾に対しても私的な書状を残していった。越後の姫武将として生きることに、限界を感じました。戦う毘沙門天の化身としてではなく、出家として義と慈じ悲ひを衆しゆ生じように語る者になりたい、わたしの弱さを許してください、と。

　軍神・長尾景虎が出奔した。

　これほどの大事、隠かくしきれるものではない。

　春日山城は、騒そう然ぜんとなった。

「貴様らの欲深さと野望の炎が、景虎さまを絶望させ、現世を捨てる覚かく悟ごをなさしめてしまったのだーっ！　王子として生まれた釈尊がおのが母国を捨てて出家し、大たい悟ごして仏ぶつ陀だとなられた逸話、知らぬわけではあるまい！　その結果、釈尊は衆生を導く仏となられたが、釈しや迦か族は国ごと滅めつ亡ぼうしたのだぞ！　強大な隣りん国ごくに攻せめ滅ほろぼされてな！　越後もまた、滅びの道を辿たどっているのだ！　南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ！」

　信しん仰こう深い柿崎景家が、「よもや出奔なされるとは」とうろたえていた北条高広たちを責め、一連の騒動を起こした張本人である長尾政景に対して、

「見よ！　越後はいまや、天あまの岩いわ戸とが閉じてしまったかのような騒さわぎとなっておる！　貴様などに越後守護職が──景虎さまの代わりが務まるのか、政景！」

　と激しく詰つめ寄った。

　景虎を武神として尊敬し、川中島の第一線で戦ってきた村上義清ら信濃衆が、関東派でかつ景虎の義兄でありながら景虎に求婚した政景に仕えるはずがなかった。第三の派は閥ばつとなっていた「非戦派」の大熊朝秀も、自分は政景にまんまと踊おどらされて景虎を追い詰めてしまったと気づいたらしく、政景に激しく抗こう議ぎしていた。

　越後は、割れる。

「フン。越後の支配者の座など、誰だれでも構わん。俺の目的は守護の座などではなく、景虎だ。景虎め。この俺から逃げ、武田晴信からも逃げたな……このまま武を捨て、家族を捨て、人として生きる可能性を放ほう棄きして仏陀の道を選び取るつもりか」

　政景は、しかし、「宇佐美定満と直江大和ならば、じきに景虎の行方ゆくえを突き止める。すべては、それからだ」と落ち着きはらっていた──。




　宇佐美定満と直江大和がけんめいに景虎を捜そう索さくしているその頃ころ。

　白装束に身を包んだ景虎は飛驒を抜ぬけ、琵び琶わ湖こを船で渡わたり、叡山の麓ふもとへと到とう達たつしていた。

　越後の追っ手に見つかる前に叡山まで到達しなければならない。強行軍だった。景虎の体力は、叡山の麓──雲母きらら坂ざかに到達したところで完全に尽つきていた。

　雲母坂には、粗そ末まつな山小屋があった。叡山の僧そう兵へいが詰め所として用いているのだろうか。小屋の中には硝しよう石せきの臭においが立ちこめている。どうやら、種たね子が島しまの使い手が居住しているらしい。加藤段蔵は、「蛇じやの道は蛇へび。俺と似たような『山の民たみ』のねぐらだな、ここは」と笑いながら、景虎をこの山小屋で一晩休ませることにした。叡山の僧そう侶りよたちにわたりを着ける間、ここで夜よ露つゆを凌しのがせると決めた。

「……叡山か……わたしはほんとうに、来てしまったのだな……加藤段蔵。礼を言う……だが、もう、身体が言うことをきかない。目がかすんで、なにも見えない。わたしを奪うばい取るなら、今しかないぞ……破邪の瞳とやらも、利きかぬ」

　長尾景虎らしくもない弱々しい言葉だ、と加藤段蔵は嗤わらった。

「そうだな。越後の女王の座を捨てた今、お前はただの身体のひよわい小娘にすぎん。そして俺は越後勢に追われる身となった。このままお前を叡山に引き渡しては、あまりにも割に合わん。このままお前を奪い去っても構わんのだぞ。だが、それでは長尾政景から逃げた意味がなくなる。そうは思わぬのか？」

「……思うが、もう、身体から力が失われている……抵てい抗こうできない……そして、宇佐美も直江も、わたしを守ってはくれない……これが『出奔』なのだ、とようやくわかった。今のわたしは、無力だ」

「フフフ。この小屋が『山の民』のねぐらでなければな。お前の窮きゆう地ちにつけ込み、お前を奪い取る絶好の機会だが……この小屋の持ち主は危険な男だ。残念ながら、男女の営みなどに奔はしる余よ裕ゆうはない。種子島で撃うたれぬよう、一晩中警けい戒かいせねばならん」

「……『山の民』とは、いったいなんなのだ？」

「九きゆう州しゆうの高たか千ち穂ほから、やまと御ご所しよの連中が東征してきて『日ノ本』なる国を建てる以前。はるかなる古代の時代に、この島で暮らしていた先住民族の末すえよ。高千穂から来た連中は、この島に稲いな作さくを持ち込んできた。稲作は、土地に民を定住させることではじめて成り立つ。だから連中は、土地に民を縛しばり付けた。が、先住民族は土地などには縛られぬ自由な海あ人まであり、山人だったのだ。土地に縛られることを嫌きらい、やまと御所にまつろわなかった者どもが海かい賊ぞくとなり、山の民となった。白はく山さん、戸と隠がくし山やま、飯いい縄づな山、出で羽わ三さん山ざん、高野山、そして叡山──日ノ本の霊れい山ざんには、日ノ本にまつろわぬ先住民が今も生きているのよ。俺のような忍びや修しゆ験げん者じやどもは、その末まつ裔えいというわけだ」

　むろん、後から土地を捨てて山へ逃げ込んできて「自由」を選んだ者もいる。その逆の道を歩んだ者もいる。長い年月のうちに、血が、混じり合っている。純じゆん粋すいな「先住民族」はもう本州にはほとんど残ってはいないだろう、と加藤段蔵は自嘲した。

「それでも戸隠には、天岩戸の神話と絡からめられている『石』がある。先住民族がご神体として崇あがめてきた聖なる存在だ。この叡山にも、『不ふ滅めつの法灯』と呼ばれる炎ほのおがある。仏教伝来以前から叡山を聖なる山として崇めてきた者たちは、『火』を崇めていたのだろうな」

　そうか。戸隠忍にん群ぐんと真田忍群が奪い合う「石」には、そのような歴史が……守らねばならないな……と景虎は呟こうとしたが、もう体力がない。声が出なかった。今、段蔵に襲おそわれればわたしは身を守れない、と恐おそれた。しかし、加藤は、景虎の背中に伸のばそうとしていた自らの手を押さえて、呻うめいていた。

「貴様の考えていることはわかるぞ。だがそれは違ちがう。長尾景虎よ。古きご神体を守らねばならない。たしかに、それがわれらの掟おきてだ。だが結局、戸隠の忍びは戸隠の『石』に縛られている！　土地に縛られたくない、その一心で山へ籠こもった者が、こんどは山に縛られるのだ！　山の民はうぬらのような日ノ本人になりきれぬ。武家にも領民にもなれぬ。『石』なくば己の居場所を見失う。ゆえに、俺は『石』から自由になれぬのだ……！　自由を求めて生きた者が、自由を奪われるのだ。時代から取り残されて、『石』とともに朽くちていくしかないのだ！」

　だからこそ真田幸ゆき隆たかは「山の民」と「武田家」をひとつに繫つなげようとしているのだ、と景虎は気づいた。わたしが越後を捨て、武家を捨てたように。加藤段蔵も、戸隠の『石』から自由になりたいのだ、と気づいた。だからこそ、自分を叡山まで手引きしてくれたのだろう。そして同時に──段蔵が『石』を捨てて今宵こよいここでわたしを奪い取れば、段蔵は『石』から解放されるのだろう、とも。

「お前が、毘沙門天に縛られたのと同じよ。お前は越後を捨て武家を捨てた今なお、毘沙門天の幻まぼろしから逃のがれられてはいない。己を救ってくれるはずの存在が、己を縛るのだ。今のお前を奪い取って俺のものにしても、お前の心は手に入らぬ。そして、俺自身の自由もな……それは、逃げだ。己の運命から逃げても、逃げ切れるものではない」

「……段蔵……？」

「身体からだが動かぬ、心が萎なえ果てて力が出ぬ、だからといって捨すて鉢ばちになるな。長尾景虎。俺とて、『石』から解放されたい。いっそ『石』を破は壊かいして地ち龍りゆうを駆かり立てたい！　信濃など戸隠忍群もろとも滅んでしまっても構わぬ、と黒い衝しよう動どうに憑つかれることもある！　しかし、己の魂を縛る幻にも、意味はあるのだ。いずれお前が毘沙門天を、俺が『石』を必要としなくなる時が来るだろう。だが、今はまだその時ではない。その時が来るまでは、やはり、幻は必要なのだ……ただ、信仰というものは本来、人を生かすための方便だ。信仰は、『永遠』ではない。人はしかし、『永遠』を求め、はき違えるのだ──」

　加藤は激しく葛かつ藤とうしながらも、ついに景虎の身体に触ふれることはなかった。

　夜が明けた。

　一晩中、山小屋の片かた隅すみに立って景虎を守っていた加藤段蔵は、

「俺はもはや春日山城には戻もどれぬ。が、今の俺にはまだ戸隠の『石』を捨てることはできん。ここでお前を奪い取って自由の身になっても、『石』の幻げん影えいが俺の心を縛っている間は、ほんとうの意味で『石』から解放されることはない。これからは、戸隠山の独立領主となって武田軍から『石』を守ろう」

　と言い残して、立ち去っていった。

　景虎は加藤段蔵にせめてもの礼を尽くしたかった。越後の守護ならば「戸隠山には決して兵を入れぬ」との約定を交かわすこともできる。が、今の景虎は天と地の下もとにただ一人だ。もう、姫ひめでも大名でもない。越後を捨てた自分がいかに無力かを、景虎は思い知っていた。




　硝石の臭いが籠もる山小屋に引き続き逗とう留りゆうしていた景虎のもとに、叡山の僧・正しよう覚かく院いん豪ごう盛せいが訪おとずれたのは、加藤段蔵が姿を消してから一刻後のことだった。

「先の越後守護・長尾景虎どのですな！　拙せつ僧そう、景虎どのが春日山城に生誕なされた折に、訪問させていただいたことが。その縁えんあって、景虎どのとの交こう渉しよう役を仰おおせつかることに」

　目には精気が溢あふれている。が、巨きよ体たいをふらつかせていた。

　出家でありながら酒さけ臭くさい男だ、と景虎は思わず眉まゆをひそめていた。

　一晩眠ねむったことで、景虎の気力体力は回復している。起き上がり、頭を下げた。

「豪盛どの。わたしの願いはただひとつ。越後守護の座を捨て、長尾家の家か督とくも捨てて、一いつ介かいの出家として叡山で修行し大悟することです。わたしは女によ人にんですが、悟さとりを開き乱世を終わらせるために人々に仏道を説き、少しでも世の役に立ちたいのです」

　もともと、そのような道もあなたにはあった。武の道を歩めば転てん輪りん聖じよう王おうに。出家の道を歩めば仏陀に。しかし、あなたは転輪聖王にはなれても、残念ながら叡山では仏陀にはなれんわい、と豪盛は酒をかっくらいながら呻いた。

「どういうことですか？」

「景虎どの。叡山は、女人禁制。たとえあなたが入山され出家されても、生しよう涯がい日ひ陰かげの身。決して天でん台だい座ざ主すにはなれんのじゃ。むろん、僧兵を率いる身分にもなれぬ。それでは乱世に義を示すことは難しい！」

「女人は、どうしようもなく穢けがれていると？」

「左様。しかし穢れているものは、女人の身体なのか、あるいは男の心なのか……あるいはその両者が出会ったところに、穢れが生まれるのか。景虎どのはあまりにも美しく育ちすぎた。男どもが、耐たえられまい。叡山の高僧といえども、しょせんは男。美しく若い女性に惹ひかれるのは、生き物としての本能……仏道はその男としての本能を捨てよと教え、修行をせよと説くが……恥はずかしながら拙僧も、己おのれの煩ぼん悩のうに苦悩し、酒浸びたりの日々を過ごし、槍やりをしごいて僧兵として暴れ回ることでどうにか憂うさを晴らしておる次し第だいじゃ」

　仏道は人の道として自然ではない、叡山の僧侶たちの苦悩は深まるばかり、それに……叡山も高野山も、領土と兵力を持った軍事組織であり独立した国にすぎぬ、まことに高僧と呼べる人格を備えた宗教家は一部のみ、ほとんどは拙僧のような生なま臭ぐさ坊ぼう主ずじゃ、と豪盛は自じ嘲ちようぎみに笑っていた。

「景虎どの。いにしえの時代、叡山はたしかに都の守護者として機能し、大勢の名僧を生みだしたという。しかし今の叡山はすでに行き詰づまっているのじゃ。乱世なのじゃ」

「……僧兵の存在が、叡山のありかたを歪ゆがめているのです。武を捨て、仏道に専心するかつての姿を取り戻せば、必ず」

「それはできぬ。僧兵がおらねば、叡山は武家に焼き討うちされる。かつて将軍足利義よし教のりと叡山が対立して以来、叡山はおのが所領と山を守るために武装し続けねばならなくなった。信濃の戸隠山が異形の忍しのびどもを育成し、抱かかえねばならなくなったのと同じじゃ」

「足利義教さまは、将軍になられる以前は、天台座主だったとお聞きしていますが」

「左様。天台座主が将軍となる。仏陀になるべきお方が、転輪聖王となられる。そのはずじゃった。しかし、いざ将軍になってみると、人々の信しん仰こう心を集める叡山の強大な力が武家の畿内支配の妨さまたげになっていると気づいたのでしょうなぁ。義教は幕府と叡山の二重支配をもくろんだが失敗し、結局は幕府と叡山とが激しく争う騒そう乱らんに。根こん本ぽん中ちゆう堂どうも、その折に焼け申した。今の根本中堂は、後で立て直したものにすぎん。しかも天台座主から将軍となった足利義教を、関東公く方ぼうは正統な将軍と認めず、関東と畿内との戦乱まで巻き起こってしまった……武の道と仏の道の両立をもくろんだ足利義教こそが、皮肉にも今に至る乱世の種を蒔まいたと言えるでしょうなあ」

　かの釈尊ですら転輪聖王と仏陀の道の両立はならなんだ。まして後世の人間には……とても、と豪盛は愚ぐ痴ちった。

「女人禁制は、世せ俗ぞく化し堕だ落らくした叡山にとって、最後の砦とりでとも言うべき戒かい律りつ。破っている者もおるが……この豪盛、吞のむ打つ戦うと戒律を破り続けている破戒僧ではありますが、女人禁制の掟だけは絶対に死守したいと思っておる。これを捨てれば、拙僧は叡山という権けん威いを利用して好き放題に暴れ狂くるう、ただの人殺しにすぎぬ」

「では、わたしは叡山には……」

「身分と性別を隠かくしてでの訪問まででしたら、なんとか。しかし、入山し僧として叡山に定住することは、不可能じゃ。拙僧も、あなたが男として生まれておれば、生涯お仕えできたものを。なぜ、この世に男と女という二種類の性があるのか。すべての煩悩と苦悩は……男と女の関係より生まれてくる……夜ごと、独り身が耐えられぬ。なんという孤こ独どく。なんという寂さびしさ。この孤独が、死ぬまで続くとは……拙僧は、どうやら悟れそうもない」

「……それがこの世の理ことわりなのかもしれません。わたしが男であれば、越後を守護として統治できたはずでした。信濃、関東での義戦も、実行し続けられたはずです……わたしが女であるがゆえに、なにもかもが」

「……景虎どの、お察しいたす。しかし、叡山でも春日山城と事情は同じじゃ。むしろ、女人禁制という建前を持っている分、なお悪い」

　生涯不ふ犯ぼんを貫つらぬくのであれば、今の叡山は薦すすめられぬ、高野山へ参られよ。出家の道を選びながら義を示す力を持てる可能性があるとすれば都から遠く離はなれた高野山じゃ、と豪盛は説いた。

「高野山には、わが師・清せい胤いんさまがおられます。ならば、わたしは今いちど身分を隠して清胤さまのもとに。あのお方のもとでしたら──」

「うぬ。高野山は、叡山ほど女人禁制の掟に厳しくない。もともと、高野山を開いた始祖の空くう海かいがそのあたり、おおらかだったそうじゃ。しかも叡山と異なり敢あえて京の都から距きよ離りを置いている分、まつりごとへの干渉も少なく、世俗化も叡山ほどには進んでおらん。高野山までの道は、拙僧自らがお供をいたそう。叡山の正覚院豪盛と言えば、音に聞く荒あらくれ者。誰だれも、寄っては来ぬわい。決して景虎どのを危険にさらしたりはせぬ。ただし、男装していただきたい──にょ、女人と旅をしたと叡山の高僧どもに知られれば、わが立場が危あやうい。まだ、拙僧も破門されたくはないのでな」

「わたしが男装すれば、旅そのものも、安全になりますね」

「そういうことじゃ。もっとも、三好松まつ永ながの奴やつらは、存外に女人には優やさしいが。三好長なが慶よしも松永弾正も、女じゃからな。とはいえ、松永弾正は男に対しては妖よう怪かいも同然……女のうちの、おぞましい部分だけを煮に詰つめたかのような……」

「いちど堺で会いましたが、松永弾正は危険です。わたしが旅をしていると知れば、あの者はわたしにちょっかいを出してきて、豪盛どのを害するかもしれません。やはり、男装して行きます」

「それがよろしい。拙僧、武勇には自信があれど、姫武将はひどく苦手でな……女人禁制を貫いてきたゆえに、耐たい性せいがないのじゃ。景虎どのが姫武将として上じよう洛らくした際に顔を出さなんだのも、姫武将が恐ろしいゆえでござった。なにやら、わが胆たん力りよくのすべてが、戦う姫武将の姿を見ただけで、吸い取られてしまうような……」

　豪盛どのもずっと苦しまれておられるのだ。男として生まれながら女人に触れられぬという戒律のために……それは僧そう兵へいとして戦っても戦っても逃れられぬ人としての本能なのだ、と景虎は豪盛を痛ましく思った。自分に求きゆう婚こんしてきた男たちもまた、わたしを手に入れられぬゆえに苦しんでいるのだろうか、今この時もなお。

「旅の途と中ちゆう、拙僧が景虎どのに対して悪心を起こせば、遠えん慮りよなく討たれよ。唐から国くにで『傾けい国こくの美女』と憎にくまれてきた女人たちも、あるいは、ただ美しく生まれついただけだったのかもしれぬなあ」

　後に「女人禁制」の戒律への苦しみゆえに極度の姫武将廃はい絶ぜつ論者となった豪盛も、この時はまだ、姫武将に同情的だった。「姫武将は仏敵じゃ、許しがたし！　武は男のみが振ふるうべきである！」と豪盛の心が極きよく端たんな方向へと振り切れたのは、のちに松永弾正が三好一族を次々と謀ぼう殺さつし、足利幕府を崩ほう壊かいさせ、ついには奈な良らの大だい仏ぶつ殿でんを焼き払はらった時からである。

　景虎は、豪盛という弁べん慶けいの如ごとき屈くつ強きような護衛を得て、安全な旅を続けることができた。

（できれば都に近い叡山で出家したかったが、豪盛どのがこれほどに止めるのならば、やむを得ない。神聖な叡山を、わたしが入山したために春日山城のように乱すわけにはいかない）

　景虎はついに、高野山の麓ふもとへと到とう達たつした──。




　豪盛は「まず拙僧が清胤どのと交渉してこよう。返事をお待ちあれ」と単身、高野山を登り、そして清胤と会見した。

「ははっ！　そちが、吞む打つ暴れるの三悪で有名な正覚院豪盛！　武蔵むさし坊ぼう弁慶のような大男だな！」

「清胤どのこそ、まるで牛うし若わか丸まるのような華きや奢しやな美青年じゃな。くっ……まつげが長い。さぞ女人に好かれるじゃろうな……ぐぬぬ、腹立たしい……」

「高野山に女人はおらん！　この清胤に言い寄ってくるのは男だけだ！　悪いが、お稚ち児ごさんにされる趣しゆ味みはないぞ！」

「拙僧にもお稚児趣味などない！　しかし、女人は嫌きらいじゃ！　美しき女人の存在が、拙僧の悟りを妨げるのじゃ。とはいえ、妻帯自在、当主は世せ襲しゆう制などという本ほん猫びよう寺じなど、もはや仏法でもなんでもない！　庶しよ民みんどもがあんな戒律破りの偽にせ仏法に奔はしっているのを横目に、拙僧は叡山で禁きん欲よくを貫かねばならぬとは……ああ。女人が……憎い！　あ、いや、景虎どのは別だが……し、しかし、あの景虎どのの神こう々ごうしき美しさを前にすると、拙僧は、拙僧は……うおおおおお～！」

「それは、女が好きだということだ、豪盛！　好きだからこそ激しく憎むのだ！　お互たがいに惹かれ合う長尾景虎と武田晴信が、お互いを激しく憎み合い戦わねばならぬようにな！　豪盛の本性は、一いち途ずなまでに女人を愛する純な男だ！　猛たけ々だけしき戒律破りの僧兵という豪盛の今の姿は、その裏返しにすぎん！」

「……では、拙僧は女人が存在するこの地上に生きている限り悟れぬということか？　救われることはないと？」

「その通り！　だからこそ仏僧どもは、女人の存在しない『噓うその世界』を必要とした。ゆえに、『聖なる山』の世界がある！　が、どこまで逃にげても天と地とは繫つながっている！　どれほど高い山であろうとも、しょせんは地から生えている岩の塊かたまりにすぎん！　女人禁制の戒律を破った本猫寺のほうが、われらよりはるかに地に近く、民たみに近いのだ！　ゆえに隆りゆう盛せいを誇ほこるのだ！　豪盛！　構わず、地に降りよ！　女人を、もっと憎め憎め！　魂たましいが燃え尽つきるまで憎み尽くした先にこそ、悟りも救いもあるぞ！　ただし！　憎しみの炎ほのおは、人の心に燃え移るものだ！　豪盛が己の憎しみの炎を燃やし尽くす前に、女人の心にその炎が燃え移れば、たちまち叡山を燃やし尽くす業ごう火かとなるぞ！」

「ま、松永弾正が、叡山を焼き討ちにするかもしれぬと？　た、たしかに、あ、あの女の下げ克こく上じようぶりは常じよう軌きを逸いつしているが、ま、まさか？」

「世の人間の半数が女人なのだ、豪盛！　焼く者は弾正とは限らぬぞ！　が、それもまた一興だな！　叡山が守り抜ぬいてきた『不ふ滅めつの法灯』が消えてしまったところを見てみたい！　あれが消えれば、豪盛が抱いだく女人への憎しみの炎も消えるかもな！　はははっ！」

　自分などよりもこの清胤のほうがはるかに破戒僧じゃ、と豪盛は舌を巻いた。

「清胤どのには、本音を語ってもよかろう。景虎どのは、軍勢を率い武をもって義を示すべきお方じゃ。乱世が終わらぬうちに出家させてはならん。実は、そう伝えに来たのじゃ。出家を望む景虎どのには申し訳ないが……景虎どのを失えば、越後は今まで以上の大乱となる。越後どころか、日ノ本そのものが」

「ははっ！　拙せつ僧そうと同じ考えだな！　気が合うな豪盛！」

　ここに豪盛は、清胤と肝かん胆たん相照らした。

「拙僧の本音を言えば、景虎に高野山中興の祖となってもらいたい！　だが、この乱世は景虎の義と武がなくば収まらない！　景虎は天に屹きつ立りつする聖界だけでなく、地上の乱世に苦しむ俗ぞつ界かいの民をも導かねばならない運命のお人だ！　天と地とは、ひとつながりだ！　そして民の多くは、地に住まうものだ！」




　清胤との会見を終えた豪盛は、「じきに迎むかえが来る」と景虎に言い残して叡山へと戻もどっていった。豪盛は大男だが、景虎の前では決して顔をあげようとはしなかった。これ以上景虎とともにいれば、心が乱れ、女によ人にん禁制の掟おきてを見失ってしまう、と怯おびえているかのようだった。

「すまぬ。すまぬ。景虎どのにはぜひとも仏陀に、なっていただきたかったが……いつか、この乱世が終わる時が来れば……」

　そう呟つぶやきながら、豪盛は叡山へと帰き還かんしていった。

　景虎には、その豪盛の言葉の意味はわからなかった。景虎は、人を疑うということを知らない。清胤と豪盛がともに景虎の出家を阻そ止ししようとしていることに気づけなかった。

　景虎は少女である。高野山入りと出家を希望したからといって、すぐに高野山の山頂まで登れるわけではない。以前清胤のもとに性別を偽いつわって入山した際には、修行とはいっても期限があり、あくまでも「お忍びの特例」だった。しかし永住するとなると、いつまでも正体を隠せるものではない。ましてや、越後の守護・毘沙門天の化け身しん・軍神ともなれば──清胤は意外にも、「そう容易ではないぞ！」と手紙をよこして景虎を説得し、そのまま山さん麓ろくに留とどめたのだった。

　景虎はなおも山麓の小寺の一室に籠こもり、「なにとぞ出家を認めていただけるよう」と手紙を書き、師である清胤との交こう渉しようを続けた。

　しかし、交渉は捗はかどらなかった。

　戦いくさに敗れたわけでもなく、国を失ったわけでもなく、むしろ「越後の龍りゆう」と恐おそれられ無敵無敗を誇る若い越後の国主が国を捨て武家の身分を捨てて高野山に出家するという申し出も前代未み聞もんだったが、その国主が姫ひめ武将だということもまた高野山の僧そう侶りよたちを困こん惑わくさせていた。

　とはいえ、景虎を粗そ略りやくには扱あつかえない。

　景虎は、先年には上洛してやまと御所で姫巫み女こに拝はい謁えつし、関白・近この衛え前さき久ひさら並み居る公家をその清せい楚そかつ神性溢あふれる異相と爽さわやかな弁舌で虜とりこにし、幕府の頂点に立つ剣けん豪ごう将軍・足利義よし輝てるに「そなたこそ乱世の英えい雄ゆうだ」と惚ほれ込まれて「そなたは悪を討うち義を知らしめよ、時が来れば越軍を率いて幕府を助け天下を治めてくれ」と兵を率いての再上洛を懇こん願がんされたとさえ噂うわさされている、いわば天下人にもっとも近い武将である。

　その景虎がなぜ現世のすべてを放りだして出家を望むのか、高野山の僧侶たちには理解しがたいものがあり、交渉を引き延ばして時間を稼かせいでいたのだった。

　むろん、景虎の師・清胤がこの時間稼ぎ工作の中心にいる。

　素直すぎる景虎には、それらの裏事情はわからなかった。

　まだ入山できぬのかと青竹を振りながら、その日を待っているうちに──。

　宇佐美定満が、景虎の潜せん伏ぷく先に訪おとずれたのだった。




「景虎。もういいだろう。オレたちが悪かった！　こんどの癇かん癪しやくの理由はなんだ。オレか？　オレのうさちゃんの前立てが似合わないのが悪かったのか？　それともこのざんばらの長ちよう髪はつが？　もしかしてあれか。お前。月のもののあれで爆ばく発はつして気がついたら出しゆつ奔ぽんしていたっていうんじゃあ。ま、姫武将なんだからそういうこともあるさ。いいから、帰ってこい。越後の諸将も民も、みんな困ってるんだぜ？」

　兎うさぎ耳みみの前立てを愛用するわりには乙女おとめ心ごころがいまいちわからない宇佐美定満にはこういうざっくらばらんで適当なところがあり、だからこそ日ひ頃ごろは景虎にとっては心許せる数少ない殿との方がたの一人ではあったのだが、この時ばかりは景虎をいよいよ激げき怒どさせた。宇佐美はわたしが今回の件でどれほどの思いをしたかを知っているはずではないか、と。

「宇佐美！　わたしはそのような子供じみた理由で出奔したのではない！　越後の武家の男どもにはもううんざりした！　隙すきさえあれば、わたしを嫁よめにするだの妻にするだの子を産ませたいだのと、穢けがらわしい獣けもののような奴らばかりだ！　わたしはなにものだ。越後の国主長尾景虎ではなかったのか？　なぜ、奴らはわたしを正式な主あるじと認めない？」

「ああ……そりゃあ景虎。お前が美人すぎるからだろう。崇あがめられる人間の宿命って奴だ」

　宇佐美は弱り果てたように頭をぼりぼりとかきむしって、茶を一服した。

「すっかり、長尾政景に嫌いや気けがさしたんだな」

「当然だ！」

「問題ない、景虎。お前と政景との祝しゆう言げんは阻止した。お前に求婚した四人全員から、求婚を取り下げる誓せい紙しを取ったぜ。越後の諸将は、お前に出奔されてうろたえている。軍神のお前が出家してしまい、越後を放り投げれば、武田晴信、北条氏康、越中の一いつ揆き勢、奥羽勢の四方ことごとくが敵となり、しかも派は閥ばつに割れて争っている越後衆はひとつになることができない──みな、祝言の件は取り下げるから、お前に越後守護としてもういちど春日山城に戻ってきてほしいと乞こうている」

「他の三人の誓紙は信じるが、政景の誓紙など口約束だろう。あの男は、執しつ拗ようだ。わたしが春日山にいる限り……」

「……あいつがお前によこしまな思いを抱けば、他の男たちも煽あおられる。悪あく循じゆん環かんになってるからなあ。こうしよう。オレさまが適当な陰いん謀ぼうをでっちあげるから、長尾政景を追放しちまおうぜ。あいつさえいなくなれば、越後に戻ってくれるだろう？」

「馬ば鹿かなことを言うな宇佐美！　わが姉上の夫を追放などできぬ！　姉上にも越後から消えてもらうというのか、お前は？」

　しかし景虎。お前が独身を貫つらぬく限り、この騒そう動どうは続くぜ。お前はちと美人に育ちすぎた、お前が年老いれば状じよう況きようも変わるだろうがそれはずっと先の話だ……と宇佐美は渋しぶい茶を我が慢まんして飲みながらさらに頭をかいた。

「いっそ、生しよう涯がい不ふ犯ぼんの誓ちかいってのを取り下げちまえ。毘沙門天の化身だからって旦だん那なを持っちゃならないって道理はねえだろう？　政景以外の、お前が夫にしてもよいと思える殿方を見つけて……」

「愚おろかなことを。そのようなことをすればわたしは死ぬ。殿方に恋こいをすればわたしの命はそこで終わる。父上が亡なくなった時、毘沙門天がわたしの前に現れて、そう言ったのだ」

「あのな景虎。そんなものはよ、お前自身の心がこしらえた幻まぼろしがそう言っているだけだ。毘沙門天ごっこなら、オレにだってできるぜ。ほれほれ。オレさま秘蔵のうさちゃんのぬいぐるみを見ろ。うさちゃんが今からしゃべるぞ？　『ボク、うさちゃん！　びしゃもんてんのおともだちだよ！　かげとらちゃん、おうちにかえってきてよ！　かげとらちゃんがいない、かすがやまじょうは、とってもさびしいよ！』」

「……」

　景虎は無言で、宇佐美が操っている兎のぬいぐるみを取り上げると、縁えん側がわから崖がけの下へと放り投げていた。

「うわあああああああっ？　なにしやがるんだああああ？　うさちゃーん？　てめええええ、オレのうさちゃんを返せええええ！　この、ぬいぐるみ殺しがあああ！」

「兎を見ると、鏡に映ったわたしの容姿を思いだして、不ふ愉ゆ快かいになる」

「なんで不愉快になるんだよっ？　お前、これほどの美人になっておきながら、誰だれもがうらやむべっぴんに育ちながら、馬鹿じゃねえのかっ？　もったいねえ！」

「宇佐美。わたしが誰に嫁とついでも、越後は今以上に大おお荒あれに荒れる。政景はさらに暴れ、長尾家も国人衆も四し分ぶん五ご裂れつし、越後の町人はみな路頭に迷い、領民は田畑を失って餓が死しするだろう。疑うならば、お前がわたしの夫になってみるか？」

「は？　オレはお前の兄貴みたいなもんだよ、アホ抜かせ。ああもう。お前はすっかり、オレには扱いが難しいお年頃になっちまったなあ、景虎。虎とら千ち代よと呼んでいた幼女時代が懐なつかしいぜ」

「お前と直江大和が、わたしをこのように育成したのではないか。お前が義のための戦というものを教え、直江大和が慈じ悲ひをもって敵を許すという神仏の道を教えた。わたしはその両方を、実じつ践せんしてきた。なぜ今さら、お前に文句を言われる？」

「それはそうだが……オレたちいい大人が、幼かったお前に自分の手前勝手な夢と理想を押しつけたことは謝る。しかしな。毘沙門天の化身になれだの、恋をしたら死ぬだの、そんな世よ迷まい言はオレも直江も教えていねえぜ、景虎。父親を戦で失った衝しよう撃げきでお前自身が言いだしたことだ。今思えば、殴なぐり倒たおしてでも毘沙門天と自分を同一視しはじめた時にお前を矯きよう正せいしておくべきだったが……あの時はまさか、ここまでこじらせるとは。けなげな子供だ、と感動してたんだよ。まさか、年頃になっても男を寄せ付けず毘び沙しや門もん堂に籠もり毘沙門天とやらと会話し続ける面めん倒どうな娘むすめになっちまうなんてよ」

　景虎には軍神・毘沙門天の物語なんぞよりも先に「源げん氏じ物語」を読ませておくべきだった、いやむしろ光ひかる源氏の存在が必要だった、と宇佐美は洟はなをかみながら愚ぐ痴ちった。

「おい直江！　立ち聞きしていないで出てこい！　てめえが、なんとかしろ！」

「……やれやれ。お嬢じようさまの勘かん気きを鎮しずめる役目は、宇佐美さま、あなたでしょうに。わたくしは言いにくいことをずけずけと言ってお嬢さまを怒おこらせるのが仕事ですよ？」

　直江大和が、しぶしぶ室内に入ってきた。

「直江、お前も来ていたのか。この景虎はもう越後には戻らぬ。二人とも、さっさと帰れ！」

「お嬢さま。高野山への出家はかないませんよ。わたくしがいかような手を使ってでもお止めします。やまと御所にも、幕府にも、すでに働きかけております。近衛前久さまも足利義輝さまもそれはもう激しく動どう揺ようしておられまして、京の都はこの世の終わりが来たかのような大おお騒さわぎになっています」

「直江。貴様はいつもそうだ！　裏から手を回してこそこそと！　武家なら武家らしく堂々と戦え！」

「ふふ、これがわたくしの流りゆう儀ぎですから。お嬢さま？　ことここに及およんでは解決策は二つです」

「ひとつ目はなんだ？」

「越後が滅ほろびるか否いなかの賭かけに出て、宇佐美さまと祝言を結ばれませ。他の者が夫となれば越後は四分五裂しますが、万事適当な宇佐美さまなら意外とみな『宇佐美さまはこれから景虎さまの尻しりに敷しかれるのか、お気の毒に』と同情しながらあきらめるかもしれません」

「う、宇佐美と!?　わたしが!?」

　宇佐美定満が茶を吹ふきだし、景虎は顔色を青くしたり赤くしたりと激しく動揺して手にした青竹をぶんぶんと振ふった。

「そそそそれは断じて、ない！　生涯不犯の誓いを破るくらいなら、出家する！」

「もうひとつの策は、生涯不犯の誓いを守られながら、出家を思いとどまって越後の国主に返り咲ざくことです。越後の諸将もこれで少しは懲こりたでしょう。ですが、このまま手ぶらで春日山城へ戻られても、いずれはまた同じことの繰くり返しになります。悪心をもたげてお嬢さまをわがものにせんとする男は、必ず出てきます。禁じられれば禁じられるほど、人間というものは、禁断の実が欲しくなるものです」

「そんなことはわかっている！　だからどうするかと聞いている、直江！」

「お嬢さまにもっとも執しゆう着ちやくしている一門衆筆頭・長尾政景さまを暗殺なさいませ。そもそも、こたびの一件、すべては政景さまの謀略なのです。悪は許す、謀む反ほんも許す、だが神聖な毘沙門天の化身を犯おかそうとする者だけは殺す、と家臣団に見せつけなさいませ。それで越後は統一されるでしょう」

　景虎は怒いかりに震ふるえながら、青竹でぴしり、と直江大和の肩かたを叩たたいていた。

「姉上の夫を、暗殺しろと？　そのような卑ひ劣れつな真ま似ねを、毘沙門天は決して認めない！　それではわたしは、武田晴信と同じ悪党になってしまう！」

「両りよう雄ゆう並び立たずと申します。越後国主の座を狙ねらいお嬢さまをも狙う長尾政景さまに死んでいただく以外に、お嬢さまがまことに越後の主となるすべはございません」

「断じて、それはない。それは……それは、できない！」

「おや。もしやお嬢さまはあの男を憎にくからず思っておられるのですか。わたくしはただ、姉君の夫だから殺せないのだとばかり」

「直江大和！　貴様はそうやっていつも、わたしの心を操ろうとする！　しかしお前からなにを言われても、それはお前が弄ろうする術であり技だ！　お前の本心ではない。わたしはもう慣れている！　決して暗殺など認めぬぞ！　が、このまま越後へ引き返してもまた出奔することになる。それも、わかっている！　わたしは、男になどもう接せつ触しよくしたくない！　忠誠など誓ってほしくもない！　わたしに捧ささげる見せかけの忠誠心の裏側でわたしを穢そうとする醜みにくい欲よく望ぼうを隠かくしている、それが男だ！　例外はお前たち二人や柿崎景家らごく少数の者だけだ。わたしは越後には戻もどらぬ！」

　こんどばかりはお嬢さまの説得は困難かもしれません、と直江大和ほどの者が冷ひや汗あせをかきながらうなっていた。

「いかがします、宇佐美さま」

「こうなりゃ柿崎景家と祝言を挙げさせるか？　あいつは毘沙門天よりも阿あ弥み陀だ仏ぶつのほうにはまっているがよ」

「いいえ。誰が相手でもお嬢さまは承知しません。恋をすれば死ぬ、とかたくなに思い込んでおられますから」

「直江！　てめえが生涯不犯を煽ったからだ！　とりあえずお前がまず、生涯独身をやめろ！　誰かと祝言を挙げろっ！　生涯独身同盟を結んでいる盟友のお前が脱だつ落らくすれば、景虎も気が変わるかもしれねえ！」

「お断りします。わたくしがお嬢さまへの忠誠心の証あかしとして掲かかげた生涯独身の誓いを捨てれば、わたくしはただの冷血で陰いん湿しつな宰さい相しようになりはててしまいます。それだけはご免めんですね。わたくしが手を汚よごすのもすべてはお嬢さまのおんため。この一点を放ほう棄きすることは、わたくしの美学に反します」

　こいつら揃そろいも揃って……これだから神だの仏だのにはまる連中は面倒なんだ……うぎぎ……と宇佐美が歯がみしていると、誰も予期していなかった「三人目の男」が、室内にいきなり踏ふみ込んできた。

　筋肉質のひきしまった身体からだ。

　太く黒い眉まゆ毛げ。

　飢うえた狼おおかみのような眼光。

　その男こそ、景虎の姉を娶めとりながら、なおも景虎に執着し続ける野望の武将。

「長尾政景？　おいおい。てめえ、なにしに来た？」

「あなたには、越後国主の代理を任せたはずです。われらが不在の隙すきに越後を乗っ取るというのならばともかく、なぜあなたまで高野山に？」

「……わたしに近づくな、長尾政景！　姉妹しまいをともにわがものにせんとするなど、畜ちく生しようの行こう為いだ！　貴様は姉上との間に、何度も子供をもうけているではないか！　恥はじ知らずな。姉上のもとへ帰れ！」

　この男にだけはもう会いたくない。だから、捨てがたいすべてを捨てて越後から出てきたはずだった。

　感情をかき乱された景虎は、激しく政景を罵ののしった。

「お前はもう、わが姉上を妻としたのだ！　生きてこの景虎を手に入れられる日は決してないと知れ！」

　長尾政景は、どさり、と畳たたみの上に腰こしを下ろして、そして獰どう猛もうな視線で景虎を射い貫ぬいた。

「憐あわれだな景虎。毘沙門天ごっこに辟へき易えきして、ついに高野山へと逃にげ込んだか。武家の身でありながら生涯不犯を貫くのが辛つらくなったようだな。出家しちまえば、あきらめもつくからな。だが俺は逃がさんぞ。いや、時代が、お前を逃がそうとはしない」

　宇佐美が「この糞くそ馬ば鹿か野や郎ろうがあ！　これ以上景虎を追い詰つめるんじゃねえ！　てめえは景虎に求きゆう婚こんしないという誓せい紙しを出したじゃねえか！」と政景を制止しようとしたが、直江大和が「ともあれ言いたいことを言わせましょう。なにかが起こるかもしれません」とその宇佐美を止めた。

「逃げた、だと？　この景虎が？　貴様から？」

「そうだ。貴様は俺から逃げた。俺の求愛に怯おびえて、逃げだした。しかもそれだけではない。貴様は、自分の人生のすべてから逃げようとしている」

「政景！　わたしは貴様など、恐おそれてはいない。貴様は自分を強いと思っているだろうが、毘沙門天にとっては貴様など敵のうちにも入らない。貴様と戦いくさをすればわたしが勝つ。百度戦っても百度わたしが勝つ。貴様は姉上の夫だ。ゆえに慈悲の心で生かしてやっていると知れ！」

「フン。景虎。お前はたしかに生まれながらの戦の天才だ。戦えばすなわち勝つ。宇佐美定満の軍学も、直江大和の姑こ息そくな裏工作も、お前には必要がない。この日ノ本開かい闢びやく以来、貴様と並び立つ戦の天才は源みなもとの義よし経つねくらいのものだろう。お前が毘沙門天を気取るのをやめられなくなった理由もわかる。しかし貴様は弱い。心が、弱いのだ。息苦しくなれば、すぐに目の前の現実から逃げようとする。自分は人間ではない、毘沙門天の化け身しんだ、と言い張ってしまえば、傷つかずに済むからな。お前の親父おやじが一いつ揆きに殺された時からずっと、お前はそうやって目の前の残ざん酷こくな現実から逃げ続けてきた。ただの一日も、人間として生きていない。傷つくことが恐ろしいのだ。貴様は生しよう涯がい不ふ犯ぼん、無敵無敗の軍神のままで死んでいきたいのだ。戦に敗れることを恐れているだけではない。人間として生きることすら、お前は恐れている。恋こい心ごころに目覚めて、かなわぬ思いに身を焦こがして苦しみもがくなど、貴様にできるはずもない。そんな勇気が、貴様にはないのだ。はじめから生涯不犯と言ってしまえば、失しつ恋れんすることもないからな」

　宇佐美も直江も、固かた唾ずをのんで二人のやりとりを見守っていた。

　長尾政景は死ぬつもりで来たのだ。景虎を高野山に奪うばわれて永遠に失ってしまうくらいならば己おのれの言いたいことをすべて景虎にぶつけて、それで景虎に殺されるならばそれでいいと覚かく悟ごしてきたのだ、と宇佐美も直江も気づいた。

　野望の塊かたまりともいうべき長尾政景にとって、景虎といううら若き姫ひめ武将はそれほどに──己のすべてを賭けて悔くいがないほどに憧あこがれてやまない存在だったのだ。

「だがそんな貴様の前に、武田晴信という宿敵が出現した。武田晴信に対しては、勝ち逃げができそうにない。あの姫武将と戦う運命を引き受ければ、いずれお前は地上に引きずり落とされる。武田晴信を前にした今、毘沙門天の化身だの義の戦だの慈じ悲ひの心だのといった絵空事を貫つらぬき通す自信も失うせた。だから、貴様はなりふり構わず逃げた」

「……武田晴信の名を、そのような形で口にするな！　貴様のような血と欲にまみれた男などが！　わたしと晴信を穢けがすな！」

　政景の罵ば倒とうに対して、じっと耐たえていた景虎だった。

　だが、晴信の名を出された瞬しゆん間かんに激げき昂こうし、われを忘れた。

「貴様に！　貴様などにわたしたちのなにがわかる！」

　悔くやし涙なみだを溢あふれさせながら、青竹で何度も、政景の硬かたい額を、山のように盛り上がった肩を、分厚い胸板を打ち据すえた。

　政景は血まみれになりながら、なおも薄うすら笑いを浮うかべ、景虎を凝ぎよう視しし続けていた──。

「フン。今回の癇かん癪しやくはほんものらしいな、景虎……だがな。貴様が高野山へ登ったと知った晴信は、即そく座ざに和わ睦ぼくの約定を破ったぞ。お前が不在のうちに川中島、善ぜん光こう寺じ平だいらを奪い取ろうとみたび動きはじめたぞ。俺とて己の武には自信があるが、晴信と山本勘助の悪わる知ぢ恵えにはかなわぬ。越後衆どもも、望んで俺のような男には従わぬ。貴様以外に、晴信の侵しん略りやくを止められる者はいない──それでもなお、越後を捨て川中島も関東管かん領れいも捨てていけるのか？」

「……晴信が……!?　わたしとの和睦の約定を、破った？」

「そうだ。お前が越後を捨てたのだから、その瞬間に約定も無効になった、と晴信はうそぶいている。奴やつらは甲斐から川中島への補給路を確保すべく海かい津づ城の建築に取りかかり、犀川を越こえて善光寺防衛の要・葛かつら山やま城を奪うべく信濃国人どもの調略をはじめ、そして今回は越後の大熊朝秀を謀反させた。かつての北条とは違ちがい、お前の出しゆつ奔ぽん騒さわぎの一因となったことを悔いて越後に居場所なしと覚悟を決めた大熊の謀反は本気だ。このような状じよう況きようの下もとに俺が越後の新たな守護となれば、信濃派と関東派の対立は俺にも制せい御ぎよできぬまでに激化し、越後の国人どもはまた空中分解する。為景の時代に逆戻りだ……まだまだ謀反人は出るぞ」

「しかし大熊の謀反は、そなたにも鎮ちん圧あつできるだろう」

「フン。大熊は、馬鹿ではない。俺と真正面から戦っても勝算がないことはわきまえている。奴は、会あい津づの蘆あし名な軍を越後へ引き入れようとしている。むろん、山本勘助の策だろうな」

「……こんどは、会津か！　越後の平和を、どうあっても壊こわすつもりか。武田晴信め。山本勘助め……！」

　またしても晴信が……太たい原げん雪せつ斎さいどのが命を賭として成し遂とげた和約を、わたしが越後から出奔したと知るや否いなや、即座に破ったというのか……どうしても、わたしに、川中島へ戻ってこいと……武将として「義戦」を貫いてみせよと、そう言うのか。

　景虎は、川中島へみたび出しゆつ陣じんすると、決意していた。

「政景。わたしは決して逃げない。逃げたりはしていない。貴様に、わたしを天上の世界から引きずり落とす力がないだけだ」

　政景は、「そうかもしれないな。だが最後は、俺が勝つ。たとえ、屍しかばねになって魂たましいだけの存在となりはてようが、貴様を必ず地上に引きずり下ろしてやる」と不敵に笑っただけだった。

　この時。直江大和は、宇佐美に、

（これ以上政景さまを許し続けていては、お嬢じようさまの義という理想は……今回はかろうじて収まりそうですが、いずれ越後は）

　と視線で「政景暗殺」を訴うつたえていた。

（川中島で晴信を破り、関東管領の復権を成し遂げられれば、政景にももうなにもできねえ）

　宇佐美はなおも、景虎の「不殺」の意志を尊重したかった。景虎を裏切る時は、オレ自身が死ぬ時だ。直江の旦だん那なの生涯もその時、事実上終わるだろう。まだ早い──直江のもとに預けた与よ六ろくが姫武将として育ちきるまではまだオレたちは生きなければならない、と宇佐美は思っている。




　景虎は、高野山での出家を断念し、師の清胤に国内事情が急変したことを告げて、越後へと帰き還かんした。越後の諸将は、景虎にひれ伏ふして自分たちの過あやまちを悔い、「二度と、婿むこを取れとは言いませぬ。どうか生涯不犯の誓ちかいを貫き、毘沙門天の化身として」「越後をお守りください」と忠誠を誓った。

　景虎は電光石火の勢いで、大熊朝秀率いる謀む反ほん軍を撃げき破はした。会津・蘆名家の介かい入にゆうは、間かん一いつ髪ぱつのところで未然に防がれた。大敗を喫きつした大熊朝秀は「これでわれらが姫は二度と出家など考えまい」と泣き笑いしながら越中一揆勢の中へと逃げ込み、やがて武田家へと降くだったのだった──。

　越後を三分していた派は閥ばつのうち、「非戦派」は大熊の出奔によって自然消しよう滅めつした。政景と上杉憲政を担かついだ関東遠えん征せい派と、信濃防衛派の両派閥もまた、もう景虎さまを悩なやませ出奔などさせてはならないと和解し、「手打ち」を行った。

　越後守護に返り咲ざいた景虎は、諸将の前で宣言した。

　わたしは川中島で必ず晴信と決着をつけ、かつ、関東管領家も復興する。人間には不可能なわざだが、わたしは「不犯」の誓いを守る限り毘沙門天の化身として戦える。生涯誰だれにも戦では敗れぬ、いずれの義も成し遂げる、と──。

　軍神・景虎なくば、武田晴信と北条氏康、この同盟を結んでいる両者が虎こ狼ろうのように越後へと攻せめ寄せ、容よう赦しやなく分け取りしてしまう。この事実に直面した諸将は「われらが望まずとも、武田と北条のほうから越後を奪おうと攻め寄せてきます」「益なき防衛戦、義戦と思っておりましたが」「間違いでした。乱世においては、攻こう撃げきこそが最大の防ぼう御ぎよ」「われらは景虎さまに従い、戦いまする」と、景虎の「義戦」の続行に全面的に協力することを誓ったのだった。

　政景が巻き起こした「景虎出奔騒そう動どう」は、かくして、景虎の越後守護としての絶対的な威い信しんを生みだすという結果を導き──「第三次川中島の合戦」が、勃ぼつ発ぱつした。







　第六話　みたび、川かわ中なか島じまへ







　大おお熊くま朝とも秀ひでを謀反させることに成功し、みたび川中島・善ぜん光こう寺じ平だいらへの侵略計画を推おし進めていた山やま本もと勘かん助すけは、まさか景かげ虎とらが叡えい山ざんと高こう野や山さんの双そう方ほうから出家を阻そ止しされて、しかも長なが尾お政まさ景かげの挑ちよう発はつ的てきな説得によって早々に越えち後ご春日かすが山やま城に帰還を果たすとは想像していなかった。川中島入りを前に諏す訪わに立ち寄り、四し郎ろう勝かつ頼よりと久々に再会を果たしたのも、長尾景虎なき今、すでに川中島奪だつ取しゆは成ったも同然、と信じていたからである。

　四郎勝頼は武たけ田だ家の家族となったが、諏訪の神職を兄から継ついだこともあって、諏訪で暮らすことが増えている。ゆくゆくは諏訪衆を率いていただいて御お屋や形かたさまを支える「武田諏訪軍団」の絶対的頭領に、という道筋を勘助は考えていた。

「かんすけ。ひさしぶり……なんだかにんそうが、わるくなったような？」

「かっ、勝頼さまああああ～！　それは、それがしが勝頼さまのご尊顔を拝めなかったせいでございまする～！　勝頼さまのご威光を浴びれば、悪心は退散いたしまする！」

「そうか。それはよかった。せっかくだからおんせんにはいろう、かんすけ。かんすけのふるきずにきく、いいおんせんをみつけた」

　ブハッ！　と勘助は鼻血を吹ふきだして、卒倒した。

「あ、ありがたき幸せ……なれど、われ、幼女を愛すれど幼女に触ふれず裸ら体たいを拝まず、という信しん仰こうを曲げるわけにはいきませぬうううう！　お言葉だけで十分でございまする！」

「……かんすけは、あいかわらずおもしろいな」

　必ず戦いくさの前には貴とうとい勝頼さまのご尊顔を拝して、諏訪の神の霊れい力りよくを分けていただかねばならぬ！　武田家は諏す訪わ明みよう神じんの加護なくば守れぬのじゃ～っ！　と勘助から徹てつ底ていした洗脳教育を受けている弟で子したち──馬ば場ば信のぶ房ふさ、工く藤どう祐すけ長なが、春日かすが弾だん正じよう、そして飯お富ぶ三さぶ郎ろう兵びよう衛えの四人が、四郎勝頼の前に突つっ伏ぷして出血多量で死にかけている師し匠しようを発見し、あわてて介かい抱ほうした。

「……いったい、師匠の身になにが……まさか、鳶とび加か藤とうに……」

「た、たいへんなことに!?　者ども、軍師どのを闇やみ討うちした下手人を捜さがし出して！」

「師匠、ここは危険です。一目散に逃にげましょう！」

「みな、冷静に。ただの鼻血なのだわ。もういいお歳としなのに、血気盛んすぎるから。いい加減に奥方を迎むかえて落ち着けばいいのに」

　ぐ、ぐぬぬ。それがしとしたことが、なんとよこしまな感情に憑つかれてしもうたのか。天てん罰ばつじゃ。天罰が下ったのじゃ、と勘助は呻うめき、四人の姫ひめ武将たちに担がれながら「申し訳ござらぬ勝頼さまああ～！」と涙を流すのだった。




　景虎、出家を断念して越後へ帰還す──この一報が晴はる信のぶと勘助のもとに届いた後、武田陣営は川中島に出兵するか否かを巡めぐって協議したが、「景虎は約定破りを激げき怒どしているという。ここで兵を退ひいても景虎のほうから川中島へ攻め寄せてくるだろう」と晴信自身が判断し、当初の予定通りにみたび川中島へと出兵し、着々と善光寺平の侵略を進めた。

　越えつ軍との三度目の決戦を前に、一族郎ろう党とうと重臣たちが勢ぞろいして、御み旗はた楯たて無なしの前で「大戦略」確定のための軍議が開かれた。

　本来、この侵攻は長尾景虎が越後から出奔したことを前提に急きゆう遽きよ開始された。このまま景虎が戻もどってこなければ、上野こうずけ方面へ同時出兵している北ほう条じよう氏うじ康やすと連れん携けいして余よ裕ゆうで勝てるし、いずれ景虎が家臣団に説得されて越後に帰還することになるとしても、景虎は頑がん固こだから説得には日数がかかるはず。景虎が高野山から戻ってくるまでに善ぜん光こう寺じも戸と隠がくし山やまも奪取してしまえる。そのはずだった。

　だが、意外な事態が起きた。よりによって、越後守護の代役を務めていた野望の男・長尾政景が高野山に隠かくれていた景虎のもとへはせ参じ、いかなる説得術を用いたのか、景虎を連れ戻してしまったのだ。

　政景は武田方には調略できないが、景虎政権にとっては埋まい伏ふくの毒。第二次川中島の合戦の折に怪あやしげな噂うわさを流して越軍諸将を乱した張本人らしい、と佐さ助すけら真さな田だ忍にん群ぐんが前回の合戦の時に陰かげで起きていた事件の真相をおおむね探さぐり当てている。

　景虎が高野山で出家すれば、政景は自動的に越後守護となるはずだった。反対者が出たとしても、景虎の姪めいにあたる政景の実じつ娘じようを越後守護とし、政景は守護の後見人という座に納まることができるはずだった。

　その政景が、宇う佐さ美み定さだ満みつや直なお江え大和やまとですら説得できなかった景虎を、春日山城に連れ戻したという。

　景虎と政景の複雑な関係は、勘助にも理解しがたかった。

「姉上。長尾景虎が春日かすが山やまに戻った以上は、兵を退いて後日に期すべきだわ。川中島攻略のための戦略は、その前提を覆くつがえされたのだから。このまま戦い続けては、またしても川中島で無む駄だに時間を使ってしまう」

　副将の典てん廏きゆう信のぶ繁しげが、「景虎が帰ってきたか」とむしろ頰ほおを上気させて喜んでいるように見える姉・晴信を、諫いさめた。

「放っておけば、越後の大勢の男どもから求きゆう婚こんされて窮きゆうした景虎は、二度と地上の世界には戻ってこなかったはずなのに。まるで姉上は、景虎を地上に呼び戻すために、わざわざこんな真ま似ねを……川中島は……合戦場は、姉上と景虎の遊び場ではないのよ。姉上。目を、覚まして……」

「次じ郎ろう姉さん。そうは言うが、姉上にとっては長尾景虎は絶対に決着をつけなければならねえ宿命の強敵だ。景虎との決戦を先送りにしていては、武田は一歩も先に進めなくなる。俺が今いま川がわから嫁よめを取ったのだって、景虎との決着をつけるためだ！　越後の海を見るまで、俺は、やるぜ！」

　晴信の「景虎熱」を案ずる信繁とは対照的に、義よし信のぶは目を怒いからせていた。義信にしてみれば、景虎さえ武田の前に立ちはだからなければ、今川との縁えん談だんを吞のむこともなかった。駿する河が侵しん攻こうの可能性が消えた今、越軍に勝てねば、俺の縁談を笑顔で承しよう諾だくした飯富兵ひよう部ぶの立場がない、と思い詰つめている。

　晴信は、自分をひたすらに案じて撤てつ退たいを唱える妹と、闘とう志しをみなぎらせている弟とを交こう互ごに見つめながら、ため息をついていた。影かげ武む者しやとして隣となりに座っている逍しよう遥よう軒けん信のぶ廉かどに「孫まご六ろくはどう思う」と尋たずねてみた。

「姉上が武田家の当主。信じる道を行くしかないサネ」

「しかし武田家の命運が、大勢の家族や将兵の人生がかかっている」

「今いま頃ごろ、高野山での出家を妨ぼう害がいされたと景虎は激怒しているサ。姉上が退いても、あちらから追いかけてくる。鬼おにごっこのように」

「鬼ごっこ、か……」

「都の情勢は次々と変転し、近江おうみへ逃のがれていた将軍が三み好よしを押し戻して巻き返している。その動きに呼応して、今川義よし元もとは太たい原げん雪せつ斎さい抜ぬきでも上じよう洛らく軍を興おこそうと動きはじめている。雪斎が、それだけの下準備をすでに整えておいたということサネ。そろそろ一歩前へ踏ふみ出さなければならない時サ。わたしも、次郎姉さんも、姉上も──武田家全体が」

　信廉は、そう言いながらも、のんきに筆を走らせて信繁の肖しよう像ぞう画がを描えがいていた。

「京から遠く離はなれ、海を持たぬ武田家には残念ながら地の利はないが、人の和においては日ひノ本もと最強となったとあたしは信じている。残るは、天の時があたしと景虎、どちらに微笑ほほえむか、だけだ」

　晴信の左右の手足──晴信に侍はべり続けながら次々と戦略を打ち出す軍師・山本勘助と、真田忍群を操り諜ちよう報ほうと調略の実働部隊を率いる真田幸ゆき隆たか。

　晴信と勘助が育ててきた姫武将たち──飯富兵部と飯富三郎兵衛の姉妹しまい。「不死身」の馬場信房。工藤祐長。春日弾正。真田の「双ふた子ご」。

　さらには、原はら美み濃のをはじめ、父・信のぶ虎とらの代から仕えてきた歴戦の男武者たちも、まだ全滅してはいない。

「勘助。こんどこそ、景虎との最後の戦いとするぞ。策を述べよ」

「はっ。この山本勘助、景虎が早々に越後へ帰還するというこの事態に対応すべく、新たな策を練って参りました。景虎は神がかりにして、直接野戦で正面より相対すれば必ず敗れまする。一いつ騎き打うちともなれば、剣けん豪ごう将軍足あし利かが義よし輝てる公を無刀であっけなく敗るという異形の強さを誇ほこり、真田忍群の誇る異能力も、景虎はその紅あか目めを用いて無力化してしまうと申します。あれほどわれらを苦しめた加藤段だん蔵ぞうですら、術を奪うばわれるのです。このような景虎自身が率いる越軍本隊は、決して力押しでは倒たおせませぬ」

　はじめから無敵の天才武将だったとは聞くけれど、上洛して以来、化け物のように強くなり続けている……と信繁が震ふるえながら思わず呟つぶやいた。晴信が「化け物ではない。異形でもない。ただの人間の小こ娘むすめだ」と信繁の言葉を訂てい正せいさせた。

「次郎。そのような怯おびえた目で景虎を見れば、勝機を見失うことになる。個人の武勇だけが、勝敗を決するのではない。必要なものは人の和と、目の前の現実を正しくありのままに認識できる、透とう徹てつとした知ち謀ぼうだ」

「……景虎以外の相手ならば、姉上が築き上げた武田軍にかなう敵はいないわ。でも……景虎は、あまりにも」

「勘助。次郎は少々、景虎を意識しすぎている。献けん策さくを続けよ」

「はっ」

　勘助は（信繁さまは、われらが御屋形さまの心が完全に景虎に奪われていることが、気が気でないのだ）と痛ましく思いながら、必勝の策を唱えた。

「武田軍が勝利するには、景虎との直接戦闘を避さけつつ、かつ戦に勝つのです。すなわち──」

　景虎不在の隙すきを衝ついて諏訪から猛もう然ぜんと騎馬隊を率いて駆かけ、葛かつら山やま城を奪取してきたばかりの馬場信房が、ぽつり、と口を開いた。

「……人の和で、勝つ」

　左様。おぬしもすでに武田家を支える名将となった、よくぞ己おのれを磨みがき鍛きたえあげた、と勘助が己の膝ひざを打っていた。

「軍師どの。わかりました！　逃げましょう、ということですね！」

「春日。うぬはまた、逃げ弾正ぶりを！　ええい。そなたは松まつ代しろで真田どのとともに海かい津づ城の築城にあたっておればよい！　越軍の強さはどこまで行っても、景虎個人の武の強さ。越後の男どもは、それぞれ屈くつ強きような猛将揃ぞろいなれど、景虎が不在となれば統制の取れぬ烏う合ごうの衆となることはすでに御屋形さまもご存じの通り。揃いも揃って、猪ちよ突とつ猛もう進しんするばかりの猪いのしし武む者しやどもです。宇佐美定満と直江大和には知謀がありまするが、誰だれもこの二人程度の家格の者には従いませぬ。それが越軍の弱点。翻ひるがえって──」

「わ、わが武田は」

　工藤祐長がなにかを言いたそうにしていたが、

「姉上が『人の和』をこそ磨きあげてきた、最強の統率力を誇る軍団。武田軍とは、文字通りの『武田家』だわ。勘助」

　信繁が続きを言ってしまった。工藤は「ああ……また軍議で存在を忘れられています。またしても感状を貰もらい損ねちゃいます」と悲しげに声をあげた。

「これまで武田は、善光寺平を南北に分断している犀さい川がわ渡と河かからの一点突とつ破ぱにこだわって参りました。されど景虎との正面決戦は、最終的に勝とうが負けようが武田軍にとっては玉ぎよく砕さいも同然。自じ爆ばくを意味します。それが二百日に及およぶ膠こう着ちやくの原因。ゆえにこたびは、三方向より侵攻いたします」

　三方向！　と信繁が声をあげた。

　義信が「まさか駿河、川中島、美濃へと同時出兵するってのか？　無理だろ」と首をひねったが、信繁が「違ちがうの。越後方面へ向けて、三つの部隊を異なる道から進ませるということよ」と相変わらず武辺一いつ辺ぺん倒とうの弟をたしなめた。

「御お屋や形かたさま率いる本隊は、犀川南岸に本ほん陣じんを敷しき、再度、犀川渡河を窺うかがわせます。葛山城に籠こもる守備隊とともに、善光寺・横よこ山やま城に出てくるであろう景虎をいまいちど釘くぎ付づけといたします。その隙に、二つの別働隊を東と西から、動かしまする。景虎の身体からだは、ひとつ。武田の部隊は、複数同時展開が可能。御屋形さまの手足の如ごとく、複数の部隊を動かせる。かつ、それぞれの部隊に強さの差はございませぬ。相互部隊の連れん絡らくは、真田の双子が率いるむかで衆と忍しのびたちを縦横に駆く使しすることで、密に取れまする。騎馬隊の華はなやかさを目立たせておりますが、実はこれこそ武田の強さの神しん髄ずい」

　真田幸隆どのと春日弾正は、引き続き千曲ちくま川がわの東──松代に防衛拠きよ点てんとなる海津城を築かれませい。甲か斐いから上うえ田だを経て松代へと至る補給路を確保できれば、諏訪を経由せずとも軍と兵ひよう糧ろうを自在に善光寺平へと調達することが可能となります。一朝一いつ夕せきにはできませぬが、必ずや武田に勝利をもたらす一手です、この海津城が完成すれば武田の勝ちです、と勘助が幸隆に語った。

　幸隆が「承知いたしましたわ」とうなずく。

「ですが勘助どの。虎とらの子の真田忍群は……佐助たちは、松代に置きますか。それとも」

「真田忍群は、こたびは飯富姉妹のもとへ」

「飯富姉妹に？」

「それがし、飯富姉妹に騎馬隊を預け、善光寺平を迂う回かいさせ、戸隠山の西側の千ち国くに街道を北上して糸いと魚い川がわへと抜ける『越後への裏道』を進ませまする。これが第三の部隊」

「糸魚川に出て、越えつ中ちゆう一いつ揆きと合流し、西から春日山城へ迫せまるというのか勘助？」

　晴信が思わず腰こしを浮うかせた。勘助は、

「……と見せかけて、西から戸隠山に突とつ入にゆうする道筋を確保することが第一の目的。先の善光寺平の秘仏に続いて、こたびは『石』を押さえまする。これで戸隠忍群のことごとくが武田にくだりましょう。幸いにも、加藤段蔵は景虎出しゆつ奔ぽんの手引きをしたかどで長尾家から追放され、独立勢力として戸隠山に蟄ちつ居きよしております」

「そうか。ならばもしも越軍が戸隠を放置して、無視すればどうなる？」

「その時は、こちらも戸隠を後回しにして、糸魚川へ出てしまいまする。越軍と手切れ状態の戸隠は、道筋さえ確保すればいつでも奪えますゆえ。越中一揆勢への根回しは、すでに終わっております。彼らは、景虎の祖父と父を討うった長尾家の仇かたき。景虎に復ふく讐しゆうされることに怯えておりまする。少し煽あおれば、いくらでも景虎と戦いまする」

　俺も飯富兵部とともに戸隠へ進ませろ！　と義信が叫さけんだが、勘助は、首を振ふった。

「義信さまはそれがしと信繁さまとともに、本陣で御屋形さまをお守りください。葛山城と犀川南岸の武田本隊。松代の築城部隊。そして戸隠奇き襲しゆう部隊。三方向より侵攻してくる武田軍を前に景虎がどう動くか、それがしにも読めませぬ。御屋形さまの守りを手て薄うすにすることだけは、避けねばなりません。馬場も、本陣を守るように」

　そうか。勘助のしゃらくせえ三方向作戦を前にした景虎が、乾けん坤こん一いつ擲てき、犀川を渡わたって武田との正面決戦に挑いどんでくるかもしれねえわけだな、と義信が歯ぎしりした。

「兵法の常道から考えればその可能性は低いですが、景虎ならばすべてがあり得ます。そして、そうなった時、しまった、では済まぬのです」

「わかった。兵部。どうやら、兵部が率いる別働隊は囮おとりらしい。無茶して死ぬなよ」

「太た郎ろう。あたしは、てめえの守もり役だぜ。一人で死ぬかよ。死ぬ時は一いつ緒しよだ……でもよ。できれば、景虎との決戦の場で、華はな々ばなしくくたばりてえな。その結果、無敵の神将に武田が黒星をつけられれば、武将として本望だ」

「縁えん起ぎでもねえこというな。三郎兵衛、姉貴を頼たのむぜ。最近、兵部の奴やつ、荒あれているんだ」

「ええ。承知したわ、太郎さま。姉上も、姫ひめと武将との両立で心苦しいのだわ」

　武田家最小武将の飯富三郎兵衛が、静かに微笑んでいた。

「しかし段蔵どのも、景虎を越後から連れ出すとは、酔すい狂きようなお方でござるな。戸隠忍にん群ぐんはこれで越後からも武田からも孤こ立りつしたでござる。才さい蔵ぞうどのはどうすることやら、うき」

　才蔵どのを武田にお連れするいい機会かもしれぬでござるな、と天てん井じよう裏うらにぶら下がっていた佐助がご陽気に笑っていた。




　越軍八千を率いて春日山城を出立した景虎は、「よくも晴信め。わたしの留守を狙ねらって、火事場泥どろ棒ぼうのような真似を！」と猛然と川中島一帯を駆け回った。善光寺東の横山城に本陣を置くや否いなや、有無を言わせず葛山城へと攻せめかかり、武田方が守備を固める前にこれを奪だつ回かいしてしまった。もはや、出家だの大たい悟ごだのを考えている余よ裕ゆうはない。不義を犯おかす野望の武将が目の前にいる限り、戦いこそが、越後の姫武将として生まれた自分の運命──景虎は晴信への怒いかりのあまり、迷いを振り切っていた。景虎自身が己の中で能力のリミッターを解除した時、あまりにもその用兵術は人間離ばなれしており、あまりにも強かった。葛山城と犀川南岸の本隊とで景虎を釘付けにして、その隙に東の千曲川側では海津城を築城し、西では戸隠山へと別働隊を向かわせ「石」を狙うという勘助の三方向作戦は、一日にして破は綻たんしていた。勘助としては、要害・葛山城は一週間は保もつと計算していたのである。

　しかも景虎の戦略眼の天才ぶりは、その葛山城攻こう略りやくの直後に発揮された。

　景虎は奪回した葛山城に兵を入れて善光寺の守りを固めると勘助は読んでいた。しかし、景虎はあれほどこだわってきた横山城と善光寺の守備を捨てて南へと兵を進め、自ら先の和わ睦ぼくの折に武田軍の手で破は却きやくさせた旭あさひ山やま城に乗り込み、越軍全軍を入れてしまったのである。

　景虎は、一気に南下して犀川南岸の武田本陣に肉にく薄はくしたことになる。

　これで、武田本陣との決戦に挑める位置を取った。

　同時に、武田本陣のほうからは、旭山城には迂う闊かつに仕し掛かけられなくなった。旭山城は山上の要害なのだ。平地の横山城とは、攻めがたさに大おお幅はばな違いがある。

　川中島の地図を陣中で凝ぎよう視ししながら、勘助が、

「あり得ぬ。善光寺の守りを放ほう棄きして、全軍で旭山城に登るとは。われらが退路を断ったらいかがするつもりなのだ。よもや、捨て身の決戦を挑んでくるつもりか……」

　と脂あぶら汗あせを流している隙に、景虎はさらに動いた。

　旭山城に長尾政景率いる守備隊を残すと、自らはわずかな手勢のみを連れて夜や陰いんに紛まぎれて下山し、南下してきたばかりの北ほく陸りく街道をこんどは北上して飯いい山やまへと向かった。

　この飯山で景虎は、戸隠山、飯いい縄づな山やまと並ぶ北信濃しなの三大修しゆ験げん場のひとつ、飯山の小こ菅すげ神社に戦勝を願う願文を捧ささげるや否や、千曲川沿いに馬を駆けさせて松代に出現し、築城中の海津城を正面から攻こう撃げきしてきた。

　松代に武田が拠点を作れば、犀川を渡らずとも、北上できる。

　ということは、逆もまた真で、景虎もまた犀川を渡らずとも松代を奇き襲しゆうできるということなのである。

　飯山になにをしに行ったのじゃ、またぞろ「神がかり」の癖くせが出たか、あるいは旭山城を「餌えさ」に武田本隊をつり出すつもりか……と景虎の奇異な行動をいぶかしんでいる勘助のもとに、真田幸隆から「半ばまでできあがっていました海津城、焼き払はらわれましたわ」と報告が入った。

　いくら真田幸隆が智ち将しようとはいえ、籠もるべき城が完成していなければ、その防ぼう御ぎよ力は低い。猿さる飛とび佐助をはじめとする真田忍群を仮に海津城につけていたとしても、景虎の目は佐助の「猿飛の術」を無効にしてしまうから、結果は同じだったろう。いかん！　三方に部隊を分けて景虎を惑まどわすはずが、逆に神の如き強さを誇る景虎にそれぞれを各個撃破されてしまう！　と勘助は気づいた。

　なぜこうなっているのだ。そうだ。速い、景虎は武田騎馬隊よりも速い、と勘助は戦せん慄りつした。馬の能力のためではない。南なん蛮ばん渡来の大馬の血を入れている武田の馬のほうが速い。景虎が、わずかな手勢のみで駆けているからだ。あり得ぬほどの少数精せい鋭えい部隊なのだ。しかも、分割された武田軍の各部隊を、景虎はそのわずかな数で粉砕できるのだ。が、分割しているとはいえ、武田軍はそれぞれ名将・智将が統制の取れた兵を率いている精鋭揃いである……。

「数と質を頼んだが、間違いであったのか。そんなはずはない。このような神がかった速度の進撃を、いつまでも強行できるはずがない。なぜならば景虎は身体が弱い……あの者……命を削けずってまで、御屋形さまに勝つつもりなのか……飯山で、なにを願ったのじゃ」

　寝しん食しよくを忘れて陣に籠もり、地図の上に白と黒の碁ご石いしを配置しながら「読めぬ。あの者の思考も戦術もまるで読めぬ。頭が割れるように痛む。今回こそ、御屋形さまを勝利させねばならぬのだ」と苦しげに呻うめいている勘助の背中を、晴信は心配げに凝視していた。




　海津城を焼き払われてまもなく──そのような善光寺平の戦線を横目に、ひたすらに千国街道を駆けて西から戸隠入りを目指していた飯富姉妹しまいは、信じがたいものを見た。

　山上から、白い行ぎよう人にん包づつみで顔を覆おおった小さな姫武将が、わずかな手勢だけを連れてまっしぐらに駆け下りてきたのだ。

　勘助の三方向作戦の要よう諦ていを直感的に摑つかんだ景虎は、松代奇襲のあとすぐに不ふ眠みん不休で行軍し、戸隠山を越こえて、飯富部隊の頭上から逆落としをかけてきたのだった。

　武田が三方向で同時に部隊を展開するならば、それぞれの兵力は三分の一。ならば、ひとつずつ順番に、全部を叩たたきつぶしてしまえばいい。

　景虎の「戦術」を敢あえて言語化すれば、そのようになる。

　が、むろん、景虎は言葉で考えて行動してはいない。

　晴信と勘助への怒りの赴おもむくままに、「一撃決戦を避さけさせはせぬ、武田軍が分散するというのならば、そのすべてを叩きつぶす」と動き続けている。

　武田最強の勇ゆう猛もうを誇ほこる飯富兵部が、

「なんだこいつは……まるで源みなもとの義よし経つねじゃねえか！」

　と思わず目を疑ったほどだった。

　飯富の「赤備え」と景虎率いる漆しつ黒こくの騎き馬ば隊とが、小お谷たりの峡きよう谷こくにて激げき突とつした。

　両軍ともに、全軍討ち死にの覚かく悟ごである。

　無言のまま敵の包ほう囲い網もうを突破して白馬で駆かける景虎と、飯富兵部との、視線が交こう錯さくした。

「この女のおかげで、太郎は今川の姫と祝しゆう言げんを挙げなければならねえ羽目に……！」

「姉上。冷静に。決戦するべき時ではないわ。戸隠までの入り口を確保した時点で、任務は達成されたのよ」

　景虎との一騎打ちを望む姉の兵部を、冷静沈ちん着ちやくな飯富三郎兵衛がかろうじて押しとどめた。

　乱戦のさなか、ひょっこりと顔を出した猿飛佐助が、

「山中に加藤段蔵どのが忍しのび衆を率いて潜ひそんでいるは必定。一騎打ちはまずいでござる。景虎どのがなにを言おうが段蔵どのはすかさず闇やみ討うちしてくるでござる。拙せつ者しやが、景虎どのを怒おこらせて追い回されるでござるよ」

　と囮役を買って、ようやく飯富兵部と景虎との激突を回かい避ひさせることに成功した。

　事実、この時加藤段蔵は「『石』は守らねばならん。武田め、ついにここまで来おったか……」と戸隠忍群たちを率いて小谷の戦場へと猛接近していたのだった。

　飯富隊が糸魚川への進撃も戸隠強襲も断念して行軍を停止したことを知るや否や、景虎は馬首を翻ひるがえして、

「猿飛佐助。加藤段蔵。今宵こよいは水入りだ。『石』を守りたかったが……勘助はわたしが戸隠山へ動いた今こそ最後の一手を打ってくる。越軍はこれより、晴信との決戦をはじめる」

　と言い残すと、再び戸隠山を登り、飯山へとまっしぐらに駆けていった。




「御お屋や形かたさま。景虎の動きがあまりに速いために、後ごの先せんを奪うばわれ続け申したが……これで勝ちでございます。景虎を戸隠に引きつけている今、松代に潜ませていた『最後の伏ふく兵へい部隊』を動かして千曲川沿いに北上させ、飯山を奪います。飯山こそは北陸街道の喉のど元もと。ここを盗とれば、旭山城まで前進している越軍は帰る場所を失います」

　不眠不休で真田忍群とむかで衆を動かし続け、地図上で仮想の景虎を相手に碁石を打ち続けて要所を取り合っていた山本勘助は、ついに「勝った」と会心の笑みを浮うかべていた。

「勝ったな、勘助」

「はっ。それがし、軍議でも隠かくし通しておりました。四つ目の部隊を、松代の山中に隠していたのでござる。不死身にして不動の馬場信房が『山』、赤備えの騎馬隊を率いる飯富兵部と妹の三郎兵衛が『火』、逃にげ弾正の春日が『風』ならば──いるのかいないのかわからぬ工藤祐長こそが、武田家の『林』にござる。『気』を読む天才・景虎ですら、工藤の薄うすい『気』は気取れませぬ。生来影かげが薄く忍び以上に忍んでいるあの者こそ、天才的な嗅きゆう覚かくのみで戦っている景虎にとっては、まさに天敵」

　いわば勘助にとって「隠し腕うで」のような存在──存在感の薄い姫武将の工藤祐長が、松代の山中からいっせいに千曲川東岸へと突とつ出しゆつし、ひたすらに北上して飯山を目指していた。散りぢりになっていた真田幸隆率いる信濃先方衆も、工藤のもとに続々と集結した。松代における拠きよ点てん・海津城が壊こわされたために動員兵数こそ少ないが、戸隠山の彼方かなたで飯富姉妹と死し闘とうを繰くり広げているはずの景虎は絶対に間に合わないはずだった。むろん、旭山城を守る越軍本隊は、犀川の南に陣じん取どる武田本隊と睨にらみ合っているから、飯山へ後ご詰づめを出すことはできない。飯山と旭山城の間に開けた善光寺平北岸には、かつて越軍が本陣に用いていた善光寺と横山城があるが、いずれも僧そう侶りよが残るのみで兵はいない。

　引き続き勘助は、飯山を失しつ陥かんした旭山城の越軍本隊が下山し、犀川を渡河して破れかぶれの勝負を挑いどんでくるという事態に備えて、本陣を「鶴かく翼よく」の陣形に変へん更こうさせていた。

「馬場信房。典てん廏きゆう信繁さま。太郎義信さま。景虎不在とはいえ、長尾政景、柿かき崎ざき景かげ家いえ、北きた条じよう高たか広ひろ、村むら上かみ義よし清きよはいずれも越後が誇る猛将。景虎がおらねばまとまらぬ連中ですが、万が一にも宇佐美定満が奴らを制御することに成功すれば、その強さは侮あなどれませぬ。『窮きゆう鼠そ却かえって』と申します。御屋形さまをお守りし、越軍との決着をつけるは今。お頼み申しますぞ」

「……委細承知」

「だいじょうぶ。待ち受けているのと奇襲を受けるのとでは、心構えが違ちがうわ。こんどこそ勝てるわ、勘助」

「兵部の奴が心配だが、勝ちゃあいいんだな、勝ちゃあ。俺ぁひたすらに暴れる。勘助、槍やり働きならば俺に任せろ！」

　武田本隊は、旭山城に籠こもっている越軍の襲来を、待ち構えていた。

　鉄てつ壁ぺきの陣を、敷しいている。

　下山して犀川を渡わたりはじめた時が越軍終しゆう焉えんの時だ、と勘助たちは信じていた。




　しかし──。

　飯山を目指して無人の野を駆けていた工藤祐長隊は、その途と中ちゆうの上うえ野の原はらで、信じがたい軍団と遭そう遇ぐうしていた。

　先頭を駆けるは、白い行人包に顔を隠した小こ柄がらな少女。

　その少女の背後には、黒い甲かつ冑ちゆうに身を包んだ旗本衆。

　口々に、毘び沙しや門もん天てんの真言を唱えている。

　オン・ベイシラ・マンダヤ・ソワカ。

　オン・ベイシラ・マンダヤ・ソワカ。

　オン・ベイシラ・マンダヤ・ソワカ。

　人じん智ちを超こえた強行軍。

　みな、体力を使い果たしているはずだった。

　だが、全員の身体からだに、異様な「気」が充みち満ちている。

　噓うそだわ。間に合うはずがない、そもそも「武田第四の部隊」が飯山を突つくことに気づけるはずがない、と戦慄しながら。

　長尾景虎、と工藤祐長は思わずその名を口にしていた。

「晴信め。山本勘助め。あくまでも正面からわたしに挑もうとせず、姑こ息そくな火事場泥どろ棒ぼうを繰り返すか。わたしには通じない。部隊を割れば割っただけ、すべて、わたし自身が潰つぶす。それだけだ」

　あり得ない。こんなはずがない。なぜ軍師さまの策がわかったの!?　と工藤は叫さけんでいた。

　だが景虎は答えられなかった。理り屈くつではないのだ。松代では、工藤の「気」を感じ取れなかった。工藤は忍にん者じや以上に気配を消す達人だった。越軍は、勘助の練りに練った四段構えの策略に、敗れていたはずだった。しかし景虎は、「勘」で越軍の危機を察したのだ。その「勘」を、理屈で説明することは、景虎自身にも難しかった。ただ、春日山から善光寺平への通り道にあたる飯山が、前回までとは違って露ろ骨こつに北上してくる武田軍との戦いにあたって「要所」になるような予感は、していた。それゆえに、景虎は行軍途中でいったん飯山に立ち寄って周辺の地形を見ていたのだ。

　工藤祐長は、自らに死が迫せまっているということも忘れて、身み震ぶるいしていた。長尾景虎は戦いくさの神だ、と思った。やはり、高野山で出家させておくべきだったのだ。武将として戦って勝たねば意味がないと景虎との決着にこだわった御屋形さまの思いは正しい。御屋形さまに、勝利を届けたかった。武田軍の人材のすべてを使い切った軍師勘助の策は、こんどこそ景虎の能力を一歩上回るはずだった。しかし、相手は人間の姫ひめ武将ではない。明らかに、景虎の戦の才は人智を超えている。

　行人包の奥から、赤い瞳ひとみをきらめかせながら、景虎は青竹をふるって旗本衆に下知した。

「越軍の退路は断たせぬ。全軍、かかれ」

　私たちの御屋形さまはこの雪の精のような「戦の神」に魂たましいを奪われてしまっている、と工藤は気づいた。どうすれば、解放できるのか。勝つしかないのか。しかし、人間が、この軍神に勝てるのか。どれほどの犠ぎ牲せいを出せば、勝利を奪えるのか。どれほどの犠牲を払はらっても、勝てないのではないのか。日ひ頃ごろは冷静な工藤祐長の目に、涙なみだが浮かんでいた。

「……もう、やめて……！　このままじゃ……御屋形さまは、いつまでもこの川中島から、動けない……天下盗りも……婿むこ取とりも……なにもかも、時機を失ってしまう……御屋形さまを、解放してよ……！」

「……解放……？」

「原はら田だどの、死んではなりません！　今は、逃げましょう！」

　景虎めがけて突進しようとしていた工藤の腕を、松代から同行していた春日弾正が強引に摑み取っていた。

「原田って誰だれよ!?　私は工藤よ！」

「誰でもいいんです！　われらが今ここで欠ければ、御屋形さまは勝機を失います！　われらを救わねばならぬと御屋形さまをうろたえさせて、鉄壁の武田本陣を動かせてはなりません！　山やま県がたどの、恥はじを忍んで逃げましょう！」

「工藤だってばーっ！」

　春日弾正の「逃げ足」は、天才的である。

　景虎は、春日と工藤を、追った。

　が、春日がまっしぐらに犀川南岸に待ち構えている武田本隊へと合流しようとしていることに気づいて、進軍を中止した。

　武田本隊の布陣は、完かん璧ぺきなまでの、鶴翼の陣形だった。

　武田晴信と山本勘助は、孫そん子しをはじめとするあらゆる軍学を修めている。

　村上義清が考案した槍やり衾ぶすま隊を破るために、徹てつ底てい的てきに部隊の統制力を磨みがくことにこだわり、今では自由自在に陣形を組み替かえることが可能なのだという。

　その鶴翼の陣から、「気」が立ち上っていた。

　景虎には見える。

　隙すきがない、突破しようにも攻せめ手がない、山本勘助め、と景虎は薄い唇くちびるを嚙かみしめていた。

　犀川南岸という防衛に最適な陣取りが、厄やつ介かいなのだ。犀川を渡と河かするところを狙ねらい撃うたれれば、さしもの越軍も崩くずれる。しかも、武田には真田忍群とむかで衆を中心とした諜ちよう報ほう網もうがある。「正面突破主義」を晴信に勝つために捨てたところで、気取られずに武田本隊の背後に回ることもまた不可能だろう。この戦、またしても膠こう着ちやくするのかと景虎は苛いら立だち、宙に向けて青竹を振ふっていた。

「みな、よく駆けてくれた。晴信と山本勘助の策はこれで破った。が、武田軍本陣には攻める隙はない。われらは、いったん旭山城へ戻もどり、勝機を見み出いだすまで英気を養う」

　旭山城への帰き還かん途と上じよう──。

（御屋形さまを、解放して）

　工藤祐長の涙混じりの叫び声が、景虎の耳にこびりついて、離はなれてくれなかった。




　第三次川中島の合戦は、知略の限りを尽つくして景虎不在の「隙」を作り北上しようと策動する武田軍と、その武田軍の策略を天才的な勘で読み続けて自ら西に東にと鬼き神しんの如ごとき速度で駆かけ続けた景虎との、一進一退の「鬼おにごっこ」となった。決着は、容易にはつかなかった。武田方は、北ほつ国こく街道を千曲川ルートで北上するために松代に拠点を築こうとしたが景虎に阻そ止しされ、戸隠山の西から糸魚川へ抜ぬける千国街道の北上もまたその途上で強引に阻止された。犀川を挟はさんだ本隊同士の睨み合いは、その間も続いた。

　長期的な視点から見れば──善光寺の秘仏を甲斐へ奪い去った武田軍のほうに、善光寺平の民心は多く傾かたむきはじめている。日和ひより見みを強しいられていた地元の国人衆も、善光寺の秘仏を手に入れた武田方に心を寄せていた。戦国の領主にとって、土地とは、民たみである。民心を摑つかんだ者が、国人をも摑めるのである。秘仏を失った景虎がなおも善光寺平で義戦を遂すい行こうできるのは、ひとえに、戸隠山・飯縄山・そして飯山の「三大霊れい山ざん」が景虎を支持しているからにすぎない、という情勢ゆえであった。しかもその三大霊山のうち、戸隠山は例の景虎出しゆつ奔ぽん事件に加藤段蔵が関かん与よしたため、長尾家の家臣という立場から離れて、再び半ば中立化している。飯縄山の飯い縄づな忍しのびたちも、加藤に歩調を合わせているから、霊山の忍びたちの多くは「武田から『石』は守るが、越軍にも積極的に荷担しない。ただし『石』を尊重してくれる越軍には敵対しない」という微び妙みような立場になっていた。防衛戦力としては期待できるが、景虎からは彼らに命令を下せないのだ。直江大和が「もう加藤を近づけてはなりません」と景虎を案じて、両者の間に距きよ離りを置いているのだ。

　景虎もまた、加藤段蔵が元来「主君仕え」などできない男であると知って、敢あえて段蔵を追いかけようとはしなかった。叡山への手引きをしてくれたことに、感謝はしていた。段蔵は景虎を奪うばい取ろうと思えば奪い取れる好機を摑みながら、景虎には手を触ふれず、「石」の守護者に戻ったのだ。もはや村上義清の旧領を奪だつ回かいすることは武田晴信を討うち果たして信濃を侵しん略りやくでもしない限り困難となったが、加藤の思いに報むくいるためにも、戸隠山の「石」だけはせめて守り抜きたかった。

　武田が陽動軍を動かして戦局の打開を図はかれば、景虎が風の如く突進してこの陽動軍を叩たたきつぶす。どれほど景虎の裏をかこうとしても、かけない。景虎もまた、晴信が犀川南岸に敷いた「鶴翼の陣」に隙を見出すことができない。晴信は、本陣に山の如く座して動かないのだ。

　文字通り、合戦はまたしても千日手の局面に入っていた。

　山本勘助も、宇佐美定満と直江大和も、「次の一手」を繰り出すことができない。

　しかも前回のように、太原雪斎という切り札を使うこともかなわない。雪斎はすでに死んでいる。
















　だが──。

　この合戦は、意外な形で「水入り」となった。

　近江朽くつ木き谷だにに亡命していた剣けん豪ごう将軍・足利義輝が、武田晴信と長尾景虎の二人の姫武将に対して書状を送り、「和わ睦ぼく」を斡あつ旋せんしたのだった。

　義を重んじる景虎としては、将軍じきじきの和睦の周旋となれば、断れない。

　しかも、義輝から受け取った書状には、景虎が身震いするような内容が書かれていた。




『景虎。余は近江観かん音のん寺じ城主の六ろつ角かく家から兵を借りて、三好松まつ永ながを相手に北きた白しら川かわの合戦を戦い、ついに三好家との和睦に踏ふみ切った！　三好長なが慶よしに幕府の実権を譲ゆずり渡す代わりに、余は京の都に将軍として帰還する。もちろん、お互たがいにお互いを信用してはいない。しょせんかりそめの和平であって、どちらかが排はい除じよされるまで、この戦いは続く。一いつ触しよく即そく発はつだ。しかも、ここからの三好との戦い、余が断然不利だ！　三好長慶の仇あだにして管かん領れいの細ほそ川かわ晴はる元もとが、三好に殺されることを恐おそれて、幕府を離れ近江に留とどまると言いだした！　細川は幕府再興よりも己おのれの命を選んだらしい。さらに、余を支し援えんし続けてくれた六角もまた、北近江の浅あざ井い家との合戦に突とつ入にゆうしてしまい、上じよう洛らく軍を興おこす余よ裕ゆうがなくなった！　余は一介の武辺者、やはり松永弾正の知ち恵えにはとても敵かなわん！』




　景虎が「どういうことなのだ」と首を傾かしげ、宇佐美定満が、将軍の現状を補足した。この川中島ではまるで時間が止まってしまったかのようにいつ果てるともなく武田軍と越軍の睨にらみ合いが続いていたが、川中島の外の世界では、時間が容よう赦しやなく進んでいる。玉突き事故のように、戦国の世はめまぐるしく動いている。

　宇佐美定満曰いわく。南近江の六角家と越えち前ぜんの朝あさ倉くら家。この二つの大国の間には、北近江の浅井家という新興の武家が割かつ拠きよしていて、両家の緩かん衝しよう地帯となっていた。浅井家は朝倉家に従属していたが、越前の猛将・朝倉宗そう滴てきが先の北陸一いつ揆きとの合戦中に急きゆう逝せいしたため、朝倉家の武ぶ威いは極きよく端たんに衰おとろえた。これは、当主の朝倉義よし景かげが戦を嫌きらっている公く家げのような性格の男だからだ。朝倉家の庇ひ護ごを期待できなくなった浅井家は、自ら六角家と戦って勝たねば自立できないという状じよう況きようにいきなり追い込まれた──おそらくは松永弾正が浅井家を裏から煽あおり、六角とかみ合わせたのだろう。これによって、剣豪将軍は自ら動かせる兵力を奪い取られた形になる。その上、管領細川晴元は松永弾正に毒殺されることを恐れて、幕府から逐ちく電でんしてしまった。京に戻っても、将軍は丸まる裸はだかだ。が、すでに、和睦は果たしてしまった。ならば将軍義輝は、たとえ単身であろうとも京へ戻らねばならない。約定を破って京へ戻らねば、天下を放ほう棄きしたことになる。つまり、将軍位を事実上、捨てたことに。剣豪将軍は、武も志もあるが、悪あく謀ぼうに対たい抗こうできる狡こう知ちをお持ちでない純じゆん粋すいなお方。三好家の宰さい相しよう・松永弾正の掌てのひらの上で動かされている──。

　将軍さまは京で殺されるのではないか。殺されるまではいかずとも、三好松永の傀かい儡らいとされて幽ゆう閉へいされるのではないか……景虎は思わず「なんということだ」と胸を押さえてうめいた。

　将軍の書状は、さらに続いた。




『景虎よ。どうかそなたに越軍の精兵を率いて、上洛してほしい！　そなたにも越後を守るという使命があることは承知している。都に永遠に留まってくれとは言わん。が、ひとたびことあらば越後からいつでも軍神のそなたが義軍を率いて進しん撃げきしてくることを三好松永らに知らしめれば、奴やつらもこれ以上好き放題に幕府と将軍の権威を穢けがすことはできなくなるはずだ！　この乱世にも正義はあり、その圧倒的な武威によって義を実現できる者がいることを、どうか三好松永らに見せつけてほしい！　そなたが半年、京に留まってくれれば、余は五年の時間を稼かせげる。五年あれば、松永弾正らがいかに蠢しゆん動どうしようとも幕府を再興することが可能になる！』




　少数の兵だけを連れてお忍びで来るのではなく、大軍を率いて堂々と上洛してほしい、将軍を守る近この衛え軍として京に進しん駐ちゆうしてほしいというのだ。景虎が上洛軍を興しても、ほとんど無む報ほう酬しゆうである。それどころか、本国越後を長期間にわたって留守にすることになり、最悪の場合は帰るべき越後を失しつ陥かんしかねない。

　むろん、武田晴信が景虎不在の隙に越後への北上をはじめないように、将軍義輝は幕府の最高権力者として禁断の「切り札」を使っていた。おそらくは、義輝の苦境を見かねた細川藤ふじ孝たかが「他にこの窮きゆう地ちを脱だつする方法はございません」と献けん策さくしたのだろう。文章に、義輝が抱いだいている「断腸の思い」がにじんでいた。




『すまぬ、景虎。三好家に逐電した小お笠がさ原わら長なが時ときに代わって、武田晴信を新たな信濃守護に任命する。むろん、今まで通り犀川以北は長尾方の土地とし、犀川越ごえは禁じるという条件付きだ。これで、そなたは大軍を率いて上洛できる。景虎。そなたと晴信の激しい抗争は、なにも生みださぬ。いたずらに、乱世を平定する力と資格を持つ古今無む双そうの名将二人が、互いの命と時間と人材とをすり減らしているだけなのだ。余は、できうることならば、そなたと晴信とに真に和解してもらいたい。甲こう越えつ同盟が成立すれば、幕府の再興は容易であろうに。そなたと晴信にはいずれも決して譲れぬ正義があり、曲げられぬ道理があり、消せぬ過去があり、抑おさえられない感情がある。本心では憎にくみ合ってもいない無二の友同士が、こうして戦い続ける。戦国の民たちのためにも、惜おしいことだ』




　晴信に「信濃守護」の位を渡わたすということは、犀川以南の信濃の国土すべてを、武田家のものと幕府が認めるということだ。景虎は「それは将軍さまのお言葉とはいえ認められない」と否いなを唱えようとした。が、幕府の実質上の執しつ行こう者である管領に逃にげられ、六角家という後うしろ盾だてをも松永弾正の策謀によって奪い取られて、身ひとつ、剣一本のみを帯びて堂々と三好松永が待ち構える京へ乗り込もうとしている剣豪将軍・足利義輝を、景虎は見捨てることができなかった。

　村上義清を、すぐに本ほん陣じんへと呼んだ。

「晴信の信濃守護就任を黙もく認にんすればそなたの義に応えられなくなるが、それでもよいのだろうか」

　村上義清は、「むろん」とうなずいていた。

　もう彼には、祖国への想おもいはない。越後こそ、俺が骨を埋うずめるべき最後の土地であり国だ、俺は長尾景虎どのの忠実な家臣だ──われ、死すべき場所を得たり、と信じている。

「信濃の片かた田舎いなかの国人を助けることも義だが、足利幕府の再興のほうが、はるかに重い。この国の民にとっても、ご主君にとっても。大軍を率いて上洛され、三好松永をその義風で脅おびやかし、真の『義将』がこの日ノ本に存在することを、知らしめてきていただきたい」

「しかし、川中島での晴信との合戦は、どうなる」

「もう、やめたほうがいい。誰だれもがわかっていることだ。ご主君も、晴信も、ほんとうは知っているはず。両者の間には憎しみもなければ因いん縁ねんもない。小笠原と俺が越後に亡命したことから、この争いははじまった。小笠原が去り、俺が越後に骨を埋めると決意し、晴信が信濃守護となった以上、川中島の合戦は今回を最後とするべきだ──将軍が言うように、ご主君と武田晴信とが手に手を取り合えば、この百年にわたって続いてきた乱世は必ずや終息できるだろう。これ以上戦えば、もう、取り返しがつかなくなる」

　宇佐美定満が「旦だん那なとだいたい同意見だ。川中島で晴信と戦い続ける理由は、もう、ない。お前に、上洛せよと、天の声が囁ささやいている。越後の義を、京の人々に知らしめる時だ」と景虎の小さな肩かたをぽんと叩いていた。

「……決着をつけるまで晴信と戦いたかったが……わかった」

　景虎は目を潤うるませながら直江大和を呼び、「これよりわたしは五千の兵を率いて堂々と上洛する。準備せよ」と告げていた。

　わたしは越軍とともに上洛し、足利幕府を復興する。もしも三好松永が将軍さまに兵を向けるようであれば、越軍の兵をもって討とう伐ばつし四し国こくへ追い払はらう、と景虎は上洛軍を興すことを宣言していた。

　常識で考えれば、越後から京の都は遠すぎる。にわかにできる事業ではない。だが、直江大和ならばできる。景虎はそう信じていたし、直江もまた「了りよう解かいいたしました、お嬢じようさま」とだけ答えていた。

　長尾景虎、越軍主力を率いて、堂々と京へ──将軍足利義輝の「幕府再興」の夢を、果たすために。




　突然将軍から『即座に合戦を中断し、川中島より撤てつ兵ぺいし、景虎の上洛を黙認せよ』と書状を送られた武田陣営もまた、大おお騒さわぎとなっていた。

「姉上。幕府から信濃守護の位を得たことは、とてつもなく大きいわ。戦術的にはついに景虎に勝てなかったけれども、善光寺の秘仏奪取に続いて信濃守護の大義名分まで手に入れた。武田の、実質的な勝利よ。局地戦では景虎に分があったけれども、大局を見み据すえて戦ってきた姉上が勝ったんだわ」

　副将の信繁は「これでやっと、姉上と武田家は前へ進める」と喜びで涙なみだぐんでいた。

「なんだよ。越軍との決着、つけねーのかよ？　将軍家なんぞ、実権のない死に体だってのによ。俺はこんな弱よわ腰ごし外交、認めねえぜ！　景虎が上洛している隙すきに、北上作戦を再開するべきだ！　侵略すること火の如ごとし、だったろうが、姉上!?　姉上はよ、景虎にだけは、生ぬるいんだよ！　武田家の人間でもなんでもないよその姫ひめ武将に、どうしてそこまで甘い顔を見せるんだ!?　納得できねえ！」

　弟の義信は、「なにがなんでも越軍を倒たおし越後の海へ出る」と激しい戦意を隠かくそうともしない。

　飯富兵部の心境を思うと、晴信が景虎に対して今一歩「情」を捨てて鬼おにになりきれないことが、不満なのだ。

　晴信像を描えがくと称しようしながら、鏡を覗のぞき込んで自分の肖しよう像ぞう画がを描いていた信廉が、

「武田家の家族も、越後侵しん攻こう派と駿河侵攻派とに分ぶん裂れつする頃ころ合あいが来たかもね。太郎ちゃんは駿河攻ぜめなどとんでもないと反対するし、次郎姉さんはこれ以上越後の毘沙門天と戦って時間を浪ろう費ひする姉上を見ちゃいられないって感じで限界だし。そろそろ、第三の道を探さぐる時かもね」

　と苦い笑いを浮うかべている。

「第三の道とは？」

　思わず問いかけていた晴信に、信廉が答えた。

「美濃サネ。木き曽そ路を通って東美濃を侵食し、東とう山さん道どうから上洛路を切り開くのサ」

「木曽路の険しさは知っているだろう。さしもの武田軍といえども、あすこを主戦場へ向かう攻略路に選ぶのは無理だ。それに美濃稲いな葉ば山やま城の蝮まむしこと斎さい藤とう道どう三さんは、元は商人だが、手て強ごわい。あの尾お張わりの虎とら・織お田だ信のぶ秀ひでをさんざんに打ち破っている。稲葉山城を盗とれれば、天下の半ばは盗ったようなものだが……」

　晴信が（将軍の和わ睦ぼくの周しゆう旋せんは、受けねばなるまい。信濃守護の大義名分をこちらから捨てては大損だ。だが川中島での戦いをこれで終わりにしてしまったとして、その先を、どうするか……景虎は上洛などしてだいじょうぶなのだろうか。松永弾正に毒殺されねばよいが。あのような純真な姫を妖よう怪かいだらけの都に入れては……きっと、景虎にとって悪あしき運命が待っているに違ちがいない……川中島でこのまま足止めしたほうがいいのではないか）と憂うれい顔がおで武田家のきょうだいたちを見つめているところに。

　山本勘助が、血相を変えて飛び込んできた。

「どうした勘助。四郎の裸でも見たのか。顔が赤いぞ」

「じょじょじょ冗じよう談だんを言っている場合ではござりませぬ、御お屋や形かたさま！　宿すく曜よう道どうの星の見立て通りとなりましたぞ！　尾張の織田信秀、急逝いたしました！」

　暗殺？　と信繁が声をあげ、勘助が、「いえ、病です。脳から出血したのでしょう。壮そう年ねん期の男には、よくあることです」と答えた。

「それがどうして一大事なんだ、勘助？　尾張と武田家とには、なんの関係もねえ。織田家は今川家の仇きゆう敵てきなんだから、武田にとっても『味方の敵』。つまり一応は敵だろ？　なにが一大事なんだ？　俺にはわかんねー」

「義信さま！　少しはまつりごとも覚えてくだされ！　駿河遠とお江とうみ三み河かわを支配する大大名、東海一の弓取りとなった今川義元がこれまで上じよう洛らく軍を興おこせずにいたのは、ひとつには宰相の太原雪斎どのが亡なくなったため。もうひとつが、尾張の虎こと織田信秀が東とう海かい道どうを塞ふさいで今川軍の西上を阻そ止ししていたからでございます！　信秀なる男、小勢にもかかわらず、いったいなにが目的なのか、美濃の斎藤道三と駿河の今川義元の両大国にケンカを売り続け、負けても負けても戦い続けてきた一種の戦争狂きよう。その信秀が倒れ、尾張織田家の家か督とくは──信秀の嫡ちやく子しにして『うつけ姫』の悪名高き不肖の娘むすめ、織田信のぶ奈なが継つぐことになりましたぞ」

「織田信奈？　誰だっけ、それ？」

「那な古ご野やの町でかぶき者の集団を束ねて、きうりをかじりながらぶらぶらと歩き回っているという、世をすねた幼い姫武将にございます。もともと、うつけと呼ばれておりましたが、信秀公の葬そう儀ぎの席上に山やま猿ざるのような恰かつ好こうで現れて抹まつ香こうを投げつけるなど大暴れし、織田家の面々はもはや織田家はおしまいじゃと大混乱しております。これを好機と見た今川義元は、雪斎どのの遺ゆい言ごんを振ふり切って自ら二万の大軍勢を率い、織田信奈を尾張にて葬ほうむり去り、上洛を果たして足利将軍を補ほ佐さするとご決意！　つまり──幕府を立て直す者は越後の長尾景虎ではなく駿河の今川義元であると、天下に知らしめるおつもりかと」

　織田信奈は今川義元に勝てぬか勘助、と晴信は問いただしていた。

「国力が違いすぎまする。義元は戦いくさ下手ですが、雪斎が残した今川家の支配体制はあまりにも盤ばん石じやく。今川が動けば、今は浅井と戦っている近江の六角も打だ倒とう三好という目的のもとに呼応いたしましょう。しかも、織田信奈はうつけにて人望なく、尾張の家臣団すらまともにまとめあげられませぬ。織田家の居城・清きよ洲す城は港に近い平野に建つ平城で、銭ぜにを稼ぐための城。最初から守備を度外視しております。二万の大軍を相手に到とう底てい籠ろう城じようなどできませぬ。十中八九、今川に圧殺されましょう」

　ですが今から義元が二万の大軍を編成するとなれば、まだしばらくの猶ゆう予よはございます。向こう見ずで果か敢かんな景虎は五千程度の兵で即座に上洛いたしましょうから、川中島で停戦すれば先に上洛を果たすは景虎に。さすれば景虎は天下の義将とその名を轟とどろかせ、幕府も都も景虎の思うがままに。しかしながら景虎を川中島に釘くぎ付づけにしていれば、その隙に義元が上洛してしまいます。いずれにせよ、武田上洛のための時は、尽つきたようです──勘助は青ざめながら、本来は主君に言ってはならない言葉を口にせざるを得なかった。

「恐おそれながら御屋形さま。武田はどうやら、川中島にて天の時を失いましたぞ。この勘助が、景虎を打ち破る知ち謀ぼうを持ち得なかったゆえに……申し訳、ございませぬ！」

　勘助。まだだ。まだ終わらぬ。「運命」は、常に変転している。天の星が常に動き続けているのと同じに。再び天の時を摑つかみ取れる好機は、必ず来る──晴信は、かろうじてそう答えながらも慚ざん愧きに堪たえず、唇くちびるを嚙かみ破っていた。

　景虎への想いに。私情に流されていたのか。義信の恋こいを犠ぎ牲せいにしてまで、景虎と戦う道を選び、そして、その結果、武田家は甲斐信濃の山中に押し込められるのか──。

　が、この今川義元の上洛作戦発動を、すかさず「好機」と捉とらえた男が、いた。

　その駿河今川家に寄宿している、武田信虎だった。

　勘助と晴信たちが青ざめて固まっていたその部屋へ、「元気を出すでござる。落ち込んでいる場合ではなくなったでござる。災わざわい転じてさらなる厄やつ介かいごとが起きたでござるよ」と佐助の陽気な笑い声が天てん井じよう裏うらから響ひびいて、そして、信虎からの密書が、晴信の足あし下もとへとふわりと舞まい降りていた。




『晴信よ。なにをぐずぐずと迷っているのじゃ。これぞ武田家が上洛する千せん載ざい一いち遇ぐうの機会。今川義元が西上すれば、容よう赦しやなく同盟を破は棄きして駿河を奪うばい取れ！　この父が、駿河国内から内応しようぞ。寝ね返がえりそうな今川家臣どもの調略はおおむね済ませてある。この時のため、わしは駿河追放以来、長らく昼ひる行灯あんどんを装よそおっておったのじゃ。駿河さえ押さえれば、武田は念願の海と港を得られる！　海さえ手に入れれば、都までは、あと半歩じゃ！　そなたがわしを追放した選せん択たくが武田家のために正しい道であったと、今こそ証明してみせよ！』




　父上はずっと、あたしに駿河を奪取させるために裏で画策しておられたのだ。ことが露ろ見けんすれば誅ちゆう殺さつされることを覚かく悟ごの上で、と晴信は思わず目を閉じていた。

　まだ終わらぬ。父上の期待に、必ず応える。晴信は、長らく棚たな上あげにして半ば忘れそうになっていた「駿河奪だつ取しゆ」という野望の炎ほのおに、身を焦こがしはじめていた。傍かたわらでは、信虎からのただならぬ書状に目を通した義信が「おいおい親父おやじどの、今川家から嫁とついできた俺の妻は、松まつ姫はどうなる？　考えてねえだろう……!?」と顔色を変えている。信繁は、「……このままでは、武田のきょうだいがばらばらになってしまう。父上。なんて短たん慮りよな」と呟つぶやいている。

　武田家の運命が、今、決まる。誰かが決断せねばならない時だった。




（このままでは信虎さまは危あやうい。今川義元は戦嫌ぎらいではあるが、決して暗あん愚ぐな姫武将ではない。それに太原雪斎どのは、自分亡きあとも今川家が盤石の体制を守り続けられるよう、見事な国の仕組みを作り上げておられた。信虎さまの企たくらみは必ずや、今川義元に気取られてしまう。だが、この件については、武田家のみなさまがたにじっくりと話し合っていただかねばならん。それがしの一存で決めてよいことではない）

　山本勘助は、軍議の席をしばし離はなれ、心を落ち着けるために夜空を見上げていた。

　なにかが、夜空に煌きらめいていた。

　なんじゃ、あの碧あおい星は、と勘助は隻せき眼がんを見開いていた。

「……面めん妖ような。あの星は……宿曜道の秘伝にのみ語られている幻まぼろしの星。本来は、この時代の夜空に輝かがやいている星ではない！　はるか彼方かなたの未来で輝くはずだった光じゃ。その光が、なぜ今、この戦国日ノ本の夜空に？　もしや……『天命を動かす者』が現れたと、そう言うのか!?」

　だとすれば、摑み取らねばならぬ！　まことに「その者」が現れたのならば、武田家に、御屋形さまのもとに摑み取らねばならない！

　勘助は必死に、手を伸のばしていた。夜空へ向けて。「天命を動かす者」の宿星を、晴信のために摑み取ろうとあがいた。だが、星は、諏訪にも、川中島にも、そして甲斐にも、落ちてはこなかった。西へと。なにかに引かれるように、一直線に。まっすぐに。

　夜空を見上げながら駆かけていた勘助は躓つまずき、地に転がり、なおも「なぜじゃ。なぜ、尾張へ向かって落ちる!?　頼たのむ！　どうか、御屋形さまのもとに……！」と叫さけんでいた。




　星は──西のかた尾張の方角へと、落ちた。




























　　　あとがき




「天と地と姫ひめと」四巻を手に取ってくださりありがとうございます、春日かすがです。

　深ふか井い涼りよう介すけ先生の「信のぶ奈なドーン！」の表紙で度ど肝ぎもを抜ぬかれました春日です。信奈かわいい！　謙けん信しんかわいい！　最高です！　って、あれ？　し、信しん玄げんちゃんはどこに……（涙）。この巻での信玄＝晴はる信のぶの立場がこれほど見事に描えがかれている表紙があったろうか。いやない。

　運命の「第四次川かわ中なか島じまの合戦」まであとわずか。

　この巻では、前巻からはじまった川中島での合戦が第二次、第三次と繰くり広げられます。

　長なが尾お家と武たけ田だ家の武将たちについては、これまでの巻のあとがきでおおむね紹しよう介かいできたかなと思います。さらに、各家の詳しよう細さいなキャラクター紹介や武将パラメーターなどを収録した副読本の「姫武将録」も出版されましたので、そちらもぜひ参照ください。「姫武将録」は「織お田だ信奈の野望　全国版」本編だけでなく、「天と地と姫と」にも対応の完全版です。相良さがら良よし晴はるが信玄にお仕えしたＩＦルートと謙信にお仕えしたＩＦルートの小説も収録されています。まあ、どっちもオチは皆みなさんの予想通りですが（笑）。





・繰くり返される川中島の輪りん廻ね






　第二次川中島の合戦は、越えつ軍が武田軍を長ちよう駆く追つい撃げきしてきて上田まで戦線が伸のびた第一次川中島の合戦に比べると、大おお幅はばに戦線が北上しています。武田軍の犀さい川がわ渡と河かを越軍が阻はばむ、という形です。景かげ虎とら上じよう洛らくの隙すきをついて晴信と勘かん助すけが次々と策を弄ろうしたために、景虎はかなり押し込まれています。顕けん著ちよなまでに、知力・政治力の差が……（汗）。「姫武将の武力の違ちがいが戦力の決定的差ではないということを教えてやる！」と晴信の面めん目ぼく躍やく如じよですね。

　ですがこの戦いくさは、犀川の北岸（善ぜん光こう寺じ平だいら）と南岸（川中島）に本ほん陣じんを置いた両軍ともに決め手をかいて、長い長い膠こう着ちやく戦となります。

　どこか「五ご丈じよう原げんの戦い」を思わせるこの持久戦によって両軍は共とも倒だおれ寸前になります。景虎にとってはこれまででもっとも危機的だった戦で、この時に越えち後ご諸将が溜ためた不満がついに「求愛合戦」に発展して景虎は高こう野や山さんへ出しゆつ奔ぽんしてしまうことに。見事にフラれた男たちはさぞかし衝しよう撃げきだったでしょうが、こういうメンタルの弱さも景虎の魅み力りよくです。

　続く第三次川中島の合戦では、晴信と勘助は「不動」から「侵しん略りやく」へと戦術を一転して積極的な攻こう勢せいをかけ、複数戦線の同時展開を行いますが、景虎の執しゆう念ねんと超ちよう常じよう的な「勘」によってことごとくを撃げき破はされ、またしても両軍ともに手て詰づまりになってしまいます。

　第二次川中島の合戦がかくれんぼなら、第三次川中島の合戦は完全に鬼おにごっこです。





・上じよう洛らくを果たし出家を志す景虎、景虎を川中島に呼び続ける晴信






　景虎はこの巻の冒ぼう頭とうで、越後の豊富な軍資金と直なお江え大和やまとの優れた外交の力によって一度目の上洛を果たし、剣けん豪ごう将軍・足あし利かが義よし輝てると細ほそ川かわ藤ふじ孝たかの兄弟主従コンビや関白の近この衛え前さき久ひさ、さらには三み好よし家を仕切って畿き内ないを乱すだけ乱している松まつ永なが弾だん正じようたち、「織田信奈の野望」本編でもおなじみのキャラクターたちと出会います。「歩く土つち蜘ぐ蛛も爆ばく弾だん」こと松永弾正の淫いん謀ぼうに巻き込まれた小お笠がさ原わら長なが時ときは一片の悔くいなしでしょう。

　また、そろそろ独身が辛つらくなってきて姫武将不信論者に転向寸前の正しよう覚かく院いん豪ごう盛せいや、本編では出ていない高野山の清せい胤いんも登場します。

　以後、景虎は天を翔かける龍りゆうの如ごとき勢いで西へ東へと義軍を率いて戦い続けます。

　対する晴信と勘助は、「海」へと出るために──あるいはただ景虎に勝つために、ひたすら啄木鳥きつつきが神木の幹を嘴くちばしで削けずり続けるかのようにコツコツと川中島を切り取ることに専念していて、上洛など夢のまた夢。巻末のＭＡＰを見ていただければわかるように、全国を奔放に飛び回る景虎とはあまりにも対照的。しかし、この執念がいったんは高野山へ出奔し俗ぞく世せを捨てようとした景虎を川中島へ呼よび戻もどすことになります。

　ずいぶん以前に、途と中ちゆうで九く度ど山やまに立ち寄りつつ高野山に登って奥の院を取材したことがあるのですが、道を挟はさんで武田信玄の廟びよう墓ぼと上うえ杉すぎ謙信の廟墓が向かい合っているんですよね。





・越後と武田家の男たち






　宇う佐さ美み・直江と勘助は、この頃ころになるともう景虎・晴信を自分の娘むすめのように溺でき愛あいしてしまって、「ジョーが好きすぎてジョーの減量をわざと失敗させる丹たん下げ段だん平ぺい」的なポジションになってきていますが、それは彼らが人生で果たすべき「使命」──「姫大名の育成」が終わりつつあるということでもあります。

　景虎が出奔して出家すると言いだした時、宇佐美と直江が景虎を説得できず、長尾政まさ景かげ（と晴信の策さく謀ぼう）が景虎を越後に連れ戻すというエピソードは、本編十二巻で描かれ、この巻にも収録されています。自分と同じ境きよう遇ぐうを持つ姫武将の晴信と出会ったことから、景虎の心は急激に成長をはじめています。父親から巣立つ時、「人間の少女」に戻る時が近づいているのです。越後も姫武将職も捨てて出家を志したのは、景虎にとっての「反はん抗こう期」だったのかもしれません。

　また、景虎の「影シヤドウ」的な存在が、戸と隠がくし忍しのびの加か藤とう段だん蔵ぞうです。

　異形の「山の民たみ」加藤段蔵にとって戸と隠がくしの「石」とは、景虎にとっての「毘び沙しや門もん天てん」に等しいのです。それは、地上に居場所がなかった自分自身のアイデンティティを保証してくれる「神」であると同時に、自分を縛しばり続ける「呪のろい」でもあるのです。

　加藤段蔵と真さな田だ幸ゆき隆たか、そして佐さ助すけや才さい蔵ぞうたち忍しのびの「石」を巡めぐる戦いは、第四次川中島の合戦で決着がつきます。四巻ではページ数の都合で佐助と才蔵をなかなか描けなかったので、五巻では二人を補完したいな、と思っています。





・新時代の到とう来らい～明あけ智ち光みつ秀ひで、織田信奈、松まつ平だいら元もと康やす






　そんな中、「天と地と姫と」の物語にも、世代交代の波が押し寄せてきました。

　まず、斎さい藤とう道どう三さんの教え子・明智十兵衛光秀が、越えち前ぜんの朝あさ倉くら宗そう滴てきのもとを訪れた宇佐美定満と出会います。宇佐美はまだ幼い光秀の中に煌きらめく将器を見み出いだすのですが──。

　そして、尾お張わりを統一した「吉きち」改め織田信奈がお忍びで上洛を果たし、将軍足利義輝と会見します。かぶきすぎて将軍にケンカを売ってしまうあたり、これが若さか……としか言いようがありませんが。ついに「歴史」の表おもて舞ぶ台たいに信奈が登場した瞬しゆん間かんです。

　五巻で描かれる景虎の二度目の上洛と、信奈の上洛は、同じ年に実現しているとはいえ、景虎が軍を率いての堂々の上洛だったのに対して信奈はお忍び、しかも命からがら京から逃にげだしていることを鑑かんがみても、この時点で「天下」にもっとも近い者が景虎だったことは間ま違ちがいありません。二番手が、東海の覇は者しや・今いま川がわ義よし元もとでしょうか。しかし景虎は晴信に呼ばれるように「川中島」へ、さらに父が乱した「関東」へと縛られていきます。一方で今川義元は、太たい原げん雪せつ斎さいを失いながらも、雪斎が「後こう継けい者しや」として教育していた松平元康とともに上洛を志します。が、元康は雪斎の跡あとを継つぐにはまだ幼く、しかも信奈を姉として慕したっています。なにより義元は、超ちよう弩ど級きゆうの戦下手です（汗）。

　そしてこの巻の本編のラストで、決定的な「イベント」が発生します。

　山本勘助が、「天命を動かす者」の星が尾張へと落ちていくさまを目もく撃げきするのです。

　勘助は、その星を摑つかみ損ねます。

　それは、晴信がついに天命を握にぎれなかったということです。

「天命」は、織田信奈のもとに。

　相良良晴と織田信奈の出会いまで、あとわずかです。

　次巻はいよいよ、「天と地と姫と」の最終巻。「第四次川中島の合戦」を描きます。景虎と晴信はそれぞれ「上杉謙信」「武田信玄」と改名し、二人の物語は「織田信奈の野望　全国版」へと繫つながり、そして「関せきヶが原はら編」で決着がつきます。





春日みかげ









　「あの頃ころの信のぶ奈な」巻ノ四　「信奈のお忍しのび上洛」







　尾お張わりの草原──激戦二時間。「浮うき野のの合戦」が今、終結しようとしていた。

「勝ったわ！　六ろく！　五ご郎ろう左ざ！　犬いぬ千ち代よ！　これでわたしが、尾張一国の女王よ！　勲くん功こう一等は、鬼のような剛ごう勇ゆうを発揮した六ね！　よく来てくれたわね！」

「やりましたあああああ！　御おん曹ぞう司しが『ぼかぁ持病のしゃくが』と愚ぐ図ずりだして出兵してくれなかった時はどうしようかと思いましたが、柴しば田たの一族郎ろう党とうを率いて無理矢理参戦した甲か斐いがありましたああっ！」

「五郎左という名はやはり間ま違ちがいでした、姫ひめ。万点の姫が五点に減点された、五点の姫だ、と敵方におちょくられ……ううっ……あだ名を万まん千ち代よに戻もどしたいです。ともあれ、この戦は九十二点です」

「じゃあ、万千代と呼ぶわね。って、万千代？　どうして合戦を採点しているの？」

「……前まえ田だ家の郎党は、けっこうやられた……さすがは尾張上かみ四よん郡ぐん家。敵ながら強かった」

「ごめんね、犬千代。何度も窮きゆう地ちを救ってもらっちゃったわね。大武辺者に相応ふさわしい『朱しゆ槍やり』をあげるわ！」

「……ありがたき幸せ」

「うわああああ!?　朱槍は勲功一等のあたしにくれるんじゃなかったんですか、姫さまああああ!?」

「いやー。あたしは中入りに失敗してぼろ負けっすよ！　危なかったあ～！」

「勝しよう三さぶ郎ろう！　あんたねえ！　どうして中入りにこだわるわけ？　無茶苦茶だわ！　六が来てくれなかったらわたしたちは全ぜん滅めつだったでしょ。今後、あんたは合戦に参戦するの禁止！」

「な、なんでですかああ、姉貴いいいい？　次こそ中入りを決めるっすよおお！」

「中入りなんて、そうそう簡単に決まらないのよっ！」




　今いま川がわ義よし元もとが上洛するために通らねばならない東とう海かい道どうの要所・尾張は、下げ克こく上じようの国。

　守護の斯し波ば家はすでに実力を失って名ばかりの存在となり、守護代である織お田だ家の一族が「尾張の王」の座を巡めぐって激しく争っていた。

　最終的には、下四郡守護代を追い落として清きよ洲す城を奪い取った織田信奈の父・「尾張の虎とら」織田信のぶ秀ひでと、岩いわ倉くら城主で上四郡守護代の織田信のぶ安やすの二名が残った。

　織田信秀は、下四郡織田家の家老職という低い身分の出身だったが、津つ島しまと熱あつ田たという湊みなとを押さえて莫ばく大だいな軍資金を稼かせぐ「商人武士」であり、この莫大な銭ぜにの力で尾張下四郡の支配者へとのし上がっていたのだった。

　もともとは、織田信秀は尾張国内での「下克上」は考えていなかった。潤じゆん沢たくな軍資金を使って積極的に隣りん国ごくへと出兵し、尾張国外で城を切り取ろうとしてきた男である。美み濃のに出兵しては斎さい藤とう道どう三さんと戦い、駿する河がの今川義元・太たい原げん雪せつ斎さいとは三み河かわを巡って戦った。「下克上」を果たさずとも、「天下の臍へそ」ともいえる美濃の稲いな葉ば山やま城さえ盗とれれば、美濃から天下に号令できるのだ。斎藤道三は油売り商人出身でありながら主君を追放して美濃一国を奪い取った「下克上」の男だから、美濃出兵には大義名分があり、尾張の誰だれにも咎とがめられない。

　が、自分に死期が近づいていることを知った信秀は、「俺が死んだ時に尾張が分ぶん裂れつしたままでは、娘の吉きちに『下克上』の仕事をさせねばならなくなる。弟の勘かん十じゆう郎ろうと戦わせることになってしまう」と信奈の未来を案じ、「下克上による尾張統一」へと戦略を転てん換かんしたのだ。だから自分の主だった下四郡家から清洲城を奪い、さらには宿敵だった斎藤道三と和わ睦ぼくして同盟する準備すら推おし進めていた。斎藤道三ならば、娘むすめの信奈が「うつけ姫」などではなく「乱世を平定できる英えい雄ゆう」であり「千年に一人の天才児」だと理解してくれる、と生しよう涯がいの宿敵に己おのれの夢を──信奈を託たくそうとしたのである。

　かくして娘の信奈のために「尾張統一」事業を推し進めてきた織田信秀にとって、残るは上四郡守護代・織田信安が支配する岩倉城だけとなった。

　この織田信安は、そもそも信秀の妹いもうと婿むこだった。信秀が生きていた頃は、両者の関係は良好で、まもなく尾張は圧あつ倒とう的てきな経済力を誇ほこる信秀が平和的に統一することになるはずだった。

　しかし、尾張統一を目前にその織田信秀がにわかな脳出血の病で急死したのである。

　しかも、信秀の跡あとを継ついだ織田信奈は有名なうつけ姫で、信秀の葬そう儀ぎの席に婆ば娑さ羅ら姿で現れて抹まつ香こうを位い牌はいに投げつけて大暴れするという前代未み聞もんの騒さわぎを起こし、家臣団の多くが「ほんもののうつけものだぎゃー」と絶望して弟の勘十郎信のぶ勝かつを後こう継けい者しやに推すという異常事態となり、にわかに旧信秀勢力は「うつけ姉・信奈派」と「品行方正な弟・信勝派」の二つに割れて混乱した。

　とりわけ、信奈と勘十郎信勝の生母である土つち田だ御ご前ぜんが「信秀どのを失ってからの吉は哀かなしみのあまりどうかしています。やはり女の子には、乱世の武家を継がせるのは重荷。男子で、常識人の勘十郎をこそ跡継ぎに」と弟を推したことが大きかったのだ。

　こうなると、これまで織田信秀と良好な関係を保っていた織田信安も二者択たく一いつを迫せまられる。織田信安は、優勢だった勘十郎信勝派と手を結んで、信奈を追い落とすと決めた。勘十郎信勝はお人好よしで戦いくさ嫌いだから、信奈を屈くつ服ぷくさせれば自分に「尾張の王」の座が転がり込んでくるという計算もあった。

　信秀が信奈を託そうとしていた美濃の斎藤道三も、信奈を支し援えんできないでいた。「道三とは血が繫つながっていない。実は道三が追放した先の主君・土と岐き家のお血筋」と噂うわさされている息子むすこの斎藤義よし龍たつとの関係がこじれていたのだ。義龍は、父・道三が妙みようなまでに興味を抱いだいている信奈を激しく憎にくんでいた。道三と信奈の対面も、正式な同盟も、土岐家の血をひく義龍こそ正統な美濃の王と信じている義龍派家臣団の反対の声が大きく、道三はなかなか実行できない。

　信奈は、ここに孤こ立りつした。

　勘十郎派の家臣団は、「これでうつけ姫を追い落とせる」と勢いづいた。

　信奈は、ついに弟の勘十郎信勝と戦わねばならなくなった。実の弟と戦わねばならない信奈側には、まるで勢いがない。しかも、父・織田信秀に続いて、信奈の守もり役だった家老の平ひら手てのじいまでもが病死。猛もう将しよう・柴田勝かつ家いえは、勘十郎信勝の家臣だから、この姉弟きようだいの戦いに信奈方として参戦することができず、「どうすればお二人の戦を止められるんだあああ！」と右往左往。丹に羽わ長なが秀ひで、前田犬千代とともに奔ほん走そうしてなんとか両者を和睦に持ち込むのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　織田信安の後押しを得た勘十郎派は勢いを増すばかりで、和睦を結んだあとも両者はなおも一いつ触しよく即そく発はつ。

　しかし、その織田信安が支配していた岩倉城でも、跡継ぎ問題を巡って内ない紛ふんが起きた。

　信奈を追い落とすめどがついて「尾張の王」の座に手をかけた織田信安がいきなり、長男の信のぶ賢かたを廃はい嫡ちやくして弟に家か督とくを譲ゆずろうとしたのである。

　信賢は乱暴者で、弟は品行方正。いつ何時、美濃の斎藤道三や駿河の今川義元が尾張に攻せめ込んでくるかわからない今の情勢では、好戦的な長男よりもおとなしい弟に家督を継がせるほうが間違いない。織田信秀の失敗を見よ。無む謀ぼうでうつけな嫡子に家督を継がせれば、わが上四郡家も信秀の家のように混乱し没ぼつ落らくしてしまう。「うつけ姫」信奈の大おお荒あれぶりと人望のなさ、信秀死後の混乱ぶりを見た信安は「明日はわが身」と焦あせって、信賢を廃嫡しようとしたのだ。

「親が長子を疎うとんじて弟に家督を譲ろうとして父子が争う」。この種の家督争いは、戦国時代には実に多い。「男女を問わず家督は嫡子が相続する」といういわゆる「姫武将の掟おきて」が生まれたのも、このような一族の内紛を抑おさえるためだった。しかし、掟とはいっても、一種の「慣習」であって、絶対に守らねばならないものでもない。武たけ田だ晴はる信のぶが父の信のぶ虎とらを追放したように。長なが尾お景かげ虎とらが兄から越えち後ご守護代職と春日かすが山やま城主の座を譲られたように。今川義元ですら、「花はな倉くらの乱」という家督相続戦を勝ち抜ぬいて今川家の当主になったのだ。最後は、実力に勝まさる者が家督を手に入れるのである。

　ともあれ「廃嫡などされてたまるか、だぎゃー」と激げき怒どした信賢は、信奈よりもずっと血の気が多い。容よう赦しやなく父親の信安を追放し、上四郡守護代の座と岩倉城を奪うばい取った。

　息子に追われた織田信安は、美濃の斎藤家へ亡命した。

　外には上四郡家。内には勘十郎信勝を推す面々を敵に回して完全に孤こ立りつ無む援えんになっていた信奈は、この好機を見み逃のがさなかった。すかさず、丹羽長秀、前田犬千代、池いけ田だ恒つね興おきたち「那な古ご野やおもてなし愚ぐ連れん隊たい」の面々を招集して、父親から岩倉城を奪った織田信賢を相手に「父を追放した不忠者だわ！　成敗よ！」と浮野で決戦し、そして見事な大勝利を収めたのだった。

　織田信賢は、父親を追放したばかりで、まだ戦う準備が整っていなかった。それに対して信奈は、多くの古参家臣団から見放されていたが、「那古野おもてなし愚連隊」という子飼いの仲間たちを引き連れていた。だから面めん倒どうな手続きをすっ飛ばして、即座に手て許もとに兵を集められたのである。それでも兵力は信賢側が圧倒していたのだが、信奈側は信奈自身が考案したとんでもない長さの「長槍」を主体とした集団戦術を仕込まれている足軽兵が主体だった。古式ゆかしい戦い方しか知らない信賢方の武士たちは、遠えん距きよ離りから長槍を振ふり回して間合いを奪わせない足軽たちの奇き妙みような戦いぶりに面食らい、攻めあぐねているところを柴田勝家率いる騎き馬ば兵に突とつ進しんされて陣じんを分断され、大混乱に陥おちいった瞬しゆん間かんに南なん蛮ばん渡と来らいの種たね子が島しま部隊を率いた信奈自身の急きゆう襲しゆうを受けてとどめを刺さされた。

　勘十郎信勝は家臣団に反対されて信奈の出兵要よう請せいに応じなかったが、信賢側にも参戦しなかった。なによりも、柴田勝家が参戦してくれたことが大きかった。信奈方の手勢は少なかったが、尾張一の猛将・勝家の武勇が数の不利を覆くつがえしてくれた。

「姫。岩倉城はすぐに開城するでしょう。尾張統一、おめでとうございます。今川義元の上じよう洛らく戦開始に間に合いました。葬儀の席で大暴れした時には状じよう況きようは零れい点てんでしたが、この浮野で大逆転です。今日の姫は万点です」

「や、やめなさいよ万千代。そのヘンな採点癖へきを直さないと、お嫁よめに行けなくなるわよ？　でも、勘十郎が来てくれなかったことだけが心配ね。六、まさか勘十郎はまたわたしと戦うつもりじゃないでしょうね？　こんな重大な時期に家督争いをやらかして隙すきを作った上四郡家がどうなったか、見たでしょ。これ以上の姉弟ゲンカは……」

「う、うーん。御曹司には姫さまと戦う意思はないのですが、なにしろ優ゆう柔じゆう不断なお方なので……またいつ何時、家臣団に乗せられてずるずると謀む反ほんするかもしれず……でも！　万が一の時にはあたしが切腹して信勝さまを諫いさめますからっ！」

「なにを言ってるのよ六。あんたに切腹されちゃ困るのよっ！　とりわけ、勝三郎が戦力として数えられないとわかった以上はね！」

「うわーん。酷ひどいっすよ～姉貴いいいいい！」

　信奈にとって国内で唯ゆい一いつの理解者だった父・信秀の急死。

　信奈に「世界」を教えてくれたザビエルの、異国での客死。

　さらには、守り役を務めてきてくれた平手のじいの死。

　たった一人の弟・勘十郎信勝との家督を巡る戦い。

　信秀の葬儀で大暴れした結果、決定的となってしまった実母・土田御前との不仲。

　元服したばかりの信奈にとって、辛つらい喪そう失しつ体験が続いていた。

　尾張統一という志を果たすことなく信秀が突とつ然ぜん死んだ時、信奈の心はいちど壊こわれた。僧そう侶りよや山やま伏ぶしたちをどれほど集めて祈いのらせても、なんの効果もなかった。「これも戦で人を殺あやめた罰ばつでしょう」などとしたり顔で口走った僧侶もいた。信奈は絶望し、大荒れに荒れた。父上のいない尾張の女王の座なんて、なんの意味もない。なにもかもを、壊してしまいたくなった。信秀の葬儀会場で暴れたことで、母や弟との関係も修復不能なほどに壊れてしまった。

　だが、勝家が。長秀が。犬千代が。勝三郎が。幼なじみの仲間たちがけんめいに奔走して、孤立無援になった信奈を支えてくれた。この浮野での勝利も、彼女たちが文字通り命がけで戦って信奈に与あたえてくれたものだ。

　そして、もう一人。

　今は、尾張にとって最大の敵である今川義元の家臣になってしまったが、妹分の「たぬき」こと松まつ平だいら竹たけ千ち代よ──。

　その竹千代から届けられた一通の「手紙」が、最愛の父・信秀を失って以来無明の闇やみを彷徨さまよっていた信奈の心を救ってくれたと言っていい。

　竹千代は、祖父も父も家臣に暗殺されて失い、母に至っては顔も覚えていないという。自らも今川家へ人ひと質じちとして送られ、その途と中ちゆうで子供攫さらいに攫われて織田家に売り飛ばされ、さらに「人質交こう換かん」によって再び今川家へ……という流る転てんの子供時代を過ごしてきた。三河岡おか崎ざき城の城主でありながら、その岡崎城で過ごせた時期はほとんどなく、今なお岡崎城に戻もどることも許されない。岡崎城は今川家から派は遣けんされた城代が支配し、三河の松平家家臣団は食くい扶ぶ持ちに困って今やほとんどが農民と化しているという。松平家は、今川家に完全に飲み込まれてしまったのだ。

　だが、竹千代はそれでも生きるために精一杯戦っていた。

　岡崎城で自分の帰りを待つ家臣団のために。

　そして、信奈と再び手を取り合って生きていく「未来」を手に入れるために。

　竹千代からの手紙は、今川家の人質とは思えないほどにすっとろいものだった──。




　　　　※




　吉姉さま～。ご無ぶ沙さ汰たしております、竹千代です～。

　またまた売り飛ばされて今川家で奴ど隷れい……いえ、パシリ……いえ、人質暮らしをさせていただいておりますが、今川義元さまは鷹おう揚ようなお方で、久々にお米やお魚を食べさせてもらってほくほくです～。あ、いや、吉姉さまがケチ臭くさいと言っているわけでは……。

　とはいえ、人質暮らしですから、銭ぜにに困っております。

　岡崎城では松平家臣団のみなさんが、自ら畑を耕し田んぼに稲いねを植えてどうにかぎりぎりの生活をしているありさまでして、義元さまからいただいたお小こ遣づかいはほとんど岡崎城への仕送りに投じなければならないのです～。うう、私がふがいないばかりに。三河侍ざむらいのみなさん、すみません～。

　ああ。八丁みそ。八丁みその販はん売ばい権さえ手に入れられれば。もちろん、今川家が押さえちゃってるんです～。

　でも、駿河暮らしは悪いことばかりでもありません。

　まず、太原雪斎さまという偉えらいお坊ぼうさまの弟で子しにしていただけました～。

　雪斎さまいわく、義元さまは戦もまつりごとも苦手なお方なので、いずれは私が義元さまに代わってありとあらゆる面倒臭い仕事を奴隷として……いや、パシリとして……いや、宰さい相しようとして肩かた代がわりしなければならない、そなたにあらゆる学問を教えて進ぜよう、とのことです～。なんだか貧びん乏ぼうくじを引かされた気がしますが、ありがたいお話なので頑がん張ばろうと思いますです～。

　ただ、私はすっとろいので、雪斎さまの講義は難しく、せっかくの学問もいまいち頭に入りません～。囲い碁ごも教わりましたが、百戦百敗です～。

　しかし！　私は雪斎さまのもとで、「漢方薬」という素晴らしいものに出会いました！　たぬき狩がりのついでに山野を駆かけ、木の根とか草の種を探し出してこれを鉢はちでゴリゴリとすり合わせ、「生薬」にして煎せんじて飲むのです～。まず、その辺で材料を調達できるのでお金がかかりません！　たぬき狩りもできて心身ともに鍛きたえられて一石二鳥！　なによりも、自分で好き放題にあれこれと成分を吟ぎん味み調整して「もっと効く薬」を追い求める作業が楽しくてたまりません！　さらに、鉢を一心不乱にゴリゴリやって漢方薬を練り合わせていると、とても気分が落ち着きます～。座ざ禅ぜんだと寝ねちゃいますから～。

　ただいま、自分の身体からだを実験材料に用いて長生きできる漢方薬を開発中ですので、完成したら吉姉さまにも格安でお売りしますね～。八丁みそがなくても、漢方薬で食いつなげるかもしれませ～ん。でも、すっごく効くというオットセイは、駿河湾わんまで流れてくることはまずなくて、蝦え夷ぞ地ちまで行かないとなかなか捕つかまえられないらしく、そう簡単には手に入らないんですよね……。

　あと、漢方薬の採取ついでに一いつ緒しよにたぬき狩りをしてくれる三河侍のみなさんとたぬき狩り仲間を結成しまして、那古野おもてなし愚連隊の姉妹しまい隊ということで「駿すん府ぷ義元さまおもてなしどうぶつ姫ひめ武将隊」と名付けました～。お祭り好きの義元さまをおもてなしする奴隷……いえ、パシリ……いえ、下僕の軍団です～。ただ、ちょっと長いですねえ。「三河おもてなし下僕隊」くらいがいいかもです。

　主な面々は、まずは三河の「山の民たみ」で鷹たか匠じようをやっている娘むすめさん、本ほん多だ弥や八はち郎ろうさん。私の幼なじみです。私と二人きりでいる時はとても愛らしい女の子なのですが、なぜか私以外の人間にはとてもつっけんどんな毒舌家で、特に平へい八はち郎ろうさんとはやたら不仲です。でも、間違いなく三河でいちばん頭のいい人で、鷹匠やたぬき狩り師としての才能も天下一品。漢方薬の材料も弥八郎さんの見立てに従えばだいたい見つかります～。

　その弥八郎さんと犬けん猿えんの仲の本多平八郎さんは、絵に描かいたような頑がん固こな三河侍なのですが、実は殿との方がたに顔を見られるのが恥はずかしい乙女おとめでして、人前に出る時は頰ほお当あてで顔を隠かくして男言葉で喋しやべるんです～。あんなに美少女なのにもったいないです～。しかも平八郎さんは槍やりの名人で、槍で蜻蛉とんぼが斬きれるんですよ！　ただ最近の三河は、古くさいたぬき信しん仰こうが落ち目で本ほん猫びよう寺じ門徒が増えているそうでして、平八郎さんはたぬき派、弥八郎さんはねこ派。弥八郎さんが「義元さまにごまをすりましょう」と義元さまがお好きな「たぬき狩り」をがんがん私にやらせるので、平八郎さんは「あああ、たぬき神さまを狩るだなんてええ」と苦く悶もんしていまして、それで同じ本多一族でありながらとっても揉もめているようです～。

　服部はつとり半はん蔵ぞうさんという伊い賀がから来た忍にん者じやさんも、仲間に加わってくださいました～。姫武将隊なのに殿方がいるのはいかがなものかと言われますが、細かいことは気にしません～。初代は私のお爺じいさまに仕えてくださったそうで、私に仕えてくださる半蔵さんは二代目です。ぶっきらぼうですが、素顔は凜り々りしい殿方なんですよ～。忍者なので滅めつ多たに素顔を見せませんが。なんか、うちの武将隊は覆ふく面めんの人が多いような。ただ……半蔵さんは「分身の術」が義元さまに大受けして、それ以来すっかり芸人にされてしまっていることを悩なやんでいるみたいです……。

　それから、今川家をも超こえる超ちよう・超・超・名門。吉き良ら家のお姫さま・吉良義よし安やすさん。松平家と同じく三河に割かつ拠きよしていた吉良家も、太原雪斎さまにやっつけられて今では義元さまの人質なのです～。いやまあ、松平家なんて始祖が上じよう州しゆうのたぬきかもしれないくらい怪あやしい出自なので、足あし利かが宗家に次ぐ名門の吉良家と一緒にしたら義安さんに𠮟しかられますが。ああ、栄えい枯こ盛せい衰すいです～。今の義安さんは、かわいそうに、私の髪かみを切る係なのです。私の元服式の際に、髪を切ってくださいました。箱はこ入りのお嬢じようさまだったのに、「なんであたしがたぬきの髪切り役なんだよ！」とすっかりやさぐれちゃってます。

　足利宗家が断絶した場合、将軍位継けい承しよう権は吉良家が第一なんだそうです～。吉良家も断絶したら、今川家に順番が回ってくるそうです。それで雪斎さまは、上洛した折に義元さまに将軍位継承権が回ってくる可能性を考えて、吉良家を潰つぶしちゃったんです～。まあ、ガチ源げん氏じの名門の方々のお話は、上州から三河に流れてきた願がん人にん坊ぼう主ずが始祖というたぬきみたいな出自の私にとってはおとぎ話のような別世界ですねえ……。いちど、素知らぬ顔をして「実は私の祖先は源氏だったんです～」とか大おお噓うそを言ってみたいです～。

　そうそう。私、駿府で元服したんです～。

　駿河と尾張の架かけ橋はし役になれるように……というのは噓で、どちらが勝ってもそっ首を落とされないように二ふた股またをかけようと知ち恵えを使いまして、今の私の主君である義元さまから「元」の一文字をいただき、吉姉さまから「信」の一文字をいただいて、「松平元もと信のぶ」と名乗ることにしたのです。が、雪斎さまに「信」の文字は使ってはならないとお𠮟りを受けて──「松平元もと康やす」と名乗ることとなりました～。

　残念ながら元服して今川家の「武士」となってしまったからには、これから三河・尾張で吉姉さまと戦わねばならないかもしれません。三河侍は、今川軍上洛の際には先せん鋒ぽうとして最前線で合戦させられる運命ですから。

　でも……私は、いつかきっと、もういちど吉姉さまと一緒に那古野の町できうりを齧かじりながら駆け回れる日が来ると信じています～。

　吉姉さま。敵味方に分かれても、竹千代は吉姉さまの妹分です。

　私は、生しよう涯がい、那古野おもてなし愚ぐ連れん隊たいの仲間です。尾張で吉姉さまたちと過ごした日々は、私にとってはかけがえのない思い出です。いつか、誰だれにも邪じや魔まされることなく吉姉さまたちとともに生きていける「未来」を摑つかみ取れると信じています。ですから、私はどれほど辛いことがあろうとも、生きます。吉姉さまも、生きてください。

　どうか──私があなたを想おもっていることを、忘れないでください。




　　　　※




「京の都に、来たー！　みんな！　京名物のお菓か子しや漬つけ物ものを買いまくるのよ！　銭ならば、いっぱいあるわ！　織田信賢を尾張から亡命させてあげるかわりにがっぽり巻き上げた賠ばい償しよう金きんがね！」

「おーっ！　あたしは柴しば漬づけが食べたいですっ！　柴田家の者として、いちどは食べてみかったっ……！　本場、京の柴漬けを……！　うつけの姫さまが、まさか尾張一国を統一して京の将軍さまに挨あい拶さつするべく上じよう洛らくを果たすだなんて……くくっ……」

「とはいえ尾張を長く留守にはできませんし、八十人ばかりの隠おん密みつの旅ですから、あまり長居はできません勝家どの。大急ぎでお土産みやげを買いあさりましょう。ぜひとも、わらびもちをいただきたいです。百点です」

「……犬千代は、下しも鴨がも神社のみたらし団子が食べたい。ういろうとみたらし団子。どちらが美味か、気になる……」

「姉貴！　あれ、あれ！　南なん蛮ばん渡と来らいの金平糖ってのが美お味いしそうっすよ！」

「南蛮渡来のお菓子？　京にも伴ば天て連れん文化が？　すっごーい！」

　弟・勘十郎信勝の一派の動向が不安だが、ともあれ父・信秀が半ばまで手を着けていた「尾張統一事業」を果たした信奈は、那古野おもてなし愚連隊の面々を引き連れて京へお忍しのびの旅を強行していた。美濃の斎藤道三、近江おうみの六ろつ角かく承じよう禎ていなどに見つかると危険なので、文字通りの「かぶき者集団」として好き放題にかぶいた恰かつ好こうで入京。信奈は髪を茶ちや筅せん髷まげに結い上げ、腰こしには虎とら皮がわとひょうたん。背中ににわとりの絵を描いた湯ゆ帷子かたびらを片かた袖そで脱ぬぎして南蛮渡来の「見せブラ」を見せつけるという例のうつけ姿だし、犬千代は長大な「朱しゆ槍やり」を掲かかげて踊おどっているし、池田恒興や柴田勝家は極ごく彩さい色しきの甲かつ冑ちゆうを身につけて日本刀を抜ぬいて「きえーっ」と騒さわいでいるしで、京の住民たちは、まさかこの面々が尾張を統一した姫大名とその家臣たちだとはとても気づかない。まっとうな恰好をしている者は、丹羽長秀くらいである。どこぞの田舎いなかから京を見物しに来たお上りさん軍団だとばかり思い込んでいた。ましてや、足利将軍に会いに来たなどとは、想像もできなかった。

「困ったかぶき者のお嬢さんたちやわ」

「なんや、みそ臭いような」

「ぶぶ漬け出すから、はよう田舎に帰っておくれやす」

　しかもこの下品な恰好をしたお上りさんの面々、往来で歩きながら買い食いをはじめる始末。信奈に至っては、「犬千代、勝三郎。歩くの疲つかれたから肩貸して」と仲間の肩に腕うでをかけてぶらさがりながら往来を移動するという横着ぶり。

　後に信奈が大兵力を擁ようして堂々の入京を果たした時には、凜々しく着き飾かざった信奈の美しさに歓かん声せいをあげた京の町衆だが、この時は「田舎からサルみたいな軍団がやってきたどすえ」と眉まゆをひそめるばかりだった。

「那古野おもてなし愚連隊も、ついに京に進出いたしました。お土産を買いあさりましたら、姫はただちに将軍さまのもとへ。勝家どのたちは宿の手配を。私は念のために京の町を探たん索さくして参りましょう。今の京は、なにかと物ぶつ騒そうですから」

　と丹羽長秀が一同に告げた。

「万千代。京を荒あらし回っている松まつ永なが弾だん正じようは、今、大和やまと攻ぜめにかかりきりなんでしょ？　だいじょうぶじゃない？」

「念には念をです、姫。姫はなんとなく自分は暗殺されないと思い込まれている節がありますが、これまでにも何度も襲しゆう撃げきされているではないですか。その不用心さは十五点です」

「まあ、釣つりに誘さそわれて船の上で刺さし殺されかけたこともあったけどぉ。あの時は、さっさと湖に飛び込んで逃にげ仰おおせたじゃない。わたしは逃げ足が速いから心配ないって！」

「極寒の冬の湖でしたよ。それに姫は金かな槌づちではないですか。溺おぼれ死んでいてもおかしくありませんでした。姫の暴勇ぶりは三点です」

「……あの時は、危なかった……犬千代が犬かきして溺れる姫さまを救いあげた」

「運動武芸全ぜん般ぱんなんでも得意な野生児の姉貴が、なんで泳ぎだけはダメなんすかね？　尾張七不思議のひとつっすね！」

「み、水辺は、河童かつぱに尻しり子こ玉だまを抜かれるんじゃないかって思うと、緊きん張ちようしちゃうのよね」

「おかしいっすよ姉貴！　姉貴はいつも、妖よう怪かいとか怪異は認めないって言ってるじゃないっすか！」

「か、河童は別なのっ！　絶対に河童伝説の元ネタになっているなにものかが水辺に巣くっているに違ちがいないのよ。きうりを用いて、いつかひっとらえて正体を暴あばいてやるんだから！　だいじょうぶ。河童対策として、相撲すもうの訓練もこなしているし……寝ね技わざ、立ち技、投げ技、自由自在よ？　でも、人間は水中では呼吸できないから、水辺では勝負にならないわ……」

「案外びびりっすね、姉貴！」

「う、うるさいわね勝三郎！　そこは『勝てる戦いくさしかしない智ち将しよう』と言いなさいよ！」

「問題ございません！　この柴田勝家があるかぎり姫さまには傷ひとつつけさせませんっ、きえーっ！　ああ、でも、姫さまの尻子玉って……み、見てみたい……きっと小さくてきらきら輝かがやいていてかわいらしいに違いない……はあ、はあ」

「ちょっと、六？　なに言ってるの？　尻子玉を抜かれたら死んじゃうでしょ！　だいいちわたしはお尻を人に見せないわよ！　どういう趣しゆ味みしてんのよ、んもう」

「い、いえっ、あたしは決して姫さまのぷりぷりの小さなお尻を生で見たいとかそのような不ふ埒らちなことはっ!?　うわああああ、またしても姫さまの不興を買ってしまったあああ！　こたびの上洛の旅に信勝さまをお連れすることもできなかったし……もう、切腹します！」

「切腹は禁止っ！」

「勝家どのは、姫ひめと一いつ緒しよにつるめる機会が減るごとに姫恋こいしさのあまり妙みような方向に。このままでは婚こん期きを逃のがしてしまいます。八点です」

「長秀っ！　お前に婚期の話をされたくないっ！」

　町衆たちが愚連隊のかぶき者ぶりに怯おびえて逃げ散る中、信奈は「尾張守護職に就つくこと、認めてもらえるかしら」とちょっとだけ不安げな表情を浮うかべていた。尾張の守護は代々、名門の斯波家が務めてきた。しかし斯波家は乱世の中で没ぼつ落らく。守護代を務めてきた織田家の一族が勃ぼつ興こうし、下げ克こく上じようの果てに信秀・信奈が二代かけて尾張を統一し、ついに信奈が尾張の女王となった。斯波家最後の尾張守護だった斯波義よし銀かねは、織田家を追い落とすために今川義元に内通し、この企たくらみが信奈にバレて逐ちく電でん。今は、河かわ内ちの名門・畠はたけ山やま家のもとに厄やつ介かいになっていて、しかも驚おどろくべきことにキリシタンになっているのだという。

　畿き内ないは、堺さかいを通じて九きゆう州しゆうや南蛮、明みんといった広い世界へと繫つながっている。応おう仁にんの乱以来激しい内戦状態が続く畿内では身の安全と心の安あん寧ねいを求めて本猫寺門徒が続々と増える一方、南蛮渡来の最新文化であるキリスト教に魅みせられてキリシタンになる者も後を絶たないらしい。

「姫でしたら問題ありません。妙によそ行きの態度に出ず、征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの前でもいつもの調子で堂々とかぶいてくださいませ。さすれば満点です」

　デアルカ、と信奈はうなずいていた。その眼光に、輝きが戻もどっている。「尾張の虎」織田信秀の娘むすめらしい、獰どう猛もうで野望に満ちた眼光だった。




　かくして、「北きた白しら川かわの合戦」ののち三み好よし長なが慶よしとかりそめの和わ睦ぼくを果たして京へ帰き還かんした剣けん豪ごう将軍・足利義よし輝てると、まもなく今川義元を桶おけ狭はざ間まに破って「天てん下か布ふ武ぶ」を掲げることになる織田信奈との最初の「邂かい逅こう」が、ここに実現した。

　幕府の復興を目指す足利義輝は、下克上によって「天下人」となった三好長慶と松永弾正久ひさ秀ひでを排はい除じよしなければならない。しかし、四し国こくに本ほん拠きよ地ちを持つ三好家に対して、義輝が動かせる兵力は少ない。しかも、管かん領れいの細ほそ川かわ晴はる元もとは三好長慶に復ふく讐しゆうされることを恐おそれて近江に留とどまり、京に戻ってこない。そこで義輝は、日ひノ本もと各地の大名たちの争いを将軍の名のもとに調停することで、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよしている大名たちを自らの味方に引き入れるべく政治工作を続けていた。愚ぐ直ちよくな「剣けんの鬼おに」である義輝はこういう権けん謀ぼう術じゆつ数すうを苦手としているが、切れ者の細川藤ふじ孝たかが補ほ佐さしてくれているのだ。

　川かわ中なか島じまで繰くり返される武田晴信と長尾景虎の対立を終わらせるために、武田晴信に「信濃しなの守護職」を与あたえたことも、細川藤孝の進言によるものである。これによって長尾景虎は五千の大軍を率いて堂々の上洛を果たし、三好松永勢と戦うことが可能となった。が、この年、信奈が八十人のお供を連れて極秘入京したのは二月。景虎が義輝の要よう請せいに応えて五千の大軍とともに再度の上洛を果たすのは五月。

　二人は、ぎりぎりのところですれ違ったことになる。

　もしも信奈と景虎がこの年、京で出会っていれば、歴史はまったく異なる方向に進んだかもしれない。が、「運命」は二人をまだ邂逅させなかった。信奈と景虎が出会うのは、景虎と晴信が互たがいに死力を尽つくして激げき突とつする「第四次川中島の合戦」の後のことになる。もしも景虎と晴信という東国の雄が互いに甚じん大だいな損害を出した第四次川中島の合戦が発生していなければ、信奈はその間かん隙げきを衝ついて大軍を率いて上洛することなど不可能だったわけであり、尾張の弱小大名にすぎなかった信奈が突とつ如じよとして上洛軍を興おこして「天下人」へと突き進む「運命」は、川中島で景虎と晴信が激突したことからはじまったと言っても過言ではない。

　ともかく、足利義輝はこの時期、「義将」長尾景虎を上洛させて三好勢を四国へと駆く逐ちくするために奔ほん走そうしており、尾張を統一したばかりの織田信奈という聞いたこともない姫大名を幕政に参加させたいという構想は抱いだいていなかった。尾張は商人の国で、その兵は弱兵として有名である。そもそも、尾張の東ひがし隣どなりには「東海一の弓取り」今川義元の大勢力が展開していて、しかも今川義元は足利義輝の招きに応じて上洛を目もく論ろんでいるのだから、今川軍の「通り道」を塞ふさいでいる信奈が兵を率いて上洛するなど絶対に無理なのだ。

　現に、この時信奈が率いてきた人数は、たったの八十人。

　しかも斎藤家や六角家に見つからぬよう、身分を隠かくしたお忍びの旅である。

　しかし、義輝は初めて謁えつ見けんした織田信奈の輝く眼光に、気け圧おされた。

　この時信奈は、うつけ姿から正装に着き替がえている。しかし、征夷大将軍を前にしていながら、まるでひるまない。燃え上がるような瞳ひとみで、義輝の顔を堂々と凝ぎよう視ししていた。失敬な、と思うような義輝ではない。むしろ、義輝の心も燃えた。余は織田信奈に勝負を挑いどまれているのだ、と気づいた。

「うむ。そちが織田弾正忠家当主、織田上総かずさの介すけ信奈か。凄すさまじい目力だな！　剣豪の道を選んでおれば、達人になれたであろうに！」

「わたしは剣の道は望みません。戦国大名にとっては無用の技です」

「では、そちが望むものはなにか、織田信奈よ？」

「わたしの心は日々、成長しています。いずれは異なるものをも求める時が来るかもしれません。でも──今はただ、『天下』のみ」

「……天下、だと!?」

「今はまだ動けません。わたしの力はちっぽけなものです。ですがいずれ──尾張の経済力を武器として、必ず大軍団を率いて上洛してみせます。果てしなく続く日ノ本の大乱を、わたしが終わらせます。父上は、そのためにわたしに尾張を、津島を、熱田を遺のこしてくださいました。今のわたしには、尾張守護職が必要なのです」

　尾張をやっと統一したばかりの小大名が、なんという言葉を、将軍に対して吐はくのか。

　このような人間に、義輝は生まれて初めて出会った。

　長尾景虎とはまるで真逆。だが、この織田信奈の瞳に宿る異質さ、強きよう烈れつさ、苛か烈れつさは長尾景虎と互ご角かく。あるいは、それ以上──いや、この世の誰だれとも、比ひ較かくすべきものではない。織田信奈という人間を、この時代の誰も、推おし量れない。

　義輝は、一いつ瞬しゆん、声を失った。

　この者、足利幕府の威い光こうも復興もまるで考えてはいない。しかし松永弾正のような「下克上」の野心の持ち主とも違う。この幼い姫大名は、なにものにもひれ伏ふさず、天下と直接ただ一人で向かい合っている──「天下統一」事業を成し遂とげられる英雄は、この日ノ本に自分しかいない、という確固たる信念を抱いている。そしてそれを、誰にも隠すつもりがない。なんという凄まじい野望の持ち主なのだ。松永弾正などよりも、織田信奈こそが足利幕府を滅ほろぼす真の強敵ではあるまいか。斬ざん首しゆすべきではないか、ここでこの姫大名を討うち果たさねば余の代で足利幕府は終わるのではないか、と義輝の「勘かん」が囁ささやいていた。

　しかし、なにかが、義輝のその衝しよう動どうを、押し止とどめていた。

　織田信奈の激しい眼光の奥に潜ひそむ孤こ独どくさ、哀かなしみ、それはやはり、長尾景虎と同じものなのかもしれない。そう、思った。理り屈くつではない。姫大名の孤独さは、男に生まれてきた義輝にはうかがい知れない。ただ──織田信奈もまた、父・信秀を失った哀しみと、戦っている。

　乱世の戦場に、男も女もない。大名として立った以上は、男女の別などない。しかし、義輝は、この幼い姫大名を斬きり殺すことができなかった。たとえ将来戦うことになるとしても、それは戦場での堂々の決戦でなければならない。余が剣豪将軍として生きることを決意したのは、将軍のもとを訪おとずれた姫大名を暗殺するためではない。剣技は、暗殺の手段などではない。それは卑ひ劣れつな真ま似ねである、と思った。ここで織田信奈を斬れば、余は織田信奈に負けたことになる、剣技を貶おとしめることになる、と思った。

「わかった。尾張守護職就任の件、認めよう。駿河の今川義元、美濃の斎藤道三、近江の六角承禎。そちは四方を強敵たちに囲まれている。それでも万ばん難なんを排して上じよう洛らくすると言うのならば、やり遂げてみよ。不可能を可能にしてみせよ。上洛するがよい、織田信奈！　だが──まもなく長尾景虎が越えつ軍を率いて上洛する。景虎が、足利幕府の衛兵となってくれる。そちは、あの『軍神』長尾景虎に勝てるか？」

　尾張の銭ぜにをことごとく種子島に投じて、必ずや勝ってみせます、と織田信奈は胸を張って答えていた。

「種子島を？」

「膨ぼう大だいな数を揃そろえれば。千挺ちよう。二千挺。いえ、三千挺集めれば。尾張の弱兵をもって、越軍や武田軍といった最強の兵を制することもできましょう。銭を、稼かせぎます」

　種子島はとてつもなく高額である。百挺を集めるのも困難だった。火薬にかかる費用も桁けた外はずれだ。例外は、種子島の量産態勢を確立していると言われている根ね来ごろ・雑さい賀かといった紀き伊いの地じ侍ざむらい集団くらいだが、自由を謳おう歌かする雑賀は、庶しよ民みんのための新興教団・大おお坂さか本猫寺と一体となっているといっていい。決して戦国大名には仕えない。ならば、いったいどのような方法で数千挺の種子島と火薬を買いあさる膨大な銭を稼ぐというのだ、と義輝は唸うなった。

　織田信奈にはすでに「構想」があるらしい。

「わたしは、人間の戦をもって、神々を制します」

　足利義輝は、（この者は日ノ本を救う希け有うな英雄なのではないか。あるいは同時に、日ノ本を焼き尽くす魔ま王おうなのではないか。英雄か魔王か。いずれの未来をこの者が選せん択たくするかによって、この国に生きるすべての人間の運命が、大きく変わることになるかもしれん……！）とまだ幼くあどけない織田信奈の野望を、恐れた。

（だが、今の尾張の国力では、太原雪斎が造り上げた今川義元軍の進しん撃げきは阻はばめん。大量の種子島を揃える前に、尾張は今川軍に蹂じゆう躙りんされてしまう。数千もの種子島を集める態勢を築く時間は、織田信奈にはもはやない。いかなる勝算があるというのだ、この者には）




　その日の夜──。

「……剣豪将軍さまを前にして興奮しちゃって、思わずかっこつけてかぶいちゃったけれど、その日のうちに京から脱だつ出しゆつして夜よ逃にげする羽目に。弱国の姫大名ってみじめなものね犬千代！　あーんもう。剣豪将軍との対面で吐いた台詞せりふ、ぜーんぶ無かったことにしたーい！　ぜんぶ黒く塗ぬりつぶしたーい！　ああいうのを『黒歴史』って言うんだわ！」

「……愚ぐ痴ちらずに逃にげる。みたらし団子、美お味いしい……あむあむ」

「この八はつ風ぷう峠とうげを越こえれば、すぐに尾張です。しかしこのお忍しのびの上洛は、零れい点てんでした」

「いやあ～行きは華はな々ばなしかったのに、帰り道は夜や陰いんに乗じて山道をまっしぐらに駆かけて逃げ帰る羽目に。とほほ～っすね姉貴！」

「ちっくしょ～覚えていろ斎藤義龍うううう！　あたしの姫さまをよくも暗殺しようなどとおおおお！」

　織田信奈と那古野おもてなし愚ぐ連れん隊たいの面々は、大おお慌あわてで京の都から逃げだして、近江から伊い勢せへと出る八風峠をひた走りに走っていた。

　信奈が足利義輝と会見して「尾張守護職」に任官されている間、用心深い丹羽長秀は京の町に美濃の斎藤義龍が放った「刺し客かく」四十人が潜せん伏ぷくしていることを突き止めたのだった。しかも、彼らは接近戦では柴田勝家という信奈の用心棒を突とつ破ぱできないと見て、南なん蛮ばん渡と来らいの種子島を用いて信奈を遠えん距きよ離りから狙そ撃げきしようとしているという。

　美濃の国主はすでに信秀と和睦して、信奈との会見・同盟を考えている斎藤道三だが、その息子むすこの斎藤義龍は大の信奈嫌ぎらいにして、父・道三のやることなすことすべてに反対している。信奈がわずかな手勢とともに京に入ったと知って、道三と会わせる前に京で暗殺してやるとばかりに刺客を放ってきたのだ。

　宿に戻るや否いなや長秀からこの一報を聞いた信奈は、

「デアルカ！　黙だまって逃げだしたら、かえって追撃されて危険なことになっちゃうわ！　機先を制して相手の動きを数刻封ふうじるのよ！」

　と種子島を手にするや否や、いつもの「うつけ姿」に着替えて、なんと斎藤義龍が送った刺客たちのもとに自ら乗り込み、

「上総介存知！　種子島はこうやって使うのよ！」

　と信奈特有のカン高い大声で叫さけびながら、刺客たちめがけていきなり種子島を発はつ砲ぽうした。

　まさか織田信奈本人が自分たちの宿へ飛び込んで攻せめてくるなどとは想像もしていなかった刺客たちは、一瞬、金かな縛しばりにあったように固まってしまった。こんな無茶苦茶な姫ひめ大名がいるか。噂うわさ以上のうつけ姫だと驚おどろき、どう反応していいのかわからない。射撃手が慌てて種子島に弾たまを込めようとするが、手が震ふるえてうまくいかない。

「蟷かま螂きりの斧おの如ごときでこのわたしを暗殺しようだなんて、嗤わらっちゃうわね！　できるものならやってみなさい！　一人残らず返り討ちよ！」

　そう叫ぶや否や、信奈は脱だつ兎との如く宿家から飛び出して、京の都から逐ちく電でんしていた。勝家たちが後を追い、「美濃を通るのはもう無理です。鈴すず鹿か山脈の八風峠を越えて伊勢へと出ましょう。八風街道は近江商人たちが用いている商いの道です。銭をばらまけば通過できます」という長秀の進言によって、一目散に八風峠越えの山道を駆け続けることになったのだった。刺客たちが「お、驚いた……とんでもない大声に、凄まじい眼光……皆みな殺ごろしにされるかと思った……」「待て待て！　目を覚ませ！　織田信奈に逃げられたぞ！」「しまった、追いかけねば！」と慌てて追撃したが、信奈の逃げ足は天下一品。不ふ眠みん不休で逃げ続けてどうにか追撃を振ふり切って、尾張への道筋がようやく見えてきたのだった。

「長尾景虎は越後から大軍団を率いてもうすぐ上洛するというのに、わたしは人じん畜ちく無害の人材どもと八風峠を逃げに逃げて命からがら尾張へと退散。はあ……同じ姫大名でも、ずいぶん違ちがうわね……んもう、腹が立つうううう！」

「……みたらし団子を食べれば、気が晴れる」

「足利義輝さまの構想では、長尾景虎どのが管かん領れいに。今川義元どのが副将軍に。この二人を両輪として幕府を再興しようとしておられるそうです。長尾景虎どのが上洛軍を率いて京に来るということは、今川義元どのもまもなく上洛軍を興すということ。尾張との兵力差は桁外れです。われらの状じよう況きようは一転して零点です」

「いくら敵兵が多くても！　中入りを決めてやりゃあいいんっすよ、姉貴いいいいい！」

「まずい。まずい。まずい。表向きは尾張を統一したとはいえ、肝かん心じんの御おん曹ぞう司しが。信勝さまが姫さまとほんとうに和わ睦ぼくしてくれないと、尾張の総力を今川戦に注つぎ込めなくなってしまうううう！　そんなありさまで勝てるわけがないっ！　うわあああ、あたしのせいだああああ！　あたしがふがいないばかりに、姫さまがあああ！　切腹します！」

「六！　切腹は禁止って言ってるでしょっ！　勘十郎との件は必ず解決するわ！　今川義元が上洛軍を興す前に！　きっと……きっと、だいじょうぶよ……勘十郎は、わたしのたった一人の……弟なのだもの……」

　そうよね勘十郎、と信奈は星空を見上げながら呟つぶやいていた。

　その時。

　星空の中に──碧あおく輝かがやく光を、一筋の流れ星を、信奈は見た気がした。

　なぜだろう。

（この星空の下で、わたしを見つけてくれる人が、まもなく、現れるような……）

　不意に、そんな「予感」が、訪れて。

　まだ小さな信奈の胸が、不意に高鳴っていた。







　　　初出




第一話　剣豪将軍と関白・近衛前久　【原題：景虎の上洛（前編）】

　　　　ファンタジアBeyond　２０１６年12月25日更新分

第二話　三国同盟　【原題：景虎の上洛（後編）】

　　　　ファンタジア　Beyond　２０１６年２月29日更新分

第三話　川中島の再戦　【原題：川中島の再戦（前編）】

　　　　カクヨム　２０１６年５月30日更新分

第四話　二百日の対陣　【原題：川中島の再戦（後編）】

　　　　カクヨム　２０１６年６月30日更新分

第五話　景虎の出奔　　　　カクヨム　２０１６年７月31日更新分

第六話　みたび、川中島へ　【原題：景虎の出奔】

　　　　カクヨム　２０１６年７月31日更新分




「あの頃の信奈」

巻ノ四　「信奈のお忍び上洛」　　　　書き下ろし








春日みかげ

●かすがみかげ



耳鳴りを治すために鍼治療に通う日々でなかなか近況報告ネタがないのですが、鍼の先生に「北方謙三先生は自分を治療している鍼の先生を自作の小説に出してるんですよハハハ」と教えたら、「自分も小説に出してくれ」と言われました。「女体化しますがいいっすか？」「あっ……（察し）」となりました。


















キャラクター原案／みやま零

カバー・口絵・本文イラスト／深井涼介

カバーデザイン／アフターグロウ










天てんと地ちと姫ひめと 4




龍りゆうの上じよう洛らく　信のぶ奈なの上じよう洛らく

織お田だ信のぶ奈なの野や望ぼう　全ぜん国こく版ばん








春日かすがみかげ
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